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1996～97年度国際ロータリー会長

ルイス・ビセンテ・ジアイ

1987～89年度国際ロータリー理事

1988～89年度国際ロータリー財務長

1990～93年度ロータリー財団管理委員会委員

　ルイス・ビセンテ・ジアイ氏は、アルゼンチンのアレシヘスに生まれ、ブエノスアイレス大

学卒、公認会計士です。同氏は、会計事務所を所有し、ジアイ・アグロペクアリア株式会社の

社長と会長を兼任し、ばかに敬礼の取締役を務めています。

　ジアイ氏は、現在、首都のブエノスアイレス市とブエノスアイレス州の経済専門審議会のメ

ンバー、バルトロ・ミート公認会計士協会会長を務めておられます。更に、アレシヘス商工会

議所の相談役であり、アルゼンチン自動車クラブのアレシヘス支部長です。ジアイ氏は、多く

の慈善団体と市民団体の会員でもあります。アルゼンチン・ボーイスカウト連盟の国内顧問で、

また地域の身障者のための職業研修所であるタジェル・プロテジードを支援しておられます。

　ジアイ氏は、1961年以来のロータリアンで、現在、アレシヘス・ロータリー・クラブの会員

で同クラブの元会長です。国際ロータリーでは、地区ガバナー、情報研究会カウンセラー、国

際協議会インストラクターとモデレーター、委員会委員と委員長、理事（1987～89年度）、財

務長（1988～89年度）、会長エイド（1990～91年度）、ロータリー財団管理委員会委員（1990～

93年度）を歴任されました。

　ジアイ氏は、1989年には南米開発会議の召集者を務め、また1993年にはポリオ・プラスヘの

ＲＩ会長表敬訪問の調整に当たられました。両方とも、アルゼンチンのアグアスで開催されま

した。ウルグアイで開催された南米における75年間のロータリー奉仕を祝賀する1993年地域大

会のＲＩ会長代理をつとめられました。

　ジアイ氏は1995年アナハイム国際研究会の委員長をつとめられました。また、ロータリー財

団のベネファクターで、ロータリー財団からその教育的および人道的プログラムのための支援

活動に対し財団功労表彰状並びに特別功労賞を受賞しておられます。
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一行動力と先覚一睡ﾝ。レ一…………」

ロータリーの友人の皆さま：

　運命は待つものではなく、つかむものです。運命は、座視すべきものではなく、達成すべきも

のです。新しい世紀を迎えようとしている今、私たちは、ロータリーの豊かな歴史の回転軸に立っ

ています。今や大いなる技術的、社会的変化による激動の時代です。

　ノーベル賞を受賞した科学者ジョナス・ソークは、かつてこう言いました。「私たちの最大の

責務は、よき先達になることである｡」私たちの先輩が確立した枠組のうえに、新しい世代のた

めのよりよい未来を築けば、それが先輩に対する最高の恩返しになるでしょう。

●　　ロータリーは、来るべき時代を活力あふれるものにする回転軸です。私たちの理想は、全世界

　　　的なものです。私たちの世界的組織は効率的であり、私たちのプログラムは、人類の基本的ニー

ズに取り組むものです。奉仕への献身に基づいて行動すれば、私たちロータリアンはまさに未来

の建設者たりうるのです。

　私たちが自らの運命を達成しようとするなら、また、21世紀の建設者として参画するとしたら、

新しい青写真をつくるのは今です。私たちは、明日の設計図にわれわれ白身の手形を残さなけれ

ばなりません。そこで

　　　　　　　　　　　　築け未来を一行動力と先見の眼で／

　建設者としての私たちの第一の責務は、未来に対する夢を実現するために、まず堅固な土台を

つくることです。生きている組織として、私たちの柱は行動の上に打ち建てられます。私たちの

あらゆる奉仕活動は一つ一つどれも、ロータリーの真価は私たちがいかに行動するかにかかって

いる、という証になっています。いつでも、行動は甘菜より雄弁です。

●　　ロータリーは、奉仕という命の血によって地域社会に善を実現する巨大なる力です。行動がな

　　　ければ、「超我の奉仕」は空念仏にすぎません。さればこそ、すべてのロータリアンが身をもっ

　　　て参加することが、行動で未来を築く唯一の方法なのです。

　　　　しかしやはり、先見の眼が必要です。先見の眼による行動は、世界に希望をもたらします。先

　　　見の眼があれば、今私たちがかつてないほど急速に変化している世界に住んでいることがよく分

　　　かります。先見の眼によって、地平線のかなたの人類のニーズまで見えてきます。こうした変化

　　　が人々の生活に影響を及ぼす道筋をさらによく見通せば、私たちはぬかりなく可能性豊かな未来

　　　を築くことができるでしょう。

　未来は私たちの手の中にあります。今、ロータリアンは、

奉仕の理想を来るべき世代につなぐことによって、よき先

達として行動することができるのです。力を合わせて、

築け未来を一行動力と先見の眼で／

　　　　　　　　　　　　　　－２－
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見直そうふるさとを一手に手をとってー

本年度の方針

第2740地区ガバナー

　　　牟　田　勝　輔

　２月下旬、アナハイムで開催された国際協議会の最初に、

ジアイ次年度ＲＩ会長エレクトは、新年度のテーマ「築け

未来を一行動力と先見の眼で」と発表になり、次のよう●

に述べられました。

　私たちは、介、未来を前にして立っています。そして未来はいつも希望を秘めています。未来

は遠くにあって、出会うのを待っているというものではありません。未来は、今、ここで作られ

るのを待っているのです。

　文明は幾千のレンガで築かれた、大きな建物のようなものです。私たち、ひとりひとりが、人

類という大きな機構を支える、一つのレンガなのです。

　レンガは、いろいろな建物の､土台､柱､外壁､などになれる道具なのです。そのように、広い用

途があり、無限の可能性をもつレンガは、人類最高の創造物と云えるでしょう。若し、レンガに

制約があるとしたら、それは建築者の創意、エネルギー、才能などの個人的な限界にすぎません。

　私たちは、ロータリーのレンガです。私たちは、ロータリーという建物の礎石、柱、土台なの

です。ロータリーは、私たちのクラブを土台とし、私たちの献身を柱として、私たちが「奉仕の

理想」を守る、その上に築かれているものです。

　私たちは、ロータリーの未来の建物に貢献するために、ひとりひとりが、ロータリーの土台の

一部になる責任と機会をもっているのです。

　私たちが、未来への青写真をつくり、それを実現するためには、まず、堅固な土台を造らなけ

ればなりません。そして、生きている組織として、ロータリーの柱は、それを実行することによっ

て打ち建てられます。

　私たち、ロータリアンが、奉仕への献身によって、未来を築く建設者たり得るかどうかは、私

たちの、決意と行動力にかかっています。それは今です。

　行動がなければ、ロータリアンの「超我の奉仕」も、空念仏にすぎません。さればこそ、すべ

てのロータリアンが身をもって参加し、行動することが、未来を築く唯一の方法なのです。

　しかし、矢張り先見の眼がなければなりません。先見の眼がなければ骨折り損になってしまう

ことがあります。また、行動の伴はぬ先見の眼は、幻にすぎません。先見の眼と行動力によって

はじめて、急速に変化する現代で可能性豊かな未来を築くことができるのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３－
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それでは、行動力と先見の眼で、どのようにして未来を築くのでしょうか。

新年度の重点プログラムは、

●先達の歩みに敬意をはらうことによって未来を築きましょう。

　過去を深く理解することなくして、前進はありません。本年は、「ポール・ハリス」歿後50年

　にあたります。この機会に彼の理念や行動を振り返ってみましょう。

●会員増強で未来を築きましょう。

　前年度の成果は、約プラス172名でした。この成果の上に今年度がはじまります。

●　●職業奉仕の質を高めることによって未来を築きましょう。

職務と事業の世界で競争の激化があります。次の世代にこの厳しさに応えられるように準備さ

せ、サービス、製品の高水準追求は、ロータリアンのトレードマークです。

●次の世代を準備することによって未来を築きましょう。

　青少年の健全育成と、世界人口の３分の１を占める幼児から若年層に、労りの心を。

●平和な都市（まち）づくりに尽力し未来を築きましょう。

　新時代に求められているのは、暴力、犯罪のない平和な地域つくりです。

●ロータリー財団を支援することによって未来を築きましょう。

　ポール・ハリス歿後50年を追悼し、ロータリー財団に思いをはせ、将来にわたり、財団の業績

　が継続発展するためにどうするかを考えましょう。本年は、ロータリー財団の80周年、国際親

●　　善奨学金50周年に当ります。

私は地区のテーマを、

　　「見直そう　ふるさとを」一手に手をとってー　といたしました。

　この指針は、先達の歩みに敬意を払いつつ、私たちは改めて、私たちの足もとから、最もよく

奉仕するためのものはなにかを見さだめ、青写真を書き、未来を築いてゆこうと云うことであり

ます。

　聖フランシスコの教訓に「まず、しなければならないことから始める、そして、可能なことを

実行する。そのうちに、不可能だと思っていたことを実行していたことに気付くであろう」。

　１本のマッチ棒の火が周囲に広がり、燃えさかってゆくように皆んなで、于に手をとって、ロー

タリーを盛りあげて頂くようお願い致します。

４



●

Ｓ

爾茅翁屡茅戮琲扇国

一手ミ４露Ｙ獅琴嶺琲翁国

蒼￥一4･μμal海;?蒼￥Ｊ･ｚｊ・４べ4.71・y少･lr薔琴１９

一

ｌ－･
(一

琲ぽ

飯
館
固
ズ
ー
…
…
…
〃
”

　
　
　
　
Ｆ

刈ぶ乙¥.乞≒琴堀切･迦|国[匹



－　9嘸t

牟田ガバナーの出陣を祝して

　　　　ロータリー100周年に向かって、足固めの

●　最後の10年の第Ｔ年度という意義ある年度に、

　　　第2740地区の輿望をにない、第３分区初のが

　　　バナーとして分区の皆さんの期待を背に、牟

　　　田ガバナーいよいよご出陣です。勇み立つ駒

　　　の噺きにも似た大きなうねりのようなものが

　　　聞こえて来るような気がします。

　　　　牟田ガバナーはノミネートされるのがおく

　　　れた為に、準備の期間が丸まる一年しかなく、

　　　物心両面に渡って、ご準備は大変であろうと

　　　お察し申しあげておりましたが、ホームクラ

　　　ブ全員一丸となっての支待態勢のもと、着々

　　　と態勢を整えて新年度を迎えられたことには

　　　敬服のほかございません。

　　　　第１回のガバナー諮問委員会で初めてお目●　

に掛かって以来数十年来の知己の如くにご交

　　　誼を戴いておりますが、辺幅を飾らず、何人

　　　をも大きく受け入れ、接する者をして何時か

　　　和やかな雰囲気に巻き込んでしまうという、

　　　穏やかで、ご円満なお人柄は、ロータリアン

　　　としての条件を生まれながらにして供えてい

　　　る人、それが私が新ガバナーから受けた印象

　　　でした。

　　　　牟田ガバナーは国際協議会からお帰りにな

　　　りますと、最初の公式行事ＰＥＴＳには、煉

　　　瓦色のブレーザーを着て若々しく精力的に、

　　　ジアイＲＩ会長の「未来は遠くにあり、出会

第2740地区パストガバナー

　　　佐　古　亮　尊

うのを待っているというものではありません。

未来は、今ここで、つくられるのを待ってい

るのです」という言葉に始まり、「築け未来

を一行動力と先見の眼で／」というテーマを

国際協議会の興奮そのままに、説き去り、説

き来り、その煉五倫を巧みに次年度会長さん

たちの胸中に染み込ませてゆかれました。

　地区協議会に於ても、ジアイ会長の目標を

手際よく整理して呈示され、更に、地区のテー

マを「見直そう　ふるさとを」一手に手をとっ

てー　と発表されましたが、かって市長とし

て郷土の繁栄の為に努力うされた実績から出

た、地についたテーマだと感しました。

　しかし、牟田ガバナーは自分が市長だった

ことには全くお触れになることなく、団体運

営の秘策は胸に畳んで、ただガバナーとして

如何にあるべきかを謙虚に思いめぐらしてお

られます。

　新しい年度には、必ずや、未来を築く為に

第2740地区の先頭に立って、私たちをリード

して下さることでしょう。　きっと素晴らしい

年度になることと信じて疑いません。

　地区内金ロータリアンの皆さんこのガバナー

をしっかり支えて新年度を実り豊かなものに

しましょう。尚牛田ガバナーにはどうか健康

には十二分にご留意下さってご精進の程お祈

り申上げております。

６
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別紙の通り
　一一　10月

別紙の通り

　11月

12月
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月

２月

２月23日

　３月

１日～２日

15日～16日

４月

６月

の 桂

Ｒ．Ｉ第2740地区主要行事予定表

行

ガベナー会議（第１回）
ガペナー事務所開設
ガベナー諮問委員会（第上回）
分区代理会議（第１回）

青少年交換委員長会議
公式訪問開始
Ｒ．Ａ．Ｃ会長幹事会

　（会員増強拡大月間）
Ｉ．Ａ．Ｃ地区大会
クラブ奉仕委員会（会員増強）
青少年委員会
公式訪問

　（青少年活動月間）
職業奉仕委員会
公　式　訪　問

　（職業奉仕米山月間）
ガバナー諮問委員会（第２回）
国際奉仕（委）財団関係
公　式　訪　問

　（ロータリー財団月間）
ロータリー環境保全デー
地　区　大　会
各分区ＩＭ開始
　　　　　　　　　　　一

ガベナー会議（第２回）
財団セミナー
ゾーン研究会
分区代理会議（第２回）
クラブ奉仕（委）会報雅語広幸
　（ロータリー理解推進月間）
国際奉仕委員会

　（世界理解月間）
ガバナー諮問委員会（第３回）
ロータリー創立92周年記念日
　（世界理解と平和の日）
国際協議会

事

ローターアクトアジア大会
ＲＹＬＡＪ也区大会
クラブ｀奉ｲ士委員会
クラブ会長こレクト研修セミナー
ガ,バナー会言義

　（雑　誌　月　間）
ガバナー諮問委員会（第４回）
分区代丿里会議（第３回）

地区委員長会議

地区協議会

国　際　大　会

各地区委員会
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牟田ガバナー公式訪問日程表

７　　　月 ８　　　月 ９　　　月 10　　　月

士 月 _ ]． 本 佐世保東 １ ⑧ １ 火 島　　　原

２ 火 ２ 金 唐津中火 ２ 月 武　　　雄 ２ 水 島　原　南

３ 水 ３ 土 ３ 火 ３ 本 太　　　良

４ 水
-

４

５

⑧

一月

４ 水 長　崎　南 ４ 金 佐世保市
５ 金 ５ 本 大　　　町 ５ 土

６寸
⑧

__　　　　　　__

　　　　　－一一一一一一

６ 火 佐賀大和 ６ 金

　一一

土

長　崎　束 ６ ⑧
７ ７

水
一木

生　　　　月 ７ 雲　　　仙 ７ 月

８ 月 ８ 平　　　戸 ８ ⑧ ８ 火 鹿　　　島
９ 火 ９ 金 嬉　　　野 ９ 月 長　崎　北 ９ 水 諌　早　西

10 水 10 土 10 火 諌早多良見 10 (西

11 水 佐　　　　貿

諌　　　早

11 ⑧ 11 水 唐　津　西 11 金

12 金 12 月 12 本 佐世保中央 12 土

13 土 13 火 13 金 松　　　浦 13 ⑥
14 ⑧ 14 水 14 土 14 月

15 月 佐　貿　西 15 本 15 ⑧ 15 火 東　長　崎

16 火 唐　　　津 16 金 16 ⑩ 16 水 白　　　　石

17 水 大　村　北 17 土 17 火 有　　　田 17 木 唐　津　束

18 本 長　　　崎 18 ⑧ 18 水 伊　万　里 18 金

19 金 19 月 19 木 伊万里西 19 土
20 ① 20 火 佐世保西 20 金 20

⑥
21 ⑧ 21 水 長崎北東 21 土 21 月 小　　　城

22 月 佐世保北 22 木 多　　　久 22 ⑨ 22 火 大　　　村

23 火 佐　貿　南 23 金 23 ⑩ 23 水 佐　賀　北

24 水 佐　世　保 24 土 24 火 北　松　浦 24 本 長崎琴海

25 本 25 ⑥ 25 水 25 金

26 金 牛　　　津 26 月 26 木 福江中央 26 土

27 上 27 火 神　　　埼 27 金 福　　　汪 27 ⑧
28 ⑧ 28 水 佐世保東南 28 土 28 月

29 月 長崎中央 29 木 諌　早　北 29 ⑧ 29 火

30 火 長　崎　西 30 金 30 月 30 水

31 水 31 土 31 木

８



地区ガバナー分区代理

　第　１　分　区

伊万里・伊万里西・唐津・唐

津東・唐津西・唐津中央

　　　　　　　第　２　分　区

神埼・小城・佐賀・佐賀北・

佐賀南・佐賀西・佐賀大和・

多久・牛津

　　　　　　　第　３　分
　　■■㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜■■㎜■㎜■■

有田・鹿島・大町・

雄一太良・嬉野

一一一一一一

　白石

武

㎜㎜－ ･ ■ ■ ■ ㎜

第　４　分　区

西　田　惣　次

(伊万里西)

-

･㎜･■㎜･㎜㎜■■㎜･･　　　･㎜■㎜㎜■■

島　富　士　男

(神　　　埼)

織　田　了　悟

　(嬉　　　野)

一一一一一一

平戸・生月・北松浦・松浦・

佐世保・佐世保中央・佐世保　御　厨　成　宏

東・佐世保北・佐世保南・佐　（北　松　浦）

世保東南・佐世保西

　　　　　　　第　５　分　区

　　　　－　一一一一一一-　　－　-一一一一--一一
諌早・諌早北・諌早西・諌早　呑　　　　　允
多良見・大村・大村北・大村　橋　田　村　俊

東・島原・島原南・雲仙　　　　（大　　　村）

　　　　　　　第　６　分　区

　　　　　　　　　一一一一一一福江・福汀中央・東長崎べk‾‾ﾚ‾‾

崎・長崎東・長崎中央・長崎ﾚ」ﾍ賓　正　美

北東・長崎琴海・長崎北・長　（長　崎　南）

崎南・長崎西　　　　　　　

｜

　ガバナーノミニー

　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜%＝辻　　　洋　三（佐世保南）

　地区研修リーダー

佐古亮尊（大村北）

地区ガバナー指名委員会

牟　田　勝　輔（武　　　雄）

逸　見　嘉　彦（佐世保南）

井　田　圓　之（佐　賀　西）

内　田　　　毎（佐　　　賀）

富　永　雄　幸（佐世保南）

上　原　　　寛（長　崎　東）

宮　島　博兵衛（唐　津　西）

市　瀬　久米嘉（佐世保東）

佐　古　亮　尊（大　村　北）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡。　　　　　　　　画

ク　ラ　ブ　奉　仕　　　　　職　　業　　奉　　仕

　=-　　　　==　♂←W　　　　　　　　　　　　’　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜
　　　宮　島　傅兵衛　　　　　　　　　市　瀬　久米嘉

　　　内　田　　　埓

クラブ奉仕情報

福　田　泰　作(有　　　田)

梅　田　英　二(唐　津　東)

豊　田　康　裕(雲　　　偵)

藤　岡　士　郎(長　崎　南)

空　閑　清　高(佐　　　賀)

クラブ奉仕会報・雑誌・広報
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保
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職　　業　　奉　　仕

∩有　谷　幸　次(諌　早　西)

　《職業相談》

　林　田　義　人(大　　　村)

　久　原　康　正(白　　　石)

　《職業指導》

　木　原　　　豊(神　　　埼)

　汀　口　義　雄(佐　賀　西)

　《職業情報》

　笹　川　　　朗(大　　　町)

　松　尾　辰二郎(佐世保北)

　《職業活動表彰》

　高　原　　　至(長　崎　北)

　寺　谷　雄　－(長　崎　東)
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000‘090‘I

000‘00ﾑ‘Ｉ
砿　　　　得　　　　肝’日

000‘001‘9
聶　　　　卦　　　　Ｙ‘乙

000‘090‘I砧盾圓仰ｙ巧‘Ｔ

聊宙加,～9661聊毒96,～966T目　　　　　　　行

回(j田苓Ｏ

000‘O託‘II

000‘Oこ

000‘008‘I

000‘O聡‘II
壮

000‘屁Ｙ　　　　翔　　　　戻’ｐ

000‘009‘I専　昨　叫　　゜Ｉ　　’Ｈ　’日

000‘009‘6　　000‘いく00こ陶

000‘009

　　ﾆ現今加，～9661

000‘009‘6　　000TX00ごＥ専誹収拙辱重－≠八方’乙

000‘O屁専聊瀞二琲毎回゛Ｔ

知歯96,～9661目　　　　　　　糾
旺rl:眉甫〕

昼揃駐車一半にμ
鼎じＹ翔○
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地区関係　人頭分担金表

勺汗りたい

忖　　　　　　　　　目 1996ご97年度 前年度よりの増減

士．地　　区　　資　　争 6,200円 増誠なし

２．世界社会奉仕貴介 360 増滅なし

よガバナーJ川翁tL涜料

剣ロータリーえ庫|迄力金

1,900

　300

増誠なし

増滅なし

５．全国ガバナー公運営負担金 200 増減なし

６．国際青少年交換貴公 1,600 増減なし

７．ガバナー教務所負担金 3,200 増滅なし

８．Ｇ．Ｓ．Ｅ．分析金 500 増滅なし

計 14,260円

地区大会分担金

（１名当だ川

科　　　　　　　　　目 1996～'97年度 前年度よりの増減

地　区　大　会　分　排　金 5,000円 増滅なし

地区大会事務局の依頼に

より納付

14
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①提言　②生年月日　③職業　④ロータリ

⑤趣味　⑥特技　⑦好きな言葉

歴

　　　　　■･㎜㎜㎜㎜･･　■■･■■■･　　･㎜㎜　･･　　=|皿=･　　　　■･-　＝　　･㎜｡　　　　　　__　　　　＿＿_

しクラブ内部の進展状況をガバナーに報告すると

あります。ガバナーの意を体し本年度国際ロータ

リー「築け未来を一行動力と先見の眼で」という

方針でガバナーのよき連絡貝として頑張ってゆき

たいと思います。そして与えられた職務を自己研

鍬の場としてロータリーについて初心に返って勉

強をやり直さなければと自分に言い聞かせていま

す。今のところ提旨とかありませんが、会員の皆

様の暖かい御指導と御鞭植によりこの一年を務め

させて戴きたいと念願しております。どうかよろ

しくお願い巾し上げます。　　　　　

●

②大正10年４月19日　　　③医師

④24年

⑥特技なし

⑤囲碁、将棋

　　⑦無心不立

引受けましたのも、実は二年前に神埼クラブの番

であるから私にやれとのことでしたが、ある事情

で引受ける今が出来ず、今回再び神埼クラブの番

になり、私が引受ける事になりました。浅学非才

の私ですが、地区内のクラブ会長とガバナー間の

連絡員として、又各クラブが健全な道徳を樹立で

きるよう微力ながらお手伝出来れば幸いです。

②昭和11年11月13日

③建築材料販売・ＬＰガス販売

④神埼ロータリークラブチャーターメンバー

ニ代目会長、1987～88年度

⑤ゴルフ　　　⑥ソフトボール

⑦誠　実　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

⑦愚者は教えたがり

　　　　賢者は学びたがる

せっかり心引き締る思いでｰ一杯

です。入会後24年経過しました

が、その間漠然としていたこと

を思います。早速Ｆ続要覧をみましたが分区内の

クラブ会長とガバナー間の連絡員で公式の権限を

持つものではないとあります。牟田ガバナーの御

指導のもと又クラブ会長をはじめ会員の皆様の御

支援により、分区代理の責務を果たしたいと思っ

ておりますので、どうか皆様の御協力をお願い致

します。分区内クラブを年２～３回非公武に訪問

■㎜畠㎜■㎜■㎜■㎜■㎜●㎜●㎜■㎜●㎜■㎜■㎜■㎜■㎜●㎜■㎜●㎜飴㎜■㎜●㎜●㎜■㎜■㎜●皿●㎜■㎜●㎜一㎜●㎜●㎜●㎜■㎜Ｓ皿■㎜

●㎜●㎜�㎜●㎜●㎜●皿■㎜

神埼クラブ発足の時、水田氏よ

り電話による勧誘によるもので

した。それまでロータリークラ

第３分区代理

織田　了悟

①提言特になし

②昭和４年３月30日

③団体役員

ブは私のような一介の庶民が入会するような所で

はないと思っていましたので、固辞したのですが

強引に入会させられたのが始まりでした。チャター

ナイトも終り、次期の役員も決まった４月のある

日、次期会長となるべき人が、突然に退会され急

減次期会長を選任することになり、私が二代目会

長を努めることになりました。今回の分区代理を

㎜■㎜■㎜●㎜■㎜■㎜■㎜●㎜■㎜●㎜●㎜ｓ㎜■㎜ａ - ■ ㎜ ● ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ● 皿 ● ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜●㎜・㎜●㎜■㎜飴㎜●㎜■㎜●㎜■㎜■皿ｓ㎜■㎜

■皿●㎜●㎜■㎜■㎜●㎜ｇ㎜■㎜■㎜■㎜Ｉ

・社会福祉法人ルンピ＝福祉会理事長

・宗教法人円福寺代表役貝（住職）

④1974年８月１日嬉野ロータリークラブ入会、

1984～85年度会長

⑤美術鑑賞

⑥なし



第４分区代作

御厨　収去滝根おｃ）

①浅学ji才ですが、第匹|分区

合口の皆様、乍田ガバナー公

武訪問、インターシティミー

ティングの折はお世話になります。

②大正14年12JH8日生

　　　③介名会社御厨呉服店代大社亘●　

④昭和44年　北松浦ＲＣ創:々l会員

　　　　昭和47年　北松浦ＲＣ幹事就任

　　　　昭和53年　北松浦ＲＣ会長就任

第５分区代理

橋田　村悛（大村9c）

①提言〔利己と利他の調和を

はかろう〕

　自己の生活体験の中に、白

　　　已をかみしめ、自己の生命の源に思いをめぐらし、

　　　自らを磨き高めた心をもって、自らの企業を高め

　　　周囲を高めていくことが、利己と利他の調和をは

　　　かることに連動していくのではないだろうか？

　　　②昭和３年11月18日
●　③宗教法人浄土寺住職

第6分区代理

小潰　正美

①提言「Ｒｎ一一人一人が煉瓦

一一枚一枚の栢み上げで偉大な

壁（ロータリーの思想）を造

ろう」のＲＩ会長の提言には、地区内Ｒｎ一人一

人の個性と思考と俗念と行動力をもって応えよう。

　「見直そう　ふるさとを　手に手をとって」の地

区テーマには、第６分区はもっともっと親しく

活動的に　個性的に、周年事業年度を実りあるも

のにしたい。そのために　イ、実情に合った会員

増強や財団の寄付要請を　口、各集会、周年記念

ポルハリスフエロー、米|||功労者

⑤、⑥謡曲、海舟釣り、散策、旅行

⑦子供を叱るな来た道だから

　　　老人を笑うな行く道だから

社会福祉法人三浦保育園々長

④・1981年大村ＲＣ入会

・1989～90年度会長

・1994～95年度地区職業奉仕委員長

・1995～96年度地区副幹事

⑤史跡探訪

⑥特になし

⑦知恵、報恩、思恵のこころ

事業の簡素化と堅実な記念事業促進を　ハ、対外

広報をより積極的に、より効果的に　ニ、青少年

の開票的視野を広めるために交換留学生制度を更

に拡大　ホ、各様情報（地区レベル）の速やかな

伝達を（交換留学生受入れの性別、年齢など未だ

不明）

②大正15年上月２日

③医師（産婦人科開業医）

④1968年７月入会、1978～79年幹事、1987～88年

会長、1990～93年米山記念奨学地区委員長

⑤ゴルフ、映画鑑賞

⑥特になし

⑦吾以外皆吾師也

－16 －
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RI第2740地区1996～'97年度クラブ会長､幹事一覧表

クラブ｀名 会長・幹事 勤務先電話 クラブネ 会長・幹雅 勤務完電Ｆ
舌

伊　万　里 前
∩
11　刊　昭

||　|･郎

�（0955）22－78（）0

�（0955）ぷ－5345
佐世保中央

'

,

|

,

1

、

地　泰比占

川　敏　行

�（（）956）85－3531

�（0956）24－6225

伊万里西
､y　汀　敏　犬

?I?　我　公　冶
�（㈲55）22－3722

�（（m5）23－4181 佐世保東
小　山　和　彦
浦　本　忠　児

�（0956）32－2288

�（（）956）38－2053

唐　　　津
岩　本　　　ゾ
江　頭　紘　一

�（0955）73－3118

�（0955）7:トー5547 佐世保北
隔　田　浚　郎

鈴　本　止　昭

�（0956）34－0151

�（（）956）23－5148

唐　津　東
福　本　万　三
尺　田　僅　久

�（（）955）74－8188

�（0955）82－4888
佐世保南

村　田　純　一一

川　目　睦　郎

�（（）956）23－8201

�（0956）23－1727

唐　津　西
乍　川　　　沙

中　野　－・　尨

�（（）955）78－0026

�（（）955）72－ H00 佐世保東南
|処　川　信　池

中　鳴　徳　昭

�（0956）38－8862

�（（）956）31－5980

唐津中央
ヽyl　蓼　　　江

山　門　達　明

�（0955）73－77（）4

�（（）955）72－8281
佐世保西

-一一　一一一一

諌　　早

岩　崎　耶　臣
池　田　保　明

�（0956）佃－3427

�（（）956）24－6981

神　　　埼 ｜７

Ｉ

ｉ

,'5　　　敏

1'5　　　清

�（（）り52）52－3630

�（（）％2）30－2971
山　中　丁･　ぶ

長　島　rﾔ　盲

�（（）り57）22－0458

�（0957）26－5031

小　　　城
し　田　刊　秀

行　永　圓　率

�（0952）73－3141

�（0952）72－2840
諌　早　北

？

／
－？

【

ｙ　崎

ヽ林

占　斡

支　雄

�（0957）22－3430

�（0957）22－0529

佐　　　賀
Ｔ　島　成之瀧
が　成　日佐男

�（0952）22－4311

�（（）952）24－8181 諌早多良見
埼　矢　禰

||府　弘　之

�（0957）25－4800

�（0957）43－4511

佐　賀　北
福　田　　　草
野　目　仲　守

�（095か30－0869

�（0952）22－6820 諌　早　西
lて

rj

坪　　　寛

川　仁　志

�（（）957）22－7120

�（（）957）34－3162

佐　賀　南
ｔ

Ｆ

?1　本　睦　犬

｜　中　洋:　介

�（0952）25－0155

�（0952）31－3208 大　　　村
大　塚　参　人
笠　ル　和　幸

�（（）957）53－8121

�（（）957）53－1181

佐　賀　西
仙　田　陽志郎

中　尾　偕　土

�（（）％2）66－5050

�（0952）23－3213
大　村　北 入　場　洋　征

佐　占　亮　景
�（0957）53－5161

�（0957）53－5510

佐賀大和 緒　ﾉﾌﾞ　打
田　代　打

彦

照

�（0952）62－4781

�（0952）98－2343
大　村　東

勢　戸　利　存
伊　漸　大　造

�（0957）55－6216

�（0957）55－7501

多　　　久
隔　地　　　片
牟　田　　　章

�（0952）74－4161

�（0952）76－4111 島　　　原
阿　部　義　平
原　田　輝　臣

�（0957）62－6264

�（0957）64－6911

牛　　　津
斉　心
中　J6
和犬郎
秀　附

�（0952）6（ト1511

�（0952）66づ）215
島　原　南

菅　　　弘　賢
日　向　　　啓

�（0957）85－2045

�（0957）85－2107

有　　　田
原　　　　　－，

蒲　原　健　次

�（0955）42－3234

�（0956）32－0400 雲　　　仙
本　多　宣　章

関　　　勝　彦
�（0957）74－2660

�（0957）73－3477

鹿　　　島
森　田　峠　敏
浜　松　和　犬

�（09546）2－5196

�（0954白3－1557 福　　　江
見　津　柿　蛮
的　野　士　志

�（0959）72－3556

�（0959）72－2068

大　　　町
池　目

聡　JI
気　紀

　　繋

�（0952）82－2145

�（0954言祐一4332 福江中央
幡　谷
薩　本

ざ　美

が　妬

�（0959）72－4310

�（0959）72－3355

白　　　石
犬　串　千　年

溝　ﾄ．笑　男

�（0952）84－2731

�（0952）84－4238
東　長　崎

人　汪　暢　脂
松　浦　ｍ　ゾ

�（0958）38－3251

�（0958）22－7843

武　　　雄
｜

,l、

七　　　　　毅

も　場　　　溥

�（0954）23－3185

�（0954）22－4135 長　　　崎
Ｌ　杉　T-　郷

岩　永　正　人
�（0958）24－0445

�（0958）26－0211

嬉　　　野
辻　　　賢　嗣
相　川　源友部

�（（m4）43－9510

�（0954）42－1756
長崎中央

高　原　　　誠
浦　川　一　孝

�（0958）21－1181

�（0958）23－3523

太　　　良
中　汪　ハ　兪

高　本　　　茂

�け）9546）7－1158

�（09546）7－1688 長　崎　東 杉　岡　義　溥
迫　　　龍　二

�（0958）23－5541

�（0958）22－4877

平　　　戸
高　田　汐

竹　田　耐
人
介

�（0950）22－2748

�（（）950）22－2446
長崎琴海 河　野

黒　岩

宍　天

与　幸

�（0958）50－6000

�（0958）50－4100

生　　　月
松　永　忠　宣

川　渕　洋　海

�（0950）53－2816

�（0950）53－1077
長　崎　北

rﾘ　原　好　明
常　多　勝　己

�（0958）27－2111

�（0958）26－6565

北　松　浦
鳥　山　　　昇

法師山　貪　入

�（0956）76－22（）1

�（0956）64－39（）0
長崎北東

山　田　挑　輸
入　汪　T･　昭

�（0958）24－2891

�（0958）45－1387

松　　　浦
田　郷　ｈ
武　部　胴

男
海

�（0956）75づ）423

�（0956）74－0007
長　崎　南

富　森　正　之

犬　坪　一応　昭

�（0958）2（ト5321

�（0958）25－0092

佐　世　保
武　片　洋　－
山　腎　義　道

�（0956）22－8733
�（0956）24－8937 長　崎　西

渡　澄　修　志
久　保　昌　二

�（0958）44－2355

�（0958）48－4318
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送１

金

事

項

Ｒ

Ｉ

関

係

報　告　内　容

人頭分担金

ザ・ロータリアン誌

講読料

ロータリー財団寄付金

I･地区資金

ｒ
－
－
－
　
加

　
　
　
　
地

区

関

係

｜

にー

そ

の

他

｜

国際存少年交換資金

世界社会奉仕資金

ガバナー月毎購読料

ロータりー文庫協力金

----------------------------

全国ガバナー会

運営負担金

■還-a============-■■■-----==

ガバナー嘔務所費
－一一一一

Ｇ・Ｓ・Ｅ・分担金

　「ロータリーの友」

購読料

ロータリー米山記念

奨学会寄付

文献資料代

地区大会負担金

期

報

-

告　と　送　金

摘

前間

　19％年７月１目

後期

　1997年1JHrl

７月１日及び

Ｕに日の会

員数を基準に

各７目以内に

送金手続き完

ｒのこと

その都度

1996年10月末日

」

要

19％～'97年度

年顛末肯35ﾄﾞ/レげカ年米貨17.50ドル)

但し７月２[]～９幻30日入会者

　　　　　　　　　　　米肯8.75ドル

但し１月2[]～3J131日入会者

　　　　　　　　　　　米貨8.75ドル
－－一一

一一一一一一一一

-一部

半期分　米貨６ドル

ー･-==============■■■-===========■■■■=
１名当たり年間1〔〕ドル相当額以

上寄付(財団の友)

一一一一一一－一一一一 －－－－

※　レート四半期毎指示される。

１名当たり

半期分　￥3,000

---------------------
1名当たり

半期分　￥800
･一一一一-一一一一一一一一一一一一-

１名当たり

半期分　￥180

1㎜㎜-=============㎜■

1名当たり

半期分　￥95〔〕

･------------------

1名当たり

半期分　￥150

＝＝－－＝ミー～

･-----------------一一一-

１名当たり

半期分　￥100

１名当たり

半期分　￥1,600

㎜㎜㎜------======㎜㎜㎜㎜㎜

1名当たり

半期分　￥25〔〕

一一一一一一一一－

－－－－

－－－－

一一一一一一－一一

－－－－－

－－一一－

１部

半期分　￥1,236（消費税含む）

１名肖たり

半期分　￥1,000以上

表示価格

　(表示価格ないもの無料)

1996年10月末日現在の

会員数１名宛　￥5､000

　　(1996年７月１日会員数で送

　金し、1996年10月会員数で補

　正する｡)
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口 先

(送金)国際ロータりー

　　　　日本サービスセンター所長

　　　　　　　　　　　おお･Lま　Ｌろl
　　　　　　　　　　　大島　四郎

　〒160東京都新宿区新宿1-36-12

　　　　　　　サンカテリーナ１階

(振込)さくら銀行東京営業部

　　　　　　　　　　(普)0968049

　　　又は、三菱銀行本店

　　　　　　　　　　(普)1528228

(送金)国際ロータリー第2740地区

　　　ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9

　　　　第一光栄ビル２Ｆ

(振込)佐賀銀行武雄支店

　　　　　　　　　　(普)1583845

　　　国際ロータリー第2740地区

　　　地区会計長　馬渡　政次

(送金)ロータリーの友事務所

　〒105東京都港区芝公園2-6-3

　　　　　　　　　ABC会館８階

(振込)さくら銀行浜松町支店

　　　　　　　　　　(普)6326314

　　　ロータリーの友事務所

(送金)ロータリーの友事務所

〒105東京都港区芝公園2-6-3

　　　　　　　　　ABC会館８階

(振込)さくら銀行京橋支店

　　　　　　　　　　(普)0920373

　　　ロータリー米山記念奨学会

(送金)国

　　　　日

　　　　犬

際
本
島

ロータリー

サーピスセンター所長
　四郎

〒180東京都新宿区新宿1-36-12

　　　　サンカテリーナ１階
(振込)さくら銀行東京営業部

　　　　　　　　　　(普)0968049
　　　又は、三菱銀行本店

　　　　　　　　　　(普)1528228
一一　　　　　　　一一
(送金)国際ロータリー第2740地区

　　　大会事務局

　　　会　計　横旧　勝次

　〒843武雄市武雄町昭和8-9

　　　　第一光栄ビル２Ｆ

(振込)佐賀銀行武雄支店

　　　　　　　　　　(普)1583787
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原稿募集について

Ｏ強調月間の意義の説明などについては、主にガバナーやパストガバナー、又は地区の委員

　長の方々に依頼します。

○地区委員会の御報告などは、その都度委員長又は委員の方より頂きたいと思います。

○各種大会など、スナップ写真散薬をつけて報告下さい。

○各クラブの特別行事など、スナップ写真をそえてお送り下さい。記事は原稿用紙３枚。

○各役職の方々の顔写真は必ず御用意下さい。

○原稿用紙は、所定のものを使って頂き、字数が超過しないよう、特にお願いします。

○原稿締切日を守って下さい。

-
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国際ロータリー関係事務所

国際ロータリー中央事務局　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，15印SherTnan Avenua Evanston， ILLINOIS 60201 U.S.λ

国際ロータ|卜日本ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

　　　　　　　　奉　仕　室

　　　　　　　　資　料　室

　　　　　　　　財　務　室

ガバナー会事務所

！ロータリー文庫

　ロータリーの友事務所

｜米　山　記　念　奨　学　会

〒160東京都新宿区新宿↓丁目36-12サンカテリーナ１階

�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

�03-3355-5425～6ロータリー財ﾄ月、その他、財務関係のお問い合せ｜

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651　1

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681　1

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156 FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土、日、祭日休み)

ガバナー

地区幹事

事務局

牟

大

安

田

坪

見

勝

勇

光

輔

郎

代

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰二郎

　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　井　上　俊　正

　　　　　花　田　晴　年

　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社
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築け未来を

行動力と先見

の眼で
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会員増強月間の意義について

ガバナー

牟　田　勝　輔

　ルイス・ジアイＲＩ会長は、国際協議会の

席上、本年度のテーマを「築け未来を一行動

力と、先見の眼で」と示され、次の様に述べ

られました。「私は、献身的に、責任をもっ

て、熱心に、地区を指導し、あらゆる分野で

ロータリーを強化し、会員増強キャンペーン

と会員増強プログラムに最重点をおき、新人

ロータリアンに、新人教育計画を提供し、入

会間もない会員に、今まで以上に情報を提供

する｡」とこの地区へのメッセージは中す迄

もなくクラブヘのメッセージであります。更

に年度のＲＩテーマの具体化について「先達

の歩みに敬意を払うことによって未来を築こ

う」をはじめとして『会員増強』『職業奉仕

の質の向上』『新世代への準備』『平和な都市

つくりに尽力』『ロータリー財団への支援』

と云う重要項目を示され、その中でもとくに

　「会員増強」と「新世代への準備」プログラ

ムの推進を掲げ、その二つの実行グループを

考えておられるようです。従って、本年度も

　「会員増強」プログラムは重要なテーマとな

るわけです。

　1995～96年度の会員増強・拡大の実績（6

/15現在）は、皆様方の御協力によって、新

しく「大村束」クラブが誕生し、５月18日に

目出度くＲＩの加盟承認を受け地区内クラブ

数は54となりました。会員数も3､156名、純

増会員179名と誇るべき数を示しております。

本年度もこの上に増強の数を積んで頂きます

ようお願い致します。

　1989年８月に「会員増強および拡大月間」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１

がロータリーのカレンダーに追加されてから

会員増強の声は一一段と大きくなってきました●

が、1990年代は、既存ロータリークラブで会

員の減少という驚くべき傾向が見受けられる

ようになってきました。　しかしながら、ロー

タリーの全体的な会員増強・拡大は着実に進

展してきております。このことは既存クラブ

の成長発展によるものよりも、新クラブの設

立によるものだとされております。従ってク

ラブ指導者は、常に既存クラブで毎年発生す

る会員の死亡、健康上、職場住居の移転など

の自然現象を袖うだけでなく、なお一層の増

強に留意しなければなりません。そしてクラ

ブに一層の力強さを加えるために、創立当時

の平均年令と見合うように配慮することも忘

れないで下さい。平均年令の若がえりは、ク

ラブの奉仕プロジェクトを進めるうえで熱意、●

活力、実行力だけでなく、さらにユニークな

プログラムも生み出されてくるものです。会

員増強によって、より多くの人々が、ロータ

リーの温かい親睦を味わい、社会奉仕という

素晴らしい機会にも恵まれることにもなるわ

けです。

　退会防止には最善をつくすように協力体制

をつくって下さい。

　新クラブの設定にはこのうえともにお力添

えのほどをお願い致します。

　今年度地区のテーマ「見直そう。ふるさと

を」のとおり、もう一度自分たちの足もとを、

周囲を見直してみましょう。きっと貴方に出

来る、会員増強・拡大があるはずです。
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゛横の情報″交流に力を

クラブ奉仕・情報委員長

福　田　泰　作

　ロータリーの持つ坊本坪念はアイサーヴだ
と言います。

　だとすればクラブ奉仕の基本もまた、白づ
と奉仕を志ざす私たち一人ひとりの、ロータ

リアンとしての白眉ﾆと尼ヽの4寺ち方になります。

　それはロータリアンとしての誇り高き矛今4寺

を4寺つ「責任ある但I人」を白づ｀から創ること

だと思います。

　思うに人間一人ひとりの評価といったもの

は、社会が半分してくれ、あとの半分は白分

ですべきものだと言う、自己認識が必要では
ないでしょうか。

　カントの言葉に

　　　　　　　　　t既念なき直感は一回目なり

　　　　　　　　　直感なき概念は空虚なり

　　　　　　　　　　　　　と言’っています。

　概念を理念、直感を行動と解すれば、私た

ちは盲目のロータリアンでも、空虚なロータ

リアンでも、あってはならないと思います。

　それには機会ある毎に多くの人に接レ|吉報

にも触れ自己研鏝に務める可きでしょう。
　毎期ごとに新しいＲＩ会長の示される心と

行動のテーマを回顧すると、正に百花燦爛。

　それは毎年１年間咲き続けた大輪の花でも

あります。

　今期もルイス・ビセンテ・ジアイＲＩ会長

も「築け未来を一行動力と先見の眼で」と格

調高らかに示し叫ばれました。

　正にこれこそ、今期に臨む私たちに与えら

t七た、尾､とに釣動の才旨訓･としての、ピックな

　「ニｰ。－一情報」だと思います。
　私たち５人の委員は心と情熱を結集し、牟

田ガバナーの下に使命を果たしたいと思って
おります。

　具体的には、従来の゛上からの情報″に加
え、今期は地区内53クラブの活き生きとした
゛横の情報″の交流にも力を注ぎ、感覚はグ
ローバルに、活動はローカルにと思っており
ます。

　どうか地区内ロータリアンの皆さん、それ

ぞれのクラブは多少の風土、歴史、産業の違

いはあります力叙それぞれのﾆ1l壌の上に「ロー

タリー文fﾋ」の花を作1り咲かせてください。

　これをさらに西海の地に咲く大輪の花園へ
と発展させようではありませんか。

-
２

拡大･会員増強委員会としての

新年度の方針

拡大 会員増強委員長

村　上　寅　雄

　私は三期連続地区拡大・会員増強委員長に

任命されており会員増強に関して非常にその

重大さをひしひしと感じております。歴代の

ＲＩ会長のテーマを振返ってみますとその基

礎には必らず会員増強があります。何故なら

会員増強なしではそのクラブの活性化は見ら

れませんし、又そのクラブは動脈硬化現象を

来たしクラブの衰退が見られるのは当然であ

り、そのクラブの奉仕活動は沈滞することは

明らかであり、会員を増強してエネルギーを

蓄積してこそ本当のロータリーの活動が出来

るからであろうかと居､います。　その重丿堤忖五は

{塾隊よく認言哉しておられることと思いますカヾ

各クラブ夫々の事情、1犬i兄によって怖々思い

通りにならないお家の事情困難もあろうかと

思いますが、この会員増強の問題はどうして

も避けて通れない一つの壁であるかもしれま

せん。　しかしなカヾら会員増強をするためには、

ロータリアン全員カヾもっと深い認識と申しま

すかその危4幾感ﾌｙ少いのではないでしょうか。

もっと真剣に取り組んで頂きたいと存じます。

来充填職業分類をもう一度点検して、若い人、

ロータリアンになってほしい人、ロータリア

ンにふさわしい人、ロータリアン資格者は地

丿或には靭it奔たくさんいるのではないでしょう

か。各ロータリアンは会員を推薦、入会させ

ることによってロータリーの輪を広げる手助

をする義務がある筈です。質か量かの問題も

常にいわれる所でありますが多くの石の中に

は磨けば宝石ともなります。地区協議会時の

アンケートによると会場の都合で今位の人数

カヾ丁度よい、親n撒もうまくいってる、奉付ご活

動も充分吋号っている、だから1余り会員増強を

しなくてもよい、という消樋珀勺なクラブもあ

りますカfそのようなクラブはさらに会員を増

強して今迄以上の奉仕活動をして頂きたいと

思うのであります。

　どうか若い人を入会させてロータリーの奉

仕の活動の原動力となるように努力致しましょ

う。ルイス・ビセンテ・ジアイＲＩ会長も新

世代を育成し未来を築こうと提言されておら

れますし、牟田ガバナーもあらゆ分野でのロー

タリーを強化し、会員増強で未来を築きましょ

う、と提抒されておられ会員増強10％増を是

非希望されておられます。どうか地区の各ロー

タリアンは各クラブ10％純増の会員増強を切

にお原頁いj次しますと同時に縛1返しになります

カ八　どうか煙1区のロータリアンお一人ひとり

カf友の輪を更に4広げてまいりましょう。



会報・雑誌を読もう

会報・雑誌・広報委員長

　　有　田　峰次郎

　委員長の重責をおおせつかり、びっくりし

ております。始めての事でもあり、委員の皆

さんの御協力を得て頑張るつもりですので宜

敷くお願いします。

　〔会報について〕

　定期的に発行する会報は、新聞が社会の基

礎であるように、クラブの基礎なのである。

会報は、なにもこったものである必要はない。

　その目的は、クラブ活動、国際ロータリー

のプログラムについての興味をもたせると、

同時に、クラブ例会への出席を強化する重要

な道具である。

　〔雑誌について〕

１．「友」誌の熟読を御願いするため、興味

　ある記事について、クラブの担当委員が、

　精読し、概要紹介を行う方法を提案したい。

２．ロータリーアンが投稿することによって、

　　「友」への親近感をもたせる。

よ「地区だより」として、ほほえましいク

　ラブの自慢・珍談・奇談などの投稿を奨励

　し「自分の雑誌だなアー」と思わせる。

　〔広報について〕

Ｌロータリーを理解して頂くため、マスコ

　ミの活用が有効であり、報道機関へ適切な

　形で広報してもらう。又、地元の報道関係

　者と懇意になること。

２．地域に対して、市町村、商工会議所、責

　年会議所等にロータリーの資料提供を行い、

　機関誌など記載依頼を御願いする。

３．ときには、ロータリー以外の人をゲスト

　として例会に招待する。

３

心のつながりのある

奉仕が基本

職業奉仕委員長

　　有　谷　孝　次

　職業奉仕が各会員の人生に稔り多く、地域

社会に、心のつながりのある、奉仕活動の体

験となるように、高度の道徳的水準を推進し

　「職業奉仕における新方針」就職相談、職業●

指導、職業情報、職業活動表彰、ボランティ

ア小委員会の設置、クラブ、地区ボランティ

アコーディネータによる、登録書リスト調査

作成、ボランティアを活用している地域社会

の団体の指導者を招待して、ボランティア奉

仕の機会について、スピーチを依頼したり、

クラブ会員のボランティア奉仕の経験をクラ

ブで発表する依頼、地域社会内で特別なプロ

ジェクトを見つけ、ボランティアを中し出る

ことなど、地区、国際的ボランティアなど支

援するための募金活動を組織するなど、心の

つながりのある奉仕を基本として、推進する

ことを目的とし、会員各自が思いを新たにす●

るよう、ご理解とご協力をお願いします。

メインテーマ

燃えて未来
4
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行動の奉仕こそ使命

義　則

　　　　社会奉仕の意義にっいては、ロータリアン

　　　の意識の中にあるものの、現実に企画実行し

　　　ていく段階になると、予定だおれや金ですま

　　　す事もある。親睦の諸行事に比べ、エネルギー●　

や予算の使われ方が少いのも事実である。

　　　　私どもの委員会では、そんな思いを持ち乍

　　　らも奉仕の実践を声高に叫ぶことではなく、

　　　地域のこーズの中からクラブで出来ることを

　　　新たな事業として取り組んでいくようアピー

　　　ルし続けるのが役割だと思っている。その為

　　　に先般の地区協議会で論議したことは……

　　　（活動指針）

　　　　△親睦と奉仕のバランスある活動を

　　　　△知恵と汗の奉仕で地域ニニーズに応えよう

　　　（行動目標）～討議内容も附記しておく

　　　　△新規事業をおこし事業予算をぶやそう。

　　　　　地区内１クラブ当り社奉事業は３件平均

　　　　　で、新規事業を行うクラブは約半数。

　　　　△環境美化条例に基き地域環境の改善を

　　　　　在米型の清掃や植樹等から自然保護、環

●　　　境改善（再生）の活動に移っている。

　　　　△麻薬乱用防止ヘー層の啓蒙活動を

　　　　　人間尊重の分野では、福祉中心の活動か

　　　　　ら麻薬、エイズ、イジメ等対策へ変化。

　　　　△地域発展は地域の共同奉仕にて

　　　　　地域の文化、史跡遺産や観光等へのソフ

　　　　　ト部門で知恵を出して、ハードな自治体

　　　　　へとの動きと、地域ＲＣの共同事業化。

　　　○地区委員会での具体的な活動としては

　　　　○地区内クラブの実施事業情報を配布

　　　　○地区外は地域にての共同事業の選択とそ

　　　　　の推進の呼びかけ～（統一事業を含む）

　　　　○ハリス没後50周年記念事業の実施を促進

　　　○昨年実施した雲仙普賢岳に係る植樹事業は

　　　　昨年11月を第１次として、本年６月第２次

　　　　の植樹を行って完了する方針であります。

４

インターアクト活動方針

について

インターアクト委員長

　　島　松　孝　夫

□j基沸こ白勺な考えこぢ

　インターアクトよ胞巨(委員長を椚≒諭し今子波ど

(万)ように這£労ぐして孚ｆくカヽ禾z､カリ愚･ﾆむ１０年r川こび)

溜豺肋にF周り削1馬齢してきた事を眉､い剋1こしなカi'

ら、ホスト手交とロータリークラブア)立丿易び)遥l

いを言忍諦とし馬し収に立ちt艮本力ヽらぴこ才比ｨ戈を狂tう

青少年cこ奉仕び)精字申を学んでヽもらい、f本こJ険し

てもらうようにして利lきたいと､巴います。

　ぞ追丿宋ぴ)゛さ七よう″というやり方をぷこｙ)泊i

手交生に出二末る、i皮ら力月収り糸且んでヽ､みたいと､ほ

う呑引助を引き出し、生1走主丿尊によるインター-

アクトf舌服Jグ)システムを参侭泳lして5黎ります。

　そび)j4には生ぞ走丿全び)才旨ふ尊母iでヽある雇頁旧1び)夕已

生方や?舌重力をリードする各ロー一タリー-クラブ

グ｀)委員長さん、刺包(K凄1員さんj全び)矢田激や糸簒馬術

を紀話柄しなカｆら生徒達び)やる気を引き出すよ

うな選ひ欧方浸こを才旨丿尊才□肝ｨ|参会を迢iじ石茸ず已を重

たlそび)f西重酔眼?兄カi｀学手交r川でヽ或ご4奥し合えるよう

なシステふを構築し、生徒たちが'インターア

クトクラブに所属して奉仕心にめざめそび)経

馬齢力刻守冰こにl賢Zがるように、ﾆf波方よりロータリー

クラブカヾ支1爰､唱二末ねjf郵Jま哨び)目白勺カ弓奎丿茂出丿艮

るも妬)と､田､います。

G)名-ま尾口昌手交とロータリークラブと(ｧ)ｨ言庫頁限1ｨ系

をﾘ虫ィヒする為1こ再度学校4則とクラブとク)1括し

合いび)刈みを4寺つようJ也[ヌン要員より極力きカベナる。

②高校｡4ミグ]主体竹三を重字見したインターアクト

?舌重ねを選ひ欧してぞfく。

(3)学ｷ交狽りび)才旨ふ厚=折とロータリークラブ狽U7)才旨

導者とグT)連携を更に強化する様にクラブ側に

独力きカベナ話し合い７)場を持つよう才旨丿尊する。

値)才旨導;母♀石茸ｨI参会を新人教育び)場として{基本白勺

な矢[は哉を身にっけてもらうよう会を充を匙さ七

たい。

(亘)より良いクラブ迦£営を目才旨すj島にベテラン

グ)才旨丿尊づ折(雇頁旧丿孝曼自市、ロータリーク)ﾆS胞員丿蔓)

び)狛□悪と紅l馬齢をあらゆる4幾会に4皮盾tしてj既う

よう4動きカバナる。

⑥各関係者び)役割分担を明確にし、より効果

グ)JIカi｀る遵ひ詐に尾､カベ才てもらうように才旨丿尊し

て子子く。

⑦国際丿哩解グ)推進を図る為、海外留学生び)短

其月折Ｕ貴沿ID度をシステムィヒし今其月より具f収白勺に

?舌勇力さ七て石lきたい。

⑧年次大会グ)運営を活jl生ィヒしそび｀)交配緊が｀イン

ターアクト活動に直結するような内容を考え

ﾘﾐ屈iしてj-fきたい。

⑨年次大会び)表彰卸忖度を見洒1し限H系者に図り

今其月よりぶこmしてぞ云きたい。



ローターアクトＣ こ理解を

ﾛｰﾀｰｱｸﾄ委員長

　　岡　部　景　光

　間もjl呪く々台まる211u諦己は今の万拾い人々が才目｡っ

て行く時代です。 20世紀前半は国家権力と暴

力のもとに、個人への尊重が無視された時代

でした。後半はその矛盾を正すべく目見めた

国民皆の力が制度を変え、世界平和と人類発

展、地球生物との共存を願って社会福祉を整

備して弱者を守り、環境保護を唱え、世界の

開発途上国の人達にも手を差しのべられるよ

うになりました。 21涸ご糸己はこれらをもっと発

展させ、早く真の平和を確立させて環境破壊

をなくし人口爆発に対処せねば地球の未来は

ありません。ロータリアンの皆さん！我々は

せいぜい生きても20～30年、その前に社会福

祉のお世話にならねばなりません。「近頃の

若いものは……」と兎角いいたいですが、そ

れでも尚若者に託さねば出来ないことなので

す。マルチメディア時代に突入した今、我々

ロータリアンは手も足も出ません。全と口を

出すばかりではありませんか？もう若い者に

任せましょう。

　今期のＲＩジアイ会長は「次の世代を準備

することによって未来を築こう」と言われて

います。「新‘しいローターアクトクラブの提

唱を地区内にできるだけ多くして下さい」と

も言われています。どうぞ未提唱のクラブの

方はロータリアンのパートナーとして慟いて

くれて、将来を託せる若者を育てるローター

アクトのことを考えて下さい。

　平成９年３月士～２日、唐津市に日本全国

から集まって「全国ローターアクト研修会」

が開催されます。当2740地区のローターアク

ト皆で、準備しています。どうぞロータリア

ンの皆さん！ローターアクトの取り組む姿を

見に未て下さい。

　ローターアクト地区委員会とローターアク

トクラブはこの全国大会を機会に活性化を計

ろうと考えています。

　①　会員が少なくなっています。

　②　10年間新たなローターアクトクラブの

　　提唱がありません。

　③　ロータリアング）ローターアクトヘの関

　　尾ヽがｲ氏いようです。

　（J）海夕い汗修をほとんどj子っていません。

　（亘）もっと予算がi次しいです。

　18～30才迄と年令に匍誤読カfあり、若い時だ

けのチャンスです。一人でも多くの若者にそ

の意義ある時間を与えたい……と思います。

ロータリアンの皆さんの理解と協力をお願い

します。

５

新世代のために ＲＹＬＹ

ＲＹＬＡ委員長

　　鈴　木　正　春

　青少年指導者養成プログラム（ＲＹＬＡ）

は、来る21世紀の人類の運命を握る青少年達

の核になる人材を育て導くものであると思い

ます。何億年もかかって形成された、人類等

の生存に不可欠であるはずのオゾン層は、後

何年で破局を迎えるのでしょうか。私達は滅

亡への道を確実に全速力で走っております。

生存を脅かす問題が山積みしている現在、21

世紀を背負う青少年への期待には大きなもの

があります。効率良く理想世界に近づいてい

く為には、青少年の善良な資質を伸ばしてい

くことを早急に行わなければなりません。本

年度は青少年に「未来への期待と責任」と言

う事で内容を充実出来ればと思います。

●

　【本年度方針】

①地区委員会実行委員会を交えて開催５回●

②　ロータリアンのＲＹＬＡに対する理解を

　高める

③　明るく楽しい効率の良い研修

　　　　※親睦交流７割　研修３割

④　開催日　３月15日～16日

　　場　　所　北山少年自然の家

　　参加人数　300名（RC150.青少年150）



国際奉仕

国際奉仕委員長

　　池　田 実

　　　　〔目　的〕

　　　　ルイス・ビセンテ・ジアイＲＩ会長の『築

　　　け未来を行動力と先見の眺で』のテーマに従
●　

い、ロータリアン各自が国際奉仕に自覚し、

　　　行動力を再確認し交流の心も十分くみながら

　　　奉仕全般の受け皿になる。

　　　　〔方　針〕

　　　１．ポリオ僕滅運動

　　　　　ロータリー財団80周年にあたり積極的に

　　　　財団と協議し、ポリオフリー対策の充実を

　　　　図り、各クラブ各委員がロータリー創立100

　　　　周年（2005年）迄に全世界のポリオ撲滅に

　　　　挑戦し協力体制をとる。又、ＷＨＯによる

　　　　1995年テーマ『目標2000年ポリオの無世界』

　　　　の確立をめざす。

　　　２．国際交流の推進（世界の人達と友達にな

●　ろ引

　　　　　アジア地域相互理解のもとに姉妹クラブ

　　　　を作る。又、地区間の交流。

　　　３．世界社会奉仕委員会と相互連絡の上協力

　　　　し合う。

　　　４．委員会開催　年３回の予定。（ガバナー

　　　　より要請があれば随時開催）

６

世界社会奉仕

世界社会奉仕委員長

　　吉　富　常　彦

　私たちの委員会は、いよいよ三年目に入り

ました。

　前年度同様よろしくお願いします。

　今年度は地区協議会に於て、国際奉仕委員

会と共同研修を開催し、申合せ事項として、

今年度もポリオ・プラス・プログラムに積極

的に参加していただくことが決定しました。

　奉仕活動としては、アジアと太平洋地域に

於て、地域社会開発教育問題、食糧生産、保

健問題、水／衛生等のプロジェクト・プログ

ラムとＲＩから毎月送られてくる「災害急報」

から特別に関係の深いものを見つけて、災害

援助の急を要件の中から委員会で検討を重ね

て、要請にこたえていきたいと思っています。

良表紙「武雄の蘭書」の説明-

　この写真は「武雄の蘭書」の口絵で、

第28代武雄領主・鍋島茂義公が江戸末期、

西洋科学研究のため、オランダより導入

した貴重な本である。

　この本は、医学､科学、軍事業など138

冊からなるもので、全国的にみても、大

変重要な資料である。



新年度の方針について

国際青少年交流委員長

　　前　田　一　彦

　日本は戦後米国などの応援を受け、すばら

しい発展を遂げてきました。

　そして世界のあらゆる国との経済的な結び

付きを固めてきました。

　それに比して文化的な交流や国際親善、理

解など十分であったとは言えないと思います。

　その中にあって日本のロータリークラブは

可成りの努力もし成果も上げることができた

と思いますが、国際青少年交換の数は全世界

の3.5％に過ぎません。現在日本会員数は全

世界の10.5％を占めていて、それに比例すれ

ば現在の交換数350を早急に700名まで上げな

ければなりません。新年度はすでに15名の交

換を予定していますが、次年度は２名以上の

上乗せを図る必要があります。

　新年度の計画として各クラブで検討頂きた

いと思います。特に受入れについては、ホス

トフアミリーを引受けるところが少なく、今

後は近隣のクラブが協同してホストとして学

生のお世話が出米れば、より広く事業の輪を

広げることが出米ると期待しています。

　派遣学生については従来選考時に英語の能

力はあまり問われませんでしたが基礎的な知

識を備えておくことが必要です。　日本の代表

の一人として外国で学ぶ訳ですからそれに相

応しく自律心があり、自己主張のできる学生

が望まれます。

　近年は応募する学生は女子が非常に多く、

男子学生はもとより、両親、学校と地域社会

の交換事業に対する理解を、深めてもらわね

ばならないと思っています。今後は米国やオー

ストラリアに限らず、アジア諸国との交換が

期待されていますがブラジルやトルコなど、

英語圈以外の国に派遣された学生が立派な成

果を得て帰国している姿を見ると、より多く

の国との交換を図る必要があると考えています。

７

1996～97年を意義ある

ロータリー財団年度に

財団情報・奨学委員長

　　神　宮　博　明

　1996～97年度は、ロータリー財団にとって、

極めて意義ある年度に当ります。

　即ち、ロータリー財団創立80周年（1917年）、

ポール回ヽリス死去50周年（1947年）、財団●

奨学生制度発足50周年（1948年）に当る年度

であります。此の意義ある年度に際して、地

区内ロータリアンの、財団プログラムに対す

る理解と認識を深めて頂く為に、地区財団情

報委員会は、次の様な活動を展開したいと思

います。

　①地区内ロータリークラブは1996年11月の

　　ロータリー月間中の一例全日を財団記念

　　例会と冠名して開催して頂く事を要請し

　　ます。

　②地区内ロータリークラブは1996年１月中

　　の一例全日を、ポール・ハリス追悼記念

　　例会と冠名して開催して頂く事を要請致

　　します。ポール・ハリスと、その奉仕の

　　功績に関する卓話等に依り、ポール・ハ

　　リスの奉仕の精神を再確認し、ポール・

　　ハリスフェローえの参加を啓蒙して頂く　●

　　様にお願いする。

　③1996～97年度の財団寄付目標額（1999～

　　2000年度財団プログラム参加費用）を20

　　万ドルと設定し、此の達成に向けて、地

　　区内ロータリークラブ及びロータリアン

　　の方々の理解と協力を頂ける様に努めた

　　い。

　④国際親善奨学金制度発足50周年に当って

　　は、此の節目にふさわしい奨学生を選出

　　する為に特に留意したい。専門的学識・

　　技能はもとより、国際親善大使としての

　　資質を持つ優れた人材を選出し、送り出

　　す事により、財団プログラムに積極的に

　　参加する様務めたい。



研究グループ交換（GSE）

GES委員長

　　中　山　安　弘

　　　　５年間苦しみ続けた日本経済も、住専問題

　　　の政府方針の確定を契機に、不況脱出の明る

　　　い兆しが見受けられる。また、世界経済もア
●　
ジアを中心としてその活性化を促進している。

　　　　この様なとき、研究グループ交換が、ロー

　　　タリーの精神に沿って各国青少年の実践的交

　　　流にそって、各国の企業・団体が不況克服と

　　　その活性化、未来への創造に努力している姿

　　　を、互いに情報発信、交換の場を持つことが

　　　大切なことと思う。

　　　研究グループ交換（GSE）今後の方針

　　　　①　研究グループ交換で、オランダよりグ

　　　　　ループを受け入れて４年目となるので、

　　　　　来期を目指して受け入れ、送出しの準備

　　　　　期間とする。

　　　　②交換国及びチームリーダーの選出準備。

●　　③参議院方式の運用。 GsE活動は２年目

　　　　　にわたるため、下記のように半数ずつ改

　　　　　選し引き続きスムーズに行われるように

　　　　　する。

　　　１年目

　　　２年目～１年目

　　　　　　　２年目～１年目

　　　　　　　　　　　２年目～

　　　　:L年目のみ少ない人数となるが、致し方な

　　　しとする。

- ８

財団学友委員長

　　北　島　恭　一

　1995年６月、当地区懸案でありました学友

会が創立されました。

　財団奨学生やＧＳＥメンバーが帰国した時

に地区として受入れる組織があることは、貴

重な体験をされた人達は勿論ロータリーにとっ

ても大きなメリットであります。

　学友会として、1995年11月には会報誌゛海

風､､を発刊され順調に活動を始められており

ます。

　財団学友委員会として学友会の活動をより

確かな方向へ指導協力することが今年度の課

題です。その為に次の事業計画を立てました。

エ。地区学友の名簿をより充実すること。会

　報詰゛海風バここれまで努力して調査され

　た名簿が掲載されております。一部不明な

　点やその後変更された事、又新らしい事な

　どを補充し、゛海風｡２号発行の手助けを

　致します。

１．地区学友会とロータリーとの連携を深め

　ること。

　　ロータリー地区行事への参加として、財

　団奨学生の研修会に参加いただきき貴重な

　助言を受けております。また今後ロータリー

　の行事などにも参加される機会をつくりた

　いと考えています。

１．地区学友全活動具体化への協力

　　発足して間もない学友会ですから今後活

　動内容を検討されます。

　　例えば財団奨学生が帰国され、学友会に

　初めて入会されますので歓迎並びに報告会

　など提案していきたいと考えております。

　尚現在学友会の会長及び住所は下記の通り

です。

会長　岸川正大(1975年度奨学生)[長崎RC]

住所　〒852　長崎市坂本１丁目12-4

　　　長崎大学医学部原爆資料センター

　　　病理部気付

　　　�(0958)49-7125 ・FAX(0958)49-7130



米山奨学委員会より

地区米山奨学委員長

　　香月 孝

　前年度地区米山奨学委員長をはじめてつと

めさせて頂き更めて思いましたことは、年々

増加する米山奨学会への応募者のなかに、日

本人の真情に触れ、感動し、真摯に勉学に励

んでいる学生が確実に増加していると云うこ

とです。

　選考会もそれに応じ新たな方針によって、

日本語の読解力の試験と小論文を課しました

ところ、論旨充実するなかに真情はとばしる

回答を得、面接の際有効な力となることがで

きました。

　今年度は選考の各過程を更に検討し、評価

のあり方に万全を期したいと考えております。

　同時に寄付金の要請につきましては、前年

度の結果が公表される９月に更めて委員長公

等を通じ全国の趨勢を共にお報せし、目標設

定を致したいと存じますが、取敢えず申し上

げれば、地区内一人平均15､000円（普通寄付

金・特別寄付金併せて）を僅かでも超える成

績を目指したいと云うことです。

　その為には、第１回の寄付金３万円の納入

を頂く準米山功労者としての道を選んで下さ

る方が各RCに一名でも多く出て頂くことを

希望いたしております。

　祖国の現状を心配しつつも将来を確信して

勉学に励む留学生達に身近かに接することは

まさにそのような想いで生きて来た私達にとっ

て云いようのない喜びでありますが、日本の

若人も共に心を繋ぐ大切な役割を、ロータリ

アンとしてたゆむことなく続けてゆく場を与

えてもらっておりますロータリー米山記念奨

学金を、皆様共々一所懸命支えてまいりたい

と存じます。

９

1997～98年度地区

　　　　財団奨学生選考会

地区財団情報奨学委員長

　　　　　　　　　　神　宮　博　明

●

　去る６月22日、1997～98年度の地区財団奨

学生選考会が、佐賀市に於いて開催されまし

た。97年度は国際親善奨学制度が創設されて

50周年に当る年度である為、より貴家に優れ

た奨学生を選考すると云う財団地区委員会の

方針に基き、特に厳正慎重に開催されました。

牟田がガバナーを審査委員長に７名の審査委

員が、約６時間、審査に当りその結果、地区●

内ロータリークラブより推薦された申請者の

中から、６名の奨学生候補者が決定致しまし

た。専攻分野も、美術、文学、医学、政治学

等他分野に亘り、いずれも甲乙つけ難い人材

ばかりで、「地区財団シェア資金が許せば、

申請者全員に、その機会を与えてやりたかっ

た」と云うのが審査員全員の一致した感想で

ありました。選考結果は次頁の通りです。



●

●

●米山ファンド

おめでとうございます

●財団奨学生

越　智　敏　征

ｊ

・長崎市在住

■医療器械配布

- 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
　 一 一 一一一一一一一一一

新

　　氏　名　　　　　年齢

【白石ロータリークラブ】

　
　
　
野
　
井

柱
　
小
　
藤

利　光

賢　一

敏　彦

C
　
C
Y
］
‘

４
　
□
Ｊ
　
ｇ
Ｊ

　【長崎西ロータリークラブ】

大　隈　利　次　　　47

　【佐世保西ロータリクラブ】

藤　巻　義　孝　　　44

氏　名 専攻分野 希望留学先 推薦ＲＣ

永末　　総 外交・安全保障 イギリス 白石RC

永安　　武 医学 アメリ力 佐世保北ＲＣ

滅多　智臣 彫刻 イタリア 島原RC

坂本有希千 旅行学 アメリ力 長崎RC

針貝　　綾｜芸術 ド　イ　ツ 佐賀RC

重野　晶子，フランス文学 フランス 長崎中央RC

第１補欠

正岡美奈子 経済学 イギリス 佐賀西RC

第２補欠！

三Ilf野滋樹，仏文学 フランス 唐津東ＲＣ

－

入 八
Ｚｉ

生年月日

S24.12.18

S 18. 5.4

S 34. 2.27

S 23. 11.18

Ｓ ２６．７．７

四貝

職業分類

商業銀行

書籍配布

日本料理

火災保険

土地開発

趣味

囲碁

ゴルフ

－
ア

一

一 ス、ゴルフ

スポーツ

入会年月日

Ｈ８．４．１

Ｈ８．５．１

Ｈ８．６．１２

Ｈ８．５．２１

H8.6.11
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1996～1997年度
国際ロータリー第2740地区

国匹妓;白
　　　　19日日年会期/11月16日(土)･17日(日)

会場／武雄市文化会館

懇親会場／武雄市白岩体育館

■ホストクラプ

・コ・ホストクラブ

武雄ロータリークラブ

有田ロータリークラブ　嬉野ロータリークラブ

大町ロータリークラブ

11

’弓
C-

録
内
　
案

[大会ﾃｰﾏ]
見直そうふるさとを

- 手に手をとって一

●

●



●

●

　が八十－

牟田　勝輔

－一一一一一一

ごあいさつ

大会実行ｌ貝長

園田　敏雄

ぶ4Qy

1ﾄﾞ
　　　　力石７岬

築け未来を

　　行動力と先見の眼で

　　　　1996~'97年度　　国際ﾛｰﾀﾘｰﾃｰﾏ

　天平年間につくられた「肥前風土記」にも記載のある武雄は、1200年の昔、自然に湧き出づ

る湯に白鷺が旅の疲れを癒したという故事から「白鷺の湯」と称された古い歴史をもつ温泉郷

であります。そしてまた有田と並び400年の炎を燃やしつづける､陶芸といで湯の歴史の町でご

ざいます。現在では、新しい時代21世紀に向けて、燃えるまち武雄を目指してエネルギーを集

結し躍進をつづけている町でもございます。この度この、住みたい町、訪れたいまち、燃える

まち武雄で、1996-’97年度国際ロータリー第2740地区､地区大会を開催する運びとなりました。

顧みますと、前回、武雄で地区大会を開催いたしましたのは、19ｱｱ年（昭和52年）七條達央ガ

バナーの時であり、もう19年前のことになります。当時“夢だ・希望だ・前進だ”のもとに頑

張ったことを想い乍ら、今回も「見直そうふるさとを」一手に手をとって一の大会スローガン

のもと一致団結準備に邁進いたしております。

　ロータリー会員の皆様、武雄のシンボル紅葉の錦を着た御船山の懸崖の下に御家族連れにて

御参集いただき、ロータリーの友情を大いに確かめ合おうではありませんか。多数の御来場を

㈲よりお待ち申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2740地区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1996～’9Z年度ガバナー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牟田勝輔

登録料及び参加料
RI会長代理征|]夫妻歓迎晩餐会会　員

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご家族

　　　■㎜　　■　㎜　　■㎜　　　　　　　　㎜㎜大会登録料(懇親会含む)……会　員

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご･家族

　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年
一一 -

ゴルフ大会参加料……………会　員

　　　　し大爺軸］

心。記念ゴルフ大会

18,000円

12,000円

5,0【】0円

8,000円

イクスカージョン参加料………………3,00()円

11月15日(金)

受付8:00スタート9:00

コース　武雄嬉野カント

　　　　リークラブ

ｎ



文　庫　通　信

　新年度にあたり改めてご挨拶申し上げます。

　本ロータリー文庫には常々一方ならぬご協

力、ご愛顧賜り衷心から感謝致しております。

今更申し上げるまでもなく「ロータリー文庫」

は日本ロータリー50周年記念事業の一つとし

て1970年に設立された26年の歴史を持つ全日

本ロータリアンの資料室です。

　ここにはロータリー関係の貴重な資料や文

献、著作、ビデオ資料など、土万７千金点が

収集・分類・整備され、皆様のご利用に備え

ております。

　ロータリー研究や諸活動のために、ぜひご

，活用くださるようお待ちしております。

☆利用方法☆

　文庫資料は自由に閲覧出来ますが、電話や

書信によるお問合せも承ります。お問合せは

間接では要領を得ない場合がありますので、

なるべくご本人から直接お願い致します。

　（文庫資料をご希望の場合は）

・発行先に在庫のある資料については、発行

先をご紹介致します。

・絶版のものは実費（１枚20円十送料）でコー

ピーサービスを致します。

・重複資料はご希望により無料進呈致します。

　（貸　出　Ｕ

・一般資料（印刷物）の貸出しは出来ません

　が、視聴覚資料（ビデオ・スライド・フィ

　ルム）は予約制（中込用紙有）で貸出し致

　します。

　（登録資料の紹介）

。「資料目録」をクラブ事務所に備付用とし

　てお送りしてありますので、ご利用願いま

　す。「目録」をご希望の場合はお中込みく

　ださい。

。「ガバナー月信」に「文庫通信」欄を設け

　させて頂き、皆様のご参考になるような資

　料の紹介を致しております。

（お申込み方法）

・電話で承っておりますが、間違いを防ぐた

　め、なるだけフアックスにてのご注文をお

　待ち致しております。

｜

｜

13

／
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　　　　日本のロータリーを

　　海外に知らせる最も良い贈り物

ロータリーの友」英語版

ＴＨＥ ＲＯＴＡＲＹ-ＮＯ-ＴＯＭＯ

新年度分　ご注文受付中μ

　本年度は第45号誌（冬号）を11月１口に、

第46号誌（春号）を来年４月１日に刊行の予

定です。

●掲載記事内容

　　「ロータリーの友」誌より海外向けにふさ

わしい記事を編集転載。また、口本の地区別

ロータリー地図と全クラブの例合口一覧表

その他日本の文化、社会、経済および一般Ｉ

事情の紹介記事を掲載。

●活用方法

　（ｨ）特に冬号（グリーティングカード付き）

　　の場合、クリスマスカード代わりに、海

　　外のロータリアン、友人、知人または、

　　海外の取引先に贈呈。

　（ﾛ）海外の姉妹クラブ、友好クラブに定期的

　　に送付。

　㈲1997年国際大会（スコットランド、グラ

　　スゴー）参加の際、外国の会員に配布、

　　その他海外旅行の際おみやげとして携行。

　岡海外でメータアップのとき、また例会で

　　海外ビジターに贈呈。

！

｜

●

(ﾎ)ロータリー財団国際親善奨学生、青少年｜
　交換学生、ＧｓＥのメンバー(派遣、受｜●

　け入れとも)、米山奨学生、本人および

　ホスト、カウンセラーに贈呈。

㈲地域や大学、高校の図書館に寄贈。　　；
　㈲ＲＩ発行の公式名簿（OfficiaI Diredory）

　　を利用して、外国のＲＣ会長に贈呈（一

　　例：創立年が同じクラブに贈る）。

　代金はエロ分（第45号誌と第46号誌を各士

冊、合計２冊）1､000円（消費税別、国内送

料共）です。

※海外代行郵送もいたします。

　先方のご住所、ご氏名をいただければ、代

　行郵送もいたします。国際奉仕の一助とし

　てぜひご活用ください。なお、海外送料は

　実費で請求させていただきます。

ノ

｜

ｉ



バナー事務所告知板

出席状況報告のお厨い

　昨年度より、メーキャップの期間が２週間

となりましたので、毎月の出席状況報告は翌

月の20日までにお願い致します。

クラブ房会場の変更のお知らせ

　長崎西ロータリークラブ

　　　1996年７月16日例会より●　

ホテルニュー長崎（長崎市大黒町14-5）

　　　曜日：前と同じ火曜日

　　　時間:12時30分

｜

●

！

:＼卵紬lz行事3定：

目 曜 行　　　　事 場　所

3～4

　10

　23

　μ

土･日

　土

　金

　μ

I･A･C地区大会

第１回会員増強委員会

ガバナー座談会

米山奨学会評議員会

佐世保市

武雄市

大阪市

東京都

公

式

訪

問

目

１日　佐伊保東 ２日　唐津中央

６目　佐寛人二和 ７日　生月

８目　平戸 ９日　嬉野

20目　佐世保西 21日　長崎北束

22日　多久 27日　神埼

28日　佐世保東南 29日　諌早北

国際ロータリー関係事務所

－タリー中央事務局　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 Sheman Avenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U.S.λ

国際ロータリー日本ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

　　　　　　　奉　仕　室

　　　　　　　資　料　室

　　　　　　　財　務　室

ガバナー会事務所

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫

ロータリーの友事務所

米　山　記　念　奨　学　会

〒160東京都新宿区新宿卜Γ目36-12サンカテリーナ上限

�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂ ｃ会館８限　�03-3433-6497

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７限　�03べ3433-6456

〒105東京都港区芝公園２丁目6-3

〒105東京都港区芝公園２丁目6-3

ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

abc会館８階　�03-3434-8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156 FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日、祭日休み)

ガバナー

地区幹事

事務局

牟

大

安

田

坪

見

勝

勇

光

輔

郎

代

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　　井　上　俊　正

　　　　　　花　田　晴　年

　　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社
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新世代のための月間について

　　　　　　一反省をこめてー

　本年度のジアイＲＩ会長は未来を築こうと

いう遠大な目標を掲げ、特に次の世代を準備

することによって未来を築こうと提唱し、新

世代会議の開催を要請するなど、青少年奉仕

に重点を置いております。青少年は次代の担

い手だから、これの正しい育成なくしては明

日の明るい社会を望むべくもないことはわかっ

ているのですが、また青少年奉仕のポイント

は手続要覧にも緩々述べてありますが、それ

に如何に対処して行けばいいのか戸惑ってい

るのが現実ではないでしょうか。

　私は青少年に対する時は、育成とか奉仕と

か言う言葉の奥にありかちな、してやる的な

気持ちを捨てて、青少年と一緒になって考え

る良き相談相手になるべきだと思います。

　私はインターアクトが提唱された時、英文

しかなかった手引きを頼りにインターアクト

の設立に関与しましたが、私たちの方もよく

わからず、入会した会員たちも何をやればい

いのかわからないままに、ともかくも「アク

トと一緒にやって行くほかない」と一生懸命

でした。そうしたら、会員も若い純粋な情熱

を傾けて、私たちと一緒に真剣に奉仕の在り

方に付いて討議したものでした。ロータリー

クラブでもこれほど真剣に奉仕に付いて討議

したことがあったろうか、と考えさせられる

ようなことがあったことを、いま思い出して

パストガバナー

　　　佐　古　尊　亮

おります。

　共に行勤し、共に育って行くこと、つまり●

同じ高さに視線を合わせることが青少年の場

合は大事なことだと痛感したことでした。

　またジアイ会長はＯ才から30才までを対象

とするように提唱しておられることを考える

と、親子の問題もからんでくるのではないで

しょうか。私は「親と子は同じ年である」と

言っております。子供が生まれて始めてその

子の親になるのですから、子供と共に成長し

て行くことが親としては大事なことではない

でしょうか。

　今の青少年は敬語の使い方をしらない、思

いやりの心がない、と大人たちはぼやきます

が、それなら我々ロータリアンはきちんと敬

語を使って、手本を示しているでしょうか。　

●

ロータリアンが先ず年長者や社会の指導者た

ちに敬語を用い、日常生活の上に思いやりの

心を実践しているでしょうか。いみじくも、

ジアイ会長は「先達の歩みに敬意を払うこと

によって未来を築こう」と言っています。

　青少年と同じ視線に立って、青少年と心を

通わせることが、青少年問題のポイントでは

ないかと思うのであります。

　そう考えると、青少年活動月間は、青少年

の前に立つ前に、ロータリアン自体が襟を正

す月間でもあるのではないでしょうか。
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IAC地区大会開催に当たって

　　　インターアクトの目的は奉仕と国際理解に

　　貢献する世界的友好精神の中で相共に活動す

　　る機会を青年男女に与えることである、と定

　　款に示されているごとく第2740地区の21のロー

　　タリークラブが提唱する22校の高校生に対し

　　日頃より奉仕活動を指導し、建設的な指導力

　　や他人に対する思いやり、住人の力になる心●

構えを奨励したり、家族と家族の重要性に対

　　する認識を涵養する、又その他国際理解と全

　　人類に対する善意を増進するために個人とし

　　て、又団体として、進むべき道を切り間く事

　　などハつの目標を認識し、高校生活３年間に

　　多くの体験をしてもらうために、情報の提供

　　や資金の援助をしながらその目標に向け努力

　　してきました。

　　　　インターアクトの支援組織はガバナーを頂

　　点に2740地区を六つの分区に分け毎分区に他

　　区委員を配置、地区委員長を指導のリーダー

　　とし、毎提唱ロータリークラブには一名のイ

　　ンターアクト委員長を配置、生徒の直接指導

　　者には毎学校共に１名ないし複数の顧問教師
●　を専任としておき、月例の例会を最低２回は

　　間く事にしております。むろんそこにはロー

　　タリーの委員長も参加し月間又は年間の活動

　　計画について話し合われています。

　　　　そのようにして生徒達を中心に国際理解と

　　奉仕の精神を学ぶ良い機会として年次大会が

　　催されその年の活動状況や問題点、更にどん

　　な活動に取り組むかを学び明日からの活動に

　　反映されるように十分討議されています。

　　今年はルイス・ビセンテ・ジアイＲＩ会長の

　　　「築け未来を行動力と先見の眼で」というテー

　　マを活動の指針とし1996～97年度のプログラ

　　ムに示されている中に次の世代を準備するこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

地区委員長　島　松　孝　夫

とによって未来を築こうというフログラムに

新世代のためのロータリー会議を計画しましょ

う。若い人と友達になり相談相手になりましょ

う。地域社会規模の青少年指導養成セミナー

を組織しましょう。地域社会において少なく

とも一つのインターアクトクラブ・ローター

アクトクラブを支援しましょう。インターア

クト・クラブとローターアクト・クラブを激

励し、会長の特別要請に応えるよう求めましょ

う、等々、と新世代に投資することによって、

どうすればゆるぎない未来を築くことができ

るか考えてくださいと指導されています。

　そこで今年はまず犬合全体の運営を生徒が

りードする形で進行し、その中で体験発表や

意見交換など若い青少年達の感性や考えを尊

重するように準備その他を考え大会に臨みま

す。従来の部会は生徒がリーダーを務め、若

枝より意見を求めても、自分の考えがなかな

か出ず、横にいる顧問の先生に答を求めるあ

りさまで、先生もそれに慣れっこになり自分

の考えを間違ってもいいから出すように指導

されない場面がありました、そこで今大会の

部会は顧問の方は参加せず生徒がリーダーを

務めますが前もって資料を生徒にわたし事前

準備を十分にしてもらい、どの生徒に意見を

求めても生徒自ら意見が出るようなしくみに

変え運営してもらうように致しました。

どの程度活発な意見が出るか期待しています。

　更に今回工夫したのはアンケートの内容面

で現時点において学校側、ロータリー側のイ

ンターアクト活動に対する基本的な知識がど

の程度理解されているかを具体的に尋ねまし

た。その事が今後の活動の改善点として見え

てくるものと考えたからであります。この点
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については私が思っていた以上に基本的なと

ころでお互いの役割に対する認識がなされて

いない事が明らかになり、この点に重点をお

き今後指導に当たりたいと思います。

　又従来行われてきました表彰制度について

も、今までのように、その任務に長くかかわっ

てきた方をねぎらう形での表彰から、本来イ

ンターアクト活動の目的が奉仕と国際理解に

貢献する機会を青年男女に与えるという事に

焦点をおき、素直にその活動に貢献した方や

学校に対し表彰するのが筋であると思い、今

年の表彰より切り替える事にいたしました。

勿論年間行事の中に占める年次大会の役割は

多大なものがあり、その運営にかかわる方の

貢献も大きいものと承知致しておりますが、

何と言ってもロータリークラブが世界をベー

スに取り組む、青少年活動の中に占めるイン

ターアクト活動は名実共に青少年に奉仕の精

神を身をもって体験させ、その成果が未来に

大きく発展する事を願いロータリー・クラブ

が提唱する以上そこに行動力が伴っていなけ

ればその実をあげる事にはならないわけであ

ります。

　従ってその事に視点をおき明日につながる

貢献をした方や学校を主体に選択し表彰する

事にしました。初めての事で関係者の方には

短い時間の中で私の思いをご理解頂きご協力

頂きました事に感謝申し上げます。

　大会の様子を具体的に書けないのが残念で

すが、未来のインターアクト活動に向け行動

力を待って活力ある大会になるよう実行委員

の皆様のたゆまぬ努力の成果が爆発するもの

と期待しています。

青少年交換委員長会議より

　　　　　　　　　国際青少年交換委員長　前　田　一　彦
　去る７月26日、東京ＡＢＣ会館において全

国青少年交換委員長会議が開催され、北海道

から沖縄までの委員長、代理総勢39名の出席

で種々の議題の説明、討論が行われました。

　現在日本のロータリー会員数は全世界の11

％を占め、アメリカに次いで世界第２位となっ

ており、財団による資金援助活動も活発に行

われいますが、青少年を通じて具現化を図る

　「国際理解と親善と平和の推進」のための青

少年交換は、残念ながら全世界の平均の1/3

に過ぎません。現在の全国交換数の340名を21

世紀には世界の水準である1000名まで上げる

必要があります。当地区でも21世紀までに20

名の数まで達成したいと期していますが、地

区内会員の強力な支持が不可欠です。

　最近の動向について特に著しいのは、男子

交換学生の数の減少です。進学等に影響があっ

てというのが理由と思われますが、もっと若

３

●

人としての意欲があってもいいのではないか、

世界的に見てあまりにも平和な日本閉塞的と

も思える状況の中から脱して外国を見る絶好

の機会を多くの男子学生にも与えるべきと考

えています。外国での日本人男子学生の評価

は自律心が乏しいと言われます。ほかに依存●

することなく自分の行動に責任を持ち、自己

主張を明確に行える人材を育て上げることが

青少年交換プログラムの目的の一つでありま

す。語学の問題や事務の煩雑さ又ホストファ

ミリーを引き受けるロータリアンが少ない等、

困難なこともありますが地区委員会もあらゆ

る協力を惜しみません。ホストファミリーに

ついては地区によっては一般家庭から募集し

ているところもあり、希望者も多いと問きま

した。青少年交換プログラムの意義をご理解

頂き、地区内ロータリアン皆様の力強い協力

を賜りますようお願い致します。



こうして会員増強20名を達成した

佐世保東聡　会長　松　尾　雅　治

　　　　ＲＩ第2740地区佐世保東ロータリークラブ

　　では、平成７年７月１日から平成８年５月15

　　日までの、ＲＩｒガルガリーの挑戦』期間中
●　

に於て、20名の新会員獲得に成功した。

　　　期初の会員数は52名、増強目標15名で出発

　　　したが、その後、急逝者を含め４名の退会者

　　　が出たため、急濾、目標を追加修正し19名と

　　　改めた。以来、会員増強委員長を先頭に会長

　　　始め会員の総力を結集して努力した結果、／

　　　切期日までに目標を突破し20名の増強を計る

　　　ことが出来た。／切の延期も幸いしてのこと

　　　である。以下顛末を記し参考に供する。

　　　１、会員増強についての取り組み方（会長）

●

会員増強をクラブの重点目標とし、会員

歴23年無欠席のベテラン委員長を配し理

事とした。月２回の定例理事会に議題と

するなど、刻々の経過を説明報告するこ

とにし、臨時緊急理事会も臨戦即応態勢

を整えた。

２、会員増強委員長の方策

会員増強プロジェクト、アクションリス

トを作成、会員全員参加配置。３名１組

の班、４班を１チームとし、チームリー

ダーは会員増強委員をあてた。表として

各会員提出の候補者数（各会員３名以上

の候補者を提出させた。が、提出者は48

名中22名、最後まで未提出者26名。　リス

卜に上った数約65名〔理事会　承認数〕

であった｡）リストは氏名を伏せ人数の

みとし、会員名　候補者数　進行状況

達成者数　それぞれ公開表示（１ｍｘ２

ｍ）同様式の縮小版（24cmx24cm）を例

会テーブル毎各１ケ宛配備、テーブルＰ

ＯＰとして視覚に訴えることにし、競争

意欲を高めることにした。新人会員が10

名程度増えた時新チームを結成、新たな

会員開拓を頼みクラブに対し初の貢献を

要請。

３、増強アピール情報

前記テーブルＰＯＰ片面（24cmx24cm）

は会員増強の必要性、　ＲＩから、又、

ガバナーからのメッセージなど、２週間

毎に作成し掲載、アピールを最後まで続

けた。

４、会員増強のためのクラブ協議会

平均２ヶ月に１回、プロジェクトチーム

毎にテーブルに集り、候補者の進行状況

を報告と新たな候補者の据り起しを行う

増強委員長は各テーブルを回り進行の把

握と督励、アドバイス、要請があれば同

行を進んで約束等プッシュに努める。

５、会員増強委員長の活動内容

Ａ．毎週ニコニコＢＯＸに最低1,000円

４



　　を入れ会員増強のコメントを書いて

　　意識の喚起、熱意を示す。

Ｂ．毎週、委員会報告をし、進行状況の

　　説明とテーブルＰＯＰを読み上げ等、

　　目を通すことを促す。

Ｃ．例会場で、太鼓を叩いたりして、絶

　　えず自分を奮い立たせるとともに会

　　員に対する意識の昂揚を計る

Ｄ．例会で推せん者に話しかけ進行状況

　　を問いかける、同行がよければいつ

　　でも用意かおることを告げ、やる気

　　を起させる。

Ｅ．自分自身で候補者の所へ日参したり

　　多い回数は５回通って口説く、その

　　都度手みやげを持っていく。

Ｆ．テーブルＰＯＰの原稿を書きフープ

　　ロで打ったり、筆で手書きしたりし

　　て仕上げ、例会の始る前に差替える。

Ｇ．椎せん者と同行して、候補者の会社、

　　自宅を訪問、『ロータリーのもたら

　　すもの』会員名簿、椎せん用紙を持

　　参して、説明し手渡す、ＯＫがあれ

　　ば署名して戴く。

Ｈ．会員全員に会員増強のお願いを内容

　　とした親書を筆で手書き速達で送る。

　　協力依頼、熱意、不退転の決意を示

　　しお願いする。会長には理事全員に

　　同趣旨の協力依頼親書を出して頁う

　　よう要請実行して頁う。

　　　（５月締切り後、20名達成の御礼も

　　筆書きで全会員に親書を送った｡）

Ｉ．ある時は感動的パフォマンスを会員

　　の前で見せ、最後の協力を訴えた。

　　その時から一挙に盛り上りを見た様

　　な感じを受けた。

５

６、結　　論

　　一言で言えば、『熱意とやる気』である。

　いかに盛上げ協力して貰うか。会長幹事に

　動いて戴くかだ。そのためには委員長の誠

　心誠意が要件だろう。

追記、勿論、達成したから言えることである。

今思えばゾッとする。ただ感謝あるのみ

佐世保束ＲＣ　会員増強委員長

シニア建築設計69才　脇山　国利

入会状況（参考）

７／７月・１名　８／土・２名　８／２・７

名　８／３・４名　８／５・６名　計20名

　（内２名は元クラブ｀会員）

新会員対数：スポンサー　６名１人　３名１

人　２名１人　１名９人

12名の会員で20名の新会員獲得

メインテーマ

燃えて未来
4　

ｬﾊﾞﾝｴｷｽﾎﾟ佐賀'郭
Q　世界・森の博覧会

　会期／平底8年7月19日(金)～10月13日(日)(87日間)

　主会場／佐・県有田地区(有田町･西有田町)･九州間碓文化輯

　　　　　　表紙写真説明ﾚ]ﾑ]ﾑ]う

雄市文化会館の写真で、７万�

　の旧武雄領主鍋島邸の自然庭園を背景として、

!,昭和50年５月にオープンしました。

　　当時は、西日本一の文化の殿堂と評価されご

｜大ホールの舞台は、先代故、梅若六郎師（芸|

’術院会員、観世流能シテ方）の能「翁」によっ｜

　て浄められました。　　　　　　　　　　　　｜

　　この会場で、第2740地区年次大会が開催さ｜

　れ、新たなふれあいが生れる事になります。｜

　　皆様方のおいでを心からお待ち申し上げて｜

　おります。　　　　　　　　　　　　　　　　｜

●

●



●

ローターアクト第１回会長幹事会について

　　　　　　　ローターアクト地区委員会委員長　　岡　部　景　光

　1996～’97年度、第2740地区ローターアクト行事の

始まりでもあります「第１回会長幹事会」が、平成８

年７月14日伊万里市民センターで行われました。

　牟田ガバナー、佐古パストガバナー、ライラ地区委

員長の鈴木正春さん、インターアクト地区委員長の島

松孝夫さん、ローターアクトクラブの提唱をお願いし

ております神埼ロータリークラブから中島敏、宮島清

の２氏など19人ものロータリアンの出席をいただきま

した。年次大会を除いてはローターアクトの地区行事に、かくも多くのロータリアンの出席は初

めてのことでアクト諸君の意気が上がり、ローターアクト地区委員会の４人の出席者もにこにこ

顔でした。

　会長幹事会は前期と後期の２回開かれ、第１回目は

新年度の地区代表、３人の分区代理、13クラブの会長

が、今期の活動への抱負やテーマを発表し各クラブヘ

の理解と協力を求める、最も大事な地区行事です。こ

れによって2740地区､有明分区､西海分区､長崎分区の

３分区、13の各クラブの今期の活動方針が決まります。

　今期中の平成９年３月１～２日に唐津市で開かれる

「全国ローターアクト研修会」をホストする当地区と

して、特に今期は躍進への年でもあります。

〃搾塀鮮紅爪Jコノ白丿言諒察?99類題

-隠庄づ百二回　、。……………゛゛ふ眉゛1？

　　　　牟田ガバナーからはＲＩジアイ会長の「次の世代を準備することによって未来をきずこう」と、

　　　牟田ガバナーの地区テーマ「見直そう　ふるさとを」の説明をいただき、「ローターアクト、イ

　　　ンターアクトの拡大をすることも、この言葉の中にある」と、提唱拡大をめざす我々アクト関係
●　者にとっては、力づけられる言葉でした。

　　　　年々会員が少なくなり、アクト歴も短くなって未ています。入会２～３年目での会長も多くみ

　　　んな力を合わせてロータリーの「奉仕の心」を実践しています。ローターアクトの情報を「ガバ

　　　ナー月信」に載せ、ロータリーの情報をローターアクトの情報語「ＹＹクラブ」に載せて、アク

　　　トをもっとロータリアンに知ってもらうようにします。

　　　　以下今期のローターアクトの地区行事を記します。

　　　　　　　　・平成８年７月14日　　　第１回会長幹事会　ホストクラブづ伊万里西）

　　　　　　　　　　　　　８月４日　　　合宿直行地区代表の各クラブ公式訪問

　　　　　　　　・　　　　10月27日　　　インターシティミーティング（長崎東）

　　　　　　　　・　　９年１月26日　　　第２回会長幹事会（島原）

　　　　　　　　　　　　　３月エ～２日　全国ローターアクト研修会〔唐津市を会場〕

　　　　　　　　・　　　　　４月６日　　　リーダーシップフォーマル（諌早）

　　　　　　　　・　　　　６月８日　　　年次犬合（大村）

　　　　この他に各クラブでいろいろな活動をしています。ロータリアンの皆さん、どうぞ顔を出して

　　　下さい。どなたでも歓迎します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－６－



地区諸 会議報告　　　　　　犬

　地区幹事大坪勇郎

刄

　第１回分区代理協議会開催

　ＲＩ第2740地区の第１回分区代理協議会が、

７月９日田　武雄市の武雄センチュリーホテ

ルで開催された。

　会議には、牟田ガバナー、辻ガバナーノミ

ニー、第１分区代理西田惣次君、第２分区代

理島富士男君、第３分区代理織田了悟君、第

４分区代理御厨成宏君、第５分区代理橋田村

俊君、第６分区代理小演正美君、それに地区

幹事大坪勇郎の９名が参加し、午後１時より

３時間にわたって熱心に協議された。

　会は最初に、牟田ガバナーより本年度の重

点目標とそれに取り組む決意が述べられた。

その後、公式訪問、ＩＭ、会員増強・拡大な

どにつき、その方針と対応が協議され、質疑

意見交換がなされ、お互いに分区代理として

活動することを誓い会って閉会した。

　第１回諮問委員会報告

　国際ロータリー第2740地区第１回ガバナー

諮問委員会は、７月３日團、武雄市の「京都

屋」で開催された。

　出席者は、逸見、内田、富永、上原、宮島、

市瀬、佐古の各パストガバナー、牟田ガバナー、

辻ガバナーノミニー、松尾直前地区幹事。

　まず、牟田ガバナーより就任挨拶と、佐古

直前ガバナーヘの感謝のことばのあと協議に

入る。

　前回の諮問委員会後の行事、地区資金委員

会、地区委員長会議、地区協議会、米山奨学●

生オリエンテイションの実施状況等の報告が

なされ、今後の諸行事予定が報告された。

　次に、96～97年度当地区ロータリー財団奨

学生選考会の結果が報告された。

　その後、牟田ガバナーより、本年度地区大

会のプログラム、準備状況等が報告され、バ

ストガバナーより、質疑並びに意見が述べら

れた。

　また、本年度開催予定のＩ．Ｍの件につき

協議されたが、カウンセラーとしての担当分

区等については、毎分区代理の希望、日程等

の事もあるので、次回諮問委員会で決定する

こととして協議を終った。

　そのあと、市瀬バストガバナー主催による

新旧ガバナーの慰労、並びに激励の会が行わ

れ、席上佐古直前ガバナーから牟田ガバナー

ヘ、ガバナーバッチが引継がれ、佐古直前が

バナーの謝辞と、牟田ガバナーヘの激励のこ

とば、牟田ガバナーより就任の決意と、今後

のご指導ご協力の挨拶がなされた後、懇親会

に入り、パストガバナー夫人、ガバナー夫人

の参加を得て、盛会、和やかなうちに、諮問

委員会のすべてを終了した。

●

７



〔随想〕

御船山と川古の大楠に思う

　　　　ガバナー月信ファイル表紙、御船山の写真

　　　が素晴らしい、地区テーマ「見直そうふるさ

　　　とを」にぴったりです。

　　　　佐賀県神埼郡城田村（現千代田町）で育っ

　　　た小学五年の時、修学旅行で武雄へ行きまし

　　　た。武雄駅から歩き、龍宮城を想像させる温

　　　泉楼門を見た後、御船山の萩の尾公園へ行っ
●
たのです。

　　　　御船山は、峰から蜂へ続く稜線が船の形に

　　　見えるところから名前が付いたもの、と教え

　　　られ、三つの峰が形成する二つの船をしげし

　　　げと眺めたものです。

　　　　表紙写真では、二峰が描く一つの船が見事

　　　にとらえられ、昔の八幡船、或いは子供の頃

　　　作った笹舟を思い出します。

　　　　月信第１号表紙写真の川古の大柿を訪ねた

　　　のは数年前の事です。武雄温泉で一風呂あび

　　　た後、道順を尋ね、若木町川古へ車を飛ばし

　　　ました。

　　　　夕暮の中にそびえる大柿は、丸で大怪獣が

●　両手を広げているように見え、圧倒され発す

　　　る言葉を忘れてしまいました。近付くと三千

大村RC 樋　目　弘　之

年の風雪を経た幹は、ごつごつとこぶを重ね、

枝は曲がりくねり、途中で析れた枝もあり、

過ぎ越し歳月の重さを表わしているのです。

　木の裏側に廻ると、大きな洞の中に祠があ

り、古びた卒塔婆らしき板切れが並び、昔か

ら近在の人達は、この大木を神や仏のように

崇めている事を物語っていました。

　武雄には、この他に、これと甲乙つけ難い

武雄神社の大柿もあり、私は両方とも何回と

なく訪ねた、大木の前に立つと、その大きさ

に驚ろき自分の小ささを実感するが、やがて

大木のかもし出す大らかな安らぎに、心が憩

い話しかけたくなる。

　　「おい、お前は三千年生きて来たか、色ん

なものを見て来た事だろう、面白い事とつら

い事、どちらが多いか…」

　大木は黙して応えず、けれどこちらは問い

かける事によって安堵感を抱きます。

　地区テーマ「見直そうふるさとを」が、ロー

タリアンのみならず社会全体に広がり、当月

信がその一角を担う事を祈っています。

'98年度派遣財団奨学生決定

ｌ

ｌ

　選考会は、６月22日出、佐賀市の佐賀東

急インで開催され、次の６名の奨学生候補

者と２名の補欠候補者が決定した。

　　　　正　候　補　者

　　氏　　名　　　　　推薦ＲＣ

永　末　　　聴　　　　白　　石

永　安　　　武　　　　佐世保北

城　田　智　臣　　　　島　　原

坂

針

重

本

員

野

有希子

　　綾

晶　子

　補　欠　候　補

氏　名

正　岡

三吉野

美奈子

滋　樹

８

長　　崎

佐　　賀

長崎中央

者

推薦ＲＣ

佐賀西

唐津東



未来を築くための1996～97年度会長賞

　ルイス・ビセンテ・ジアイＲＩ会長は、会

長賞について次のように述べている。

　全世界のロータリアンが未来に築くことの

できる意欲的な方法に焦点を合わせるため、

私は本年度の会長官に対して特別に考慮され

なければならない強調事項として、次の６つ

のプログラム分野を認定いたしました。

　●先達の歩みに敬意を払うことによって未

　未を築こう

　●会員を増強して未来を築こう

　●職業奉仕の質を高めることによって未来

　を築こう

　●平和な都市づくりに尽力し、未来を築こ

　っ

　●ロータリー財団を支援することによって

　未来を築こう

　○クラブヘの特別賞

　　各奉仕部門別に列挙された活動の種類を

　検討し、あなたのクラブで実施できるもの

　を選び、目標として下さい。

　　これらの目標は、ﾕ996年７月１日から97

　年４月工日までの期間に達成されねばなり

　ません。

　　　　　クラブによる実績の基準

　クラブの会員数　　各奉仕部門内の業績数

　　１－５０　　　　　　　２

　　５１－１５０　　　　　　３

　　１５１十　　　　　　　４

○地区ガバナーヘの特別官

　　　地区内のクラブの過半数が会長官受賞

　　資格を獲得した場合には、地区ガバナー

　　も未来を築くための会長官を受賞する資

　　格を得ます。

９

　尚、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、

国際奉仕の各分野の努力目標及び受賞基準

については、各クラブに上記の架か配布さ

れている筈ですから参考にして下さい。

●

●



○米山功労者

おめでとうございます

佐世保南・シニフフ 佐世保南・タクシー業

●○マルチプルポづレハリスフェロー

●

渡辺　徹

長崎中央・整形外科

クラブ名
長崎中央

長崎西

　　μ

　　μ
村
　
早
浦

人
　
諌
松

佐世保北

　　μ

唐津中央
佐賀北
高
野
町

鹿
嬉
大

　　μ

伊万里西
　　μ

佐世保西

平　　戸
μ
μ

　名　前

植松　俊徳

山下　義和

横田　忠義

山本　和雄

今里　浩毅

江口　照年
阿南　達也

市原　伊角

宮田　耕一

辻　久胤

市丸　洋延

小久保利文

北川　英俊

古川　嘉彦

野口　良治

諸石　晴夫

馬場　久之
江里口　勉

前畑　満雄

大浦　広巳

木寺　敏夫

藤本　幹雄
牛　　津　　土橋
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和彦　67　　S 3.8.22

　職業分類

為替銀行

旅行あっせん

酒類販売
商業銀行

宅地建物取引業

石材加工

洋式ホテル

港湾荷役

為替銀行

電灯・電力供給

セントラル設備

ホテル
商業銀行

商業写真
社会教育

建築

花弁販売

商業銀行

歯科医

内装工事

シニアアクチブ

職員教育

　佐世保南・循環器科

○ペネファクター

有田・シニフフ

　　新しい仲間です。

　　趣味・特技
スポーツ

マージャン

散歩

ｺﾞﾙﾌ､コンピュータ､音楽､ｽﾎﾟｰﾂ

写真

釣り、スポーツ､薬草研究

ゴルフ

ゴルフ、釣り

ゴルフ､麻雀､映画､読書

よろしく
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●

１１

会報・雑誌を読んでロータリーを知ろう

一佐賀の殿さんの帝王学一

ロータリー「友」地区委員　有　田　峰次郎

　ロータリー雑誌月間は４月ですが、ロータ

リーの理想推進の糧に、佐賀藩主・鍋高閲叟

公が勉強された一例を紹介したい。

　肥前では幕末から維新にかけて緊迫した社

会情勢の中で、佐賀藩主、鍋高閲叟は進取の

気に満ちた多くの人材を養成した。

　これらの人々は政治経済・文化などにわたっ

て、その発展に大きく貢献した。

　閲叟は幼名、貞丸のち斉正、直正と云い、

号を閲叟、茶雨、挙堂と称した。

　文化11年（1814）江戸藩邸で生れ、天保元

年（1830）17才で佐賀藩主となり窮乏した財

政再建のため藩政の改革を断行した。

　幼い頃から帝王学を学び、学問的素養は、

卓抜していたといわれ、藩校弘道館に藩士の

子弟全員を６・７才で就学させ25・6才で卒

業させるなど、今日次で、いねば全員に大学

教育を義務づけたことで知られている。

　この弘道館改革を断行したのが同公が藩主

となったはじめの頃で、この書（写真）から

同公の学問に対する考へがよく表われている。

　また藩校、弘道館の大拡充をはかるほか長

崎砲台の築造、反射炉の建設・海軍学校の開

設、西洋医術の研究など諸藩に先だって、開

明的な施策も実施した。

　これらの事績をながめ、幼少の頃から如何

にきびしく、リーダーとして勉強したか伺い

しる。

　その一例として、公の書を紹介したい。

　　　たく　らく　みる　ぐん　しょ　　　「卓　摯　観　草　書」

　　~､/1ﾉ　　jxliゝ　　「卓帚」とは人よりすぐれるの意で、こん

な文言は最近、あまり使用されていない。

　文章全体の意味は『たくさんの本を読む人

は、人よりすぐれる』と解するそうである。

　落款から判断すると青春時代の書ではない
●

かと椎察している。

　この書の一篇からしても如何に藩主が幼少

の頃から帝王学を勉強したかわかる。

　さて、「腹　中　有　書」と云う言葉があ

る。腹中、書あり一勉強した人は身体の中に

知識（知恵）があると解するそうである。

　学習という日常的な言葉は論語にもでてく

る「学びて時に之う習う。また、説ばしから

ずや」。学びの示す内容は人間の生活を豊か

にし、便利にする学問も

含んでいるが、それより、

もっと大切な学問は、真

に融和した社会を創る土

台となる心を養う学びで

あると………。

　いま「ロータリーは何

をなすべきか」と盛んに

いわれています。

　この『カギ』は週報・

ガバナー月信・ロータりー

の「友」、この３冊を読

むならば、学習するなら

ば、おのずとわかると…

＆
万
骨
・
軋
席
書
一
」これが課題である。



1996～1997年度
国際ロータリー第２７４０地区

国匹妙沿1言一

　　　　　1996年　　会期/11月16日(土)･17日(日)

　　会場／武雄市文化会館
●懇親会場／武雄市白岩体育館

●

ｋ

登録料及び参加料
RI会長代理御夫妻歓迎晩餐会会　員

　　　　　　　　　　　　　ご家族

大会登録料(懇親会含む)……会　員

　　　　　　　　　　　　　　ﾆ'家族

　　　　　　　　　　　　　　青少年

ゴルフ大会参加剽………………会　員

・ホストクラブ

・コ・ホストクラプ

[大会ﾃｰﾏ]
見直そうふるさとを

　一Ｂこ1をとってー

武雄ロータリークラブ

有田ロータリークラブ　嬉野ロータリークラブ

大町ロータリークラブ

　　　　浅‾会面白

15,000円　
記念ゴルフ大会

10,000円

18,000円

12,000円

5,000円

8,000円

イクスカージョン参加料………………3,000円

11月15日(金)

受付8:00スタート9:00

コース　武雄嬉野カント

　　　　リークラブ

12



二　｡

‾‾∇
　　　　　　　　　　　　　　文　庫　通　信

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資

料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千金点を収集・整備し、皆様

｜のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹

介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますのでご活用願います。以下資

料のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　新年度に向けて　その1（106号）

○「手続要覧J　R.I.　1995年316頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　サービス・センター　TEL（03）3355-5391〕

O「ロータリアン必携－１ロータリーの概観　２奉仕への献身　３ロータリー財団」

R.I.　1995年　58、76、53頁〔申込先　サービス・センター　TEL（03）3355-5391〕｜

○｢奉仕の機会　1996-97年度版J　R.I.　1995年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　サービス・センター　TEL(03)3355-5391〕
ｉ○「ロータリー入門書」前原勝樹　1996年170頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　北斗事業出版　TEL（03）3811-4350〕

ﾄﾞ○「ロータリー役員必携」　石井省三　1995年314頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　イシイ出版㈲　FAX(0277)22-4180〕

○｢ロータリーの手引J　D.2750　1996年　42頁　　〔申込先　D.2750　FAX(03)5473-7538〕

○｢My friend J　D.2770　1996年213頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　タナカ　マイフレンド係　TEL(0489)97-7621〕

○｢ロータリーQ＆A －200 の設問と回答－｣　旭川西R.C.1996年　63頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　旭川西R.C.TEL(0166)25-1551〕

○｢ロータリー情報集｣　熊本グリーンR.C.1996年281頁

〔申込先　熊本グリーンR.C.TEL(096)354-4521〕｜
○「新会員のためのロータリー用語集」福岡R.C.1996年　45頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込先　福岡R.C.TEL（092）741-3806〕

　　　　　　　　　　　新年度に向けて　その2（107号）

○「ロータリーの本」　森　光繁　1978年126頁　〔中込先　今治R.C.TEL（0898）22-3933〕

○「これがロータリー」　小申義美　1981年120頁　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「ロータリー随想　その周辺とともに」　菅生浩三　1993年214頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　㈱出版文化社　TEL 0120-55558〕

○「続・ロータリー随想　その周辺とともに」　菅生浩三　1996年194頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　㈱出版文化社　TEL 0120-55558〕

○「ロータリーを「わかる」ために一巻き込み、渦を起こすのが広報－」森　三郎

　　　　　1995年　16頁　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「日常語で、ロータリー」森　三郎　1995年　20頁　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「ロータリー論策一親睦と奉壮一」佐藤千壽　1996年　70頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込先　D.2780　TEL（0463）32-2780〕

○「回首凰φミーロータリーの心を尋ねて（その４）－」大村北R.C.1996年325頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　大村北R.C.TEL（0957）53-4222〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリー文庫

心 ㎜㎜■■■　　　　　　　　　　　　■㎜　　　　　　　㎜■㎜■　㎜
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バナー事務所告知板

　　事務所移転

　　長崎琴海ＲＣ　平成８年８月上目より

　　〒851-31

　　長崎県西彼杵郡琴海町西海郷1723且

　　�・FAX 0958-84-0169

　　F∠ぽー屁四’

　　長崎中央RC　�0958-25-8587

　　長崎北東RC　�0958-45-9411

　　多久RC　　　�0952-75-2122

　　地区委員の任命yこつい乙
●会報雑誌・広報委員として

　　　　　　　　　　　酒井三郎（犬村ＲＣ）

９月の地区行事予定

●

｜

L」 曜 行　　　　事 場　所

２

５

８

２８

月

木

目

上

ロータリー「友」委員会

米山奨学会委員長会議

ガバナーノミニー研修会

地区クラブ米山奨学委員長会議

東　　京

東　　京

束　　京

武雄市

公

式

訪

問

日

２日　武雄 ４日　長崎南

５目　犬町 ６日　長崎東

７日　雲仙 ９日　長崎北

10日　諌早多良見 11日　唐津西

12日　佐世保中央 13日　松浦

17日　有田 18日　伊万里

19日　伊万里西 24日　北松浦

26日　福江中央 27日　福江

国際ロータリー関係事務所

国際ロータリー中央事務局　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center、1560 Sheman Avenue､Evanston、ILLINOIS 60201 U.S.A.

国際ロータ'卜日本サービスセンター　〒160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　奉　仕　皇　�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

　　　　　　　資　料　室　�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７隋　�03-3433一6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

米　山　記　念奨学会　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681

　国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156 FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日、祭日休み)

ガバナー

地区幹事

事務局

牟

大

安

田

坪

見

勝

勇

光

輔

郎

代

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　　井　上　悛　正

　　　　　　花　田　晴　年

　　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社
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築け未来を
行動力と先見の眼で

広福寺の四天王像
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「新世代会議」の開催を！

ｶﾞﾊﾞﾅｰ　牟　田　勝　輔

●

　国際ロータリー・ジアイ会長は、未来を築くための六つのプログラムを提唱され

ましたが、そのうちの一つに「次の世代を準備する」というのがあります。

　　「次の世代を準備する」とは、次の世代つまり今の青少年の人達への働きかけを

活発にし、未来を築くための話し会いの場を持つということであります。

　　「良いと恩ったら直く実行」を訴えるジアイ会長としては、是非今年12月迄に

　「新世代会議」を一度間いて下さいということであります。

　地区では「新世代委員会」を設置することが決定し、委員長は森義則社会奉仕地

区委員長に兼任していただくことになりました。各クラブでもその対応について協

議をお願いします。

　ＲＩジアイ会長が「新世代会議」を提唱され、一斉に取り組もうと呼びかけをさ　●

れた背景には、今日の社会的問題のうち、青少年問題が最重要であるとの認識に立

たれたからであろうと存じます。世代間の意思の疎通が、あまり行なわれていない

昨今の現状を見るとき「新世代会議」開催の提案は、まことに時宜を得たものと思

います。

　私たちロータリアンは、会長のビジョンを具体的な行動で応えたいと思います。

「新世代会議」とは

１．ロータリアンが単に青年たちを集めて、彼らの語らいの場を設ければよいとい

　うものではなく、彼らの行動や、価値観から未来に対して、今わたしたちに問わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　－１－
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●

　れている宿題は何か、彼らの思いを成就するために、私たちはどのような援助が

　できるのか、

　よき先達者たりうるために、私たちはどうあるべきか、

　といった課題を、自分の問題として受け止めるチャンスにすることが１つの狙い

　であります。

２．この会議は、クラブのある地域の人々と共通のプログラムとし、会貝はもとよ

　り、地域の中で、リーダーシップを持つ人々、社会的影響力をもつ人々、さらに

　いつも青少年とともにある諸団体の人々にも開放され、それぞれが課題として受

　け止めるような場として、永続的な取り組みがなされることがのぞましい。

　　開催についてのポイント

　　どのようなことをするか

　　　　・ローターアクトや、インターアクトの会員はもとより、30歳までの青少年たち

　　　　に参加を呼びかけ、

　　　　彼らが日頃考えていること、大人に訴えたいこと、社会を変革するために今考

　　　　えていること、自分が将来どのような自分でありたいか、また将来どのような社

　　　　会貢献をしたいかなど、夢と希望を述べる機会をつくる。

　　　　・参集する青少年の数にあまりこだわらず、語りたいのは何なのか、何を創りた

　　　　いと思っているかが、発言できるようにする。

●　　以上のような設置要項により、当地区の委員会構成を次のように決定した。

▽

－
”
”
－
”
”
’

｜

｜

メンバー

　　社会奉仕地区委員長

　　インターアクト地区委員長

　　ローターアクト地区委員長

　　ライラ地区委員長

　　国際青少年交換学生地区委員長

　　財団学友地区委員長

２

○印委員長

○森　　　義

　島　松　孝

　岡　部　景

　鈴　木　正

　前　田　一

　北　島　恭

則

夫

光

春

彦

一



米山月間に寄せて

　ロータリー米山記念奨学公の事業は、日本

最初のロータリークラブを創立した米出梅吉

氏の功績を記念して、東京ＲＣが1953年に創

設した「米山基金」から始まりました。

　終戦直後の混乱と困窮の中にあって、戦禍

をもたらしたアジア諸国の若人達を対象に、

つぐないをせずにはやまない決意が、国際ロー

タリー復帰直前に亡くなられた米山梅吉氏へ

の追慕の情によって触発され、設立を見るに

至ったのです。

　米山氏逝去の翌年、ポールハリスも逝去、

Ｒ財団への醵金はこの時を期して全世界から

挙って集められ、1948年にフケ国から18名の

財団高等研究学生が選ばれたのは、東京ＲＣ

のＲＩ復帰前年のことであり、大きな刺激と

なりました。

　当初学生２名に対して１人当り年間50万円

を２年間支給することとし、会員100名と関

連会社から240万円を募集したところ、個人

寄付は170％を超え、２年後272万円が寄せら

れたと記録されています。

　当時食糧事情もかんばしくなく、手弁当に

ストーブを囲んで、クラブで出るお茶をたの

しみに、熱心に討議が繰り返されたと間きま

す。ともかくも学生１名年間50万円の予算は、

人事院が公務員給与を13､515円と勧告した時

代で、相当に手厚い配慮によって決められた

と申せましょう。

　募金の強制はできぬとしても、わが国に民

間レペルによる国際奨学事業を起そうと云う

強い決意によって難問は次々に解決され、タ

イ国から養蚕と果実栽培と保存を研究するソ

ムチャード君、インドから水産資源学を研究

するイーベン君、二人とも東大に入り研究と

親善につくし、期待に十分応えてくれました。

　このようにして始められた米山記念奨学事

３

米山奨学地区委員長　香　月 孝

業に寄せられた醵金は昨年に引続き20億円を

超え、基本金46億円、特別積立金40億円、そ

して奨学生数は本年１月現在42ケ国より949

名となり、新年度からは愈々1000名を超える

奨学生数となります。

　参考のためここでＲ財団と米山記念奨学会

との比較を致しますと、Ｒ財団創立以来の全

世界の寄付額累計はポリオ・プラスを含め、

８億2434万米ドル（１ドル105円として865億

円）、Ｒ財団設立以来の日本の寄付額累計1865

万ドル（196億円）前ロータリー年度の日本

の寄付額1803万ドル（18億9000万円）、これ

に対して米山記念奨学会設立以来の寄付額累

計209ｲ意934万円（Ｒ財団の25.4％）、前ロー

タリー年度中の寄付額20億2744万円、ロータ

リアン士人平均15､868円となっております。

　以上は何れも昨年６月末の数字です。

　さて当地区の奨学生数は現在19名、内訳は

マレーシア６名、中国５名、韓国４名、台湾

２名、インドネシア２名となっています。

　地区への各年度の割当人数は、３年前の地

区内ロータリアン個人平均額の全国での比率

と、その年度の地区内の申込者数の全国との

百分比によって決められます。

　本年６月末の寄付金納入明細総合表を見ま

すと、全国平均15､944円に対し、当地区は11、

474円、九州では2､700地区に次ぎ２位とは云

え、全国34地区中25位、佐世保および長崎の

各ＲＣのように全国でも指折りの貢献を示さ

れるクラブもありますので、地区挙っての努

力が一層望まれる次第です。

　つつましい生活のなかにも礼節の心篤く、

祖国との末永い友好を期待して、努力精進す

る留学生を温かく迎えるための方法として、

米山奨学事業に一層の貢献を致しましょう。

●

●



●

地区拡大会員増強セミナーについて

　　　　　　　　　地区拡大会員増強委員長　村　上　寅　雄

　国際ロータリー第2740地区の拡大会員増強

セミナーを開催致しましたのでその内容を御

報告申し上げます。

　日　時　1996年８月10日出　13: 00

　場　所　武雄市文化会館ミーティングホール

　対象者　地区委員及び各クラブ会長

　　　　　クラブ会員増強委員長

　開会に先立って11: 00より地区委員会を開

催して主として拡大についての協議を行い新

クラブが設立可能？と思われる地域について

の意見交換を行い、特に２、３年前より模索

して努力してきた上五島地区など数か所の名

前が挙げられましたが未だ具体性に乏しく設

立のため尚一層努力してゆかねばならないこ

とで意見の一致をみました。

　セミナーは午後１時より開かれ先づ牟田が

バナーは96～97年度の地区の会員増強の方針

として10％の純増を強調され会員増強の必要

性、重要性について約10分間の挨拶がありま

●　した。

　　　　次いで96～97年度会員増強プログラムにつ

　　　いて約40分間委員長としての抱負を私が述べ

　　　させて頂きました。簡単にその内容を要約い

　　　たします。

　　　田　奉仕活動を実践するためロータリクラブ

　　　　の能力強化するために最も効果的な方法は

　　　　会員増強にあること。

　　　（2）ジアイＲＩ会長の方針、牟田ガバナーの

　　　　会員増強に対する意欲10％純増のお願い。

　　　（3）ではどの様にして新入会員を入会させる

　　　　ための具体的なテクニックについて96～97

　年度地区会員増強委員長の指針の中よりロー

　タリーに入会すればこの様にすばらしい事

　があるという20項目について読み上げ披露

　する。

（4）退会防止策、どうしたら退会者を防止出

　来るか？　新入会員を温かく迎へ出来るだ

　け早いうちに役目を与えること、派閥を作

　らないこと、年齢的な断層をなくすこと、

　新人会員が新人会員を紹介することなど。

　以上委員長としての説明のあと質疑応答及

び協議事項の時間を持ったのですが新しく設

立されたハウステンボス佐世保クラブの設立

経過を特別ゲストとして当クラブの岡田拡大

補佐より説明して頂いた後20名の会員増強に

成功した佐世保東クラブの脇山会員より具体

的な話しをして頂き、拡大については福江ク

ラブの才津会長に上五島地区の新クラブ設立

について情熱を燃やして頂くよう再度御願い

したりして時間が足らない程充実したもので

あったと思います。

　終りに地区拡大カウンセラー市瀬バストガ

バナーより所感が述べられました。会員増強

には拡大、即ち新クラブの設立が非常に効果

的であること、会員の情報提供などの希望な

ど述べられました。

　最後に先に述べた20項目は大変引すてコピー

して送って頂きたいと６クラブの会員より要

請があり早速お送りしたのですが会員の皆様

には非常に熱心にセミナーを受けられたので

はないかと、その成功を喜んでいる次第であ

ります。

４



インターアクト年次大会を終えて

　　　　　　　　ｲﾝﾀｰｱｸﾄ地区委員長島　桧　孝　夫
　国際ロータリーは全世界のインターアクト

会員にその目的である奉仕と国際理解に貢献

する世界的友好精神を深め相共に活動する機

会を青年男女に与える事を目指しています。

　そこで1996～’97年度インターアクト年次

大会は平成８年８月３・４日の両日、佐世保

医師会館において総勢333名の参加者を得て

盛大に行われました。

　大会には佐世保市長　光武　顕様、ホスト

校西海学園高枝折浦義達校長先生（教頭先生

が代理出席）を来賓にお迎えし、ガバナー牟

田腰桶様、ガバナーノミ二－辻洋三様のご出

席を賜り午後１時点鐘を合図に開幕致しまし

た。

　大会テーマは『限りあるいのち、かけがえ

のないいのち』と致しました。

　このテーマの含むところは「物に溢れてい

る現代、ともすると、自分の思い通りになる

ことばかりを考え、他人や自然に対する思い

やりを忘れはじめている今、あなたにできる

ことはあなたの身近にある」であります。

　大会の運営はホストクラブを佐世保ロータ

リー・クラブにお願いしホスト校に西海学園

高校、コ・ホスト校に聖和女子学院、キング

スクール（佐世保市ＲＣ）、佐世保実業高校

　（佐世保西ＲＣ）の３校にお願いしました。

　1.年前から大会実行委員会を組織し、幾度

となく会合、リハーサルも大会当日の早朝ま

で行う程、緻密な準備を重ね、その結果初日、

二日間共盛りだくさんのプログラムを計画通

り進めることが出米ました。

- ５－

　これもひとえに大会実行委員長を中心にス

タッフ各位の熱意と情熱が大会を成功に導い

たものと確信いたしております。

　本当にご苫労様でした。地区委員を代表し

心から厚くお礼申し上げます。

　次に大会内容についてふれてみます。

　今大会は先輩方の足跡を大切にしながら、

間近に遣る21世紀を意識し、プログラム内容

に対し地区委員としていくつかの提案をさせ

て頂きました。

　何と言ってもインターアクトの主役はクラ

●

●



　　　ブに所属する生徒達であり、やがて21世紀の

　　　リーダーとなるべき人材であります。

●　　ロータリーはその一人一人に奉仕の精神と

　　　国際理解を学生時代に数多くの機会を与え休

　　　験させ、将来に役立てようと願っております。

　　　しかし近年はややマンネリ気味で会員数や活

　　　動そのものにじり貧傾向にあり、今千をつけ

　　　なければ結果は悪くなるばかりであります。

　　　　そこで私は三つの提案を致しました。

　　　　①　今大会は生徒主導で運営の要所を仕切

　　　　　らせるようにする。

●

②　従来部会は奉仕、国際理解、クラブ奉

　仕の３部会で行われ、今回更に指導者部

　会を加え４部会と致しました。

③　表彰制度の見直し改善を行う。

　　従来は任期の長い顧問の先生と前年の

　大会を担当した方々を表彰していたが、

　今回は各部門（奉仕、国際理解、クラブ

　奉仕）の活動実績をアンケートで取り、

６

それが次のステップにつながる内容であ

るか地区委員で評価選別、また大会運営

に多大な功績を示した学校または個人に

対し、更に長い間クラブの維持に努めて

いるがなかなかその成果が出ない学校に

も表彰するようにした。

　この改善はあくまでもインターアクト

の活動に意欲的に取り組み、その結果拡

大の方向に向かっている状態が大切であ

　　りクラブが楽しく会員も徐々に増え活動

　　に弾みが出る事を願っております。

　　　もしこの対策の結果がよければこの制

　　度を継続していけば良いと思います。

　以上今大会の経緯と状況を示しましたが何

と言っても今大会をリードして頂きました、

ホスト・クラブの武井会長様初め須川大会実

行委員長様、更に実行委員皆様のご苦労に対

しらから敬意を表すと共に感謝を申し上げ大

会報告と致します。



青少年交換学生選考会について

　　　(97~98年度派遣学生)
　去る７月28日、大村市の本経寺に於いて、

1997～1998年度派遣学生の選考会を行いまし

た。牟田ガバナー、辻ガバナーノミ二－、青

少年交換委員参加、英語テストには英国人S.

M.ステェピュラー氏に協力して頂きました。

応募者を推薦されたクラブは佐世保、諌早多

良見、佐世保南、佐世保西、神埼、長崎西、

長崎で応募学生と共にクラブ奉仕委員長、カ

ウンセラー、関係ロータリアンとご両親の大

勢の皆様に出席して頂き本当に有難く感謝致

しております。

　応募者は女子学生６名、男子学生２名でテ

ストの結果は概ね良好、留学生としての資質

はあるものと判断致しました。　しかし派遣決

定に至るまでに今後一年間の準備とオリエン

テーションがあります。外国での生活に順応

　　ロータリー財団からの特別ニュース

　1996年４月の会合において、財団管理委員

会は、条件付寄付の場合には、ポール・ハリ

ス・フエローの認証を与えることを廃止いた

しました。その後、この改正を実行に移すた

めには、もう少し時間を要するというロータ

リアンからの要請が殺到したため、管理委員

会では条件付寄付の場合のポール・ハリス・

フエロー認証に関する、1996年４月の決議第

133号を1997年７月１日より効力を発するも

のとするように修正を行いました。

　管理委員会では、この件を1996年11月の会

合において、更に、再検討することになって

います。

　就きましては、貴地区内の全ロータリー・

クラブが、この修正について周知しているよ

うに地区ガバナー月信を通じて、このインフォ

メーションをご伝達下さいますようにお願い

申し上げます。

　ロータリー財団ならびにその活動に対する

皆様のご支援に対し、深く感謝の意を表しま

す。

国際青少年交換地区委員長

　　前　田　一　彦

できて一年間の留学で十分成果を上げること

ができるよう本人の努力が必要です。

　今回の選考会では本人の留学の目的、意欲

と語学力（英語）を知るためだけでなく、両

親や関係ロータリアンから選考会にいたるま

での事情をよく聞いて今後の派遣、受入れの

参考にすることに致しました。

　選考会の結果については関係各ロータリー

クラブに通知されていますが、今後も青少年

交換プログラムに対し、ご理解とご支援を賜　●

りますようお願いします。

　派遣につきましては既に15の外国の地区と

交渉する用意があります。今後もクラブの推

薦があれば１人でも多く派遣したいと考えて

いますので希望者を紹介して頂くようお待ち

しています。

　ガバナーノミニー事務所開設のお知らせ

謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し

上げます。

　このたび下記の通り　ガバナーノミニー

事務所を開設致します

　何卒よろしくご指導ご協力賜りますよう

お願い申し上げます　　　　　　敬　具

　1996年６月吉日

国際ロータリー第2740地区

ガバナーノミニー
Ｓ　　　ゝ　－-辻　洋三

　(佐世保南RC)

日
地
設
在
開
所

電話番号

ＦＡＸ番号

　　　記

1996年７月１日

〒857　佐世保市稲荷町３番７号

　　　西九州倉庫株式会社４階

(0956)34-6633

(0956)34-6634

※1996年11月末日迄は事務局の都合上西九州

　倉庫㈱総務部（�0956-34-6611）へご連絡

　をお願い致します

●

７

｜
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最初の公式訪問
佐賀ロータリークラブ会長　牛　島　成之瀧･

　　　　　　　　　　　　　　　　(征四郎)

　私共佐賀クラブが、牟田ガバナーのホーム

クラブである武雄クラブのスポンサークラブ

であると言う事で、第2740地区のトップを切っ

て牟田ガバナーの公式訪問をお受けいたしま

した。大坪地区幹事、島第二分区代理のお二

方が同席され、例会後、会長を同ホテルのせ

ぶりの間に移し、13:45より15:45迄の正味２

時間クラブ協議会を開催いたしました。会長

としてのクラブ運営方針については主なもの

として、当クラブがホストになるIMとＲＹＬＡ

それに姉妹クラブを締結している韓国、南釜

山ロータリークラブとの親善交流を計画いた

しております。

　何分新年度早々の公式訪問でありました為

危惧いたしておりましたが幹事と事務局の努

力でクラブの現況及び報告書を間に合わせる

事が出未ました。自画自賛になりますがクラ

ブ協議会における各委員長の今年度事業計画

の発表も、事前にガバナー事務局に提出した

内容の棒読みではなく、よくその内容を消化

　　　　　　1996年(平成8年18月4日(日曜日)
　　　　　　　ｲ左　　　賀　　　聚斤

ぷ‰
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の
お
）

博
も
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
し
、
足
元
受
兄
つ
め
直
す

こ
と
で
未
来
へ
の
方
向
多
嘆

素
し
よ
う
と
い
う
思
い
を
込

め
た
」
と
い
う
。

　
「
思
っ
た
以
上
に
忙
し
い

し
、
勉
強
も
さ
せ
ら
れ
て
い

る
け
ど
、
ま
あ
充
実
し
た
日

々
だ
な
」
と
、
若
々
し
い
。

村
議
・
市
議
（
計
七
期
）
を

経
て
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら

武
雄
市
長
二
期
。
同
市
若
木

町
の
牟
田
酒
造
代
表
。

吸収されたものであったと言う感じを受け嬉

しく存じております。

　やっと今年度のスタートの緒に着いた訳で

すがこれからの１年どうぞよろしくご指導ご

協力を心よりお願い申しあげます。

　　　　　　　 ! 1 . . .
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表紙写真説明

　四天王立像で国の重要文化財に指定さ

れている。

　木造で鎌倉中期の運座作と云われてい

る。武雄市内の広袖護国禅寺に安置され、

持国天・増長天・広目天・多聞天と云い、

これを四天王と總称する。

８



○ペネファクター

○米山功労者

おめでとうご

■
長
崎
中
央

　
　
　
消
化
器
科

一
良
暗
渠

　
医
療
器
械
配
布

きいiOソ

　‥...¬二こ二___.:　　－　　"'-.　･!

○米山ファンド･フエロー

」
長
崎
南

　
　
　
　
シ

一戸

一
長
崎
南

　
　
　
　
シ
ニ
戸

○マルチプル・ポール・ハリス・フエロー
■
唐
津
東

　
　
　
　
シ
ニ
ア

○ポール・ハリス・フエロー
■
佐
賀
北

　
　
脳
神
経
外
科

新

■
霊

　仙

～⊇ｺﾞ

ﾌーﾌ

■
長
崎
中
央

　
　
　
　
弁
護
十
二

心
Ｚｉ 員

■
佐
　
賀

　
　
シ
ニ
「
ｙ

ｌ香
月
　
　
孝
一

紹

」
長
崎
南

　
　
　
　
シ
ニ
ア

一
佐
世
保
東
南

　
プ
ラ
ン
ト
建
設

建
築

■
長
崎
中
央

　♂‾　　　　　　　　　　　　　　　四φ¬－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--rr7rj同←-i←-･--[ﾗ]]曼ﾌﾞ名　　　名　前　　年齢　　生年月日　　　職業分類　　　　　趣味・特技

長崎西

諌　　早

　　μ

佐世保西

佐　　賀

　　μ

犬　　村

長崎南

長崎北東

唐津東

　　μ

唐津中央

長崎中央

長崎北
μ
μ

伊万

　μ

里

山本　和雄

戸塚　　猛

毎熊　克朗

前畑　満雄

佐藤　　勝

田中　清秀

江口　熟年

石丸　利行

前田　芳宏

村井　武博

松永　　亮

麻生　哲朗

米良　知男

田村　和義

甘利　芳夫

柳井　文夫

重松涛太郎

江口　紘一
平　　戸　　田口　行則

　　μ　　　　　坂本　　博

８
２
７
７
３
７
３
４
１
２
６
３
０
２
８
１
０
３
９
７

４
５
４
４
５
４
４
４
３
５
５
４
４
５
５
４
５
５
４
ｒ
Ｄ

ｌ
ｒ
ｎ
）
Ｏ
Ｊ
４

１
ｎ
／
乙

　
一
　
ゆ
　
Ｉ
　
一

〇
Ｊ
Ｑ
り
１
１
Ｑ
り

　
・
　
・
　
・
　
・

Ｑ
り
ｎ
ｊ
４
４

り
乙
ｌ
ｎ
／
乙
９
乙

C
/
M
/
M
/
M
/
）

S28.10.3

S27.8.22

S40.12.8

S19.3.31

S15.4.15

S28.1.17

S31.8.2

S19.4.11

S13.1.3

S29.12.3

S22.10.19

S14.3.18

商業銀行

商業銀行

酒類販売

歯科医

全日放送

火災保険

石材加工

丈具用晶小売

建築設備

衣料品販売

電気事業

疏菜栽培

時計眼鏡版売

電気機械器具

郵使事業

商業銀行

化粧品販売

電力供給

貯蓄銀行

商業銀行

９－

散歩

ゴルフ・釣

介

登山

ゴルフ

ゴルフ

写真

ゴルフ・旅行

ゴルフ・ドライブ

塚
崎
　
　
寛
一

　
　
　
　
　
●

■
長
崎
南

　
　
　
□
腔
外
科

■
長
崎
中
央

　
　
老
人
ホ
ー
ム

新しいｲ中間です。

　　よろしく

ゴルフ・音楽鑑賞

ゴルフ・アマチュア無線

読書・ハイキング

読書・音楽

ジョギング・家庭菜園

ゴルフ

読書

入会年月日！

　H8.7.30

　H882　●

　H8.8.9

　H8.7.1

　H8.7.11

　H8.7.11

　H8.8.6

　H8.7.10

　H8.7.31

　H8.8.8

　H8.8.29

　H8.8.23

　H8.8.26

　H8.7』5

　H8.8.5

　H8.8.5

　H8.7.3

　H8.8.7

　H8.7.25

　H8.8.22



平成８年７月出席報告

100％おめでとうニ

佐賀西　佐世保　佐世保中央

佐世保南　大村北　長崎東

○出席報告は､り斟H5日迄にお願い致します。

●

●

分

区
クラブネ

会　貝　数 例
会
回
数

出　席　率 当
月
順
位期初 月末 増減 通　算 当　月

第

１

分

区

伊万里 51 52 １ ５ 97.18 97.18 16

伊万肌西 54 55 １ ４ 96.33 96.33 18

唐　　津 65 65 ０ ５ 98.00 98.00 12

唐津中央 59 60 １ ４ 97.47 97.47 13

唐津東 62 62 ０ ４ 99.49 99.49 ７

唐津西 61 60 －１ ５ 97.46 97.46 14

６　Ｒ　Ｃ 352 354 ２ 97.66 97.66 ①

第

２

分

区

神　　埼 35 35 ０ ３ 80.00 80.00 49

小　　城 36 36 ０ ５ 91.11 91.11 28

佐　　貿 86 88 ２ ４ 96.44 96.44 17

佐賀北 65 65 ０ ５ 95.01 95.01 23

佐賀南 39 39 Ｏ ５ 93.69 93.69 26

佐賀西 71 72 １ ４ 100.00 100.00 １

佐賀大和 31 31 ０ ５ 77.50 77.50 52

多　　久 43 43 ０ ４ 88.36 88.36 34

牛　　津 38 39 １ ５ 85.71 85.71 41

９　Ｒ　Ｃ 444 448 ４ 89.75 89.75 ④

第

３

分

区

有　　田 56 56 ０ ５ 84.64 84.64 蝸
鹿　　島 60 61 １ ５ 85.88 85.88 39

大　　町 42 44 ２ ４ 82.35 82.35 47

白　　石 31 31 ０ ５ 85.81 85.81
40

武　　雄 64 64 ０ ５ 86.61 86.61 38

太　　良 30 30 ０ ４ 70.00 70.00 54

嬉．　野 40 37 －３ ４ 89.30 89.30 31

７　Ｒ　Ｃ 323 323 ０ 83.51 83.51⑥

22　R　C 1,119 1,125 ６ 89.92 89.92

分

区
クラブ名

会　員　数 例
会
回
数

出　席　率 当
月

順
位期初 月末 増減 通　算 当　月

第

４

分

区

ヤ　　ド 50 肌 １ ４ 87.87 87.87 35

生　　月 28 28 ０ ５ 80.71 80.71 48

北松浦 40 41 １ ５ 96.28 96.28 21

桧　　浦 48 48 ０ ４ 94.89 94.89 24

佐世保 ↓00 100 ０ ５ 100.00 珀0.圓 １

佐世保中央 64 64 ０ ４ 100.00 100.00 １

佐世保束 64 64 ０ ４ 90.24 90.24 29

佐伊保北 65 65 ０ ５ 99.35 99.35 ８

佐世保南 103 ↓03 ０ ４ 100.00 100.00 １

佐世保東南 19 21 ２ ５ 84.80 84.80 42

佐世保西 60 60 ０ ５ 96.30 96.30
20

11　R　C 641 645 ４ 93.67 93.67 ②

第

５

分

区

諌　　ｙ 70 70 ０ ４ 98.20 98.20 11

諌？北 70 71 １ ４ 83.59 83.59 45

諌早多良見 42 42 Ｏ ５ 79.80 79.80 51

諌早西 52 52 ０ ５ 88.84 88.84 33

大　　村 57 55 －２ ５ 96.32 96.32 19

大村北 39 38 一工 ５ 100.00 100.00 １

大村東 53 53 ０ ５ 76.97 76.97 53

島　　原 54 54 ０ ５ 89.58 89.58
30

島原南 34 34 ０ ５ 83.50 83.50 46

雲　　仙 40 40 ０ ３ 98.30 98.30 10

10　R　C 511 509 －２ 89.51 89.51 ⑤

第

６

分

区

福　　汪 63 63 ０ ４ 97.42 97.42 15

福江中央 67 67 ０ ５ 94.24 94.24 25

東長崎 58 58 ０ ５ 84.56 84.56 44

長　　崎 111 110 １ ４ 91.13 91.13 27

長崎中央 73 73 ０ ５ 98.35 98.35 ９

長崎束 90 90 ０ ４ 100.00 100.00 １

長崎琴海 35 35 ０ ４ 80.00 80.00 49

長崎北 100 97 －３ ５ 95.72 95.72 22

長崎北東 54 54 ０ ５ 86.92 86.92 37

長崎南 97 98 １ ５ 87.73 87.73 36

長崎西 77 80 ３ ５ 88.88 88.88 32

11　R　C 825 825 ０ 91.35 91.35 ③

32　R　C 1,977 1,979 ２ 91.57 91.57

54　R　C 3,096 3,104 ８ 90.90 90.90

↓０

○印は分区間の順位

-



コラム　話の驀　「佐賀んもんの通ったあとには草も生えん」

　　皇太子ご夫妻が款待にお出でになった時、

　昼夜会の席上で、皇太子から「佐賀県人の気

　質とはどんなものでしょうか」と言うご下問

　があった。

　　武雄市長は「戦時中佐賀県出身の山口判事

　が、（絶対に闇米は夜わない）と言って遂に

　栄養失調で倒れました。ああ言うのが佐賀県

　人の特質ではないでしょうか。非常に生真面

　目で頑固で、どちらかと言えば融通のきかな

　い而もあります」と言った意味のご返答を申

　し上げたそうだ。

　　皇太子ご夫妻は、「それは困りましたね。

レ私達も佐賀県人の血を引いていますのに」と

　大笑いなさった由。

　　私達は、いつの頃からか、（佐賀んもんの

　通ったあとには草も生えん）と言った言葉を

　問いた。恐らく佐賀人をからかったものだろ

　うが、子供心に他県の人から軽蔑されている

　ような気がして、それが学生時代を通じて劣

　等感につながったような気がする。

　　最近、司馬遼太郎さんの「国のかたち」を

　読んでいたら、（佐賀んもん云々）の記述が

　あった。私もこれまで知らなかった詣である。

　　昔、佐賀のお百姓達は大変苦労した。山ぎ

わのお百姓は山の落ち菓や草で、豊富な堆肥

を作って田畑の肥料にしたが、平野郎のお百

姓はそうは行かなかった。畦道の僅かな草も

刈り取って堆肥にせねばならなかった。彼ら

は競って道端の草を刈った。かくて（佐賀ん

もんの通ったあとには草も生えない）ように

なったと。これによれば、佐賀んもんに頑固

一徹と言った批判は当たらない。むしろ一途

に勤勉であり、小まめに働いた証拠である。　●

　さて牟田ガバナーは決して頑固な人ではな

い。四角四面な人でもない。むしろ融通無碍

の人であると言っていい。無類のお人よしで

もある。

　彼が、ガバナーを引き受けるについては、

それこそ崖っぶちから飛び降りるような思い

をなさったのである。そして今では、一所懸

命公式訪問に精出していらっしやる。そんな

誠実な方だから、彼が通った後には、きっと

可憐な花が咲くだろう。そして立派な実を結

ぶに違いない。いや、皆さんの手で大きな実

を実らせていただきたい。

　2740地区の会員の皆さん、是非牟田ガバナー

を盛り立てて応援して下さい。宜しくお願い

●

します。　　　　　　　武雄ＲＣ　　古賀行雄

佐世保ロータリークラブ

　米山記念奨学金寄付

６千万円達成
　佐世保ロータリークラブは、1996年６月30日現在、普通、特別寄

付金の合計累計額が６千万円達成クラブになりました。

　会員皆様の善意に心から敬意を表します。

１１

一一一一一

｜

｜
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1996～1997年度
国際ロータリー第2740地区

国宮詣自警一
　　　　　1996年　会期/11月16日(土)･17日(日)

　会場／武雄市文化会館

●懇親会場／武雄市白岩体育館

・ホストクラプ

・コ・ホストクラプ

[大会ﾃｰﾏ]
見直そうふるさとを

　一手に手をとってー

武雄ロータリークラブ

有田ロータリークラブ　嬉野ロータリークラブ

大町ロータリークラブ

●

a録料及び参加料

召会長代理御夫妻歓迎晩賛会会　員

　　　　　　　　　　　　　ご家族

た会登録料(懇親会含む)……会　員

　　　　　　　　　　　　　　ご寂族

　　　　　　　　　　　　　　青少年

ゴルフ大会参加料……………会　員

イクスカージョン参加剽………………

Ｒ「会長代理決定
　蔵並定男(一倉1=､。cy　…………7……

医学博士、開業　職業分類シニアアjグテｊプ外科医

1978－79年度　R.1259地区(神奈川県)ガバナー

1990－92年度　Ｒ．｜理事　　レ=上　‥‥‥‥‥‥‥

1995－98年度　ロータリー財団管理委員…………

　　　　　｢天蚕面‾百二

15,000円　
記念ゴルフ大会

10.000円
18,000円

12,000円

5.000円

8,000円

3,000円

11月15日(金)

受付8:00スタート9:00

コース　武雄嬉野カント

　　　　リークラブ

12
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1997～’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

－
‐
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‐
－
　
－
‐
‐
　
－
－

し

98

中
　
時

田
　
山

立

香

石

田

国際青少年交換派遣学生内定

照　美

照　子

由紀子

正　美

平
　
史
　
子

康
　
　
　
　
和

崎
　
下
　
島

山
　
山
　
中

(佐　世　ｲ呆)

(諌早多良見)

(佐世保市)

(佐世保西)

(長　崎　西)

長
　
神

ぐ
　
ぐ

ｊ
　
ｊ

崎
　
埼

－
－
－

故古田　亘君

　　(長崎北)

平
成
８
年
８
月
1
0
日
逝
去

　
　
　
　
（
享
年
七
十
歳
）

　　　　　　　　　　　文　庫　通　信

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970単に創立された皆様の資

｜打座です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千金点を収集・整備し、皆様

のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹

介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますのでご活用願います。以下資｜

料のご紹介を致します。

　　　　　　　日本のロータリアンによる一般著書　その１

○「幕末西洋文化と沼津具學校」　米出梅吉　1935年　拓2頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「常識開門」　米出梅吉　1937年　204頁　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「現代人と職業」大本茂三郎　1958年　136頁　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「米出梅吉選集」　米山梅吉先生伝記刊行全編　1960年　２冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「一生ヲ貴ク楽シク」　星野行則　1961年　72頁　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「心に刻まれた人びと」　古挺銀郎　1968年　301頁　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「音楽医者放談」　穴渾養一　1969年　259頁　　　〔申込先　穴渾養一　�（0242）22-4024〕

○「茶の心」　千　宗室　1971年　222頁　　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「青年に期待する」　佐藤千百　1971年　163頁　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

ロータリー文庫

〒105東京都港区芝公園2-6-3 abc館７階　TEL(03)3433-6456 ・FAX(03)3459-7506

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土一日・祝祭日
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バナー事務所告知板

/1クヌデふり7?ズぎが原7=7C

例合口並に例会場

例会日　毎週火曜日　12 : 30～13 : 30

例会場　佐世保市ハウステンボス町7-7

　　　　ホテルデンハーダ内

事務所　〒857-11

　　　　佐世保市大和町15番地

　　　　佐世保中央病院内

　　　　TEL 0956-33-7218

　　　　FAX 0956-33-7218

鳶び

　月信３号で、佐古パストガバナーのお名前

を、尊亮と誤記致しました事は、全く私共の

失策によるもので深くお詫び中し上げ、亮尊

と訂正させて頂きます。

月仁編集委員会

10 月の地区行事予定
～ － - －

目 耀 行　　　　事 場　所

5

7

17

19

公

式

訪

問

上

月

本

土

　上目

Ｒ財団委員長セミナー

第２[用ガバナー諮問委員会

長崎クラブ60周年式典

九州４地区インターアクト協議会

武雄市

武雄市

長崎市

福岡市

島　　原 ２目　島原市

３目　太　　良 ４目　佐世保南

８目　鹿　　島 ９日　諌早西

14目　大村束 15日　束長崎

16目　白　　石 17日　唐津東

21ロ　小　城 22日　大　村

23目　佐賀北 24日　長崎琴海

29目　ハウステンボス佐世保

国際ロータリー関係事務所

国際ロータリー中央事務局　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center、1560 Sheman Avenue､Evanston、ILLINOIS 60201 U.S.A.

国際ロータリー日本サービスセンター　〒160東京都新宿区新行員丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　奉　仕　室　�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03べ3226-4606

　　　　　　　資　料　室　�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫　〒105東京都港区芝公回２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

米　山　記　念　奨学　会　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156 FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土、日、祭日休み)

ガバナー

地区幹事

事務局

牟

大

安

田

坪

見

勝

勇

光

輔

郎

代

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　　宮　埼　幸　久

　　　　　　井　上　俊　正

　　　　　　花　田　晴　年

　　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社函窓口:詣
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国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

　　　　　･第2740地区ガバナー月信編集委員会事務局

　　　　　〒843佐賀県武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　　　　　TEL（0954）22-0156　FAX（0954）22-0160
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築け未来を

行動力と先見の眼で
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どうして会員増強をはかるか

ガバナー
牟　田　勝　輔

　私たちロータリアンが、奉仕の理想を実現

する為に、どうしても計らねばならないのが、

会員の増強であります。

　ジアイＲＩ会長が、ロータリアンを一つ一

つの煉瓦に例えられたのも、煉瓦の数が多け

れば多い程、立派な建物が完成する事を念願

されたからであります。

　その為に、ロータリアンの増強を阻害する

ものは何か。そういった見地から検証する事

も亦必要であります。

　ロータリアンでない人たちが、ロータリー

をどうみているか。

　’95～’96ハーブ・ブラウンＲＩ会長は、

　「大都市の問題と奉仕の機全研究委員会」ク

リフォード・ダクターマン委員長（’92～’93

年度ＲＩ会長）の要請により、ギャラップ機

関の調査結果について討論を行いました。

　その結果、ＲＣの規模の大小を問わず会員

の退会防止と新会員の勧誘で苦闘している現

状がありました。

　ギャラップ機関は、シカゴやサンフランシ

スコなど４都市で、非ロータリアンの実業人

や専門職業人を対象に、世論調査や市場調査

を行い、更に７都市で660人に電話での調査

を行いました。 35才以上の男女上級管理職と

専門職業人が対象となりました。

　そして調査対象の29％が、「地域社会に何

かお返しする為に」何らかの組織に加わって

いました。

　亦、実際に活動内容まで知っている奉仕団

体としての知名度は次の通り。

　ライオンズクラブ（54％）、ロータリーク

ラブ（49％）、キワニスクラブ（41％）、ナショ

ナル・アーバン・リーグ（37％）。

　調査対象者はどんなものに関心がもてるか

ｰそれには10項目が挙げられたが、ここで

は省略します。

　特に、ロータリーが高い評価を得ているの●

は、次の５つであります。

　①あらゆる人種と国籍の人たちが会具にな

　れること。

　②主な目的が奉仕活動にあること。

　③特定の運動や目標を重視していること。

　④青少年といっしょに活動していること。

　⑤あらゆる人種から会員を受け入れている

　こと。

　しかし、残念ながら次の５点については、

低い評価しか与えられませんでした。

　①例会や会議が楽しいか。

　②女性の新会員を積極的に受け入れている

　か。

　③例会への出席義務は柔軟に履行できるか。●

　④新会員に積極的に指導的地位を与えるか。

　⑤地域社会が抱える問題に取り組んでいる

　か。

　以上の結果をふまえて、委員会は６つのグ

ループに分かれて討論されました。

ＰＲ活動の改善

　ギャラップ調査によれば、調査対象者たち

は、ロータリーを老人達の昼食会に過ぎない、

ロータリアンは人道的な仕事はしていないと

云った思い違いをしています。

　ロータリーの国際奉仕として、Ｒ財団によ

る国際親善奨学金制度やポリオ・プラスにつ

１



　　　いて何にも知られていません。

　　　　地域社会と国際社会の両レベルで、ロータ

　　　リアンがこうした活動をしている事を、積極

　　　的にＰＲする必要があります。とくに都市の

　　　ＲＣは、ロータリーと地域社会の結びつきを、

　　　恒久的に認識してもらえるプロジェクトに取

　　　り組むべきであります。

　　　ロータリーの出席義務

　　　　一部のＲＣが100％の例会出席率を過度に

　　　重視している事によって、多忙な経営者がＲ

　　　Ｃを退会する理由になったり、個人が入会す●　

るのをためらったりする事を、討議グループ

　　　は危惧しています。

　　　　ダグマー委員長は、「高い出席率を望むの

　　　は立派な事だが、国際ロータリー細則が定め

　　　ているのは60％の出席率に過ぎない。一方個

　　　人としての100％出席率を高く評価する事は

　　　当然である」としています。

　　　　討議グループは、ＲＣとＲＩのリーダーが、

　　　ＲＣの例会の60％出席の義務を、適切な形で

　　　表現すべきだと強調しています。

　　　好ましい地域社会プロジェクト

　　　　　とＲＣのプログラム

　　　　討議グループは、若い新会員候補をロータ

●　リーに引きつける為には、青少年活動や社会

　　　奉仕の各プロジェクトを平等に扱う必要があ

　　　ります。更に゛例会を楽しめること″と、例

　　　会プログラムの質の向上が、会員増強や退会

　　　防止の決め于になるとしています。

　　　ロータリーの職業分類システム

　　　　実業界や専門職業の変革期にある現在、

　　　　「新しい職業分類をつくる」という課題に直

　　　面しています。

　　　　また、討議グループでは「法人会員」とい

　　　う新しいコンセプトについて討議しました。

　　　　企業がロータリーを通じて地域社会の問題

　　　に関与したり支援したりできる一方、企業に

２

よって指名されるロータリアンは、人事異動

によって交代しても、入会手続きをふまなく

てもすむ。そういった形での法人会員制度に

は基本的な価値があるとグループは認識しま

した。

　また、女性や少数民族の為の、新しいタイ

プの職業分類を設けるべきだと強調しました。

他の組織との合同プロジェクト

　この討議グループは、地域社会の他の組織

　(例えば、保健機関やボランティアグループ

等)と提携して活動を進めていくべきだと提

案しました。

　①奉仕団体としてのロータリーが関心の対

象としている内容を、提携相手のグループに

提供すること。

　②提携グループから新会員を見つけること。

　③奉仕活動の規模を広げること。

都市部でのロータリーの

　　役割を増大させる機会

　大都市での新しいＲＣは、より多くの地域

社会のりーダーたちに、ロータリーの理想を

浸透させ、既存のクラブも強化されること。

　新しいＲＣが、費用を節減するとか、朝食

による例会で新会員を募ることも出来ます。

　今回のギャラップ調査は、ＲＩにいくつか

の新しい方向を示唆しています。

　なかには、1998年規定審議会の討議を必要

とするものもあります。

　ロータリーが世界の主要な奉仕団体として

成長しようとするなら、前向きにその価値を

認めて変革を受け入れるべきであると結論し

ています。

　以上のような結論でありますが、私共のＲ

Ｃの運営に参考になる事もありましょう。全

てが、今すぐ実施出来るわけではありません

が、今後のＲＩの動向に注目して頂きたいと

思います。－((ロータリーの友ＪＲＩ指定記事ょり)－



地区に新世代委員会が発足！

　（委員長を引き受けるに当って）

秦ＲＩ会長が重点事業として「新世代の為の

ロータリー会議」要請については５月の地区

協議会礼楽委部会でふれておいたが、地区に

青少年委員会がない為クラブ単位での企画か

なと思っていた。その間ＲＩの意向を牟田ガ

バナーは重点プロジェクトとしての推進を決

断され、８月に分区代理関係委員長による新

世代シンポジウムにて、地区委員会の設置及

び積極的な活動方針の決議がなされた。

秦その析礼楽委担当の私に指名があり、私自

身青少年部門の経験は皆無であるが、優秀な

５名の委員の方々に支えられ乍ら、アイサー

ブの心境でやるしかないと思いお引受けした。

　（新世代プログラムの推進について）

秦ＲＩの指導は前半で対話集会を開き、後半

でその集会で得た課題の事業化を企画せよ、

然も各クラブ毎にクラブ全員参加とし集会の

対象に中学、高校、大学の生徒や社会人（30

才迄）或はＲＡＣ、ＩＡＣ、交換学生等を含

めよという事だ。集会では意見や質問をロー

タリアンと交え、且つその場に行政、経済や

教育のリーダーの方々を列席して頁い交流に

参画せよと云うことだ。

秦行政や民間団体でも青少年の主張や作文の

発表、或は模擬議公等が数多く行われている

が、関係者も限られ一方通行の嫌いもある。

この新世代プログラムもその中の一つに埋没

してはならない。この事業は２２０６クラブ

13万人の全国規模で新世代各層の意見を行政

へ反映させ、ＲＣの青少年事業として展開す

る壮大なプログラムに育てあげよう。この事

業がＲＩ会長の交替で変ることのない継続事

業となるかどうかは今年にかかっている。

参今更中す迄もなく青少年問題は多年にわた

りＲＡＣ、ＩＡＣ、ライラ、交換学生、奨学

制度等への努力が払はれているが、夫々多く

新世代委員長　森 義　則

の課加も抱えており、且つクラブの青少年活

動の多くは継続事業化している。ロータリー

でなしうる事に限界があり、担当者の悩みも

ある現在こそ青少年問題を原点に立ち戻って

みる時ではないか。永遠の課題である青少年

問題、特に混沌たる現社会情勢を思う時、青

少年と目線を同じくして真正面からドカンと

汗を流す事業だと認識しようではありません　●

か。

　（今後のスケジュールについて）

参地区委員会の当面の業務

　09/26地区全クラブの関係委員長170名に

　　対し新世代会議の進め方の説明会実施。

　011/16年次大会にて出席ロータリアンを

　　対象に新世代会議のモデル会議を実施す

　　る。新世代各層より10名の発表者を予定。

　○広報～月信、ガバナー文書、分区代理の

　　会長幹事公等を通じて説明する。

　○クラブよりご協議やご報告を受ける。

　（クラブの対応について）

○クラブに新世代委員会の任命と共に、関係

　委員会を含めた実行委員会設置が望ましい。

ｏ地区委員会で配布した実施要領を委員会に　●

　て討議して戴きたい｡複数クラブがある所

　は分区代理を交えて集会形式を協議され度い。

○形式決定と併せ対象青少年の選定、テーマ

　の選択、招聘者の選出等十分な協議を重ね

　て実施日を決定され度い。

○実施時期については11/16の年次大会での

　モデル会議後との意向もあろうが10月中事

　前協議、11～12月実施が期待されている為、

　学校関係への依頼は早めが肝要である。

○本事業には未提唱クラブにＲＡＣやＩＡＣ

　の提唱を促進せしめる目的（現在ＲＡＣが

　１３、ＩＡＣが22）もある。ｲ井せてこのプロ

　ジェクトは次年度に於ても継続される事業

　となっている。　　　　　　　　　　以上

３
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新世代会議実施要領

１．名称:21世紀を創造する「ロータり一新lljj代会､汲」

２．主催：国際ロータり一第2740地区（クラブ名）ロー

　タリークラブ

３．後援：会議に動Ｕ要､哨する対象メンバーによりそれ

　ぞれ要請先が確定し後援依頼をお願いする。

４．目的：地域の新世代と地域指導者との対話を蔀進す

　る事にあり

　・彼らの関心ごとに付いて話し合いの機会を作る。

　・彼らの将来に関するピジョンを明確にする。

　・彼らの目標を速成する為に必要な要望に対する支持

　　を明確にする。

　・地域社会ニーズを調査する過程に於て新世代を参加

　　させるよう地域社会のリーダーに認識してもらう｡

　・地域社会の成功の為には、地域社会のりーダーと新

　　世代とが責任を共有している事をお互いに認識する｡

　　つまり従来ロータリー活動はクラブを構成している

　大人が大人の感覚であらゆる活動を考え実行してきた。

　それが悪いという事ではないが、21世紀を間近に控え

その21世紀の主役である青少年たちが何を考え、何を

大人たちに期待し、地域社会に求める新世代の彼らの

要望を会議を開きそこから414かを引き出し、ロータリー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一　－
にできる事を活動に反映させる事を期待するものであ

ります。

５．会議の開催単位：新世代会議を開く際にクラブの規

　模を考慮し下記の単位で計画されるようお願いします｡

　　１）１クラブ単独　２）市内（３～４クラブ）合同

　　３）地域（３～４クラブ）連合

６．会議の形式：会議は会場及び形式の規模により取り

　組みが異なるので･下記に従い開催して下さい。（対象

　者を分け複数【plの開催も薦めます】

　　１）例会場での対話形式会議（その場合時間、対象

　　　　者区分を考慮）

　　２）クラブ事業として貸し会場での対話形式会議

　　３）年次大会のプログラムとして計画する対話形式

　会議

　一４）インターアクト地区大会のプログラムとして計

　　由する対話形式会議

５）ローターアクト地区大会のプログラムとして計

　　画する対話形式会議

６）ＲＹＬＡ研修会のプログラムとして計画する対

７）

８）

諸形式会議

ＩＭのプログラムとして計画する封諸形式会議

ポール・ハリス没後50周年の記念事業プログラ

ムとして計画する対話形式会議

９）クラ 立記 業のプログラムとして計圃す

　　　　る対話形式会議他

７．会議の時間：会議は例会時の場合はセレモニーを除

　き実対話時間は最低１時間以上、別会場の場合は２時

　間程度で実施して下さい。

８．テーマ設定：会議の効果と時間効串を高める為に応

　答者の人数と発言者の人数を考え自由に発言させるか

　前もｰってテーマを参加者に示し発ａ内容を提出させる

　か主催側で検討し決めて欲しい。

４

１）
環境問題　　２）健康問題

４）雇用問題

７）マナーと習慣

９）いじめ問題

Ｈ）自立心、自作心

13）その他

５）教育

３）麻薬問題

　６）国際交流

8j家庭に関する問題

10）国家意識
12） 父親の尊厳

９．新世代対象者区分：対話形式の規模により幅を広げ

　ても構わない、但しテーマを考慮する必要がある。

　　１）中学生単独　　２）高校生単独

　　３）高校生（インターアクト、交換留学生）

　　4）20～30才の青年男女

　　５）ローターアクト、米山奨学生単独　６）その桂

　　※発討者の選出は会議の規模と時間により定員数を

　　　きめ、選出に当たっては早めに確定し手配する事

　　　が大切です。

10.地域指導者区分：刈諸形式の規模により幅を広げて

　も構わない、但しテーマにより専門の助言者を手配す

　る事も必要です。

　　１）ロータリアン代表者（２～３名）

　　２）交換学生（日本人、外国人）

　　３）専門的助言者（テーマにより前もって外部に助

　　　　言を依頼する）

　　※答弁者は会議の規模と発言内容により定員以外の

　　　専門家に事前に答弁内容を確認するか会場に参加

　　　頂くか前もって決めておく事が大切です。

11｡ 地域指導者の招待：会議を開催する際に規模とテー

　マを考慮し地域社会のリーダーを会場に招待する。

　　（但し招待客の人選はテーマと会議の規模により判断）

　　１）知事　　２）市長　　　３）商工会議所役員

　　４）教育長　５）ＪＣ役員　６）婦人会役員

　　７）青少年関係役員（ボーイ、がールスカウト他）

　　８）テーマの関係者　９）雇用関係者　10）その他

　　※招待者には事前に新世代会議の趣意書を送り内容

　　　を理解頂き出席を要請する事が大切です。

12.運営方法：会議効果を上げる為、進行手順と役割分

　担を明確にしておく。

　　Ｕ会議は司会の進行で新世代対象者と地域指導者

　　　　の自由な意見交換により行う。

　　２）新世代対象者は司会の指名により発言を行う。

　　３）発言内容は事前に通告し書面で事務局に提出し

　　　　てもらい答弁者に配布しておく。

13.事務局の設置：会議の主体クラブに事務局を設置し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　開催の窓口とする。

14.経費負担：新伊代会議にかかる諸経費は関係クラブ

　の負担となります。

　　※主な経費としては新世代発言者の交通費、食事代、

　　　記念品代位が少々と会場の賃借料、看板他設営費、

　　　事務連絡費等を考えて置いて下さい。

15.その他：この新世代会議に関する発言は新世代会議

　実行委員会事務局にお尋ね下さい。

新世代会議実行委員会事務局

〒843　佐賀県武雄市武雄町昭和8-9　第１光栄ビル2F

�0954-22･-0156　FAX 0954-22-0160



国際青少年交換オリエンテーション

　　　　　　　青少年交換地区委員長　前　田　一　彦

　去る９月８日、大村の長崎空港観光ホテル

に於て派遣学生、来日学生オリエンテーショ

ン、カウンセラー会議並びに来日学生歓迎会、

帰国学生報告会を間催しました。来年度派遣

学生６名、来日学生11名、帰国学生６名、地

区委員６名、関係ロータリアン22名、ホスト

ファミリー13名の総勢64名。冒頭の挨拶で派

遣学生に対しては今後一年間のオリエンテー

ションを通じて外国での生活に適応できるよ

う十分準備しておくこと、世界の共通語であ

る英語を十分習得しておけば留学先での学校

の授業により早くついて行けるようになるこ

と、地区から選ばれ日本の代表として留学す

る誇りを待って努力することを伝えました。

帰国学生に対しては折角、外国で得てきた知

識や知恵を今後学校や地域社会で生かすこと、

特に今後の青少年交換活動について経験を生

かし十分協力して頂く様にお願いしました。

派遣学生と来日学生の為によき相談相手になっ

てくれるものと期待しています。来日学生に

対しては、日本の言葉、文化、習慣を学ぶこ

とは当然ですが、日本で多くの友人を作り将

来第一線に立った時国際親善の懸け橋になっ

てもらうよう希望を申しました。その後カウ

ンセラー会議、受入学生、派遣学生のオリエ

ンテーションと部門別に協議を行ないました。

　カウンセラー会議は地区委員会のカウンセ

ラーである江上徹也委員と他の委員が担当し

以下の内容になっています。

　　｢本年度に参画中のクラブから約25名の参

加があった。まず地区で行う諸行事、クラブ

で行う準備など年間スケジュールを表示して

カウンセラーに期待される役割を述べた。参

考資料として委員会で作成したマニュアルを

配布した。クラブ、ホストファミリー、学生

５

の中間の立場で助言者としての役割を果すこ

とが期待されるので例会の際など常に会話を

かわして不満や問題点を把握する事を勧めた、

学生の出発、到前前往時の留意点として学生

とホストファミリーの文通。予防接種、虫歯

治療、健康診断の完了、受大学生に対して国

民健康保険加入、健康や精神状態把握のため

の健康診断をお願いした。質疑応答の項で交●

換留学事業のルール違反の取扱い事例や地区

外旅行の際の手続きを討議したが、イエス、

ノーを明らかに示す事が文化圏が異なる若者

との交流には重要であることを強調した｡」

　派遣予定学生のオリエンテーションは佐古

亮景委員と他の委員、保護者、帰国学生とで

行なわれ、外国に行って役に立つ英語「とっ

さのひとこと」などテストをして解説をしま

した。又留学に対する心構えの再確認のため

の作文を書いてもらっています。

　最後にマニュアルによる留学に際しての諸

注意、説明等を行ない、今後一年間の勉強の

方法、特に日本について又語学の勉強につい

て努力するよう促しておきました。　　　　●

受入学生のオリエンテーションは学生の自己

紹介から始まり交換留学に応募した理由と将

来の計画等を質問しました。ばとんどの学生

は将来外交官か国際交流の分野で活躍するこ

とを目指しています。交換学生としてのルー

ルを全員に再確認させ、色々な困難があって

も関係ロータリアン、ホストファミリーが支

えている事を忘れず、十分な成果を上げて一

年後に帰国できるよう期待を伝えました。

　今後も会員の皆様、ホストファミリー、学

校当局いろいろな方々にお世話になると思い

ますが、青少年交換事業の意義をご理解頂き

ご支援下さいますようお願い申し上げます。



地区財団奨学生第一回研修会について

　　　　　　　地区財団情報奨学委員長　神　宮　博　明

　　　国際ロータリー奨学金制度創設50周年の記

　　念すべき年度に、ＲＩ第2740地区ロータリー

　　財団奨学生候補者として選定された、地区内

　　６名の奨学生候補者の第一回研修会は去る８

　　月25日、武雄市に於て開催されました。

　　　会場の武雄センチュリーホテルには、牟田

　　勝輔ガバナー、辻洋三ガバナーノミ二－をは
●　じめ、今期、財団特別功労賃を受賞された西

　　村金造会員（長崎ＲＣ）、ゲストとして３名

　　の財団学友の御臨席を頂き、神宮博明財団地

　　区委員長の司会で開催されました。

　　　研修内容は

　　　　　１）ロータリーとは　牟田ガバナー

　　　　　２）ロータリー財団、その目的と歴史

　　　　　　　　　　　　　　　神宮地区委員長

●

　　３）財団奨学生の意義とその責務

　　　　　　　　　　　　西村アドバイザー

の卓話を主体として、約３時間、極めて意義

深い時間であった。特に、ゲストとして出席

頂いた財団学友会々員

　柴田　剛学友

　　89～90、アメリカ、青雲学園勤務

　諸江善文学友

　　90～91、V.K　久留末大付設高勤務

　佐野和生学友

　　92～93　ドイツ、長大口腔外科勤務

の三学友から頂いた、国際親善奨学生として

留学の経験に基く、指導と助言は、これから

留学へ向けて準備を開始する奨学生の諸君に

とっては、誠に責重なアドバイスであった。

　地区財団プログラムの中でも、最も重要視

されている財団奨学金制度も地区内金ロータ

リアンの善意と御理解に依って、約27年の歴

史と実績を保って、現在に至っておりますが、

世界理解、国際親善、平和と友好がロータリー

の基本として存在する限り、国際親善大使と

しての資質を持ち、その責務を果し得る奨学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

生を派遣する、国際親善奨学金プログラムは

今後、更に大きな意義を持つものであると思

われます。それ故に地区内金ロータリアンの

善意と御理解を頂いて派遣奨学生の選考と研

修に当る、地区財団委員会ではより優れた資

質を持ち専門分野に於ける学識経験は、もと

より人格、品性等人間的にも地区内金ロータ

リアンの期待に沿い得る奨学生の選考と、そ

の育成に務めて行きたく思っております。

　特に、ロータリーとロータリー財団に関す

る認識の欠如、ロータリークラブとその奉仕

の実態に対する知識の不足は、金べての奨学

生にとって共通の問題であります。これを解

決する事は、私共一人一人のロータリアンに

課せられた大きな課題であると思われます。

　牟田ガバナーは申されました。「もっと、

若者との対話を広げよう、若者の声を聞こう」

と、この事こそロータリに対する知識と理解

を深め、若い世代にロータリーの奉仕活動に

積極的に参加しようとする意識の育成にもつ

ながるものと確信致します。その意を持ちま

して、1997～98年、2740地区財団奨学生はこ

れから一年間国内研修を続けます。財団奨学

生のホストクラブ会員の皆様並に顧問ロータ

リアンの皆様には彼等奨学生がすばらしい資

質を持って、ロータリー財団国際親善奨学生

として充分にその責務を果す事が出来るよう

一層の御指導とお力添えをお願い申し上げ、

地区財団奨学生第一回研修会の御報告を申し

上げます。

６－



第32回献血運動推進全国大会に参加して

　　　　　　　　白石ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ　久　原

　平成８年７月25日に日本赤十字社の事業の

一環として、第32回献血運動推進全国太会が

日本赤十字社名誉ｍ総裁皇太子、同妃両殿下

の御臨席を仰ぎ、全国各地からお集り頂き佐

賀の地で挙行されました。

　其の趣旨は近年医療技術の向上により血液

の需要が年々増太しており、血液事菱の現状

はその安定供給する事が重要な課題となって

いる。輸血用の血液は国民皆様の善意によっ

て支えられ、ひとりひとりの生命と健康を守

る為に重要な役割を担っているのが血液です。

輸血でなければ生命が失なわれる危機にある

方に行なわれ、救命の為の輸血は皆さんから

の献血された血液で支えられているのです。

　これは、世の為、人の為ばかりではなく、

振り返れば私も生の身でいつその様な時期が

くるか、又、家族が、友人が、輸血が必要と

なる時がくるかも知れません。献血の種類に

は成分献血、400ミリリットル献血、200ミリ

リットル献血があります。なかでも血奨分画

剤は大部分が外国からの輸入に依存している

ことから国内での需給体制の確立が強く求め

られている現状です。そのために血奨分團製

剤を含め国内の医療に要する全ての血液製剤

実

●

を献血により確保する体制の確立を目指し、

献血思想の普及を今後一層の協力が望まれる

今日です。成分献血及び400ミリリットル献

血の理解と協力を求め献血運動を全国的な国

民運動として、さらに盛り上げる為にこの大

会を開催するのが其の趣旨です。

　この献血の為に必要なのが血液事業用の車

です。現在使用されている７台の血液事業用

の車輛は古くなり買替の時期がきているそう

です。佐賀県赤十字血液センターの委員長で

ある井本知事より、血液事業用車輛の寄贈に

ついてお願いの書類が各種ボランティア団体●

に届けられ、私達県内ロータリークラブにも

届けられました。1995～96年度第一回県内会

長幹事会の析に、第二分区代理の福岡福磨分

区代理より献血事業用車輛の寄贈についてお

願いがあり、日本国内の善意の思いやりのあ

る人々により献血して頂いている現状です。

現在国内に於て、いかに不足しているかを説

明があり、大部分を輸人血液にたよっている

現状で新聞、テレビで報道され、色々の不測

の事態、病気が起きている様で、一部でほと

り返しのつかない事も起きているとの説明も

ありました。各クラブの会長幹事もいろいろ

７



　　　御意見もありました。まず第一分区に於いて

　　　すでに２～３のクラブの不賛成の発表があり、

　　　分区代理は、極力説得することを約束されま

　　　した。第三分区に於きましては、各クラブ共

　　　理事会の意向により決定するという返事でし

　　　た。

　　　　最初は有田クラブからの連絡で近隣クラブ

　　　に同調するとの理事会の意見です。白石クラ

　　　ブに於いては、各理事さんの御協力、御理解

　　　により円満解決し、期日迄に送金できました。

●　血液事業用の車輛の価額は350万円で、佐賀

　　　県内会員数は1､070人位ですので会員一人当

　　　リ、3､500円程度です。県内ロータリークラ

　　　ブからも色々と御意見があり、会員皆様の善

　　　意と、御協力により全員一致で血液事業用車

　　　輛の寄贈が出来た事を御報告中し上げます。

　　　　又、太会当日でありますが、受付時間11時

　　　～13時とありました。会場に入る迄には、何

　　　回も入場券の提示を求められ、厳しいチエッ

　　　クを受けました。私の席は、一階と、８列36

　　　番でしたのでステージのすぐ近くでした。皇

　　　太子・間配両殿下が御着席になり、参加者が

　　　約1､800名ということでした。

●　　開会のことばに始り、君ケ代斉唱、主催者

　　　のあいさつと続き、式も厳粛のうちに進み、

　　　６番目に日本赤十字社社長に各団体の代表か

　　　ら血液事業用車輛寄贈、目録贈呈がありまし

　　　た。各団体は、ライオンズクラブ国際協会337

　　　C地区－R－22、国際ロータリー第2740地区

　　　佐賀県分区、ソロプチミスト佐賀、国際ソロ

　　　プチミスト伊万里、国際ソロプチミスト唐津

　　　・佐賀西部・佐賀東部・有田・佐賀中部、社

　　　団法人佐賀県薬剤師会、久光製薬株式会社、

　　　佐賀トョタ自動車株式会社、これらが車両を

　　　寄贈された団体です。国際ロータリー第2740

　　　地区の牟田勝輔ガバナーは皇太子、同妃の御

８

前で、日赤社長に目録並びにキーレプリカを

贈呈されました。式も厳粛のうちに終り、次

は第三部に入ります。佐賀にわかの余興もあ

り面白く、おかしく過ごせられました。九州

一周学生献血キャラバンの出発後、九州ブロッ

ク学生献血推進協議会の下で、時間通り閉会

のことばをいただき、大会終了です。最後に

献血の必要性を御理解いただき血液車輛の寄

贈ありがとうございました。

　尚、寄贈の車種は、トヨタ、ハイエース

クイックテリバリー2800ccディーゼル車とい

うことです。

ガバナーノミニー事務所開設

　　　国際ロータリー第2740地区

　　　ガ八ナーベニー辻　洋三

　　　　　　　　　　(佐世保南RC)

開　設　日　1996年７月１日

所　在　地　〒857佐世保市稲荷町3番7号

　　　　　　　　西九州倉庫株式会社４階

電話番号（0956）34-6633

FAX番号（0956）34-6634

※1996年11月末日迄は事務局の都合上西九

　州倉庫㈱総務部（�0956-34-6611）へご

　連絡をお願い致します



1995～96年度国際ロータリー第2740地区収支報告書

（収入の部）　　　　　　地区資金　　　　　　（単位･円）
　　　　　　　　-

科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額
１．前年度より繰越金

２．地区資金、人頭分担金

３．Ｗ．Ｃ．Ｓ．

４．月信購読料

５．月信補助

６．ロータリー文庫協力金

7.G.S.E.分担金

8.G.S.E.積立金

９．全国ガバナー会運営協力金

10.雑収入

　2,000,000

18,600,000

　1,080,000

　5,502,400

　　　　　0

　　900,000

1,500,000

1,485,000

　600,000

　100,000

　8,887,778

18,753,450

　1,088,910

　5,727,075

　　　　　0

　　907,425

1,512,375

1,493,750

　604,950

　136,092

6,887,778

　153,450

　　　8､910

　224､675

　　　　　0

　　　7,425

　　12,375

　　　8,750

　　　4,950

　　36,092

介　　　　計 31,767,400　1　　　39,111,805　1　　　7,344,405　1

(支出の部)

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額

１．ガバナー関係費

　①G.N.国際協議会

　②全国G.P.G.会議費

　③地区G.P.G.会議費

　④各種委員会会議費

　⑤ガバナー記念品代

　⑥渉外費

　⑦予備費

　⑧規定審議会積立金

２．補助金

　①地区大会

　②地区協議会

　③I.M.

　④インターアクト

　⑤ローターアクト

３．活動費

　①各委員会活動費

　②ロータリー財団

　③米山奨学

　④拡大、会員増強

４．負担金

　①ガバナー会運営協力金

　②ロータリー文庫協力金

　③Ｗ．Ｃ．Ｓ．

５．地区役員旅費

６．分区代理費

７．ガバナー月信費

８．印刷．通信費

９．雑費

1　1o. G. s. E. 積立

！ 11. 予備費‥..

二貪

金

計

7,200,000

1,200,000

2,700,000

1,300,000

　　700,000

　　200,000

　　800,000

　　100,000

　　200,000

5,320,000

　　600,000

　1,000,000

　　420,000

　2,000,000

　1,300,000

　3,900,000

　2,500,000

　　550,000

　　450,000

　　400,000

　2,580,000

　　600,000

　　900,000

　1,080,000

　　800,000

　　600,000

　5,700,000

　1，500,000

　　300,000

　2,985,000

　　882,400

31,767,400

- ９－

　5,638,463

　1,200,000

　1,586,120

　　971,081

　　683,821

　　200,000

　　797,441

　　　　　　0

　　200,000

　5,320,000

　　600,000

　1,000,000

　　420,000

　2,000,000

　1,300,000

　3,474,466

　2,488,975

　　550,000

　　55,491

　　380,000

　2,012,250

　　604,900

　　907,350

　　500,000

　　767,555

　　600,000

　5,758,013

　1，471，113

　　242,400

　3,006,125

　　882,400

29,172,785

－--　-･･-一一･ 一一 一一一一･ ･ ･ ほﾑ眼MLJJL

　　　　I

，

561

，

537

　　　　　　　　　　0

　　　　1

，

113

,

880

　　　　　328

,

919

　　　　　　16

,

179

　　　　　　　　　　0

　　　　　　　2

,

559

　　　　　　100

,

000

０
０
０
０
０
０
０

｜

｜

Ｉ

425,534

　11,025

　　　　0

394,509

　20,000

567,750

△4,900

△7,350

580,000　1

　32,445

　　　　0

△58,013

　28,887

　57,600

△21，125

　　　　0

2,594,615

※次年度繰越金　9､939､020

　　　　　　　　………-一一

●

●
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●
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(収入の部)

工

２

３

４

　　　　科　　　　目

㎜㎜㎜■■■㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■■■■㎜■■■■■㎜■■■㎜㎜■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

前年度より繰越金

ガバナー事務所負担金

R.I.補助金

雑収入

合

( 支 出
の 部 )

　 　 　 　 　 科

　 　 　 　 　 ■ ㎜ ㎜㎜㎜■■㎜■■■㎜■㎜■■■■■■■■■■㎜■㎜㎜■■■■■

　１

．

月信補助

　２

．

公式訪問旅費

　３

．

人件費

　４

．

通信費

　５

．

消耗品費

計

目

１　６．室料及び会議費

ししが誘__‥

レ　　食　　計

(収入の部)

　　　　　科　　　　目

　エ．前年度より繰越金

１　２．青少年交換資金分担金
｜　　　　　合

-=･■■･■㎜㎜■■■･

　(支出の部)

計

ガバナー事務所費

ｌ

Ｅ

予 算　額
　200,000

9,600,000

1,500,000

　　20,000

11,320,000

予 算 額

　０

｜

｜

1,060,000

5,100,000

1,700,000

　800,000

2,000,000

　660,000

且,320,000

誕‾｣F∇iフ

ー･.=:･:･.-----__＿.1
　1,498,366　j

　9,679,200　.1

　2,057,222　i

　　　　　2､311

㎜■㎜･■㎜■
13､237.099

決　算　額

　　　　　0

1,060,000

5,070,962

1,679,719

　　799,830

2,033,549

　　601,078

㎜㎜■■
11,245,138

国際青少年交換資金

予　算　額
　200,000

4,800,000

5,000,000

※次年度繰越金

決　算

　890,990

4,839,600

5,730,590

(単位・円)

差（パ’:額

　1,298,366

　　　79,200

　　557,222

　　△17,689

　1,917,099

差
０
０

　　29,038

　　20,281

　　　170

　△33,549

　　58,922

　　74,862
－-‥･

1,991,961円

　　　(単位・円)

"¨差j▽'……額'゛ｽ::=i

　　　690,990

　　　　39,600

　　　730,590

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　　額
１．学生滞在費補助費

２．学生合同旅行費

３．オリエンテーション費

４．学生送迎費

５．学生歓送迎費

６．委員会費

７．全国委員長会費

８．ＲＯＴＥＸ関係費

９．印刷費他

10.通信費

11.予備費

1,600,000

　350,000

　900,000

　300,000

　350,000

　400,000

　200,000

　100,000

　200,000

　100.000

　500,000

5,000,000

1,607,000

　763,419

1,216,581

　　6,170

　　16,800

　961,260

　169,310

　100,000

　240,197

　　56,689

　319,280

　△7,000

△413,419

△316,581

　293,830

　333,200

△561,260

　　30,690

　　　　0

　△40,197

　　43,311

　180､720

合　　　　計 5,456,706 △456,706

※次年度繰越金　273,884円

１０



会報・雑誌・広報委員長セミナー報
芦Ｅ
口

会報・雑誌・広報地区委員長　有　田　峰次郎

　当地区の会報・雑誌・広報委員長セミナー

は、武雄市の御船山、山麓にある武雄センチュ

リーホテルで開催。まだ残暑厳しい８月31日

の土曜日でした。

　会議には牟田ガバナー、辻ガバナーノミニー、

それに、各クラブの担当委員長120名の出席

かおり、来賓として遠路御来臨いただいたロー

タリーの「友」別所直実編集長、又直前ガバ

ナーでもある佐古亮尊「友」顧問の両氏に出

席して頂きました。

　まずはじめに牟田ガバナーより本年度の重

点目標とそれに取り組む決意が述べられその

後地区委員会から次のような、報告がありま

した。

　会報・雑誌・広報の３部門が統合され地区

では一つの委員会となりました。

　この統合の目的は会報がクラブ活動の記録

であり、ＲＩのプログラムの関心喚起の手段

であれば、その上部の機関誌であるロータリー

の友は接点であるといわれています。

　次元こそ違え同一目的に沿って、それぞれ

刊行されていると理解できます。

　更に広報は、これらを踏まえてロータリー

の業績と一般社会（地域社会）の評価を結ぶ

機関であり活動であると解釈されます。

　これらの３つの部門は全て１つの目的（目

標）によって構成されリンクされているので

あり、本来一体であるべき性格の部門ではな

いかと考えられます。

　ただ、その具体的活動分野が多岐にわたる

ため、各々のロータリークラブでは３部門に

細分化され、それぞれの分野をより一層強化

充実することを目的としたものではないでしょ

うか、と報告。

　つづいて別所編集長は次のように話されま

した。

　ロータリーの「友」はロータリアンの機関

紙です。ロータリアン向けの情報・教育・教

養などを掲載内容としています。

　ロータリアンは会員身分の存続する限り、

３つの義務を負うものです。

その１つは出席・２つ目が会費納入・３つ

目が公式雑誌であるロータリーの「友」の講

読であると。

一

　別所編集長は現在まで38年間「友」の編集

に携わる大ベテランであると問いております。

　　「友」の内容などについても詳明に説明が

ありました。

　次の質疑の時間では、各ロータリークラブ

の会報の編集・広報の苦労話など当面する問

題で沢山の発言があり楽しい応答がありまし

た。

　最後にロータリー友顧問、佐古バストガバ

ナーより所感として「友」や会報はロータリー

情報の発信基地として重要な役目を果してい

るので工夫と努力によって克服して頂き初心

に立ち返って活用して下さい。　と強調され３

時間余のセミナーを無事終りました。

１１
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コラム話の種 「私の宗教」

　　武雄ロータリークラブ　酒　井　成　文

　　　　先日、ソルペイグの歌を聞きながら、あの

　　　ノルウェーの雪に埋もれたフィヨルドの静か

　　　な景色に暫し心が洗われたような気持ちになっ

　　　た。

　　　　その時何故か私は『宗教』を、本当の宗教

　　　とはということを考えていた。

　　　　（お前さんが一一）　と笑わないで下さい。
●　学の無い私でも私なりに真面目に考えたり悩

　　　んだりします。そして挙げ句のはてに勝手な

　　　ことばかり言おうとしていますが、コーヒー

　　　ブレイクの積もりでお聞き流し下さい。

　　　　『宗教』とは人間を超越した絶対者（神・

　　　仏）を信じることによって救いを得ようとす

　　　る教え。　と、ものの本にあるが、これから先

　　　が問題である。心の弱い人間は、山を、木を、

　　　水を、火を拝んだ。やがて仏教・キリスト教

　　　・イスラム教となり、遂にこの世は末世かと

　　　思われるものまで現われた。

　　　　人の心は弱い、救いを求める人は多い。そ

　　　こに付け込んで生まれる悪はかず知れない。

●　憎は金欄の衣を着、堂は金箔やステンドグラ

　　　スで飾られる。祭壇は昔の王候貴族のそれを

　　　思わせる。成仏の為に何百万何千万、そして

　　　命まで召された人もいる。呆れて物が言えな

　　　い。

　　　　未だ未だ沢山あります。他宗を膀り、呪い、

　　　殺す。そんなのは宗教ではない。そんな宗教

　　　は無い方がよい。

　　　　面白いのは、日本人には宗歌心や宗教が無

　　　いと言った外国人がいたが、結構ではないか、

　　　こんな宗教なら無い方がよい。

　　　　過去においても、近来においても日本人は

　　　多くの宗教を受け入れて来た。それは宗教心

を持っているからに佐ならない。

　心に山を拝し、火を拝し、自然に生きて真

善美を求めれば人は自ずと救われる。

　私の宗教、私の神仏は孔子・釈迦・キリス

トの上にあるもの、心に描きうる理想の姿、

生活、日常の全てである。

　ロータリーは宗教ではない。しかしロータ

リーに入り、30余年、心が洗われ潤わされて

来たように思うし、人生観が変わり、多くを

学んだ。私にとっては宗数的なものになって

いる。 75年!!よく無事で生きて来た。神仏の

前で感謝する。その上に（困った時の神だの

み）がくっつく。これが私の宗教である。お

かしな結語であるが、私には分かっているの

です。皆様もきっと分かっていらっしやると

思います。世の中には名僧も居れば、聖人の

ような牧師も居ます、赤髭も居ればそうでな

い者も居ます。薮医竹庵の暴言をお許し下さ

い。

　皆様、ソルベイグの歌を一度聞いてみて下

さい。　　　　　　　　　　（酒井医院院長）

　　　　　　　表紙絵の説明

飛龍窯

　武雄市が世界・玖の博覧会記念事業として

竹古場キルンの森公園内（武雄市武内町黒牟

田）に建設された。世界一の登窯「飛龍窯」

である。

総事業費　　　　３億４千万円

袋（窯）の大きさ　奥行　　　　8.9m

　　　　　　　　幅　　　　　3.8m

　　　　　　　　高さ　　　　3.4m

　　　　　　　　全体の長さ　23m

一度に約12万個の湯飲みを焼成することが出

来ます。

12
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資｜
料室です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千余点を収集・整備し、皆様｜
のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹｜
介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下
資料のご紹介を致します。

　　　　　　　日本のロータリアンによる一般著書　その２

○「人間を考える一新しい人間観の提唱」　松下幸之助　1972年　231頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　ＰＨＰ研究所　�（03）3239-6221〕
Ｏ
○
Ｏ
Ｏ
○

「思い出すまま」　宮脇　冨　1972年　165頁
「百計之本」　佐藤千壽　1974年　238頁
「三楽」　直水火一郎　1976年　166頁
「誠明詩稿」　塚本義隆　1979年　57頁

〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

「人間　その無限の可能性」　平渾　興

　　　　　　　〔申込先

1980年　387頁

ロータリー文庫（コピー）〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　新潟日報事業杜　�(025)233-2131〕
O｢松下幸之助｢一日一話｣一仕事の知恵・人生の知恵Ｊ　ＰＨＰ研究所編　1981年　221.8頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　ＰＨＰ研究所　�(03)3239-6221〕
○｢イギリスの弁護士制度(バリスターとその養成)｣　湯浅恭三　1985年　45頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫(コピー)〕
Ｏ｢地球は今　そして未来は｣　伊藤逸夫　1990年　197頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　伊藤逸夫　�(0898)64-2384〕

ロータリー文庫
〒105東京都港区芝公園2-6-3 abc館７階　TEL(03)3433-6456･FAX(03)3459-7506

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時　休館＝土･.口・祝祭日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１３－



1996～1997年度
国際ロータリー第２７４０地区

　　　　　1996年　　会期/11月16日(土)･17日(日)

　　会場／武雄市文化会館

●懇親会場／武雄市白岩体育館

●

登録料及び参加料

RT会長代理御大ど欧迎晩鉛分会員

　　　　　　　　　　　ご家族

大会登録料(懇親会含む)……会　員

　　　　　　　　　　　　　　ご家族

　　　　　　　　　　　　　　青少年

・ホストクラブ

■コ・ホストクラブ

[大会テーマ]
見直そうふるさとを

　一Ｂこ手をとってー

武雄ロータリークラブ

有田ロータリークラブ　嬉野ロータリークラブ

大町ロータリークラブ

　　ＲＩ会長代理決定

　蔵並定男氏（鎌倉Ｒ．ｃト．･

職業分類　シニアアクティブ　医学博士（外科医）

1978－79年度　R.1　259地区（神奈川県）ガバナー

1990－92年度　Ｒ．｜理事

1995－98年度　ロータリー財団管理委員

　　　　　大会前日

15,000円　
記念ゴルフ大会

10,000円

18,000円

12,000円

5,000円

11月15日(金)

受付8:00スタート9:00

ゴルフ大会参加料……………会員　8.000円　コース　武雄嬉野カント

イクスカージョン参加剔………………3,00〔〕円 リークラブ
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記念講演
講　師

早坂　茂三氏

大八∧

早大卒業後、新聞記者時代に、当

時大蔵大臣の田中角栄に出会う。

以降、23年間政務秘書を務める。

85年独立、政治評論家に転身、活

躍中。著書「田中角栄回想録」は

ベストセラー
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カバナー事務所告知板

意義ある業績賞を申請して下さい

　今年度も「意義ある業績官」を選考する時期になりました。選考基

準を満たすプロジェクトを実施されたクラブは、ぜひ申請していただ

きますようにご案内申し上げます。

　　　・対象期間：1995年11月１日～96年10月31日

　　　・申請締切　1996年11月30日

　選定基準

・地域における重要な二－ズを対象としたもの

・単なる金銭的な奉仕ではないこと

・クラブ会員の大半または全員が直接参加したもの

・他のクラブも見習うことができるもの

・現在実施中または年度内に終了予定のもの

・既に本官を受賞したものではないこと

なお、詳細については手続要覧49～50頁をご参照ください。

11月の地区行事予定

地区大会　11月16 ・ 17日　武雄市文化会館　こぞって参加を！

平成８年８月31日逝去

　　　(享年69歳)

故志田

　　(鹿

誠二君

島）

国際ロータリー関係事務所
国際ロータリー中央事務局　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 Sheman Avenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U.S.A.

国際ロータ|卜日本サービスセンター　〒160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ工階

　　　　　　　奉　仕　室　�03一3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

　　　　　　　資　料　室　�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

米　山　記　念　奨学金　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156 FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日、祭日休み)

　　　ガバナー　　牟　田　勝　輔

　　　地区幹事　　大　坪　勇　郎

　　　事務局　安見光代

　　　　　　　　　山　口　真利子

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　井　上　俊　正

　　　　　花　田　晴　年

　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社函詣江端
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　　　　　　　　　1996～1997年度

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

　　　　　第2740地区ガバナー月信編集委員会事務局

　　　　　〒843佐賀県武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　　　　　TEL（0954）22-0156　FAX（0954）22-0160
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ノガ Xﾅｰ月信
クラブ会長・幹事殿

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

1996～'97,R ・｜・ DISTRICT 2740

　　　　　　　　　　　　■■㎜　-･■　-　　　　　　　　　　　　－

築け未来を

行動力と先見の眼で

1996~'97年度　国際ﾛｰﾀﾘｰ･ﾃｰﾏ　　　　　，む

　　　　　　　　　　　　ﾙｨ

ﾚ才ｦ白
ﾗﾗ

ＧｏｖＥＲＮＯＲ　Ｋ(ｌｔｓｕｓｕｋｅ　，Ｍｕｔａ

い未聊

そ　先　乳

＆

武雄神社の流鏑馬（やぶさめ）
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ポールハリス没後50年記念事業C

ガバナー

牟　田　勝　輔

　↓905年（明治38年）、アメリカ・イリノイ

州・シカゴ市の青年弁護士ポール・Ｐ・ハリ

スの法律事務所に、或る日３人の客が訪れて

いた。

　石炭商シルベスター・シール、鉱山技師が

スターバス・ローア、仕立屋ハイラム・ショ

リーの３人である。

　その当時、日本は日露戦争の真最中であっ

た。そして、アメリカでは経済不況の嵐が吹

き荒れていた。市民の心はすさみ、生きる為

に狂奔する人達の眼が血走っていた。

　ポールは法律事務所を開設して９年になる。

毎日が憂僻でさみしかった。心から話し合え

る友人を欲しいと思った。教会や川岸で、ぼ

んやり考え込むポールの姿があった。

　しかし、彼は遂に念願の心の友を得たので

ある。建前でなく本音で話せる友、それが冒

頭に述べた３人の友であった。その年２月23

日、４人の同志は、しっかりと手を握り合っ

て、お互いの友情を深めながら、腹蔵ない会

話の中に心の糧を求めようと誓い合ったので

ある。

　彼等は、毎週１回例会をもち、順番に各自

の事務所で食事を共にしながら話し合う事に

した。例会が順番に回る事から、クラブの名

前をロータリーと名付けた。

　時に、ポール・Ｐ・ハリス　37才、少壮気

鋭の紳士であり、他の３人も亦好意と友情に

↓

こついて

PauI Percy Harris

●

あふれた人達であった。

　ざっくばらんで気楽な雰囲気、週Ｔ同列会

食。此のクラブの誕生は、シカゴ市内のトッ

プマネージメント達に、夢と希望を与えたよ

うである。入会を希望する人加役を絶たず、

士・２年の間に、忽ち80数名にのばり、遂に●

例会場もホテルのロビーに移さねばならなく

なった。

　それまで陰の推進役に徹していたポールも

３年目に初めて会長に就任し、以来、名コン

ダクターとして指揮棒を振り始めたのである。

　彼は、善意に基づく此の会合の喜びを、広

く隣人や他の都市の人達にも、押し拡げたい

と思った。そして、クラブに参加出来ない一

般市民の方達にも、専門の職業で得たその幸

福を分ちたいと思ったのである。

　ポールは、初めて三本の柱を基にしたロー

タリーの目標を設定した。



　　　　その一つは、シカゴクラブそのものを発展

　　　させること（職業奉什）、その二は、他の都

　　　市にもクラブの設立を計る（クラブ奉什）、

　　　その三は会員の善意を集約して地域社会へ貢

　　　献する（社会奉仕）ことである。

　　　　ポールは、手始めに市役所や街の有力者に

　　　呼びかけて、市内の各所に公衆便所の設置を

　　　呼びかけた。それが達成された時、市民から

　　　は大いに感謝され、会員も困難に打ち克った

　　　満足感で、更に社会奉仕への情熱をかき立て

●　られたのである。

　　　　こうして、ロータリーの骨格は堅固なもの

　　　となり、親睦と奉仕の輪はシャボン玉のよう

　　　に膨らみ、新しい輪を作り上げて行く。

　　　　シカゴからサンフランシスコヘ、そしてア

　　　メリカ西海岸の各都市へ、５年後にはカナダ

　　　ヘ、そして1920年には欧州各国へ飛び、イン

　　　ド、中国、フィリッピン、東京へと、燎原の

　　　火のように、ロータリーの輪は世界中に拡がっ

　　　て行ったのである。

　　　　組織も亦、ロータリー連合体から国際ロー

　　　タリーヘと発展、その間に綱領や細則が採択

　　　されて、歯車は着実に回転して行った。

　　　　ポール・Ｐ・ハリスは、法律事務所を開設●　

する前、５年間程、欧州各地やアメリカ国内

　　　を旅行した。その間に、新聞記者、教師、カ

　　　ウボーイから船員、ホテルの給仕まで、幅広

　　　く交際したり、自ら体験して見聞を広めた。

　　　　その間、社会各層の暮らし振りや物の考え

　　　方を学んだが、最後に得たものは、人の心の

　　　虚しさでしかなかった。

　　　　その虚しさを救ってくれたのが「好意」と

　　　　「友情」であり、天職を職業奉仕にまで高め

　　　たのが「超我の精神」であった。

　　　　今や、ロータリーは全世界に網羅されて、

　　　世界地区518地区、クラブ数28､134クラブ、

２

会員総数にして、1､206､112名を算えるに至っ

た。

　ポール・Ｐ・ハリスは1947年]｡月27日に不

帰の客となり、来年は、その没後50周年の節

目に当たる。

　私達は、今や交換学生やポリオプラスなど、

国際的視野で社会奉仕を行い、着実に実を結

びつつある。その胞芽を育ててくれたのは、

取りも直さずロータリーの創始者ポール・Ｐ

・ハリスであった。

　私はポール・ハリス没後50周年を記念する

為、ガバナーとして次の事を提言する。各ク

ラブで是非実行して頂きたい。

　田1997年１月27口前後の週で、『ポールハ

　　リス没後50周年追悼例会』を実施するこ

　　と。

　(2)例会場にポールハリスの写真を飾っては

　　しい。

　(3)スピーチによって、ポールハリスの人柄

　　　・事蹟を紹介すること。

　(4)追悼例会の実績を、ガバナー事務所へ報

　　告すること。(週報のコピーでもかまわ

　　ない)

　(5)例会場や銀行、マスコミなど一般市民に

　　もわかるように、ロータリーの伝統や資

　　料を展示する。

　(6)ロータリー奨学生を中心にした行事を計

　　圃し、ポールハリスの逝去を機にして創

　　設された奨学金プログラムを記念するこ

　　と。

　　(尚、ポールハリスのビデオを日本支局に

　用意している。申し出て下さい｡)

　　ＣＤ　４－９２６Ｃ一ＪＡ

　　ポールハリスライフ　15分程度)



地区内クラブ米山委員長会議について
地区米山奨学委員長　　香　月

　９月28日、日曜、13 : 00より武碓氷文化会

館に於て地区内クラブ米山奨学委員長会議を

開催、牟田ガバナーより日本のロータリー独

自の構想によって発展した米山奨学会の意義

について述べられたあと、佐古直前ガバナー

より、質素な生活のなかに貧窮の学徒を援助

しっづけられた米出梅吉氏の徳をたたえられ、

議事に入りました。

　全国米山奨学委員長会議の報告として、現

在我国の留学生数は53､847名、この５年間で

1.3倍となり、その中で九州・沖縄のみは2.1

倍、4､126名を数え（東京地区は63％から55

％に減少）地方の国際化に弾みがつけられた

と申せましょう。

　地区内多数のクラブで米山奨学会に著しい

貢献の実績を示されたに拘らず、全国ロータ

リアンエ名当たりの貢献額爪944円に対し当

地区は11､474円となっており、奨学生数を現

在の19名より多く確保するためには、此の全

国平均に少しでも近づけ

る努力が必要と思われま

す。

　そのため本年度の活動

方針として、地区の貢献

度を無理なく維持し、向

上させる方法として、１

回当り３万円を最小限度

として納入してゆく準米

山功労者としての道をク

ラブの多くの皆様にお進

め頂くよう申し述べた次

第です。

孝

　クラブ全員挙って納入して頂く普通寄付金

の方も、年間5000円が全国平均となりつつあ

り、これに近づけて頂ければ誠に幸いと思い

ます。

　その桂いくつかのクラブからユニークにし

て積極的な貢献の方法を発表して頂き、心強

仁児いました。

　意見交換の際、国としての留学生政策に共

感し、強く推進すべきことを力説され、将来

の我国の発展は、先進国として発展途上国の

上に立つことはすでに許されず、開かれた国

際協力の中で、同じレベルでの対話と協力に

よってこそ実現できることを確認し合う集い

でもありました。

　矢坪地区幹事から、あたたかい日中友好の

絆を保ちつづけている武雄に於て、米山奨学

事業の意義を語り合うことのできた悦びを申

され、15 : 00すぎ散会しました。

３

●

●
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地区ロータリークラブ

財団情報奨学委員長セミナー

　　　　　　　地区財団情報奨学委員長

　　　　1996年～97年度地区内ロータリークラブ財

　　　団委員会の委員長セミナーは去る10月５目、

　　　武雄市、センチュリーホテルに於て開催され

　　　ました。此の目は公式訪問継続中の御多忙な

　　　時、時間をさいて御出席を頂いた牟田ガバナー
●　をはじめ、辻洋三ガバナーノミニー、大坪地

　　　区幹事の御臨席を得て、地区内55ロータリー

　　　クラブの財団委員長の方々43名出席のもと約

　　　３時間のゼミを開催致しました。

　　　当日のプログラムは

　　　　Ｄロータリー財団の目的とその歴史

　　　　　　　　　　　　ガバナー　　午田腰桶

　　　　２）ロータリー財団プログラムと

　　　　　　シェアーシステム

　　　　　　　　　地区財団学友委員会アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村今週

　　　　３）地区財団現況と奨学金制度

　　　　　　　　　地区財団委員長　　神宮博明

　　　　４）地区財団寄付状況報告

　　　　　　　　　　財団地区委員　　角尾澄夫●　

のプログラムを基調として、活発な貧疑が行

　　　われ午後５時閉会致しました。

　　　　地区委員会からは、1996～97ロータリー年

　　　度が、１）ロータリー財団創立80周年、２）

　　　ポールハリス没後50周年、３）国際親善奨学

　　　今制度発足50周年の記念すべき年度に当る為

　　　に、此の事を更に認識付け、ロータリー財団

　　　プログラムに積極的に御参加頂くために次の

　　　項目が提案されました。

　　　　Ｄ各クラブに於て、ロータリー財団記念

　　　　　例会の開催［平成８年１月中の］_例会田

　　　　２）ポールハリス追悼記念例会の開催

　　　　　　　　　（平成９年１月中の上例会田

　　（報告１）

神官博明

　3）96年～97年地区財団寄付目録額20万ド

　　ル達成の再確認

　以上上記提案事項については出席金委員長

の方々の御理解を頂きました。

　95年～96年度は地区財団委員会が定めた寄

付目標額18万ドルに対して、地区内金ロータ

リアンの皆様より、316､845ドルの善意の御

寄付を頂きました。目標達成率に於いては、

176％と云う、すばらしい実績を達成する事

が出来ました。此の事は　ＲＩアジア第１ソー

ン～第４ゾーン内34地区中、第２位と云う誇

るべきものであります。中でも佐世保中央R

C434紅長崎中央R C392紀佐世保市RC

282 S と云う会員、Ｔ人当りの寄付額は特筆

すべきものであり、心から敬意を表するもの

であります。此の寄付額は1998年～99年にシェ

アー、システムに依り、地区財団プログラム

活動資金として、その60％が地区へ還元され

る事を併せて御報告致します。

　1996～97年度は此の実績を踏まえて更に一

層ロータリー財団プログラムに対して積極的

に御参加頂けるであろう事をご期待申し上げ

ます。

４



　　　　　　　　　　　　ガバナーノミ

　1998～’99年度、国際ロータリー第2740地

区ガバナーノミニーの候補者については、1996

年10月29日　地区ガバナー指名委員会委員全

員の合意により、国際ロータリー細則第13条

２節第:L項に基づき、野崎元治君（長崎Ｒ．

Ｃ．）を推薦することを決議、この旨を1996

年10月30日付けで地区内各クラブに書状にて

告示いたしました。

所定の期日11月14日までに地区内のいずれの

クラブからも他の候補者の届出がありません

でした。

従いまして、国際ロータリー細則第13条第２

節９項に基づいき11月15日付けをもって、野

崎元治君を1998～’99年度国際ロータリー第

2740地区ガバナーノミニーとして宣言します

　　　　　　　　国際ロータリー第2740地区

　　　　　　　　地区ガバナー指名委員長

　　　　　　　　　　ガバナー　牟田　勝輔

ニー決定宜言

　野崎元治君の経歴は下記の通りです。

　【経　歴】　のyj　けんじ
氏　　名　　野崎　元治

生年月日　　1928年(昭和３年)３月21日

現住所　　　長崎市平野町17番16号

　【学　歴】

1951年(昭和26年)３月　東京大学法学部卒業

　【職歴及び経歴】

1951年(昭和26年)４月

1974年(昭和49年)７月

1978年(昭和53年)８月

1982年(昭和57年)８月

1989年(平成元年)６月

大蔵省入省

大蔵省大臣官房会計課長

アジア開発銀行理事

大蔵省大臣官房審議官

　　　　　株式会社十八銀行　取締役副頭取i

1990年(平成２年)２月　　　　　　　　　　　　丿

　　　　　　株式会社十八銀行　取締役頭取ｌ

　【ロータリー歴】

1989年10月　　長崎ロータリークラブ　入会

1992～93年度　長崎ロータリークラブ　会長

ポール・ハリス・フェロー　１

●

第２回ガバナー諮問委員会報告
第2740地区幹事

　今年度第２回ガバナー諮問委員会が、去る

10月７日、武雄市のセンチュリーホテルで開

催された。

　委員会には、牟田ガバナーをはじめ、当地

区のパストガバナー、７名の全員、佐古直前

ガバナー、辻ガバナーノミニー、松尾前地区

幹事、桟次期地区幹事など、予定された全員

が出席された。

　牟田ガバナーの挨拶につづき、公式訪問の

中間報告、地区大会の登録並びに準備状況、

各委員会の活動状況、新世代委員会設置の経

過などが報告され、質疑の後報告事項は了承

された。

　その後、協議々題に入り、最初に、1995～

'96年度地区会計決算報告承認の件につき、

松尾前地区幹事より説明が行われ、審議の結

果異議なく承認された。

５

大　坪　勇　郎

　次に、今年度Ｉ．Ｍの実施予定につき協議

の結果、ガバナー告知板(P.14)のように日

程、開催場所、カウンセラーが決定された。　●

　次に、1998年１月インド・デリーで開かれ

る国際ロータリー規定審議会の当地区代表議

員及び、補欠請訓として、市瀬パストガバナー、

佐古直前ガバナーが推薦された。

　その他、大会計画委員承認の件、次期地区

研修リーダーの件については、提案通り異議

なく承認された。引き続き、辻ガバナーノミ

ニー、桟次期幹事より次年度の地区委員会構

成についての現況報告がなされ、各バストガ

バナーより種々意見が述べられた。今後それ

らの意見を参考にして早急に役員構成を決定

したい旨がのべられ、次回諮問委員会を２月

５日武雄市で開催することを決定し委員会は

すべての議事を終了し閉会された。



●

日本人として初めてのロータリアン

　　　　　　　　　　福島喜三次氏の業績について

　　　　　　　　　1994~95年度第3分区代理　手　塚　信　雄

福島　喜三次氏

　表題に先立ち、ま

ず福島氏の生い立ち

から話を進めましょ

う。氏は明治14年

　（1881年）父喜平の

六男として佐賀県有

E11町本町の実家（現

　　　存）に生まれました。この実家の前には有田

　　　ロータリークラブ創立25周年に建立した『福

　　　島喜三次氏生誕之の地』と故向笠バストＲＩ

　　　会長の題字による顕彰碑があります。家業は

　　　代々紺屋を業とし、父は有名な幕末の視学正

　　　司碩渓の薫陶を受け半耕と号した。喜三次三

　　　才の時に父が若死し、母タツにより六男一女

　　　の一人として育てられた。小学校より終始級

　　　長で通し、長崎商業学校をこれも首席で通し、

　　　東京高商（今の一つ橋犬）を明治37年（1904

●　年）を首席で卒業して三井物産に入社、翌年

　　　５月ニューョークヘ転勤しオクラホマ、ヒュー

　　　ストン、を経てダラスに勤務する単になるの

です。ダラスではサウザンコトン社（南部綿

花会社）の支配人となり綿花の取引をするの

ですが当時34、5才でしたが常に世界へ向け

ての商売に心がけられ、何時も「利他即自利」

の商売を心掛けられダラスでの信望は大した

ものでした。

　ではロータリアンとしての福島氏の事に話

を戻しましょう。今迄の業績で氏は大正４、

５年（1915～6年）34、5才でアメリカで最

も人種問題のやかましい南部のダラスで東洋

人でありながら１業種１人主義のダラスロー

タリアンになられたのは、その誠実な人柄に

あったのでしょう。さて大正７年１月元旦米

出梅吉氏が遣米経済使節とし訪米の際、同日

ダラスロータリークラブの例会にゲストとし

招待されたのが、日本でのロータリークラブ

発足の胎動となったのであります。福島氏が

帰国され三井物産本店勤務となるや、早速三

井銀行の米出梅吉を助け幹事として（福島氏

はＲＣ会員である）創立に力をつくして1920

年４月上目初代会長は米出梅吉氏（明治元年

生れ）幹事は福島喜三次氏で1921年４月１日

登録番号855号28名で東京ロータリークラブ

が発足し、日本で最初のロータリークラブが

誕生しました。その後福島氏は大阪支店へ転

勤になり、東京ロータリークラブヘの３回の

例会の出席だけでした。氏は大阪で星野行則

氏と話し会う機会があり、ロータリのことを

語った。星野氏は英米訪問実業団の一員とし

てアメリカに行きシカゴ本部を訪れました。

６



ここで大阪クラブを創立される事を委任され、

帰国後初代会長となり、ここでも幹事は福島

氏がなり、1923年２月10日大阪ロータリーク

ラブが設立されたのです。東京クラブが発足

してから４年後日本にロータリーが根づき、

このクラブが発展するための最初の機会が訪

れました。それは不幸な事件でしたが1923年

９月１出こ発生した関東大震災でありました。

この災害の受入の本部になったのが大阪ロー

タリークラブであったのです。国際ロータリー

会長ガイ・ガンデカーの見舞の電報と共に25、

000ドルが送られて采、シカゴ1､500ドル、サ

ンフランシスコ、ニューョーク各クラブから

1､000ドルその他アメリカ、イギリス、カナ

ダ、はじめ各国503におよぶクラブから、続

々と義援金や救援物資が送られてきて、その

額は89､000ドルに達したと言はれています。

この年福島氏は大阪支店次長に昇任されてい

たので文字通り寝食を忘れて采配を振るはれ、

陸路は鉄道で行ける所まで行きあとは徒歩で

でリュックに食糧を担いで出発し、幾百万の

東京市民が飢餓に瀕している最中に、福島采

配の待望の第一触が三井物産を発った。この

時程三井が各方面より感謝された事もなかっ

たし、ロータリークラブヘの認識を深めたの

も事実です。

　その後氏は大阪支店から上海支店に転勤さ

れ、大正15年（1926年）８月ここでも事件が

起こるのでした。それは昭和７年（1932年）

上海事変が勃発した事である。ここでも福島

氏の並はずれて達者な英語力で日本人居留民

の安全を考えられたのも勿論であるが、同時

に外国人居留民の安全にも積極的に協力され、

後年は市参事会員として非戦闘員については

敵味方の別なく、その救援に立慟かれたので

す。然し氏のこの命懸けの慟きも三井本社で

７

は認められず、かえって会社の仕事が留守に

なったと一部軍役の忌譚に触れ、４月28日本

店参事に左遷されるのでありました。この時

ばかりは福島氏も皆既しておられた様でした。

これ程の功績が世に認められぬ筈はなく、事

変が治まった後、政府及び海軍省から勲章と

三つ組の余香等が感謝状と共に贈られました。

その後失意の時代を過しますが、昭和９年三

井合名の池田成彬さんに拾はれて合名入りを

し、成彬さんの人格と知遇に感じ懸命に仕事

に打ち込まれた様です。昭和11年に理事に昇●

格されましたが、日米関係の悪化で昭和12年

門野軍九郎氏を団長とする民間経済視察団の

一員となられ米国行となりましたが、これが

大変な激務で滞在中は何とか無事でしたが帰

路欧州に廻り、ドイツ旅行中疲労の余り倒れ

られ、葉山で療養生活を続けられましたが、

終戦の翌年昭和21年９月17日不帰の客となら

れたのです。行年65才でした。

　福島喜三次氏は日本ロータリー創立の祖で
ありますが，　
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とされていた

｢利他自利｣

の精神はロー≒

タリークラプ;;!

の超我の奉仕　Tﾘ

の理念と相通，。

　　　　　　　　●■㎜ヒるものがあ　;,･

ると思います。ヂ

｢出典｣ロータリアン福高貴三次侍

　　　　国際ロータリー第270地区史

　　　　(国際ロータリー創立75周年)
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長崎ロータリークラブの創立60周年を祝して

　　　　　　　　　　　第6分区代理　小　演　正　美

　　　　jJsiレブ≪‥ﾄj]121j万|||'市||

　　　　　　“ふ　　　　三白尚ダ白湊鉛　　　　
づｍ

　長崎ロータリークラブ創立60周年記念例会

ら~　　　　　　　　．ご･　　　　　　　　゛驚゛-Sふ･訟-か扮如

ROTARY CLUB

　　　長崎ロータリークラブ創立60周年を迎えら

　　れ、心からお祝いとお慶びを申し上げます。

　　　ふり顧りみますと、91年前にニューイング

　　　ランドの片田舎からシカゴという大都会に初

　　　めて出て参りましたポール・ハリスが、ロー

　　　タリークラブを作ろうと決心したのは、先づ

　　　友人を作ろう、友達を持ちたいと願ったから

　　　でありました。「私には犬切なものがひとつ

　　　欠けていました。それは友達でした｡」ポー

　　　ル・ハリスの自著『ロータリーヘの道』で告

●　白している有名な言葉でもあります。

　　　　そして60年前に長崎ロータリークラブが出

　　　来ました時も、大阪商船社長で、時のガバナー

　　　でもありました村田省蔵氏と取引先の三菱長

　　　崎造船所の玉井喬介所長との固い友情に結ば

　　　れた二人の出合いもさることながら、いま一

　　　人のロータリーの友人がいなければ長崎クラ

　　　ブの誕生はなかったと言っても過言ではない

　　　と思います。それは特別代表として署名され

　　　た芝染太郎氏のことを申し上げているのであ

　　　ります。署名と特に申し上げたのは、長崎R

　　　C50年史の５頁に記録として今も残って居り

　　　ますが、芝をシェバsheda　ローマ字で書

くとshiba　ですがｉをｅに直して書いてあ

るのは、そうしたほうがアメリカ人はシバと

読んでくれるからという程の米語に堪能な方

でもありました。

　日本で24番目、九州で３番出こロータリー

クラブとして承認された侍読に輝く長崎クラ

ブの創立には、特別代表として日本のロータ

太郎氏をいただいているとい

う光栄にも輝いております。

　芝染太郎氏のことは皆様既にご存じと思い

ますが、本年４月出版された「ふり返れば未

来が見える　なぜ今　芝染太郎か　その生涯

に学ぶ」という単行本を読んでも判りますよ

うに、わが国ロータリーの創始者ともいわれ

る米出梅吉氏を支え、その片腕となって日本

ロータリー運動の草創期から活躍された元ジャ

パン・タイムズの社長で、日本独自のロータ

リーを作ろうと円筒ロータリー連合会を結成

し、これを国際ロータリーに認めさせようと

クリーブランド国際大会にただ一人で乗りこ

んで交渉された当事者でもありましたが、自

治地域制の適用を受けることを黙認させるこ

８



とには成功しましたが時に利あらず、昭和15

年９月に遂に涙をのんで解散するの止むなき

に至りました。戦時中は茨城県の土浦で晴耕

会なる名のもとにミーティングを続けられロー

タリーの灯を消すことなく生涯をロータリー

に捧げられた偉大なロータリアンでありまし

た。奇しくも長崎クラブが戦時中も木曜会と

して長崎でロータリーの灯を守り続けて未ら

れたのと全く同じであります。

　長崎RC50年史を拝見しますと、創立当時

の長崎市の舒々たる各界のトップが名を連ね

ておられますが、その方々のご子孫が今も尚

ご健在で、メンバーとして、又クラブの重鎮

として私共ロータリアンのご指導をいただい

ていることは、まことに喜びに堪えません。

　60年の歴史の中でも特に久保田豊、清島省

三、岩永光治という偉大なお三方の地区ガバ

ナーも選出され、また地区内では佐世保クラ

ブ、長崎北クラブを初めとして六つの新クラ

ブ誕生のスポンサークラブとして、川添清次

氏や渾山精次郎氏等５名の特別代表も選出し

て居られますが、これは本年度国際ロータリー

のルイス・ビセンテ・ジアイ会長の「築け未

来を　行動力と先見の眼で」のテーマを文字

通り実践された先駆者の方々でもあります。

　「先達の歩みに敬意をはらうことによって未

来を築きましょう」の牟田勝輔地区ガバナー

の本年度の重点目標を、上杉千郷会長を中心

に会員の皆様が更なる向上を目指して奉仕活

動に邁進しておられますことは、まことに敬

服に堪えません。

　この60年の間に積み重ねてこられました数

々のすぐれた奉仕活動は枚挙に暇ありません

が、就中、国際奉仕の面では地区の、否、全

国の先頭に立って国際親善と国際理解の実を

挙げられ、また本日の記念事業として、極限

り

状態の青少年に生きる希望を与えておられる

ボランティア活動の「長崎いのちの電話」に

対して心のこもった援助の手をさしのべられ

ましたことは、真に意義深い、素晴らしい業

績だと皆さんと共に賞讃の拍手を送りたいと

存じます。

　わが第６分区内11クラブと言わず、地区内

55クラブ｀の大先達として、これからも長崎ロー

タリークラブが率先してご教導を賜りますよ

うお願い中しLげますととにも、貴クラブの

益々のご発展、ご隆昌と、会員皆々様のご健

勝を心よりお祈り中し上げます。

　　　　　　　表紙絵の説明

　この写真は、武雄の流鏑馬（やぷさめ）で｜

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　武雄市無形文化財に指定され、今年810年｜

祭を迎えた。　　　　　　　　　　　　　　　｜

　この流鏑馬は文治2（1186）年、源平合戦

の戦勝報告に訪れた、源頼朝の使者を、武雄｜

領主代４代後藤宗明か歓迎、武雄神社に奉納｜

したのが始まりとされている。　　　　　　　１

●

●



一視点は地球規模から行動は足元からー

　「ポイ捨てを止めましょう」の立看板を大村公園に設置

　　　　　　　　　　　　　　大村北Ｅ環境保全委員会松尾　　茂

　　　吾がＲＣでは平成５年５月31日大村市にお

　　いて美化条例を制定し空缶やたばこの吸殻等

　　のポイ捨てを禁止すると共に美化の施設を設

　　置して頂きたい旨の陳情書を提出していまし

　　たが、平成７年４月１日より大村市美化条例

　　が制定施行されました。
●　当委員会の重点施策の中に環境保全地区委員

　　長や市当局との連絡を密にし、市民大掃除や

　　県主催の空缶回収キャンペーンなどにも進ん

　　で参加し、条例の推進に協力すると云う項目

　　があり既に実行しておりますが特に大村市に

　　おいては、各地で公園の新設改造が行われて

　　いるので公園の美化について物心両面に互い

　　協力することとし公徳心の高揚と美化条例の

　　実践の主旨で「ポイ捨てを止めましょう」の

　　立看板を公園の要所に立てました。

　　本年度の公式訪問の際、牟田ガバナーから聖

●

フランシスコの教訓に「まづしなければなら

ないことから始める、そして可能なことを実

行する。その内に不可能だと思っていたこと

を実行していたことに気付くであろう」と云

うのがあると聞きましたが､この明言は環境保

全委員会の為につくられたような気がします。

美化条例も制定施行されただけで実践がなけ

れば意味がないのではないでしょうか。

先づロータリアンが率先して行動を起こし模

範となることが大切と思うのであります。

　　　　　　　　　■　　■■･㎜㎜㎜㎜㎜㎜･■･■㎜㎜■㎜■･■･･㎜･■■　■■･･■■　■■■■■■■･･･=j･････－･･一･a==-==-㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I-　・･･ ･･I･

文　庫　通　信　　　　　　　　　　‾………………コ

　　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。　　！

　ロータリー関係の嚢重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千余点を収集・整備し、皆様のご利用に備え｜

｜ております。閲覧は勿論、電話や書價によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー｜

｜サービスも承ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

｜クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を

｜致します。

｜

　　　　　　　　日本のロータリアンによる一般著書　その３

Ｏ「束の国・西の国―世界を旅してー」服部謙太郎　1958年　104頁
　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕
Ｏ「奉仕の詩人・宮沢賢治」　ロータリーの友座談会　1963年　４頁
　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕
Ｏ「自由のきびしさ」渡辺和子　1969年　４頁　附「しつけ、その背後にあるもの」
　　柏原孫左衛門・白山源三郎・佐藤千寿　４頁〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

Ｏ「酒の古典語典」坂音叉吉　1972年　250､6頁〔中込先　ロータリー文庫（コピー）〕
Ｏ「若い世代の平均的傾向」安積得也　1973年　32頁〔中込先　ロータリー文庫（コピー）〕
○「開運説法」高橋隆天　1974年　248頁　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕
○「わたしの履歴書」前原勝樹1981年401頁〔申込先㈱桐生タイム久礼　TEL（0277）46-2511〕

○「ギリシャ神話と医者物語」亀谷志郎　1982年　221頁〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕
Ｏ「幽界書簡」山川久明　1983年　190頁　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

ロータリー文庫
〒105東京都港区芝公園2-6-3 abc館７階　TEL(03)3433-6456･FAX(03)3459-7506

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時　休館＝土一日・祝祭日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－10－



コラム話の種

夢と感動の種

ロータリーの夢

は

96.

佐賀大和RC　堤

ないか

10.24 一

和　之

ていきます。 10年20年30年と歳月が流れた時

に、きっとロータリー・クラブの社会奉仕活

動が、憩いの場所を提供してくれて、地域社

会にどっしりと根づき輝く時代がくることで

しょう。とりわけ、これからの植樹作業に際●

しては、少年少女の参加を強くもとめ、また、

社会福祉施設の人達にも参加を願い、共に本

々の成長を楽しみに、その喜びと夢そして感

動を共有したいものです。こんにちの社会は

地域住民が夢を共有することの少ない社会で

す。モノに恵まれ豊かな時代になりましたが、

一面ではなかなか疎外感のある社会でもあり

ます。その上うなことが｀「非行」とか「イジ

メ」に現象として現れてきている上うに思え

てなりません。その上うなことを考えると、

これからのロータリアンのあるべき姿は「夢

と感動の種」を蒔くことではないかと思いま

すがいかがでしょうか。ご意見をお待ちして●

います。

１１

　佐賀大和ＲＣは創立３年目のクラブです。

例会場は貸室で、よその軒下を拝借しての運

営が行われています。会長は３代目の緒方和

彦さん（創立時の幹事）です。当時、私たち

は西も束も分からないまま、ただ、「大和町

にクラブばつくらにやいかん」という使命感

で頑張リました。そのクラブに最近になって、

ロータリー・クラブの雰囲気がだんだんでて

きました。その一つは、「小さな社会奉仕も

いいが、後世に残るような奉仕をしたい」と

いう声が、先日の例会で聞かれたことです。

その二つは、「ロータリークラブ活動を地域

社会にもっとＰＲすべきでないか」という嬉

しい声です。後世に残る社会奉仕のひとつに、

大和町内にある肥前巨石パークに、植樹を通

して「ロータリーの森」を建設していること

があります。過去二回は、アメリカ・ハナミ

ズキ30本。ソメイヨシノ25本を植樹しました。

この植樹は継続事業として、これからも続け

1996～1997　国際ロータリー第2740地区

　　　　　　　　地区大会　盛会裡に終了

　11月16日～17日の両日武雄文化会館で開催致しました第2740地区地区大会は、地

区内外会員多数の御参加を得て終始なごやかなうちに終える事ができました。

　蔵並RI会長代理も満足してお帰へりになられたようです。皆様方の御協力、誠

にありがとうございました。　　　　　　　　　　　ガバナー　牟田　勝輔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会委員長　園田　敏雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会幹事　酒井　成文



平成８年９月出席報告

100％おめでとう

唐津東　佐賀西　佐世保

佐世保中央　佐世保南

　　大村北　長崎東

争

11庖報告は、f剛』15日迄にお願い致します。
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大　　町 42 １ ４ 80.12 81.29 48

白　　石 31 32
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　クラブ名
会　員　数

f列

会

回

数

出　席　率
M1

月

JI1頁

ｲ立期初 月末 増減 通　算 当　月

第

４

分

区

磨　　戸 50

-一一
28

51 ↓ ４ 92.31 96.88 17

31生　　月 28 ０ ４ 85.71 90.00

北松浦 40 41
　　１

－　一一一一

　　０

４ 95.57 97.38 13

松　　浦 48 48 ４ 94.09 92.18 27

佐世保

則慨中央

100

64

101 １ ４ 100.00
100.00

-一一　一一

100.00

１

65 １ ４ 100.00 １

佐世保東 64 63 －１ ４ 91.22 91.68 29

佐世保北

　-佐世保南

65 65 ０ ３ 98.64 98.94 ９

103 103 ０ ４ 100.00 100.00 １

佐世保東南 19 21 ２ ４ 83.53 78.60 52

佐世保西 60 60 ０ ４ 96.72 96.67 19

ハウステンボス

彷.lt　條 31 31 ４ 84.55 87.10 37

12　R　C 641 677 36 ／ 93.78 94.12 ②

第

５

分

区

諌　　早 70 72 ２ ４ 96.86 96.90 16

諌早北 70 72 ２ ４ 88.49 89.44 34

諌早多良見 42 43 １ ４ 78.84 80.35
50

諌早西 52 51 －１ ３ 89.89 92.16 28

大　　村 57 56 －１ ４ 95.74 95.21 23

大村北 39 40 １ ４ m0.00 100JO １

大村東 53 55 ２ ３ 77.32 79.99 51

島　　原 54 55 １ ４ 87.57 87.34 36

島原南 34 34 ０ ４ 83.07 82.40 45

雲　　仙 40 40 ０ ４ 98.08 98.03 12

10　R　C 511 518 ７／ 89.59 90.18 ④

第

６

分

区

福　　江 63 66 ３ ５ 96.49 96.69 18

福江中央 67 68 １ ４ 94.37 95.01 24

東長崎 58 58 ０ ４ 83.44 81.57 47

長　　崎 且1 112 １ ４ 92.23 93.60 26

長崎中央 73 74 １ ３ 97.伍 96.39 22

長崎東 90 91 １ ４ 100.00 100.00 １

長崎琴海 35 35 ０ ４ 80.00 80.71 49

長崎北 100 99 －１ ３ 96.66 96.57 21

長崎北束 54 52 －２ ４ 87.81 84.20 41

長崎南 97 101 ４ ４ 85.55 82.18 46

長崎西 77 81 ４ ４ 88.64 87.46 35

11　R　C 825 837 12 ／ 91.15 90.40 ③
33　R　C 1,977 2,032 55 ／ 91.61 91.69 ／

55　R　C 3,096 3,160 64 ノ 90.81 90.71 ／
○印は分区間の順位

－１２
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　　職業分類生年月日

J･==＝･･=･･････■＝===㎜㎜-

T15.3.14　　税理士

S11.5.7　　レストラン

S20.3.6　　綜合建設業

S33.11.17　　証券業

S30.8.18　　衛生陶器製造

S40.6.8　　郵便事業

S20.8.26　　司法書士

T13.8.21　　パストサービス会li

S23.1.6　　液化ガス販売

S16.6.15　　公共放送

S21.8.14　　国際航や

S26.7.16　　配管工事

S16.5.3　　商業銀行

S26.2.23　　日本料理

S25.2.8　　建設･土木･機械1詞｣‘

S15.11.30　　電気事業

S29.7.30　　冠婚葬祭業

S10.8.29　　産業銀行

S14.10.6　　室内装飾

S31.1.8　　清酒製造

S28.7.3　　洋食・料理店

S29.3.20　　弁護士
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新しい仲間です。

　　よろしく

趣味・特技

読書、歴史探訪

音楽、釣り、ゴルフ

読書、史跡探訪

読書

読書、ゴルフ

パスケット、スキー、ドライブ

ジョキング

囲碁

テニス

陶磁器蒐集

テニス、読書

ゴルフ

ドライブ

スポーツ、釣り

ゴルフ

史跡探訪、釣り

テニス

読書、写真、ゴルフ

ゴルフ、器楽

旅行

音楽、野鳥観察

‾又会年丿副

H8.9.3

H8.9.4
μ
　
μ

H8.9.17

　　　μ

　　　71

H8.9.18

　　　μ

H8.9.19

　　　μ

H8.9.24

　　　11

H8.9.26

H8.10.1

H8.10.2

　　　μ

H8.10.3

H8.10.4

　　　11

H8.10.8

H8.10バ6
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　本年度I.M.の日程、カウンセラー、会場、

ホストクラブが次の様に決定しました。

分区

　１

　２

月　日

２．８

１．２５

３　１　２．２２

16

2

プ∧トク

カウンセラー

逸見　嘉彦

宮島傅兵衛

富永　雄幸

上原 寛

市瀬久米嘉

佐古　亮尊

分区代理

西田　惣大

島　富士男

織田　了悟

御厨　成宏

橋田　村悛

小潰　正美

12月の地区行事予定

目
－
26

曜

一
木

会

伊万里迎賓館

　　　行　　　　事

Ｒ財団第２回奨学生研修会

一一一一

場

ホテルニューオータニ佐賀

嬉野町公会堂

江迎町文化会館

長崎インターナショナルホテル

ニュー長崎ホテル

国際ロータリー関係事務所

　場　所

武雄市

佐　　賀

国際ロータり一中央事務局　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 Sheman Avenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U.S.A.

国際ﾛｰﾀﾘｰ日本ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

　　　　　　　奉　仕　室

　　　　　　　資　料　室

　　　　　　　財　務　室

ガバナー会事務所

ロ　ー　タ　り　一　文　庫

ロータリーの友事務所

１米　山　記　念　奨　学　会

二…………

〒160東京都新宿区新宿].丁目36-12サンカテリーナ１階

�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階

〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階

�03-3436-6651

�03-343ｻﾔｻﾞｻ］

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156 FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日、祭日休み)

　　　ガバナー　　牟　田　勝　輔

　　　地区幹事　　大　坪　勇　郎

　　　事務局　安見光代

　　　　　　　　山　口　真利子

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古　賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　　井　上　俊　正

　　　　　　花　田　晴　年

　　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社函諧謔脂

－１４－
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　　　　　　　　　1996～1997年度

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

　　　　　第2740地区ガバナー月信編集委員会事務局

　　　　　〒843佐賀県武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　　　　　TEL（0954）22-0156　FAX（0954）22-0160
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築け未来を

行動力と先見の眼で

1996~'97年度　国際ﾛｰﾀﾘｰ･ﾃｰﾏ　　　　　，k

　　　　　　　ﾙｨ

ﾚjTﾔｻﾄ
ﾔ

ＧｏｖＥＲＮＯＲ　Ｋａｔｓｕｓｕｋｅ　ｊｆｕｔａ

肥前の鳥居（武雄神社）



新春所感
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　新年お目出度うございます。

　希望と期持にあけて、新しい思いがはじま

ります。ロータリー92年にわたり、友情と奉

仕に捧げて来た、先達の歩みに敬意をはらい

つつ、このうえともの努力をかさね、ロータ

リーの存続者としての自覚を持ちつづけてゆ

きたいと思います。今年もどうかよろしく御

願いいたします。

　皆さん方の御協力のおかけで年度の前半を

無事に終ることが出来ました。かえりみます

と、去年の２月下句「クラブと国際組織との

間の最も重要なりーダーシップの役職に就任

する準備を整える会合」とされている、米国

カリフォルニア州アナハイムで開催された国

際協議会で、ジアイRI会長エレクトから、

↓

Xへ

ガバナー　　牟　田　勝　輔

‰｀加ﾀ。
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　「築け未来を一行動力と先見の眼で」という

年度のテーマを受けて帰国し、私にとっては

最初の公式行事である、会長エレクト研修セ●

ミナー“PETS”を３月下旬に開き、地区協

議会を５月に、各種地区委員長会議やその他

の諸会合をすませて、７月からはじまるガバ

ナー年度に備えるという、非常に目まぐるし

い時期を駆けぬけたような思いがいたします。

　７月になって「私たちの年度」がはじまり

７月11日からクラブヘの公式訪問をはじめま

した。佐賀クラブを１番目の訪問先としまし

たのは、私が所属する武雄クラブのスポンサー

クラブであるからであります。吽年はじめに

地区内は53クラブでありましたが、大村東ク

ラブとハウステンボス佐世保クラブが誕生し



　　　　ましたので55クラブになり、10刊29目にハウ

　　　　ステンボス佐世保クラブ｀を最後に、地区内分

　　　　部の公式訪問を終えることが出来ました。そ

　　　　の間、同行していただいた分区代作の方々の

　　　　心遣い、温かく迎えて下さった各クラブの会

　　　　長さんはじめ会以の皆さん方の友情の数々に、

　　　　心から感謝申し上げます。　各クラブ｀とも急激

　　　　に変化する時代に順応しながら、クラブの伝

　　　　統と歴史を守りつつ、地域性をも考えての独

　　　　自性を生かした、いろいろな奉什活動を展開

●　　されている意慾には、深い感銘を覚え、私自

　　　　身も勉強させていただきました。

　　　　　このように皆さん方と楽しい出会の機会を

　　　　もてましたのは、ロータリーならではのこと

　　　　で、私の一生の想い出となることと思います。

　　　　　地区内での最も大きな行事とされる、本年

　　　　度の地区大会は「見狛:そう・ふるさとを＝手

　　　　に千をとって」の大会テーマのもとに、11月

　　　　16日・17日に武雄市文化会館で1990名（地区

　　　　会員比64％）の会員登録をいただいて盛会裡

　　　　に開催することが出来ました。

　　　　　地区大会の目的は、友情交換と感銘深い講

　　　　演、およびクラブや地区、あるいはRI全般

●　　に関する問題の討議をすることによって、ロー

　　　　タリークラブのプログラムを推進するために

　　　　開かれる、とされております。

　　　　　ジアイRI会長は新世代について次のよう

　　　　に述べておられます。「皆さん、1996-97年度

　　　　中の私たちの主要な強調事項、私たちの主要

　　　　な努力は、私たちの極く当然の同盟者で後継

　　　　者の新世代を対象としていなければなりませ

　　　　ん。私は『偉大なる瞬間が来た』と確信して

　　　　います。ロータリーが世代間の関係を築く時

　　　　が来たのです。若い人には、その希望を述べ

　　　　る機会を与え、高齢者には、その経験を伝え

　　　　る機会を与えます。これまで以上に、未来に

リ

ー

対する先見の眼いかんで成功と失敗の差が生

じます。新世代は、未来に対する私たちの投

資です。その末末をただ今築き始めようでは

ありませんか」と述べられ、続けて、『新世

代のためのロータリー会議』は、私たちの仕

事の礎石、私たちの建物のレンガを支える土

台です。各クラブと地誠に、このような会議

を主催するよう奨励します。その一つとして、

若い人々の関心に耳を傾け、私たちの経験を

若い人に伝える公阻討論などもありましょう」

　以上は国際協議会でのジアイRI会長エレ

クトの演説の一部です。

　このことを受けて地区大会での「新世代会

議」となったのであります。

　蔵並RI会長代理からも高い評価を頂き、

大変面目をほどこした次第であります。この

地区大会を成功に導くために御協力下さった、

ホストの武雄ロータリークラブ、コ・ホスト

の有［月・嬉野・大町の各ロータリークラブの

方々に深甚なる感謝と敬意を表する次第であ

ります。

　ロータリー年度の折返地点に立って、近く

IMが分区ごとに開催されますが、IMは全員

相互の親睦と面識を広め、会員にロータリー

の情報を伝えることにあります。実り多い成

果を期待いたします。

　今年も皆さんとともに「築け未来を一行動

力と先見の眼で」　手に手をとって頑張りた

いと思いますのでよろしく御願い致します。

写真説明

　｢写真はＨ月の終りから12月のはじめにか

！

けて、神戸市で聞かれたロータリー研究会で:

の一コマ、ジアイRI会長御夫妻、蔵並定男RI

財団管理委員（当地区大会RI会長代理）御

｜夫妻と牟田ガバナー夫妻」

｜　　‥‥･･･････　･･････　　　･･
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感謝をこめて一地区大会報告－　。ｹﾗｊ

　　　　地区大会実行委員長園田敏雄

○

　　　　　　　　　　　　　　〔大会登録受付〕

　平成８年度地区大会は快晴の11月15目の親

善ゴルフで始まりました。 110余人の参加で、

しかもあとの懇親会に全員が残って下さった

のには、さすがロータリアンゴルファーだと

シャッポを脱ぎました。　シャッポと云えば、

記念品のサンバイザーの庇に入れた文字が、

頭のうしろ上から覗かないと読めない逆文字

の逸品で、間際に入荷したので作り直しが間

に介わず、あとで正しい刺繍のものを送り、

〔大会本会議場〕

1ﾄﾞ副？二個の記念IIIIIIとなるハプニングもあり

ました。優勝は島原クラブの古賀修さんでし

た。

　翌1611.午前の４種委員会のあと、午後か

らの第一一部は末永RI元理事の講話でした。

漱石・賢治・遼太郎?sの心を踏まえて、日本　●

近代史の変遷を辿り、新世紀へのロータリア

ンとしての心構え・深い思いを示され、格調

の高いお話に皆感銘致しました。

　第二部の新世代会議では、青少年達に大人

の考えを押しつけるのではなく、むしろ彼等

の意見をよく開いて、それを育てて行く方向

での進めかたで、活発な意見も沢山出て時開

か足りませんでした。森委員長を始め青少年

関連の地区委員の皆様は、数回に亘り会合し

討議準備をなされ、その熱意に頭が下がりま

した。委員の皆様有難うございました。

　1711.メインの日です。御船山を仰ぐ自然

庭園での朝の野点の茶席は多　●

くの方が楽しんで下さいまし

た。昔私共が「サセチン」と

栴んだ介の海上自衛隊佐世保

地方総監部・音楽隊のご協力

で、ＢＧＭ生の音韻の中で開

会です。蔵並定男RI･会長代

作ご臨席のもと（代理は15目

から来られ、16目の行事にも

ばっちり出席されました｡）

。代理の汽車なメッセージ等々

ITスブくセレモニーを終りま

り



●

●

〔牟田ガバナーより蔵並RI会長代理へ記念品贈呈〕

　昼からは音楽隊の豊かな演奏。高瀬の荒踊

り（武雄の伝統芸能・国指定車賃無形文化財）

は如何だったでしょうか。

　そして政界人を縦横に切りまくる早坂氏の

迫力溢る記念講演。一時間牛席を起つ人もな

く聴き入って下さいました。

　蔵並代理が挨拶で自らｍ男と云はれたとお

りに昼から小雨が催して米ました。実は最後

の懇親会場への移動に、降られては困るので

　　　　　　　　'･'.･･･. ･･.･4｡･.I.・jS･　--I

〔懇親会に花をそえた武雄RC会員央人〕

１０

す。　上半此から私共は雨を心配していました。

天も心してか代理の面子をちょっとだけは立

てて傘の要らない会場移勣となリ助かりまし

た。

　20年前と㈲じ∩岩体育館での懇親会。何と

1J00人に及ぶ大懇親会となりました。懇親

会こそ地区大会の意義深い行事と認識しての

私共の企画を理解して、最後までかくも多数

の参加をして下さった皆様に胸打たるヽ懐い

でした。宴終って居残った誰彼と思はず抱き

合って、つい涙ぐんでしまいました。

　登録会員（背む夫人）1､847名。青少年130

名。台湾の竹山扶輪16人等、参加人員2､100

令lに及びました。

　ホスト武雄クラブ64名、コホスト有田・大

町・嬉野クラブから52名の諸兄。全員が一兵

卒となって犬馬の労をとって下さいました。

　行き届かずにお気障りなこともあったこと

と思いますが、寛容と協力を以てこの大会を

盛りﾄげて下さいました全ての皆様方に満腔

の感謝を捧げて報告と致します。有難うござ

いました。

　表紙説明　　　肥前の鳥居

　武雄神社の参道入口と社前に

一基ずつ建っている。

　肥前国（佐賀県、長崎県）及

び筑前国（福岡県）の一部にだ

けあるといわれ、室町時代から

江戸中期頃までに作られた。

　肥前国独特の形をもった石造

りの鳥居で流線型の笠木に特徴

　　　　’ﾂう　ｶｻｷﾞ　ﾝﾏｷﾞ　ﾇｷがあり、桂・笠木・島木・貫の

３本組である。



「玖の博」 と新世代会議

　　　　佐賀西RC幹事

　すこぶる楽しく有意義だった。燃えて末末

をテーマにした就秋ロングランの「世腎炎の

回覧会」が｀それ。老若男女を問わず「とにか

く良かったバイ」、「チョベリダ！」と、手放

しの誉め言葉を運発したこの催しは、目本の

磁器発祥地ならではのビッダイベントだった。

とりわけ圧観だったのが、県立九州陶磁文化

館の「文明と焼物展」。イギリスの人英厚物

館や中国の旅宿博物院など世界フカ国、35の

美術館づ専物館が門外不出としていた秘蔵品

を一同に集めての古今東西例のない展観で、

その数占めて50点。

　郷土が誇る「古伊万里」をけじめ、中国景

徳鎖窯、ドイツ・マイセン窯の伝世品等々好

事家ならずとも垂趾の逸品ぞろい。私も御多

分に漏れず、先人の“匠の技”が濃縮したこ

れら名品の一つ一つ放つ底知れぬエネルギー

に圧倒されつつ、その美しさに深く心を打た

れたことだった。それにしても、こればどの

　「メジャー展」を企画した県関係者らの努力

には頭が下がる。願わくば、先輩のみならず

リュック姿の若者たちをも釘づけにしたこの

種のイベントが再びこの地で開かれることを

祈念したい。

　一方、参加者から“超”の付く絶賛を浴び

たのが「からくり人形」。これは、有田焼の

伝統技術と最新のコンピュータシステムを融

合させた画期的な試みとか。歌舞校訓で上演

される「黒髪山の大蛇退治（有田地区の伝説）」

の人形の繊細な動きは音響効果と相埃って、

本物の芝居さながら。文句なしに魅了された。

　このほか焼き物や科学にまつわるパビリオ

ンの内容の奥深さは枚挙にいとまなし。世界

のショーや郷土芸能などで獄博を存分に盛り

上げ、アテンダントやボランティアらが催し

を陰に陽に支えてくれたのは嬉しいかぎりだ。

中　尾　偕　主

　こうした中、ロケット設計で優勝し得意満

面、或いはフィナーレを飾るエンディングソ

ングを高らかに披露して満足そうな小学生ら

の爽やかな哀情が印象的だった。

　ともあれ、伊界各地から255万人を越す観

客を集め、成功裏に終わった款匝効果を「未

来」に、平たく言えば県勢浮揚にどうつなげ

て行くか、我々県民の課題とするところだが、●

つまるところ、そのキーワードはそれぞれが

今回いろいろな展覧会の鑑賞、パビリオンの

体験を通して得た財産（ノウハウ）を最大限

に活用することではなかろうか。その意味で

も私は特に「チョペリグ」を発した思考柔軟、

発想力、行動力豊かな若者らの発奮に期待す

るところ大である。

　ところで、わかしどもロータリークラブの

テーマ「築け未来を一行動力と先見の眼で」

は、奇しくも款待のそれと共通している。要

するに閉塞感漂う現在の社会状況から抜け出

し、“未来”を展望しようという趣旨は全く

同じと旨うことである。

　会が提唱している青少年奉仕活動の「新世

代会議」は、その大きな柱。郷ｭﾋ愛に燃える　●

若者たちの、文字通りの新取の精神を育む土

壌づくりがねらい。かつて担当した佐賀工業

高校インターアクトクラブも、はや創設20周

年の節目を迎えるなど、一定の成果を上げて

いる。

　県内の様々な分野で活躍している同校出身

者の名前を耳にするのは、まぎれもなくその

証左であろう。

　これからも引き続き次世代を担う独創的な

人材を養成するため、我々ロータリーアンと

してはさらに新世代の活動の場を提供すべき

義務がある一一と新ためて気持ちを引き締め

ている今日このごろ。

↓↓
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★ハウステンボスモーレンクラブをお持ちで

ない方

１．ホテル駐屯場より、入場していただき

　ます。

　　駐車場の代金を500円お支払いいただ

　きます。

２．レセブjション棟（ホテル駐車場）にて、

　サインをして下さい。

　　入場料（3､900円）は不要です。

３．ホテルバスに乗っていただき、ホテル

　デンハーグで降りて下さい。

４．ビジター費は、3､000円です。

ﾆｰ---

レ

目

り
【
ぃ

↓
　
り
／
】

の地区行事予定

曜

日

ﾄ．

行 事

］

｜

Ｌ

４所ｉ
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★ハウステンボスモーレンクラブをお持ちの方　！

　１．ホテル駐車場より、入場していただき

　　ます。

　　　その時、駐車場の守衛の方に、モーレ

　　ンクラブのカードをお見せ下さい。

　２．ホテルバスに乗っていただき、ホテル

　　デンハーグで降りて下さい。

　３．ピジター費は、3､000円です。

※例会[1:毎週火曜日　12 : 30～13 : 30

　　　　ハウステンボス　ホテルデンハーグ
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『ロータリー財団』について
ガバナー 牟　田　勝　輔

　ご承知のように、国際ロータリーは四つの奉仕部門からなっています。　クラブ奉仕、職業奉仕、

社会奉仕、国際奉仕の四つです。

　その中で、国際奉仕は「奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携わる人の世界的親交によっ

て、国際間の理解と親善と平和を推進すること」となっています。

　　『ロータリー財団』（以下財団と略称）はその国際奉仕部門の一部ではありますが、その使命

として「国際レベルの人道的、教育的、文化交流プログラムを通じて、世界理解と平和を達成し

ようとする国際ロータリーの努力を支援する」こととなっています。

組織

　国際ロータリーと財団は、組織の上では別々になっていますが、それはあくまで税制上の理由

によるものであります。

　財団はＲＩ会長が任命しＲＩ理事会が承諾した、13名の財団管理委員によって運営され、ＲＩ

理事会と管理委員会は密接に協力して事業に当たります。委員の中で、４人は元ＲＩ会長です。

　（蔵並定男君は委員のなかの唯一の日本人です）

歴史

　財団は国際ロータリーの６人目のＲＩ会長アーチ・クランフ氏の提唱で1917年に、基金として

発足し、1928年の国際大会で『ロータリー財団』と名付けられました。 1947年ＲＣ創始者ポール

・ハリスが逝去されたのを機会に、最初のプログラムが計画され、フカ国から選ばれた18人の大

学院学生に奨学金が支給されました。その後、財団への寄付金が劇的に増えプログラムの数も拡

大し発展してきたのであります。

　日本では税制上の優遇措置はとられていませんが、他の国では税金の控除対象となっている国

もあります。

財団の三つのプログラム

　財団には、三つの目標がかかげられています。教育的プログラム、人道的プログラム、文化交

流プログラムの三つです。

　この中で､国際親善奨学金制度は､民間レベルとしては､世界最大規模の奨学制度となりました。

　以下、順を追ってご説明したいと思います。

奨学金制度

　財団奨学金の目的は男女を他国の教育機関で勉学させることによって、相異なる国民間の理解

と友好関係の増進に寄与することにあります。現在毎年約1200名を越える財団奨学生が「親善使

節」としての役割を果しています。

奨学金制度の種類

○工学年度の奨学金

　’96～’97留学年度の支給額は､米貨21､500ドル､今後2000年までに､23､000ドルまで増やす予定。

Ｏマルチ・イヤー奨学金

　２～３年間の奨学金制度。　１年につき10､000ドルヅ97～’98年度は11､000ドルに増やす予定。

- １－

●

●



　　　Ｏ３～６ヵ月の語学強化研修

　　　　３ヵ月の場合9､500ドル、６ヵ月17､000ドルの支給。

　　　○大学教員のための補助金

　　　　特別のボランティア活動で、低所得の国で教鞭をとる大学教員のための補助金で、奉仕期間が

　　　３～５ヵ月で10､000ドル、6～10ヵ月で20､000ドルが支給されます。

　　　　内訳は、今年度、１学年度奨学生は985名、マルチ・イヤーが108名、その他の文化研修で184

　　　名で、計1277名です。最も奨学生を受け入れている国はアメリカ、イギリス、フランスの順。送

　　　り出しの多いのは、アメリカ、日本、ブラジルの順。今年度の予算額は２億２千５万５千ドル

　　　　（日本円で23億3､783万円）

　　　Ｏジャパン・プログラム

　　　　1994年、財団管理委員会は国際親善奨学金ジャパン・プログラム３年間の試験的プログラムと
●　　して採択しました。これは、日本だけで利用できる奨学金で、奨学生に日本で日本語及び文化を

　　　学ぶ機会を提供することを目的としています。

　　　　２種類あり、①語学研修の為の９ヵ月間奨学金（25､000ドル）②９ヵ月間の語学研修と３ヵ月

　　　間の職業研修、合わせて12ヵ月間の奨学金（29､000ドル）です。

　　　人道的プログラム

　　　○同額補助金

　　　　これは国際間の友好と理解を推進するための制度で、国際レペルでクラブや地区が協力して社

　　　会奉仕プロジェクトの遂行を援助することが目的であります。

　　　　援助提供国か援助受領国のいずれかが、その寄付金と同額の補助を、財団に求める制度で、井

　　　戸の建設や教材、医療機器の提供など、各種プロジェクトに資金を調達するものであります。こ

　　　の補助については、多少の約束事がありますのでプラン作成に当たっては充分研究すべきであり

　　　ましょう。因に’96～97年度予算は1､211万7､000ドルです。

　　　○保健・飢餓追放・および人間尊重（３Ｈ）補助金

　　　　国際ロータリー創始75年を記念して始められた３Ｈ補助金プログラムで､’82～’83年度に財団

　　　に引き継がれました。その一つにポリオ・プログラムがあります。その補助金の額は10万ドルか●　　

ら50万ドルとなっています。

　　　○ポリオ・プラス

　　　　小児マヒを全世界から追放するために、ユニセフ、ＷＨＯなどの国連機関と提携して推道中の

　　　プログラムであります。ポリオとともに、ハシカ、ジフテリア、結核、百日咳、破傷風の５つの

　　　疾病もプラスして、追放しようと言うことからポリオ・プラスと呼んでいます。 1686年７月から

　　　世界的に募金キャンペーンを始めました。その詳細については、「ロータリーの友」などを参考

　　　にしていただきたいと思います。本年度予算額は3､031万9､000ドルでした。

　　　○ロータリー・ボランティア補助金

　　　　自分の事業あるいは専門職務上の知識や技能を海外で提供したいと思うロータリアン、財団学

　　　友、ローターアクトはロータリー・ボランティア補助金を申請することができます。この補助金

　　　を受けるには海外で少くとも４～８週間奉仕をしなければなりません。最高１年間です。

　　　○世界社会奉仕カール・ミラー助成金

　　　　’63～’64年度ＲＩ会長カール・ミラーとルース夫人の寄付によるもので、その基金の収益で国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－



際規模のロータリー奉仕プロジェクト開発のための旅費や経費を支給するもので、プロジェクト

それ自体の費用を賄うものではありません。

○ロータリー平和プログラム

　平和、紛争、国際関係に関する諸問題についてロータリアンや一般の人々を啓発し、専門家と

の討論を促すための諸活動と一連の会合からなっています。

Ｏ災害救援補助金

　1992年７月より同額補助金プログラム内の活動として始まりました。補助金額の上限5､000ド

ルまでを授与するもので、地区ガバナーがＲＩに提出した災害救援要請に応えて支給します。最

高額は４万ドルです。

文化交流プログラム

○研究グループ交換（Group Study Exchange-GSE）

　1965年に発足したプログラムであります。本年度までに500を越えるチームがこの財団プログ　●

ラムに参加しています。

　このプログラムは他国においてその国民や諸施設を研究し､相互の問題や抱負を理解し､ＧＳＥを

通じてロータリアンを有意義な国際奉仕プロジェクトに参加させることが目的です。具体的には

　①異なる国の二つの地区がペアを組んで行います。

　②参加者はロータリアンとその家族以外の、事業又は専門職に携わる優秀な人４人とロータリ

アン１人でチームを編成します。

　③性別を問わない。

　④チームリーダーは配偶者を同行できない。

　⑤派遣又は受け入れ期間は４～６週間です。

　⑥費用は往復旅費のみ財団が負担、食費、地区内の旅費、宿泊費は受け入れ地区が負担します。

　⑦参加した経験が、将来非常に役に立ちそうな人を選ぶことが肝要。

　⑧事前に参加する前に意志の伝達ができる程度の語学力を研修すること。

　以上のように財団には数々のプログラムが用意されていますが、会員の皆さんがこのプログラ

ムに参加できる人をたくさん勧誘していただきたいと思います。　　　　　　　　　　　

●

　去年３月に行われました国際協議会でジアイＲＩ会長はつぎのように語っています。

　　（『新世代のためのロータリー・プログラム』には境界はありません。境界を決めたりもしま

せん。この中には、大学の教室の増設、奨学金プログラムまたは貧しい子供達のための学校の提

供などの意欲的なプロジェクトが含まれます。疾病の抑制、欠乏に対する闘い、新世代に影響を

与える困難の克服などが含まれます。親切な言葉、援助の手、かすかな希望の光を必要としてい

るすべての人に、できる限り、援助と慰めを提供しようという努力いかんに、このプログラムの

成否がかかっています）と。

　しかし、このプログラムを推進するためにはかなりの資金が必要です。会員の皆さんの善意に

もとずく寄付金が、この事業を支えていることは言うまでもありません。

　その寄付の方法には、ポール・ハリス・フェロー（PHF）など、いくつかの方法があります。

それについては、次回詳しく述べる機会をもちたいと思います。今回はロータリー財団のあらま

しについて、皆さんのご理解を得たいと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３－



全国青少年交換委員長会議について

　　　　　　　　　国際青少年交換委員長　前　田　一　彦

　　　　去る12月10日、東京ＡＢＣ会館、朝日放送

　　　会議室に於て全国委員長会議が開催されまし

　　　た。　日本の30地区から集まった35名と委員長

　　　としてガバナー会中村議長（D2580ガバナー）

　　　を迎え、事務局長の河合良氏の司会によって

　　　13時に始まりました。

　　　　最初に中村議長よりご挨拶があり、今年５

●　月に予定されている大宮での全国委員長会議

　　　について言及されました。主管は誰れなのか、

　　　会議の規模は適正か、ガバナーやノミニーの

　　　参加についてはどうか等々について検討され、

　　　結論として大会主催はガバナー会議長中村昌

　　　平委員長に決定、大会は規模を縮小、ガバナー、

　　　ノミニーは自由参加となりました。次に各委

　　　貫長がそれぞれの地区でのプロジェクトにつ

　　　いて経過報告と意見発表があり、色々な困難

　　　があるにも拘らず一生懸命努力している現状

　　　が良く理解できました。

　　　　その中で特に青少年交換が対外事業であり、

　　　外国人留学生を受人ているということもあっ

　　　て他のロータリアンから理解してもらいにく
●　

くなっています。又予算も他と比べて突出し

　　　ていると見られているとの話が多く聞かれま

　　　した。

　　　　各地区の提案事項として（Ａ）来日前のオ

　　　リエンテーションと語学習得（提案地区D2740）。

　　　　（B）97年８月出発の派遣の見通しと情報交

　　　換（D2710）。（C）ニュージーランド要請の

　　　ＨＩＶ他検査について。（Ｄ）Ｅメール、ホー

　　　ムページ導入など。

　　　　　（Ａ）は来日学生には日本語習得に大きな

　　　差が見られ、来日前から２、３年かけて日本

　　　語の勉強をして最初から学校の授業にどうに

４

かついていける学生がいる一方、全く日本に

ついての知識もなく、日本語の勉強をするこ

ともなく来日してほとんど授業についていけ

ない学生もいて、来日前の準備の必要性を訴

えたものです。米国のある地区では将来卜－

フルの試験を適用する動きを見せていますの

で派遣学生も十分英語の勉強をしておく必要

があると思います。（Ｃ）は2750地区とニュー

ジーランドの9940地区間で発生した件で、派

遣学生を決めてアプリケーションを送付する

段階になって抗体検査を要求され対応に苦慮

し、その報告と私見を述べられたものです。

この件は学生のプライバシーやホストファミ

リーに対する問題等考慮すべきことが多くあ

り、地区対地区、国対国だけで解決できるも

のでなくＲＩや世界委員長会議等で討議され

るべきものと提案されています。（Ｄ）はコ

ンピューターによるＥメール、ホームページ

の導入によって単にロータリーの中だけでな

く、学生、学校、保護者そして海外の地区と

の連絡に利用し、ゆくゆくは派遣、来日学生

のデータベース、選考やオリエンテーション

などのマニュアルなども掲載して日英両語で

内外からの検索が可能なようにしたいとの期

待が述べられました。

　今後も国際青少年交換の意義を理解して頂

き現在の交換数を質量共に世界水準に引き上

げる努力が必要で今世紀中に交換数700を目

標に関係ロータリアンに対し協力のお願いが

ありました。会議は17時で終了し引き続き日

比谷中日ビルで懇親会が開催され、それぞれ

の委員長と旧交を暖めることが出来ました。



ロータリー交換留学生　合同九州一周旅行<報告〉

国際青少年交換委員

　九州に滞在する留学生たちの交流と、合同

で行うことによる経費の節減効果をねらって

2700地区（福岡）、2720地区（熊本・大分）、

2730地区（鹿児島・宮崎）そしてわが2740地

区の４地区が合同で、交換留学生の九州一周

旅行を実施致しました。
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　12月２日から９日までの７泊８日、福岡を

振り出しに、佐賀・長崎、熊本、大分、宮崎、

そしてゴールの鹿児島まで、23名の交換留学

生の笑い声を乗せた貸し切りバスが走り抜け、

初めての試みはまずは無事終了しました。バ

スには全行程を通じて2700地区の地区委員が

添乗し、これに各通過地区の委員が交代で加

わるという形でお世話をさせて頂きました。

　当地区に入りましたのは旅行２日目でした

が、ハウステンボス、長崎、大村、島原と見

学し４日目の午後、天草五橋経由で熊本へと

向かいました。この間多くの皆様のお世話に

なりました。着くと早々、ハウステンボス佐

世保ＲＣで、見学の段取りから昼食に至るま

で面倒をみて頂きました。夜は米海軍佐世保

基地シャンペーン司令官のご厚意で、歓迎レ

セプションを基地内ハーバービュークラブで

開くことができ、多数の佐世保市内クラブの

会長、幹事、関係委員会の方々に出席して頂

きました。３日目の長崎見学では、各見学地

古　賀　純　一

の入場からバスの駐車場の手配まで長崎のロー

タリーの皆さんにいろいろと便宜を図って頂

きました。その夜は大村市内の焼鳥屋さんで

駆けつけた大村のロータリアンの方々に夕食

をご馳走になりました。明けて４日目は早朝

６時より本経寺の朝のお勤めに参加させて頂

きました。もちろんこの地にもいろんな場面

でもっともっとご迷惑、お世話をお掛けした　●

ことでしょう。そうした皆様のご厚意は、学

生たちの心に日本留学の良い思い出としてい

つまでも残るものと思います。

　ところで、当地区ではこれだけの規模のも

のは今回が初めての試みでしたが、世界では

多くの地区がかなり以前からこうした行事を

いやもっと規模の大きな行事をやっていて、

私どもが送り出している子供たちもお世話に

なっています。例えばアメリカでは一ケ月に

及ぶ北米バス旅行、西オーストラリアでは21

日間のサファリ・トリップと呼ばれるキャン

プ旅行があり、ロータリアンたちがバスに乗

り、ともに薪を集めてお世話をします。行く

先々のロータリークラブが子供たちのために

バーベキューパーティーを開いてくれます。

九
州
旅
行

パ
レ
ス
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
於
い
て

子供たちはこうした旅行を通して、いろんな

国の学生やロータリアンと友達になり、世界

各地に友達の輪を広げます。それが世界平和

●

５－



●

●

へのささやかな一歩になればというのがこう

した行事の最も大きな目的だと思います。

　もちろん私は今回の九州旅行を、先輩地区

のそれと単純に比較しようなどとは毛頭思い

ません。国情もそれぞれに違うのですから、

やりかたも様々だと思います。まして初めて

なんですから、反省点も多々あったように思

います。　しかし日本人はお金は出すが、汗を

かかないと言われないためにも、工夫し改良

九州旅行　ハウステンボスデンバーグホテルに於いて

□

－
－
－

」

－
１

１
２
７

５

〈全日程〉

　13 : 00

　8:30

　11 : 00

九州旅行　島原にて

福岡冷泉閣集合（福岡泊）

福岡発　長崎ハウステンボスヘ

ハウステンボス着　ハウステンボス佐世

保ＲＣ表敬訪問　ハウステンボス見学

18 : 30　歓迎レセプション（米海軍ハーバービュ

　　　　ークラブ）

　　　　ＪＡＬハウステンポスホテル泊

8:30　ホテル発　長崎ほ学（原爆資料館、孔子

　　　　廟、グラバー1堂letc.）

　　　　昼食：四海楼　夕食：鳥丁･代（大村）

　　　　大村　長崎空港観光ホテル泊
0
0
0
0

C

C
X
D

朝勤　（大村　本経寺）

ホテル発　島原（普賢陪噴火跡見学）

天り:瓦橋経由　熊本へ

６

を加えながら続けていかなければならない行

事ではないかと思います。

　最後になりましたが、お忙しい中敷度にわ

たり福岡まで計画・調整のため足を運ばれた

前田委員長、佐古亮景委員、また全日程を学

生たちのお世話のためバスに乗り込んでくれ

た'95～'96年度派遣の帰国学生、市岡みきさ

んそしてご協力頂いた全ての皆様に感謝しな

がら私の報告を終わらせて頂きます。

九州旅行　ハウステンボスに於いて

オリエンテーション

12/6

12/7

12/8

12/9

14 : 00　熊本市内見学　熊本司ホテル泊

　　　　大分へ（やまなみハイウエー経由）

　　　　地獄巡り、高崎山、マリンパレス、宇佐

　　　　神宮etc.

　　　　ホテル白鷺泊

　　　　宮崎ヘ　シーガイヤ経由

　　　　展望所にて昼食

　　　　霧島　林田温泉ホテル泊（ジャングル風

　　　　呂一水着の用意）

　　　　鹿児島へ　磯庭園散策　重富荘（島津別

　　　　邸）泊　夕食：バーペキュウ

　　　　鹿児島にて解散（福岡・佐賀・長崎・熊

　　　　本組バスにて鳥栖へ、大分組ＪＲ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



７

オリエンテーション報告　　昌器品言,(ヵu市)n
　これまでは、来日、派遣別々にオリエンテー

ションを行って来ましたが、来日学生の中し

入れによって、今回より一緒にして、派遣学

生のオリエンテーションを、来日学生と派遣

学生が色々な事を一緒に話ながら学ぶ方式に

変更しました。

　派遣学生も自分の派遣先が決定して、今ま

で以上に来日学生に質問をしたり、話を問い

たりして、充実したものになったと思います。

　又、カウンセラーはカウンセラー会議を持

ち、ホストファミリーと派遣学生の親は、一

緒になり、子供たちを旅立せる不安や抱負、

ホストの話も弾んでいたと思います。

　この後、クリスマスとオーストラリアより

佐賀に来ていますＥＭＭＡ ＭＡＸＷＥＬＬとブ

ラジルより佐世保に来ていますBRAGA JOHN

CARVALHOと福江に来ていますＲＯＤＯＲＩＧＯ

ＡＮＤＲＡＤＥＳＡＮＴＯＳの３人と工月にオー

ストラリアに派遣されます雲仙ＲＣの野口さ

んの送別会を兼ねたパーティーとなりました。

　来日の３人は、それぞれに日本の思い出を

話し、素晴らしい１年間が過ごせたと思いま

す。又野口さんも、抱負を話し、皆が素晴ら

しい１年間過ごせる様に激励しました。また、

地区委員長の前田さんから地区からのクリス

マスプレゼントとして来日学生に、佐世保独

楽が渡され、皆喜んでいました。

　約60名位の人数でしたが、素晴らしいオリ　●

エンテーションとパーティーでした。

第６回ＲＯＴＥＸ総会報告
(平成９年１月４日)

国際青少年交換委員　　佐　古　亮　景

　まず、江上さんより地区委員として青少年

交換の状況等についての挨拶を頂き、続いて

会長の松田さんの挨拶、事務局による説明が

以下の様にありました。

　このＲＯＴＥＸは、故岩永パストガバナー

の御尽力によって生まれ、平成４年当時の中

山安弘国際青少年交換委員会地区委員長の御

尽力によって設立されました。

　設立総会は武雄で、第２回総会は長崎で、

３回以降大村で開催されております。今年度

は第６回を迎える事になりました。参加者が

少なくなっているのは残念な事です。

　派遣地区は地区委員会の努力により、アメ

リカ、オーストラリア、のみでしたが、現在

は、アメリカ、オーストラリア、トルコ、ブ

ラジル、メキシコ、オランダに広がり来年度

は８名の派遣が決定しています。現在までの

会員数は、約190名（1962-1963～1996-1997）

です。

　また東京の交換学生の会ＲＹＰＥが全国組

織（東京に在住の者等の為）にして行きたい

と申し出もあっております。

　この後、自己紹介を一人づつ行い、討議に

入りました。

　会長より、名簿作成の案が提示され、今年

度作成して行く事になりました。

又年に２～３回は会を開いて行きたいとの話

があり、その方向で進めて行くようになりま

した。

　オリエンテーションの参加も帰国したばか

りの学生だけではなく、社会人のＯＢからも

参加を進めて、派遣学生の手助け等を行って

行く事等が決定されました。

　その後は、和やかに懇親会が行われ、来日

学生との会話も弾んだり、自分の経験を語っ

たりで、楽しい時を過ごしました。次ぎの再

開を約束して会は、お開きに成りました。

第６回ＲＯＴＥＸ総会出席者名簿
ロータリアン

国際青少年交換委員会　委員　江上　徹也様
ＲＯＴＥＸ会員

69－70　松田　裕二さん
　　　　(会長ハウステンボス佐世保RC)
72－73　佐古　亮景
　　　　(事務局青少年交換地区委員大村北ＲＣ)
９１

９２

９４

９２

９３

９５

高木　裕子さん

伊奈　俊信さん
清水美千子さん

95－96　土田
　　　　　川野
97－98　山崎
来日学生

　絢さん

一文薫さん

康平さん

ＮＡＴＡＬＩＥ ＨＯＹＬＥ

ＡＬＥＸ ＣＡＳＹＩＬＬＯ

ＢＥＮ ＥＩＣＨＯＲＮ

金田
市岡
梅田

弥生さん

みきさん

覚丿申さん

以L15名

●



第２回分区代理会議報告

　　　　第２回分区代理会議が、12月23日武雄市京

　　　部屋に於て開催された。

　　　　会議には、牟田ガバナー及び、西田、島、

　　　織田、御厨、橋田、小潰の毎分区代理全員が

　　　出席された。

　　　　牟田ガバナーより、公式訪問の節には、そ

　　　れぞれの関係クラブに同道ご訪問いただいた

　　　事への謝辞、並びに地区大会の析には、各種

●　委員会の委員長及び委員としてご協力いただ

　　　き、おかげで成功裡に終了できた旨のご挨拶

　　　がなされた後、協議に入った。

　　　　協議は、毎分区ごとに１月末より、２月に

●

加

　４-
ｒｙ‘

､にﾉ

４ご゛゛、

－－、ズ

i。ご

　　　地区幹事　　大　坪　勇　郎

かけて開催される。　ＩＭに関する件が議題で

それぞれの分区の準備状況、テーマが報告さ

れ、ガバナーはじめ毎分区代理より、質問や

意見が出された。毎分区とも、クラブ奉仕に

関する件と、新世代会議に関する件が中心内

容で、今後のクラブ活動に生かされるＩ．Ｍ．

にしたいという決意がのべられ、その後、Ｉ．

Ｍ．に関する事務的事項が報告承認され会議

は終了した。

　会議終了後、懇親会にうつり、談論風発、

和気あいあいのうちに橋田分区代理の音頭で

おひらきとなった。

ｌ

心9

心

　･-j・

/●心4゛

y/ゝ♂r－
　　　j

J

財団学友会会報「海風」を読んでみませんか
　1995年６月、当地区に初めてロータリー財団学友会が結

成されて、学友会会報誌『海風』が発行されるようになり

ました。

　学友会の事務所は、長崎大学医学部原爆資料センターに

あり、1975年度奨学生岸川正大君を会長に、副会長３名、

幹事数名から成っています。

　1996年12月12日、『海風』第２号が発行されました。

　73頁からなる立派な冊子で、牟田ガバナー、神宮Ｒ財団

情報・奨学委員長、北島Ｒ財団学友委員長のご挨拶に続い

て、学友会総会記事、留学生の報告、学友会規約などがそ

の主な内容であります。

　牟田ガバナーの冒頭のメッセージの中で、国連難民高等

８

弁務官として、国際的に大活躍をなさった緒方貞子女史な

ども、Ｒ財団の学友の一人であった事など、大変参考にな

る内容であります。そして、私達のささやかな寄付金が積

み重なって、こうした立派な制度を作り上げている事に、

改めてロータリアンとしての誇りと喜びを感じるものであ

ります。そして、ジアイＲＩ会長が提唱される「一枚のレ

ンガ」の意味も、実感として理解できるのではないでしょ

うか。

　各クラブに、此の冊子は配布されていますので、是非眼

を通していただきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　月信担当副幹事　　古賀　行雄
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アバデイーン･バルゴ二－RC(スコットランド北東部)より

　　　　　　“グラバー奨学生を受入れ"

　　　　　　　　　　　　　　長山卵ｃ　西村金造

　96年６月４日より25日まで、第１回同上奨

学生ジョイス・カインドネス嬢（アバディー

ン市出身・大学４年生）を長崎ＲＣと長崎西

ＲＣで受入れた。

　実はアバディーン出身の卜－マス．Ｂ．グ

ラバー氏（1838－1肌1）は安政６年（1859年）

天領の長崎に末て、貿易業のかたわら最初の

機関車を長崎の大浦海岸で走らせ、巻揚げエ

ンジンによる修船所（ドック）を造り、長崎

造船所をはじめたり、採炭事業を高島（炭坑）

に起した、等々の幕末から明治初期の我が国

諸産業の開発興隆に多大の貢献をした。然し

乍ら、出身地のアバディーンではグラバー氏

を知る者が少ない現状にあるので、アバディー

ン・バルゴニーＲＣが「トーマスグラバーは

アバディーン市で育ち、19世紀の日本の産業

の発展及びスコットランドと日本の絆に大き

く貢献した。私共はロータリーの活動を通じ

て、この絆を再び確立させたい」としてアバ

ディーン議会と港湾当局の財政支援をうけて

　「グラバーの足跡を探り長崎との交流を計る

為の第１回グラバー奨学生を募集」し、選ば

れたのがジョイス・カインドネス嬢でした。

ジョイス嬢は６月４日長崎ＲＣと長崎西ＲＣ

が協力して受入れ、後記のスケジュールでグ

ラバーの足跡をくまなく探り、市長、市議会、

県港湾当局を公式訪問視察し、ＲＣや当局の

歓迎をうけ、長崎大学経済学部で聴講したり、

学生と交流し、三菱長崎造船所はじめ、いく

つかの県内企業を視察し、マスコミのインタ

ビューに応え、両ＲＣの例会へ出席してスピー

チし、この間ロータリアン家庭に宿泊、最後

に京都と東京を観光して、25日成田より帰国

した。次年度の1997年には夏季休暇を利用し

て、長崎より親善奨学生をアバディーン・バ

ルゴニーＲＣへ派遣することになります。長

崎市とアバディーン市は共に港町であり、今　●

後、友好都市提携へ進むだろうし、わがクラ

ブと長崎西ＲＣとバルゴニーＲＣとの親善の

絆は今後深められてゆくと期待されます。

　ちなみに、グラバー氏の長男、兪湯宿三郎

氏（1870～1945）は長崎ＲＣのチャーターメ

ンバー（1936年）でありました。

　グラバー奨学生カインドネス・ジョイスさんの
　　　　スケジュール（96.6.4～6.25）

月　日 行　　　　勣 宿　泊

６．４(火) 17:00長崎空港羞　夕食小歓迎会 ホテルニュー長崎

６．５(水) 長崎市長・仝議長訪問後グラバー史

跡見学
中村ホスト

フアミリー
６．６(木) 長崎ＲＣ例会訪問・グラバー史跡見

学・夜県ih両ＲＣ歓迎会

６．７(金) 県訪問　長崎港湾視察
６．と以上）

フリーホストファミリーのサービス 川田ホスト

フアミリー
６．９（日）

6.10(月) 高島炭坑跡視察・史跡見学

6.11(火) 長崎西ＲＣ例会出席・魚市場・聖三

一教会訪問・視察 松本ホスト

フアミリー6.12(水) 雲仙・島原観光（ホストファミリー

のサービス）

6.13(本) 長崎ＲＣ例会出席スピーチ・三菱長

崎造船所視察 西村ホスト

フアミリー6.14(金) 真珠養殖・農業視察

6.15(土) 有田焼視察・佐世保港視察

6.16(巾 牧畜・農業視察

江上ホスト

フアミリー

6.17(月) 長崎大学経済学部聴講・学生とディ

スカッション、学部長と懇談

6.18(火) 同大学聴講・国際商業学生交流会と

ディスカッション・仝夕食会
6.19(水) フリー
6.20(木) 長崎ＲＣ例会出席（さよなら挨拶）

6.21(金) 市の行事へ参加、市助役へ離日挨拶

6.22(土) 長崎→京都、市内観光 京阪ホテル

6.23(旧 市内観光後→東京へ（新幹線） 野田女史宅

6.24(月) 東京見物後→成[I]へ 成田のホテル

6.25(火) 成田発10 : 45→フランクフルト・ロ

ンドン経由でアバデイーン21:20着

帰



〔随想〕
煩悩というもの

　　　　5分区大村に　橋　田　村　俊

　　　年の始めに当り煩悩について述べてみたい。

　　　ロータリーは、自己研鍛と奉仕の実践とい

　　　う目的意識を同じうする者の出合いの場であ

　　　ることに大へん魅力を感じています。

　　　　さて、もろもろの悪をなすことのない生活

　　　をしていくことが佛の教えであり道である。

●　しかし、それを行うものが人間であるかぎり、

　　　なかなか容易な連ではない。

　　　　人間それ自休には三悪といわれ、また三毒

　　　ともいう根悪がそなわっているからである。

　　　　１つには貧というむさぼる心である。むさ

　　　ぼるということは、あくことのない欲望の根

　　　源である。これで満足したという心の安らぎ

　　　を根底からくつがえす毒である。たとえ一つ

　　　かなっても、また一つと、つきぬ欲望の連続

　　　である。

　　　　二つには、眼といって、怒り腹立つ心であ

　　　る。煩火のように燃え上がる毒であるから、

　　　ことごとに平静な心をかき乱して正常さを失っ

　　　て燃えさかるのである。
●　　　　。

　　　　三つには、痴という愚かさからくるもので

　　　何の甲斐もないことを、繰り返し嘆く毒であ

　　　る。正しいことや、善を行うとしても、これ

　　　らの三毒のいずれかが、ことごとに頭をもた

　　　げて、それをさまたげてしまうのである。さ

　　　らに三毒が、それぞれに入り乱れ、絡みあっ

　　　ては、せっかくの善行を悪行に導いてゆくこ

　　　とになる。

　　　　仏教では、人間の悪さや、弱さの根源もこ

　　　れらの三毒の慟きによるのであって、これら

　　　が、あるときは単独で、またあるときは入り

　　　乱れ、絡み合って生じる毒素ともいうべきも

のを、煩悩と総称している。

　人間の煩わしい汚い、好ましくない煩悩と

いう心の根源であるから、これらを三悪とも

三毒ともいっている。だから仏教とは、いい

かえると、こうした煩悩の葛藤との対決であ

る。いかにしてこれらの煩悩を抑制し善を行

うことのできる浄らかな人間として生きるか

の道標であり、実践道である。

　ちょっとやそっとでは、なかなか断ちきる

ことのできないのが煩悩なのであるから、人

間とは絶えずこの煩悩によって、煩いさいな

まされているものである。正しく浄らかなも

のが、煩悩によって、お先真暗になってしま

うから、このことを無明とも総称している。

　四苦ハ苦はどうして人生苦といわれるのか

という理由も、（生苦、老苦、病苦、死苦）

といい、愛別離苦、怨憎会苦、求不得苦、五

疸盛苦が人生の八苦として、どうしてもぬけ

きれず、洗い落すことができずにまつわり続

けるのである。まさに幸福への反逆者であり、

阻害者であるというほかない。影が形につき

まとうように、人間へのこれらの反道者が人

間が正しく生き、浄らかな人生道を歩むこと

を切望するかぎり、人間能力の限界において、

その解消をはからねばならないのである。幸

福と安楽への道を乞い求めるために、限りな

い佛の智恵と慈悲を仰ぐのである。

ａ
殖
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○冠名奨学基金

佐世保南･シニア

佐世保東･ｼﾆｱ

£年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　㎜㎜■･㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■■■㎜■■■･･㎜㎜･■㎜
おめでとうございます

，

○ポールハリスフエロー

皿まt-
佐世保北･歯科

長峰北東･建築資材配布 武雄･シニjﾌ
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£ズ

佐賀北･放射線科

大村･鉄鋼製造

　大町･人物写真

£

,

奥

　大昭一仏教

『
一
井
上
　
　
亮
一

佐世保中央･揚人服販売佐世保中央･酸素配布

λ生息j
㎜㎜㎜　ｌ　　　　ｊ｣㎜-四
回鮮央･Ｕ靭け闘佐世保中央･清掃業　佐世保中央･水産喊]売佐世保中央･仏油仏具販売　　大村･靴配布

○マルチプルポールハリスフエロー

　シヘ尚　野｀　　　　　　丸　沁£万

Ｊ?。　　郎　　　　　　　隆

長崎北東･電気機器製作　長崎中央･広告代理業

○米山記念奨学金

佐世保南･シニア

匯眼 SIﾀﾞ
大村･ｼﾆ:ﾇﾌ　　佐世保南･水産物配布佐世保南･シニア

○剌｣ﾌｧﾝﾄﾞﾌｪﾛｰ

jU

佐賀北･循環器科

○ペネフアクター
£

長崎北東･自動車用品配布

,III
I;

長崎北東･税理士

大村･木材配布

冠名奨学基金について

米貨15万ドル以上の寄付によって冠名奨学基金の設立ができ、その元金の収益金が１学年度間の

留学費用に達したとき、一件の冠名奨学金が授与されます。

クラブ名

嬉　　野

　　μ

新

お名前　　年齢

稲田千代蔵　　42

加藤汐美（女）42

武　　雄　　北村　　優 36

会　　　員

　生年月日

S.29.5.7

S.29.11.21

S.35.6.8

　職業分類
　　　　---一一
観光旅館

リゾートホテル

タクシー業

１２

紹 介
新しい仲間です。

　　よろしく

　　　　趣味・特技

　　　　　　　一一一一一一一一・

麻雀

音楽

スポーツ(ラクビー)釣り



……一一

故井手動吾郎君

　(長崎北東)
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故福井　佑介君

　(佐世保中央)

　　　　　　　　　　　文庫通信（112号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、工万７手余点を収集・整備し、皆様の

平
成
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年
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二
月
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七
日
逝
去

　
（
享
年
六
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二
才
）

ております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー

サービスも承ります。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を

致します。

　　　　　　　　半年間に登録された資料の中から　その１

Ｏ「ロータリーヘの道　私達のポール・ハリス研究」　西宮夙川R.C.1996年　58頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［中込先　西宮夙川R.C.TEL（0798）48-4900］

○「太夢翁　土屋元作」　日出R.C.編　1996年　200頁　　［申込先　藤川整骨院気付　TEL（0977）72-0539］

O「ふりｶ吠れば未来が見える一芝染太郎伝」　芝染太郎調査研究委員会　1996年　139頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［中込先　鹿島臨海R.C.TEL（0299）92-5111］

○「ロータリーあれこれ　復刻版」　笹部　誠　1996年　174頁　［申込先　川崎R.C.TEL（044）233-8903］

○「藍壷」　米出梅吉記念館　1995年～　　　　　　　　　　L申込先　未出梅吉記念館　TEL（0559）63-0515］

○「職業奉仕の意味は少しも捕らえ難くはない一職業奉仕シンポジウムから」　1996年　32頁（進行：佐藤千壽

　パネラー：近藤正夫・阿部士良・鈴木憲輔　司会：原　英亮）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［申込先　八千代中央病院・松戸　TEL（0474）83-1555］

○「企業行動のあり方」　佐藤千百　1996年　69頁　　　　　　　　　［中込先　D.2770　TEL（048）834-0123］

O「社会的責任の中心としての職業奉仕」　鈴木憲輔　1993年　9頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［申込先　八千代中央病院・松戸　TEL（0474）83-1555］

○「職業奉仕における『個人奉仕』の意義」　鈴木憲輔　1995年　10頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［申込先　八千代中央病院・松戸　TEL（0474）83-1555］

O「私の職業奉仕観」　太目方弘明　1996年　74頁　　　　　　［中込先　太目方弘明　TEL（075）861-1679］

ロータリー文庫

〒105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館７階　TEL(03)3433-6456 ・FAX(03)3459-7506

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時　休館＝土一日・祝祭日
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が バナー事務所告知板
２月の地区行事予定

目 曜 行　　　　事 場　所

２ 日 第５分区Ｉ．Ｍ

米山奨学生選考面接試験

大村市

佐賀市

５ 水 第３回ガバナー諮問委員会 武雄市
８ 土 第１分区Ｉ．Ｍ 伊万里市

16 日 第４分区Ｉ．Ｍ 江迎町

22 土 第３分区Ｉ．Ｍ

第６分区Ｉ．Ｍ

嬉野町

長崎市

１４

グラス。:ﾌﾞＬ求沈ｵ登/Nの撚おを

　1996～'97年度国際ロータリー年次大会が

６月15日～６月18日スコットランド・グラス

ゴーで開催されます。多数の出席が要請され

ています。皆様の参加をお願いします。

表紙絵の説明

御船ケ丘梅林（武雄市）

　中心部から１キロメートル離れた所に、一目一万本といわれる御船ケ丘梅林がある。

　ここに昭和15年、日本と満洲（現在の中国東北部）との親善のため日満如蘭塾が建設され、女子留

学生30人が入塾した。敗戦によってわすが２ケ年で閉鎖されたが、彼女らはいまでも日中親善のた

めに活躍中。建物やこの梅林などは、財団法入り青香奨学金で管理され、民間で草の根の日中友好

活動を続けている。

　旧塾生の三世（孫）の留学生なども受け入れている。

国際ロータリー関係事務所
国際ロータリー世界本部　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 Sheman Avenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U.S.A.

国際ロータリー日本サービスセンター　〒160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　奉　仕　室　�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

　　　　　　　資　料　室　�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

米　山　記念奨学会　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156 FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日､祭日休み)

　　　ガバナー　　牟　田　勝　輔

　　　地区幹事　　大　坪　勇　郎

　　　事務局　安見光代

　　　　　　　　　山　口　真利子

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　　井　上　俊　正

　　　　　　花　田　晴　年

　　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社函諧謔摺
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築け未来を

行動力と先見の眼で
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３月は世界ローターアクトの日

青少年奉仕活動によせて

ガバナー　牟　田　勝　輔

　ロータリーは青少年奉仕活動に力を入れております。今年度のジアイＲＩ会長はテーマを「築

け未来を一行動力と先見の眼で」と示され、そして「私達は今、未来を前にして立っています。

未来はいつも希望を秘めております。未来は遠くにあって、出合うのを待っているというもので●

はありません。未来は今ここで作られるのを待っているのです」と述べられ、特に『新世代』の

育成強化を重点に掲げ、次の世代を担う世界中の若者の健全育成に力をそそぐように力説されま

した。

　青少年奉仕活動は、共にする奉仕活動であり、育てる奉仕活動であると云われておりますが、

その成果は一朝一タに現れるものではなく、その成果が具体的な姿として見えて来るのには、長

い時間が必要であります。それ故に青少年奉仕活動がむずかしいと云われるのです。

　　「物の時代」から「人の時代」へと人としてあるべき姿を考えなくてはならない時代になって

まいりました。人を育てるということが、いかに大切であるかということを考えてゆかなければ

ならないと思います。

　　『次の世代を担う若い世代を、ロータリーを通じ、組織体として、われわれロータリアンと共

に、地域のニーズに応じて奉仕をしよう。家族や友人から教わらなかった事を、われわれロータ

リアンとやろう』というのがロータリーの青少年奉仕活動であります。　　　　　　　　●

　皆様が、それぞれのクラブで、或いは、個人で行っておられる奉仕活動は、さまざまな形があ

ると思いますが、青少年をその地域社会の善良で健全な市民に育てるという原則においては、一

致していると思います。

　青少年は、次の世代を担う大切な存在であります。今の若い人達が自分の時代を迎えたとき、

我々ロータリアンの精神を受け継いでくれないことには、折角の皆様方の努力が報われないこと

になってしまいます。

　若い人達が年をとったときどうすればよいか？社会の変化にどう対応してゆけばよいか？お金

や物の問題ではなく、こころを若者達に語りかけて頂きたいものです。「物の時代」から「人の

時代」へといわれる昨今であるからこそ、人生の先輩として指導や助言が必要になってくるので

あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１－



　　　　青少年奉仕活動は、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、などの部門にも関係をもっております。

　　　青少年交換は国際奉仕でありましょうし、ポリオプラス、少年非行の問題、薬物濫用などは社会

　　　奉仕、またローターアクトの職業において高い道徳水準を育成するという目的、処世協議会など

　　　は職業奉仕の範暗に入って来ると思います。

　　　　このように、いろいろな奉仕活動の要素が組み込まれて、青少年奉仕活動が成りたっているの

　　　であります。毎年９月が青少年活動月間でありますが、３月13日は世界のローターアクトの日で

　　　す。この日を合む週間を世界ローターアクト週間とされております。

　　　　去る３月１日困・２日（日）に「全国ローターアクト研修会が、＝Up－and－coming一自分への挑

　　　戦状＝のテーマのもとに、昨年の岐阜市のあとを受けて、白砂青松の景勝地、唐津市で開催され

●　ました。ロータリーの青少年奉仕プログラムの偉大さと、会場ロケーションの素晴らしさ、ロー

　　　ターアクター相互の親睦と熱気あふれる討議など、盛会裡に終了することが出来ました。

　　　　地元ロータリーアン並にローターアクト提唱クラブの御指導と御協力には心から感謝を申し上

　　　げます。このような機会は青年男女を健全で指導的良質な社会人で、世界に通じる市民を育成す

　　　ることの目的をもつローターアクトクラブを再認識する最ももよい機会であると思います。

　　　　富永パストガバナーは、R －DIARY 「3月のロータリー」の中で〔アメリカノースカロライ

　　　ナ州ノースシャロットＲＡＣが創立されてから、1996年で全世界119ケ国5､759クラブ、132､457

　　　人、国内455クラブ、6､817人のローターアクトクラブに発展しています。ジアイＲＩ会長は新世

　　　代プログラムの中で、各クラブが、インターアクトクラブ、ローターアクトクラブをそれぞれ提

　　　唱するよう要請されています。ロータリーの永遠の発展を期する視点からも、次世代のロータリ

　　　アンの育成に関心を寄せる必要があります〕と述べておられます。ローターアトククラブは提唱

　　　ロータリークラブから見て、長期的な社会奉仕プロジェクトであります。ローターアクターとい

●　う協同奉仕者「奉仕のパートナーを育てる」プロジェクトであります。ローターアクター達は、

　　　ロータリーの奉仕をし、指導力を発揮し職業倫理を広げることによって行動するロータリーを実

　　　現するのです。

　　　　ローターアクトの卒業生が多くの立派なロータリアンになっております。

　　　　青少年奉仕活動は決して華やかな活動ではないかもわかりませんが、いつか、どこかで芽を出

　　　してくれるものと、楽しみと、期待がもてるものです。そして、彼等にとってというよりも、我

　　　々自身にとって人との出合いの中で学ぶことの多いプログラムでもあります。

　　　　青少年奉仕活動の主役は青少年です。彼等の為に、今我々がなにをすればよいのか、も一度考

　　　えてみようではありませんか。

　　　　　　＝も一度見直そう一手に手をとって＝

２－



｢ロータリー財団を支援し、

　　　　　明るい未来を築きましょう」

SI第2740地区財団情報奨学委員長　　神　宮　博　明

　国際ロータリー第2650

地区は、1995年７月１日

現在、281名のロータリー

財団ベネファクターを有

していました。 1996年６

月30日現在日本の此の大きな地区は、更に617

名のベネファクターを加え合計898名という、

目ざましい記録を作りました。此の数は、世

界中で515あるロータリー地区の中で最高で

す。 500人以上のベネファクターがいるのは、

他に２つの地区のみです。

　366日の間に、617人の新しいベネファクター

を募ることができたのは、ロータリーの創立

100周年を迎える西歴2005年までに財団が２

億ドルの恒久基金を築くのを助けることを決

意した、第2650地区の指導者達による猛烈な

努力の成果でした。

　財団のベネファクターとは、米貨1､000ド

ルの現金寄付をした人、または、例えば寄付

者の名義の支払い済み、取消し不可能の生命

保険証書などをもって、同金額の遺贈の誓約

を行った人です。

　1995～’96ロータリー年度の初めに当時の

地区ガバナー阪部慶夫氏は、同地区の6､622

名のロータリアンから、新しいベネファクター

を募る計画を発表しました。此の計画によっ

て、「ベネファクター協会」が地区に作られ

ました。その会員は必要な米貨1､000ドルを、

10ヶ月間に毎月１万円（約100ドル）を寄付

することになりました。各会員は、９ヶ月間

毎月１万円を寄付し、最終支払い額は、その

時点での為替レートに従って調整し、各寄付

者の寄付総額をちょうど米貨1､000ドルにす

るという方法です。同地区の財団推進委員長

山田将貴氏は、簡単な10回払いプランは、地

区のロータリアンに歓迎され、財団寄付増進

活動の成功は、比のプランに起因していると

語りました。

　上記の記事は、「１年間で617人のベネファ

クターを募った日本の地区」として、ロータ

リーワールド誌に掲載され、全世界のロータ

リアンに紹介されたものです。

　ロータリー財団プログラムに対する寄付、

恒久基金寄付については、全欧界のロータリ

アンがその奉仕の精神の現れとして、最も理

解と関心を持ち、御協力を頂いているもので

ありますが、上記、第2650地区の例は、その

具体策の規模の大きさ、実績のすばらしさの

点又、アイディアとしての斬新さに於て特筆

されるものだと思います。

　私共、第2740地区に於ても、各クラブに於

て、或いは個々の会員によって、財団に対す●

る関心をお寄せ頂き、毎年地区財団が設定す

る寄付目標を、はるかに凌駕するすばらしい

実績を挙げて頂いております。（1994～’95達

　　　　　　　　　　　　一成率171％、1995～’96達成率176％）

　地区内のあるクラブでは、クラブ創立５周

年を記念して、45名の会員の方々が全員ポー

ル・ハリス・フェローに、御協力を頂きまし

た。第２分区佐賀北ロータリークラブでは入

会５年未満の新会員の方々を中心に、ロータ

リー研修会を作りました会員が、毎月１入10、

000円を積立て、毎月１入の会員がその積立

金全額を受取り、その人がポール・ハリス・

フェローに寄付をする制度を推進しておられ

ます。此の制度は、規模と実績に於て、第2650

地区のそれにははるかに及びませんが、その

発想と精神に於ては、同等に評価されるべき

ものと思われます。

　又、あるクラブに於ては、例会場にロータ

●

リー財団ボックスを設け、個人の寄付額の累

計を毎週の週報で公表する制度をとっておら

れるところもあります。

　その他各クラブに依って寄付の方法、手段

は色々と異ったものが有るかと思われますが、

此れらはいずれも、国際レペルの人道的教育

的、及び文化交流プログラムを通じて、世界

理解と平和を達成する為の国際ロータリー

　（ＲＩ）の活動を支援するロータリー財団の

使命を御理解頂きすばらしいロータリアンの

好意と善意に基く奉仕の精神表現の手段、方

法であります。

　あなたは、次の様な事を御存知でしょうか。

１）ロータリー財団に対する寄付金には、ど

３



●

●

んな種類が有るのでしょうか。

　①年次寄付

　　[顛落驀]但]･個人でポール・ハリス・フェ

　　　　　　　ロー、準フェローとして寄付

　　　　　　　する。１人一括S1､000又は、

　　　　　　　分割して寄付。

　　　　　　・その他ポール・ハリス・フェ

　　　　　　　ローに応募しなくても無条件

　　　　　　　で寄付する。

　　｢地区とりラブの特別朽事|

　　　　　　・地区とクラブが主催する募金

　　　　　　　を目的とした行事を企[萌し、

　　　　　　　その募金を寄付する。

　　　　　　・各種オークション、タレント

　　　　　　　ショー、チャリティコンサー

　　　　　　　ト、ダンスパーティ、スポー

　　　　　　　ツ行事、娯楽色の強いスポー

　　　　　　　ツイペント等。

　　　　　　・各種メモリアルイベント(ク

　　　　　　　ラブ創立記念日、クリスマス

　　　　　　　家族会、財団月間記念例会、

　　　　　　　ポール・ハリス音|卓記念例会

　　　　　　　等)。

　　｢妨祁接師手巾特別のプログラムによって寄

　　　　　　　付を募る(追悼募金、法人各

　　　　　　　種団体への寄付の懇請、冠名

　　　　　　　奨学金、地区シェア基金等)。

　②恒久基金寄付

　　　　　　　・1980～'81年度に設立された

　　　　　　　ロータリー財団基金は1994年

　　　　　　　ロータリー財団恒久基金と改

　　　　　　　称された。

　　　　　　・ロータリー設立100周年(2005

　　　　　　　年)までに２億ドルの基金を

　　　　　　　募る。

　　　　　　　・此の基金に米貨S1､000を寄

　　　　　　　付した人をベネファクターと

　　　　　　　称する。

　以上の２つがロータリー財団が募る寄付の

主なものです。年次寄付はその60％が３年後

に地区財団資金として地区に還元され、40％

が財団本部のプログラム推進費として使用さ

れます。

　恒久基金は有益な効率的投資に依って、そ

の収益だけが財団プログラムの支援に使われ

ます。その他の寄付としては、使途指名寄付、

４

冠名寄付、同額補助金等がありますが、いず

れもシェアーシステムの対象とはなりません。

年次寄付はロータリーの今日を支援するため

に、恒久基金は、ロータリーの明日を確保す

る為の資金となる寄付金であります。

　現在全世界には、約50万人（492､178人）

のポール・ハリス・フェロー、約20万人の準

フェロー、約21万人のベスネァクターの方々

が、ロータリー財団プログラムに善意、好意

の支援者として御協力を頂いております。

　私共、R I 2740地区に於いても、会員数

3､150名中2､080名の方が、ポール・ハリス・

フェロー、333名の方が準フェロー、151名の

方がベネファクターとして御登録を頂いてお

ります。地区内3､150名のロータリアンの67

％の方々が、財団に対する個人寄付を頂いて

いる事になります（１人命1､000以上）。私共、

地区財団委員会では、1996年～’97年度中に

此の比率を80％、2､500名までに達成したい

目標を立てました。つまり今期中に約400名

の方々にポール・ハリス・フェローに、又は

ペネファクターに応募して頂きたいと思って

います。つまり、地区内55クラブで、１クラ
ー
ブ７名～８名の方々が応募頂ければ、2740地

区牟田勝輔ガバナーがその年次目標寄付額と

して設定された20万ドルは見事に達成される

と確信致しております。

　最後になりましたが、地区内各ＲＣに於て、

財団記念例会、ポール・ハリス追悼例会等が

開催され、財団への寄付に御協力頂いた事、

又各地区で開催されているＩ．Ｍの研修課題

として「ロータリー財団」が採択され、ロー

タリー財団への認識と理解を深めて頂きまし

た事に感謝致します。

　更に特筆すべき財団への功績について一つ

御紹介致します。去る1996年12月、私共RI

2740地区富永雄幸パストガバナーは、地区シェ

アー基金として、芯25､000を財団冠名基金に

御寄付頂きました。誠に特筆すべき御功績と

して地区内金ロータリアンの方々に御紹介出

来る事を嬉しく思います。

　　「ロータリー財団で未来を築こう、その為

にロータリアンの時間と、才能、そしてお金

を寄贈しようではありませんかＪＲＩ会長ル

イス・ビセンテ・ジアイ（ロータリーの友１

月号枝葉） 終
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ロータリー財団

国際親善奨学生第２回研修会

　　　・－タリー財団情報奨学委員長　神　宮

　R I 2740地区ロータリー財団国際親善奨学

生(97～98度)第２回研修会は、平成８年12月

26日武雄市センチュリーホテルに於て開催さ

れました｡当日は牟田ガバナー､佐古パストガ

バナー､辻ガバナーノミニー､大坪地区幹事御

臨席のもと、'97～'98奨学生及び顧問ロータ

リアン､財団学友地区委員長及び学友会長､学

友､そして財団地区委員の方々総員32名予定者

全員の御出席を頂き10:30～15:30までの研修

スケジュールを有意義に終る事が出来ました。

　研修会は牟田ガバナーの｢ロータリー概念｣

の教示にはじまり佐古パストガバナーの｢国

際親善奨学生の意義とその目的について｣の

基調講話が行われ、奨学生諸君にとってロー

タリーの偉大さと財団プログラムのメインで

ある奨学金制度のすばらしさを、改めて印象

付けられました。続いて財団地区委員会から、

留学渡航までの作業とその準備について細か

な指示通達がなされ、奨学生諸君は一つ一つ

をメモにとって真剣に聴取していました。又、

此れ等の奨学生のスポンサークラブより出席

頂いた顧問ロータリアンの方々にも､彼等が安

心して留学出来る為にと地区委員会から種々

の要請がなされ御理解と御協力を頂きました。

　午後は奨学生諸君の個別に決意表明現状報

告がなされ、此れに対し財団学友６名の方々

からは、実戦的アドバイスが各留学国別に懇

切詳細に行われました。研修最終には辻ガバ

ナーノミニーより奨学生諸君に対し国際親善

奨学生の意義を良く認識し、

博　明

自己の専門分野

の研修のみにとらわれず国際理解と友好親善

の目的を充分に果して来てほしいと云う、は

げましの言葉で研修会を終りました。

　Ｒ財団本部より、それぞれ第一志望留学校

を認定されて、研修に参加した地区財団奨学

生諸君は認定前の第１回研修会の時と違って

全員が国際親善奨学生としての自覚と希望に

燃えての研修であっただけに、第２回研修会

は極めて意義ある研修でありました。

　地区内分ロータリアンの善意と好意に支え　●

られてロータリー財団奨学金制度創設50周年

記念奨学生として留学する彼等に代って、地

区内金ロータリアンの方々に深く感謝の意を

棒げますと共に今後とも一層の御指導御鞭捷

の程を御願い申し上げます。

R 12740地区1997~1998年　ロータリー財団国際親善奨学生紹介

永末　　松

永安　　武

城田　智臣

坂本有希子

針貝　綾

重野　晶子

イギリス(ロンドン､キングスカレッジ)外交安全保障

アメリカ(ジューク大学)肺移植

イタリアけポリ国立美術学院)彫刻科

アメリカ(ウエスタン、ビジネスカレッジ)旅行学

ﾄﾞｲﾂ(ニュンヘン大学)美術史

フランス(エクセル、マルセーユ大学)フランス文学
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1997年米山奨学生新年の集い

　１月12日（目）正午より、ホテルニューオー

タニ佐賀に於て、米山奨学生新年の集いを催

しました。

　ガバナーはじめ地区委員、カウンセラーあ

わせてロータリアン17名、奨学生は12名の参

加でした。

　地区委員長香月より開会の挨拶をかねて、

米山記念奨学会の状況等述べましたあと、来

賓なびに参加者の紹介とっづいたのち、秋の

年次大会に於てＲＩジアイ会長提唱の「新世

嘱､｡き

地区米山奨学委員長

　　　香　月
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代会議」を推進された牟田ガバナーの力強い

激励のお言葉があり、つづいて辻ノミニーか

らも奨学生に対し懇切にお言葉を頂きました。

　青年団運動に長年没頭された大坪地区幹事

の力強い乾盃の音頭によって懇親会に入り、

奨学生のひとりひとりの近況と将来への抱負

に加え、和気あふれるうちにカウンセラー諸

氏の感想が述べられ、午後三時、別れを惜し

みっつ散会いたしました。



1996～1997年度第2740地区
職業奉仕委員長会議研修会

　　　　輝かしい新春の１月19日、職業奉仕委員長

　　　研修会を、武雄センチュリーホテルで開催、

　　　牟田ガバナー、辻ガバナーノミニー、を始め

　　　地区幹事、次期地区幹事、職業奉仕地区委員、

　　　55クラブ職業奉仕委員長総員約70名が２時間

　　　30分にわたり、熱心に会議は進められました。

　　　　牟田ガバナーにより心を清ます点鐘で始ま

　　　り、地区委員の故江口義雄会員へ謹んでご冥

　　　福を析る黙祷を捧げました。まず牟田ガバナー

　　　挨拶で基調講演があり後半期もより一層の発
●　展をめざし、生き生きと善意の奉仕ロータリー

　　　の理想に向かって、何をすればよいか、地域

　　　社会にお役にたつか、一一人一人が若さを保ち、

　　　活力ある奉仕活動に皆さんと共に頑張りたい

　　　と抱負を述べられ、ＲＩ会長テーマの“築け

　　　未来を、行動力と先見の眼で”、後半期も尽

　　　力頂きます様にと励ましの言葉を頂きました。

　　　引きつづき、辻ガバナーノミニーよりご挨拶

　　　を頂きました。

　　　96～97年度の、ボランティア活動の計画

　　　⑦佐世保南ロータリークラブ岡村会員卓話

　　　　　（障害者の受診に関する懇話会）

　　　　野田三池之会員、鈴木康彦会員、岡村薫会

　　　員（障害者に対する日頃の思いやり）のすば

　　　らしいボランティア奉仕、健常者では思いつ
●　かない様な事ですが、手話による細かい心配

　　　りが必要なこと、ボランティア活動が必要な

　　　事、４～５ヶ月間にて２回の会合を開催、職

　　　業を通じて、野田医師会副会長が窓口になら

　　　れ、鈴木ボランティアコーディネーター岡村

　　　会員が（手話サークルの親ゆび小ゆびの会の

　　　リーダー）と連携が取れると言うことで今後

　　　の活動が、クラブレベル活動のみならず地区

　　　レペルにまで期待されるということです。非

　　　常な努力に深い感銘を受けました。

　　　○長崎ロータリークラブ　益田会員卓話

　　　　　（長崎いのちの電話）

　　　　　（よき隣人たち）ザ、サマリタンズと称さ

　　　れるボランティア活動として（自殺予防）の

６

職業奉仕地区委員長

　　　　有　谷　孝　次

ために始められ、日本でも（いのちの電話）

センターが設立されています。（日役人の心

と人のいのち）を大切にするボランティア活

動、長崎ロータリークラブ創立60周年を記念

事業として、百万円贈呈（長崎いのちの電話）

の支援を決定し、活発な奉仕活動として

①精神的危機に直面している人々への無償電

　話相談の場の提供

②電話相談ボランティアの養成・訓練

③24時間体制の確立

　長崎ロータリークラブは職業奉仕委員会で、

会員各自の働きかけにより、本記念事業の善

意の輪が大きな拡がりとなる様感謝と激励を

込めての支後金を贈られたことは、ロータリー

クラブ、ボランティア活動として長崎県、佐

賀県と地区レペルで、支援しながら連帯を図っ

て行きたいと結んで、終りました。

　最後に今年度の職業奉仕活動の眼目である

新方針四つの小委員会の各クラブ活動状況の

報告、地区委員による質疑応答がありました。

　牟田ガバナーの所感を頂き、年度一杯最大

の奉仕活動が遂げられる様、第2740地区の職

業奉仕委員長の方々の発表報告、友情と奉仕

からなり立つロータリー、寛容と理解を基本

とし、この機会に人生を学び、社会を学び、

自分を学びつつ、新春にふさわしい（築け未

来を行動力と先見の眼で）のテーマで出席者

全会員も、行動の年として決意を新たに閉会

した。



　　　Ｒ財団委員会(1996年11月)決定事項通知一抜粋－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1996年２月

　1996年11月１～５日、ＲＩのＲ財団管理委員会は次のように決定しました。

管理、運営

○ＤＤＦ余剰余配分：

　米貨310万ドルの地区財団活動資金(ＤＤＦ)の余剰余の使途を次ぎのように決定。 100万ドル

をポール・ハリス記念奨学金に、70万ドルを未払経費に充当、140万ドルを各地区ＤＤＦへ返済。

寄附増進と認証

○ポール・ハリス・フェロー認証クレジットの変更：

　今後財団プログラムに対する寄附合は、全部、フェローの認証に用いる事が出来る。年次プロ

グラム資金、承認された同額補助金、ポリオ・プラス、ポリオ・プラス・パートナー、国際財団

活動資金、承認された３－Ｈ補助金、災害援助、ヘルピング・グラントなど。但し認証用クレジッ

トは引き続き使用されないと２年目未で失効となる。

○新しいポール・ハリス・フェロー・メダル：

　1997年７月より男女共用のロイヤルブルーと金色のリボンで首に下げられるようになる。

○年次プログラム資金の“挑戦目標"設定:

　'97～'98年度の挑戦目標は米貨6､400万ドルである｡'99～2000年度の予測支出額を6.8％上回る

額である。

プログラム

○ポール・ハリス記念奨学生の選出：

　奨学金創設50周年記念行事として､'97～'98年度海外留学生50名を“ポール・ハリズ記念奨

学生として選定する。資金はＤＤＦの余剰余を用いる。

○研究グループ交換(ＧＳＥ)のプログラム変更：

　・ＧＳＥのメンバー数一-一書面報告によりロータリアン以外のメンバーを２名まで追加可能。

　追加経費は派遣地区のＤＤＦより支出。　１人当たり経費は米貨2､000ドル。

　・ＧＳＥに対するＤＤＦからの補助金減額一一一一シェア・カタログに記載されているＤＤＦから

　の補助金は､'96～'97年度プログラムより2000年まで14､000ドルより12､000ドルに減額。

　・チーム・メンバーの資格条件の変更一年齢は25～40歳までが望ましい。配偶者同伴を禁ず

　るなど現行の方針を再確認。

　・隣国とのＧＳＥ(新)一一３年間のこの試験的プログラムは2001年まで延長された｡'97～'98

　年度のＤＤＦにより、このプログラムを選択できる。

　・新しい単一職業又は文化活動のＧＳＥ一特殊な一種類の職業、または文化活動のＧＳＥが、

　チーム・メンバー選考の対象として承認された。

○国際関係を研究するポール・ハリス・センターの設置：

　特別に選ばれた国際親善奨学生のために、時事問題、国際関係、紛争の解決などの分野で研究

が出来るポール・ハリス・センターを幾つかの大学に設置するアイデアを推進する。２年間の奨

学金は参加地区のＤＤＦが負担する。詳報は後刻通達。

○災害救援補助金プログラムの改正：

　各ロータリアンはＲ財団を通じて救援資金を災害地へ送る事ができる。災害救援補助金として

認められる為には、２つ以上の国の２つ以上のＲＣまたは地区を含み相当数のロータリアンが直

接関与する事。詳細は後で。

○ボランティアに対する長期補助金：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－７－
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　　　　この補助金計画がまとまり、資金は地区のＤＤＦより捻出する事になった。

　　　○New oppotunitiesGrantの創設：

　　　現行の財団補助金の資格基準を満たしていないプロジェクトでも、それが人道的な恩恵をもた

　　　らす事が実証される場合、この制度によって地区のＤＤＦの負担で、例外的処置として承認しよ

　　　うというもの。 1998～’99年度以降は、正規の選択分野となる。

　　　○人道的補助金プログラムにおける「建築費」の新解釈:

　　　　1997年７月１日以降、通路、井戸、貯水池、ダム、便所、水槽に付属する建物で、１日の大半

　　　をその中で人々が生活するものでない限り、その建物も許容する事になった。

　　　○同額補助金プロジェクトの承認：

　　　　ガイアナその他17件の同額補助を認めた。総顛末貨626､042どる。

　　　○３－Ｈ補助金プロジェクトの承認：

　　　　パングラデシュその他10件の３－Ｈの補助金を承認。総額3､263､981ドル。

●　○ポリオの発生防止に関する声明：

　　　　管理委員会は次のような声明を採択した。

　　　　「各国政府、世界保健機構（ＷＨＯ）、国際ロータリー、ユニセフ、米国防疫センター、その

　　　他（ＣＤＣ）のパートナーの努力により、世界中で、毎年、少なくとも、50万件のポリオの発生

　　　が防止されています」

　　　○ポリオ・プラス補助金：

　　　　管理委員会は、エチオピア、レバノン、MECACARプロジェクトの免疫接種事業のために、

　　　1､743､700ドルのポリオ・ワクチン補助金を承認。

　　　○各クラブのポリオ・プラス委員会の配置についての推奨案：

　　　　各クラブのこの委員会は、ポリオから解放された先進諸国では国際奉仕委員会の下に配置する

　　　ことを推奨する。

　　　Ｏ零細企業を対象にした信用金庫プログラムを推奨：

　　　　ロータリアン及びロータリー・クラブが、社会奉仕あるいは世界社会奉仕の一端として、零細

　　　企業を対象にした信用金庫、回転ローン資金プログラムを設置するのに協力できる団体を見いだ

　　　し、そのような事業を実施するよう奨励する。

●財務

　　　○運営予備資金と支出に関する方針を採択：

　　　　運営予備資金への寄附合は、すべて、３年間投資される。運営費として支出する額は、過去３

　　　年間の投資資金（時価）の5.5％に抑え、それを５年間実行する。そして、次年度の、ポリオ・

　　　プラス以外の年次支出予算の1.5倍から２倍に相当する運営予備資金を、管理委員会の裁量によ

　　　り、国際財団活動資金から積み立てることを決めた。次年度の年次支出予算の２倍以上になった

　　　運営予備資金は、国際財団活動資金を通じてプログラムに支出される。

　　　○投資方針の採択：

　　　　管理委員会は、年次プログラム資金、恒久基金、恒久基金への年金贈与資金の投資方法を採択

　　　した。

　　　○３－Ｈ補助金へ配分された資金：

　　　　新しい運営予備資金の方針のもとに、運営予備資金から’96～’97年度の３－Ｈ補助金プログラ

　　　ムに300万ドルを配分、それによって総額590万ドルとなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にの項、抜粋責任者　月信担当副幹事　古賀行雄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－８－



唐津ロータリークラブ創立40周年記念式典

唐津ロータリークラブ

　唐津ロータリークラブは創立40周年記念式典を

去る１月21日に唐津シーサイドホテルにて間催し

ました。

　この日は式典に先立ち、姉妹クラブの中華民国

夫甲クラブより桜の苗木の寄贈を受け、冷たい北

風の中ではありましたが松浦河川畔公園の国際交

流広場にて、黄森雄会長と岩本会長それに市役所

関係者等の暖かい手により植樹が行われました。

まだまだ細い幹ではありますがこれからの交流の

ように益々夫くなることを願って面会長のスコッ

プから土が根元にかけられました。

　式典には、韓国から脱水ロータリークラブの蛮

勇城会長以下16名、台湾からは夫甲ロータリーク

ラブ16名の海外からの参加者を始め、唐津ロータ

リークラブと市内の西、東、中央クラブ200名の

合わせて230名の参加のもと簡素な中にも盛大に

開かれました。

　40周年式典は平野郷吾実行委員長の開会宣言で

始まり、辻庚一パストガバナーを含む10年間の物

故者に対し黙祷を捧げ、在籍25年以上の会員10名

の表彰を行ない、続いて記念事業の発表がなされ

ました。

　式典終了後はただちに祝賀会に移り宮高博兵衛

バストガバナーの乾杯の音頭でレセプションが始

まりました。脱水、夫甲など海外の会員をはさん

で旧知を温めあい、和気相合のうちに本当に時の

【地球環境を守る職業倫理訓】

　私たちは私たちの職場を通し

　地球環境を守ります

育てよう地球環境守る心

出来ますか自分のゴミの後始末

美しい山河を守り子や孫へ

経つのを忘れて杯を重ねました。

日　時／平成９年１月21口内　17:00～19:30

場　所／唐津シーサイドホテル・羽衣の間

参加者／唐津ロータリークラブ会員並びにチャー

　　　　ターメンバー、歴代会長

　　　　唐津地区３ Ｒ．Ｃ．会員の登録された方

　　　　姉妹クラブ　大韓民国　脱水R.C.16名

　　　　　　　　　　　中華民国　大甲R.C.16名

　　　　　　　　　　　　　　　　総計　　　230名

主　旨/40年の節目に当り、過去の栄光（歴史）

　　　　に感謝し、地域に奉仕、ロータリーに奉

　　　　仕し、以って、会員の今後のロータリー

　　　　活動の心の糧となる様な記念事業に主体

　　　　をおく。式典及び祝賀会は華美にならず、

　　　　内祝的な形式をとった。

記念事業／

　　　　一、私たちは、生業を営む地域社会に対

　　　　　　し、感謝の心をこめて

　　　　　　Ａ）日本赤十字社　佐賀県支部に対し

　　　　　　　「血液センター事業用車両購入資金

　　　　　　の寄贈」

　　　　　Ｂ）唐津市に対し

　　　　　　　「環境パトロール車」一台寄贈
■-

一心 私たちは、未来のロータリーのため

　奉仕の心をこめて

　財団法人ロータリー米山記念奨学会に

　対し「特別寄付」を贈る。

三、私たちは、仕事を通じて常に環境問

　題を自問し、各人の職業倫理を高める

　ため、「地球環境を守る職業倫理訓」

　を策定し、会員並びに参加者会員に、

　その主旨を提唱した。
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今までをふりかえって
有田ＲＣ福島奨学金生　松尾ゆかり

　　　　長い間の夢だった小学校教師として勤め始

　　　めて、半年が過ぎました。今は、元気な四年

　　　生を相手に、忙しいけれど楽しい毎日を過ご

　　　しております。

　　　　「福島奨学金」には、ほんとうにお世話に

　　　なりました。もう６年も前のことになります

　　　が、高校三年生の三月、私は志望していた九

　　　州大学文学部になんとか合格することができ、

●　これから始まる大学生活のことを考えて、期

　　　待に胸をふくらますばかりでした。両親も、

　　　もちろん喜んでくれました。しかし、いま思

　　　えば、両親にとってみると、四年分の授業料、

　　　生活費、さらに弟の進学のこともあり、かな

　　　りの経済的不安があったのではないかと思い

　　　ます。「福島奨学金」をいただくことで、無

　　　事に四年間の大学生活を終えることができま

　　　した。いえ、「終える」だけでなくさまざま

●

なことに挑戦して、どんな友達にも負けない

ほど充実した大学生活を送ることができまし

た。これは両親と、「福島奨学金」のおかげ

だと思っています。また、四度目の挑戦では

ありましたが、今年、教員採用試験に合格す

ることができました。これも、自分だけの力

では到底できなかったことで、今まで自分を

応援してくれた両親や友達、そして奨学金に

対しても、感謝の気持ちでいっぱいです。自

分は、いろいろな人たちに支えられているん

だなと感じます。

　これから、小学校の先生としての人生をス

タートさせることになります。そのなかで、

感謝の気持ちを持つことのできる子ども、素

直に「ありがとう」の言える子どもを育てた

いと思っています。

地区ガバナー各位：ペネファクターの申込について

拝啓

財団については日頃お世話になっています。いくっか

変更がありますので、お知らせいたします。

従来、恒久基金に米貨游1､000を寄付し、ベネファク

ターになりますと、元金は使用されませんが、収益は

シェアに加算されていました。

今回より、収益の60パーセントがシェアに加算される

ことになりました。そのうえ、ペネファクターの申込

をするとき、その旨、記入するようになりました。新

しい申込用紙を持っている場合､､「管理委員会の判断

で」（国際財団活動資金）または「シェアを通じて」

　（地区財団活動資金）のいずれかにチェックするよう

になりました。地区財団活動資金に加算したい場合は、

　「シェアを通じて」をチェックして下さい。

古い用紙の場合は、用紙の欄外にシェアと記入して下

さるようお願いします。この決定は既に発効していま

すので、本日より実行されますようお願いします。

用紙の書き方について疑問がありましたら、日本サー

ビス・センター翻訳室の片岡か財務室の渡辺に照会す

るようお願いします。

なおロータリー・レートが３月１日より、１ドル119

円になります。円安の折、大変恐縮ですが、地区目標

達成のために２月中にさらに一層のご努力をお願い申

し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　田中作次

　　　ロータリー財団地域コーディネーター

－１０
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　　　おめでとうございます

○米山功労者

　　佐賀西・シニア　　　　　　　　東長崎・漬物卸業

○マルチプル・ポール・八リスフエロー

　

佐ぶシニア

明

故江口　義雄君

　　(佐賀西)

平
成
八
年
ト
二
月
一
千
七
日

　
（
ゾ
年
六
ト
二
才
）

逝
去

東長崎・整形外科

福江中央・シニア

故平岡　清一君

　　(唐津)

平
成
九
年
一
月
十
四
日
逝
去

　
（
享
年
九
十
一
才
）

故平松　栄一君

　　(唐津東)

佐賀北・脳神経外科

福江中央・シニア

福江中央・シニア

平
成
九
年
二
月
一
日
逝
去

　
（
享
年
九
十
三
才
）

お詫び

　月信８

名前申、
で深くお

り訂正し

労者、お

ましたの
記のとお

松尾日出輝君の佐世保北を

佐賀北に
古賀行雄君を米山功労者に

米山記念奨学金を米山功労

者に

　　　　　月信編纂委員会

新しい仲間です。

　　よろし＜

石
津
北
　
野
　
西

　
　
賀
ク
　
　
ク
八

白
牛
佐
　
嬉
　
佐

大　　村

佐世保西

長崎西
唐津中火

小林憲一郎

毛利　正己

古田裕･郎

鶴田　満浩

井手　洋子

辻　　武彦

沖　万寿男

中瀬　和隆

前川　一雄

大久保重利

高野　一一広

中島　和義
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S29.9.15

S31.7.8

S20.9.15

電気器具販売

料理店

工業用ゴム製品販売

尾ヽ臓血管内科

清酒配布

陶器製造

建設業

不動産業

↑青幸匯通信

住宅建設業

木材配布
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　　　　　　　　　　　　　　　文庫通信（113号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千余点を収穫・整備し、皆様のご利用に備え

ております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー

サービスも承ります。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を

致します。

　　　　　　　　半年間に登録された資料の中から　その２

ＯｒＴＭ基調講演（「国際社会における奉仕活動の可能性」舛添要一一）及び質疑応答集」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮北R.C.1994年　32頁　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「戦後50年　中国の大地にロータリーの灯を！」京都西北R.C.1996年　52頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込先　京都西R.C.TEL（075）87レ2846）〕

○「国際ロータリー第7090地区及び第2520地区友情交換活動報告書JD.2520 1996年　48頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先D.2520　TEL（0197）65-0980〕

O「青少年交換プログラムマニュアル」　D.2770　［1995年］64頁〔申込先　D.2770　TEL（048）834-0123〕

○「国際親善奨学生選考実施要領1996～97年度版J　D.2580　1996年　20頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「地球環境一覚え書（１．水圏）」武部　啓　1996年114頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　東京武蔵野中央R.C.TEL（0422）42-7258〕

○［考えてみませんか、わたしたちのまちの環境を］　東京ハ王子西R.C.1996年　135頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　東京ハ王子西R.C.TEL（0426）24-7342〕

○「地球と環境　３年生のメッセージ」村山R.C.1996年　183頁〔申込先　村山R.C.TEL（0237）55-5581〕

O「未来へ届け！平和のメッセージ」　石岡R.C.1996年　128頁　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

ロータリー文庫

干105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館７階

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時

｢爽171,.･･･¬‥'‥¬?･･ぞ?"｀fF9.｀ﾐ･.' ･7‘'･･゛･･.'

i ly997498年度ｽ'………･.J

TEL(03)3433-6456 ・FAX(03)3459-7506

休館＝土・日・祝祭日

溥日本ロ宍ﾀﾞﾘふ･゛4クラプ会員名簿のご案内

|ﾆ;;1=･.全国34地区=√222QO¶RjCの事務所、13万大の会員の職業分類ご事業所を詳

ｉﾚ√細.･lこ循=己載6ｴﾝ……’.=..7･ .=　’

|づ2ク1998年からの新郵便番号制にともない、７ケタの郵便番号で編集。
I.　･.　･･1　　　　　　11 1111　　　　11｜
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j4；　F組7;000附（消費税､’送料別）　　　　　＼

y5yダラプ事務局を通じて、ロ乙タリーの友事務所までお申し込みください。
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バナー事務所告知板

３月の地区行事予定

日 行　　　　事

１～２ 全国ローターアクト研修会

　　　　　　　　　於：唐津ロイヤルホテル他

９ 米山奨学生研修会

12 長崎琴海ロータリークラブ５周年

15～16 ＲＹＬＡ

25 ロータリー財団第３回研修会

　　　　　　　　於：武雄センチュリーホテル

29 クラブ会長エレクト研修セミナー　　於：佐世保

１４

Ｇ．Ｓ．Ｅへの取組について

　先日開催された地区ガバナー諮問委員会に

おいて、1998～'99年度に研究グループ交換

実施をめざして、本年中に相手地区と接触を

し、1998年３月の国際協議会で合意書が調印

出来るよう努力することを要請された。

　相手地区は、前回オランダ地区と実施した

ので、今回もオランダ地区がいいのではない

かということで意見の一致を見た。

　関係者の今後のご協力をお願いします。

表紙絵の説明
日本最初の大砲

　武雄における大砲の歴史は、天保３年（1832）武雄領主鍋島茂義公が家臣を長崎の西洋砲術家、
高島秋帆に入門させたことに始まる。

　２年後には、茂義公自身も入門、大砲製造を学んだ。
　この写真は天保６年（1835）に高島秋帆を武雄にまねき、日本で初めて造られた青銅の臼砲（モ
ルチール砲）＝重要文化財指定＝である。

　またその外、モルチール試薬砲、ボンベン野戦砲、ナポレオン式４斤野戦砲が残っております。

国際ロータリー関係事務所
国際ロータリー世界本部　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 Sheman Avenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U.S,A.

国際ロータリー日本サーピスセンター　〒160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　奉　仕　室　�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

　　　　　　　資　料　室　�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

米　山　記　念　奨　学　会　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156　FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日､祭日休み)

　　　　ガバナー　　牟　田　勝　輔

　　　　地区幹事　　大　坪　勇　郎

　　　　事務局　山　口　真利子

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古　賀　行　雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　井　上　俊　正

　　　　　花　田　晴　年

　　　　　別　所　善　弘

印　刷　鹿島印刷株式会社昌脱脂:n
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築け未来を

行動力と先見の眼で

1996~'97年度　国際ﾛｰﾀﾘｰ･ﾃｰﾏ　　　　　，k
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職業奉仕について
国際ロータリー第274o地区ガバナー　牟　田　勝　輔

　皆様、ロータリーの歴史をひもとく中で、フレデリック・シェルドンやフランク・コリ

ンズや或いはガイ・ガンディッカーなどの名前が出てまいりますが、この人達は、いねば

ロータリーの初期に、職業奉仕の概念を確立した理論派といわれるべき人達であります。

が又、一方にはこれとは全く意見を異にした異なった主張をする人達がおります。

　その代表的な人物はエドガー・アレン（エミリアＲＣ）という人でありますが、この人　●

遠の主張は、まず理念よりも実践であって、職業奉仕で得た利潤は、その一部を弱者救済

に還元して、地域社会に対して貢献しようとする、いわゆる社会奉仕の思想であります。

この人達を実践派と呼んでおります。

　ちょうど1912年頃、アメリカ社会の一般的なニーズに、身体障害者の社会復帰運動とい

うのがありまして、このことから、ロータリーの中で社会奉仕の気運が急速に高まってま

いったのであります。

　まず、オハイオ州トレードＲＣが、身体不自由紀を収容する学校を設立いたしました。

前に述べましたエドガー・アレンは1915年に、これらの運動を統合して国際身体不自由協

会という組織を、ロータリーの中に設立することに成功したのであります。

　そこでこのような実践派に対して、理論派が激しい非難を浴びせかけて来たのでありま

す。その理由として「本来ロータリーは職業奉仕のための団体であって、会員の職業上｡の　●

貢献によって社会全体が幸福になれば、それで職業奉仕になるんではないだろうか、それ

でもそんなに社会奉仕がしたければ、それはロータリアン個人が行えばよいことであって、

ロータリーが団体としてこれを行うということは、ロータリーの本来の目的に反するので

はないのか」というものであります。

　このように、ロータリーがクラブ全体として社会奉仕を行うか、否かという論争は、段

々と激しさを加えてまいりまして、両者の争いによってロータリーはあわや分裂するので

はないかという事態に直面いたした訳であります。

　事実、この争いのため、ロータリーのやり方に強い不満を抱き、ロータリーを退会して

ライオンズクラブを設立しましたのが、メルビン・ジョーンズ（テキサス州ダラスＲＣ）

であります。1917年のことでございました。ともあれ、この理論派と実践派との論争は、



　　　次第に高いうねりとなってまいりました。　しかし、このような1910年代のロータリーにお

　　　ける職業奉仕を信条とする理論派と、社会奉什を主張する実践派との熾烈な論争にようや

　　　く決着をつけて、対立を解消し、ロータリーを大同団結に導いたのが、皆様ご存じの決議

　　　23～34であります。

　　　　この決議は、1923年、ミズリー州セントルイスで開催された国際大会で採択されたもの

　　　で、一般には社会奉仕に関する決議第34号とか、あるいはセントルイス宣言とかいうよう

　　　に呼ばれております。が、この決議の全文はその後少しずつ修正されまして、現在手続要

　　　覧、75真の社会奉仕「社会奉仕活動に対する方針」の項に掲載されております。この決議

　　　は社会奉仕に関する決議となっておりますが、これは社会奉仕のみのものとせずに、広く●

　　　ロータリーの「奉仕の実践」に開する決議と考えるべきでありまして、職業奉仕、社会奉

　　　仕、国際奉仕に開する通則が述べられているのであります。この中の重要な点を要約いた

　　　しますと、「ロータリーは理論だけでなく、行動の哲学であり、それは自己のために益せ

　　　んとする欲望と、他人に奉仕せんとする義務意識との間に絶えず生ずる葛藤を、調和させ

　　　ようとする人生哲学である」と定義している点であります。

　　　　この哲学に基づきまして、各クラブの奉仕活動には自主独立性が認められ、各クラブは

　　　他のクラブの活動を軽視することなく、同時に、ＲＣは会員個人として奉仕を行ってもよ

　　　く、また団体としてこれを行ってもよい、という原則が確立されたのであります。

　　　　このような意味から致しましても1923年という年は、ロータリーにとって非常に画期的

　　　な年であったと思います。此の際に補足をいたしますと、この決議34号の起草者は、テネ

●　　シー州シュビルＲＣの会員、ウィリアム・マニア・ジュニアとシカゴＲＣの会長、ウィリ

　　　アム・ウエストバーグであります。マニア・ジュニアは、1936年度の国際ロータリーの会

　　　長に選ばれております。近年、ともすればこの決議34号は、国際ロータリーから軽視され

　　　がちであるようでありまして、1923年に決議されて以来、現在まで５回修正されたり改正

　　　されたりしております。一時は手続き要覧から削除されたこともありますが、日本のロー

　　　タリアンの必死の抵抗によりまして復活し、現在の手続要覧にかろうじて残されていると

　　　いうのが、現状のようでございます。

　　　　次回は「四つのテスト」について述べる予定です。

２



ＩＭを終って

　　　第２分区代理　島　富士男

　去る１月25日、第二分区のＩＭが佐賀市の

ホテルニューオータニ佐賀に於て、ホストク

ラブ佐賀ロータリークラブの元に開催されま

した。

　宮島簿兵衛、井田圓之、両パストガバナー

にご出席いただきました。

　今回のＩＭでは、テーマを青少年奉仕とし

て、第一部では、宮島パストガバナーに「新

世代とロータリー」と云うテーマで基調講演

をしていただきました。

　アジア地区大会での曽野綾子女師の話しを

引用されて、水と心との係り、日本人の心の

問題に触られ、又、愛国心とは何か、「自分

が継承した国よりもより良い国を次の世代に

継ぐことである」と説かれた、小泉信三先生

の話しを引用されました。

　非常に格調高い基調講演をしていただき感

銘を受けました。

　第二部では、「青少年活動と国際奉仕」と

云うテーマでパネルディスカッションを行い

ました。コーディネーターを野日清会員、パ

ネラーを財団国際親善奨学生、交換留学在日

学生、交換留学帰国学生とし、ロータリーと

の開わりについて、ディスカッションしまし

た。途中でロータリー財団の仕組について説

明をしていただきました。皆さん大変熱心に

耳を傾けておられました。

　終了後直ちに懇親会に移り大いに親睦の輪

を広められ和気蕩々の中閉会となりました。

　ＩＭ開催に当り幾度となく会合を重ねられ

努力された佐賀クラブの皆様、沢山の登録を

し、参加され、ＩＭを盛り上げていただいた

ロータリアンの友惰に対しにヽより感謝申し上

げます。

３

　　　第４分区代理　御厨　成宏

　ＩＭが終って、役目をはたすことが出来た

こと、叉感謝の気持ちでいっぱいです。

　開催目：２月16目　場所：江迎町文化会館

　ホストクラブ　　北松浦クラブ

　コ･ホストクラブ　平戸、松浦、生月クラブ

　カウンセラー　　上原　寛パストガバナー

　　　　　　　　　辻　洋三ノミニー　出席

　第四分区12クラブ　登録者数　423名

　懇親会会場　サンパーク吉井(吉井町)

ＩＭ部門別ミーティング

　第一部　クラブ奉仕部会　平戸クラブ担当

　　(1)出席の状況　　(2)会員選挙の方法

　第二部　国際奉仕部会　佐世保クラブ担当

　　田　ロータリー財団

　　(2)財団法人ロータリー米山記念奨学会

　意見発表　福市会津千財団学友　佐賀大学

　米山奨学生　林千成　長崎県立大学

　米山奨学生　陣没栄　長崎県立大学

　以上の内容でＩＭ実施、北松浦クラブでは

地元での開催14年ぶりでしたが幸に、上原カ

ウンセラーのもと、辻洋三ノミニーにも出席

いただき、部門別ミーティングでは平戸、佐

世保クラブより立流な、リーダー副リーダー

等にめぐまれ当日資料は38頁となり特に財団、

米山の資料は充実したものが出来上りました。

又財団、米山では特別のスライドによる説明

があり又財団学友のスライドによる発表、米

山奨学生の発表があり盛大なＩＭとなりまし

た。又地区財団情報、奨学神宮博明委員長よ

り、地区財団寄付現況をＩＭで発表する様依

頼がありましたのでプリントを資料にはさみ、

挨拶の中報告、前年度に比べ地区全体として

大変財団への寄付が落ちている現状を知って

いただきました。出席、増強、財団、米山の

理解、発展に今回のＩＭがお役にたてれば幸

に思っています。

●

●



ＩＭを終って

　　　　　　第３分区代理　織田　了悟

　　　　ＩＭを終えてほっと一息というのが正直な

　　　ところ今の心境であります。クラブ全員の協

　　　力がなければなしえない関門でありました。

　　　　内容、形式共に従来型を超えようという目

　　　論見でしたが､｡果して目論見どうりの結果が

　　　得られたのかどうかということについて反側

　　　しているところです。

　　　　テーマが「新世代会議」ということで、

　　　　「新世代会議」を今後どのように推進するか●　　

ということでした。まず新世代の意見を問く

　　　という大前提があって、そのこころみは今年

　　　一年かぎりで終ってしまうような性質のもの

　　　ではありませんから、今後ロータリー各クラ

　　　ブのプログラムの中に組み込まれて継続され

　　　るべきであります。そのためには本年度中に

　　　数回のこころみがあって、その成果を持ち寄っ

　　　て次年度以降に繋ごうというものであります。

　　　　そもそも、ＲＩ会長の代る毎に方針が変る

　　　ことに対する疑問がありましたけれども、私

　　　はＲＩ会長が毎年交代して、毎年異った方針

　　　を出されても、表現は異り、力点は違っても

　　　ロータリーの本来的方向に相違はないと受け

　　　とめて、「新世代会議」を真正面から取り上●　　

げたのであります。ＲＩ会長の提唱は全世界

　　　のロータリーに普遍的な表現をされますから

　　　抽象的に見えますが、受け手の側は地域に根

　　　ざす各クラブでありますから、地域の事情、

　　　クラブの事情に即して実践されるべきであり、

　　　また今後も各クラブの姿勢としてプログラム

　　　の中に活用さるべき問題だと理解したのであ

　　　ります。

　　　　さて、以上のような目論見が、ＩＭに学ぶ

　　　という結果になったのかどうかについては、

　　　今後の各クラブ、各自の課題として反側され

　　　ていくならば私の描いたＩＭへのイメージは

　　　成功したと云えるのではないかと思います。

４

　　　第５分区代理　橋田　村俊

　300栄名のロータリアンの結集の中、第５

分区ＩＭが2月２日大村市長崎インターナショ

ナルホテルで開催された。多忙のなかカウン

セラーとして市瀬久米嘉パストガバナーの基

調講演に始まり、第１部会会員増強・第２の

新世代会議が展開され、佐古パストガバナー

の労りの言葉で閉じた。

①基調講演…第１は、会社でのマンパワー、

新人育成で会社の活性化が計られその戦力が

必要である如くロータリーでも最重要課題で

ある。第２は現在のロータリー青少年プログ

ラムに新しいイニシャチィブをプラスするも

ので、新世代は未来に対する私たちの投資で

あり、未来を築く重要な要素とならなければ

ならぬと結ぶ。

②第１会員増強部会…諌早多良見Ｃ担当。宮

崎リーダーにより⑦会員増強○退会防止⑤女

性会員についてスライドでの発表であった。

内容のすばらしさと、周到な準備、クラブ全

員の連携プレーに賛意を表したい。そして４

クラブ代表島田氏（諌早北）山下氏（諌早多

良見）脇山氏（佐世保東）緒方氏（佐賀大和）

によるディスカッションは、貴重な体験に基

づいた討議、即ち、特に人材確保の困難な問

題を、クラブ全員で取り組み成功した事例等

大いに参考となった。

③新世代会議…大村Ｃ担当。児島リーダーの

もと５名の若者は、社会改革のため大人は筋

を通してもらいたい。学園都市づくりや、自

然環境を生かした企業誘致開発や、郷土を愛

し、安心のできる農業の新局面、そして実用

化できる外国語教育を等々に対し、大村市長、

教育長、会頭、分区代理でアドバイスのコメ

ントをなし極めて有意義であった。私共の課

題として今後、若者とリーダー共々に考え、

以上の示唆を相互の研譜に資したい。



ＩＭを終って
　　　第１分区代理　西田　惣次

　一言御挨拶を申ヒげます。本日は大変ご多

忙の中多数御出席戴きまして誠に有難うござ

いました。厚く御礼を申上げます。逸見嘉彦

パストガバナーには公私共に御多忙の中第１

分区のＩＭに御出席戴き基調講演を賜る様に

なっております。又伊万里図書館長でありま

す小鴨一郎先生、北九州市より遠路おい出戴

きました中村高月先生に改めてお礼を申上げ

ます。昨年７月より10月迄牟田ガバナーの公

式訪問に同行致しまして夫々のクラブにお伺

いして例会やクラブ協議会を通じてロータリー

を勉強させてもらったわけでございますが更

に本日ここでおめにかかる機会を得まして非

常に喜ばしく光栄に存じております。本日の

テーマは今日大きな社会問題になっている

　「いじめ」と「不登校」を取上げ長い間学校

教育に尽くされた小鴨一郎先生と中村高月先

生に対話形式でお願いし、のちに会員の皆様

の質疑をお願いしたいと思います。「いじめ」

　「不登校」を取上げましたのは新世代委員会、

青少年奉仕委員会の問題として取上げ「いじ

め」による自殺はその通りでありますが「い

じめ」による不登校と一般的には考えられて

いた様ですが実際にはそうではなく家庭環境

による不登校が一番多いと言われています。

又或る宗教に入っている家庭で小学校３、４

年になっても一人で登校出来ず母親が毎日学

校まで送り迎えをしている、これは事実であ

りました。平成６年度文部省の調査により

　「いじめ」は、可成り多発しており極めて憂

慮すべき状況であると言われており佐賀県に

於いても同様だと思います。この様な状況の

中で我々ロータリアンとして何をなすべきか

如何に対応すべきか御教示戴ければ幸いと思

います。又これはテーマ外でありますが青少

年と社会環境について共に考える懇談会（佐

賀県１月28日）での資料によりますと薬物乱

用の低年令化か進みシンナー等の乱用は自分

の心身をむしばむだけでなく凶悪犯罪を誘発

する等社会にも多大な書を及ぼしている現状

であると言われてます。私共はいまこの社会

悪を追放して薬物乱用のない社会環境づくり

を進めて行く事が緊急課題であると思います

ので本日のテーマと共に皆様の御指導御助言

を戴ければ幸いと思います。そして本日のＩ

Ｍが実りあるものでありますようお願いして

御挨拶と致します。

一ｊ

　　　第６分区代理　小演　正美

　本年度第６分区インターシティミーティン

グは、佐古史啓直前ガバナーをカウンセラー

に、御出席を得て、平成９年２月22日（土）午

後１時より長崎市ニュー長崎ホテルで傘下11

クラブの協力のもと盛大に挙行され、大盛会

裡に外事終了しました。ホスト役は長崎西Ｒ

Ｃ、コ・ホスト役は長崎ＲＣに務めていだだ

きましたが、渡澄修志実行委員長、久保昌二

幹事の綿密周到な運営のもと大会を大成功に

導いて戴きました。　　　　　　　　　　●

　当日は懸念された天候も快晴で、五島の２

クラブからも遠路多数の参加をいただきまし

た。

　登録者数630名で、100％登録の３クラブ

　（長崎西、長崎、長崎中央ＲＣ）のほか、分

区外の佐賀北ＲＣからも１名の当日参加もあ

りました。来賓として上原寛パストガバナー、

野崎元治ガバナーノミニーのご臨席もいただ

き、大会に錦上花を添えていただきました。

　本年度第６分区ＩＭのテーマは①ロータリー

の基本（クラブ奉仕部会）②未来へ翔く新世

代のために（新世代部会）の２つにしぼり約

４時間にわたり熱心な討議が行われました。

　佐古直前ガバナーによる「ロータリーの基　●

本」、特に例会出席とClassificationについて

の基調講演は、利己と利他との調和、親睦の

本質的な意味、親睦と奉仕との調和のロータ

リー思想の原点を格調高く、しかも平易に述

べていただいたが、当日の出席者全員に深い

感銘を与えました。

　懇親会では、第６分区内ロータリアン30数

名の有志による“ハミングバーズ”なるコー

ラスグループの初公開の友情出演もあり、懇

親会場の雰囲気をいやが上にも高め、ロータ

リアンの親睦・友好の輪を益々拡め、自己研

錐のための勉強と親睦の基調な１日を、余韻

深く締めくくっていただきました。
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第５回国際青少年交換地区委員会と

　　　　　　　　　オリエンテーションについて

　　　　　　　　　　国際青少年交換委員会委員長　前　田　一　彦

　去る２月23日、大村市の本経寺に於いて委

員会及びオリエンテーションが行われました。

牟田勝輔ガバナー、辻洋三ガバナーノミニー

を初め８名の来日学生、11名の派遣予定学生、

11名の保護者、24名の地区委員・国際ロータ

リアン、数名の帰国学生が参加し、11時より

13時まで委員会、13時より15時までオリエン

テーション、全体会議と内容のあるものとな

りました。

委員会では、

①　来日して１ヶ月後に帰国した学生と今年

　２月に共に早期帰国した学生についての説

　明かあり、スポンサークラブ及び地区の出

　発前の教育、オリエンテーションの不足が

　指摘されました。又、学生本人の交換学生

　としての自覚のなさがその原因となってい

　ます。しかし、全体的には交換事業は立派

　に成功しており将来の国際親善、理解に必

　ず役立つでしょう。

②　次年度の交換学生の選考の教については

　日本は世界標準の１／３程度ですが、活動

　予算、ホストファミリーの確保等の問題で

　急速な増加は困難と考えられています。活

　動費、諸経費を抑えてどの程度の交換数を

　維持できるか今後の課題と思われます。

③　新しい交換先としてオランダ、メキシコ

　が当地区に申込みをしていますが、当地区

　としては先鞭をつける意味で両国との交換

　を推めたいと思っています。

来日学生オリエンテーション

　日本語習得度を知るための英文和訳。

　今月来日した学生に対する来日学生全員の

アドバイス、意見の発表、帰宅時間の厳守等

の注意。

派遣学生オリエンテーション

●

　派遣先から送られてくるギャランティーフォー

ムの作成の指導（ビザ発給のための両親、受

入れクラブ、受入れ高校及び最初のホストファ

ミリーの承諾のサインが必要）、語学修得程

度確認のためと、日本や郷土の紹介をする為

の用意ができているかを知る為の簡単な英語

のテスト。また今回は旅行業者を迎え、派遣

先への交通手段、パスポート、ビザの取得方

法、出発予定、今後のスケジュール等の説明

を致しました。帰国学生の皆さんにも経験に

基づいたアドバイス等を頂き、オリエンテー　●

ションがスムーズにいったことに感謝を申し

上げます。

　派遣学生として大事な心構えは第一に自立

していること、ホストファミリーの一員とし

て責任を全うすること、出発前に英語を集中

的に勉強しておくことを強調しておきました。

派遣予定の学生の皆さんも一生懸命努力をし

ているようです。必ずや外国の文化を学び親

善の実を挙げ、目的を達成して帰国できるも

のと信じます。ロータリアンの皆様のご協力

を切にお願い申し上げます。

７



＝随筆=

　　｢冬来たりなば春遠からじ｣

　　　　　　　　　　　　　　　　嬉野･-ﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ　織　　田　　了　悟

　　　　「冬来たりなば春遠からし」

　　　　「暑さ寒さも彼岸まで」

　　　　冬の寒さから春を、夏の暑さから秋を待望

　　　する人のこころを表すもので、季節にちなん

　　　で、季節に事よせて人の気もちを表す諺が多

　　　いのは、おそらく、四季のめぐりのあざやか
●　

な日本の風土に由来するであろうことは言う

　　　までもない。今日はまさに彼岸の中日。

　　　　冬の寒さや夏の暑さに苦しむように、不幸

　　　に泣いている人向って、もうしばらくの辛抱

　　　だよ、もうすぐ暖かい春、涼しい秋がやって

　　　きますよ、という慰めのことばによって励ま

　　　され、その苦しみに耐えて行くことができた

　　　とすれば、たしかにそのことばは効果がある

　　　と言える。しかし、慰めだけで、心のもちよ

　　　うだけで、そう安易に幸せの春がやってくる

　　　ほどに人は賢くはないだろうし、世の中はそ

　　　う順調ではなかろう。

　　　　客観的にはたしかに幸せたるべき条件が整っ●　

ていても、必ずしも人は幸福だと感じはしな

　　　い。他の国の人びとと較べると、たしかに豊

　　　かであり、幸福であるべき日本人の大多数は

　　　幸せを実感しないという。

　　　　冬の寒い時期に春の到来を願って待ち達し

　　　いのは、「春」ということばの中に、幸福に

　　　なれる客観的な条件が含まれている、と感じ

　　　ているからである。しかし、冬服を作ったり

　　　暖房器具を製造、販売している会社にとって

　　　は冬はきびしい寒さが続いて、春の来るのは

　　　遅い方がよいかもわからない。

　　　　それでは「春」とはいったいなんなのだろ

８

う。日本的な感覚からすると、たしかに「冬

来たりなば奏達からし」であるから、辛抱、

忍耐によって幸福が訪れるように錯覚を起す

のではないのだろうか。「暑さ寒さも彼岸ま

で」などという諺も、日本にいるからこそ実

感できるけれども、一年中真冬といったよう

な地方もあるし、反対に一年中真夏のような

地域に住んでいる人々にとっては何のことだ

か解らないだろう。

　　「敷島の大和心を人問わば、朝日に匂う山

桜花」（本居宣長）という和歌が示すように

日本人の感覚は日本人に特有なものだから、

現代のようなグローバルな時代には、この日

本的感覚というものを、もう一度考え直す必

要があるのではないだろうか。

　つまり、「幸福」は四季を通じていつでも

感じうるものであって、言うなれば、幸福と

は「幸福感」のことであり、「充足感」のこ

となのだということになる。たとえどんなに

きびしく、苦しい状況の中にあっても、常に

積極的に前向きに進んで行くような「主体性」

があれば、必ず苦難を乗り越えて幸福になれ

るチャンスがめぐってくる、というものなの

である。「冬来たりなば春達からじ」という

ような諺は、いわば象徴的なものなのである。

その象徴というのは、忍耐とか、辛抱の象徴

ではなくて、主体的な努力の象徴なのである。

　「奏」という棚から「幸福」というボタ餅が

落ちてくるのを待つということではないので

ある。
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平成９年１月出席報告

　100％おめでとう

佐賀西・佐世保・佐世保中央

佐世保南・大村北・長崎東

出席報告は、哨!月15目迄にお願い致します。

分

区
クラブ名

会　員　数
例
会
回
数

出　席　率
当

月

丿眼

位期初 月末 増減 通　算 当　月

第

１

分

区

伊万里 51 53 ２ ３ 96.38 94.51 23

伊万里西 54 55 １ ４ 97.00 97.24 13

唐　　津 65 66 １ ４ 97.91 97.50 12

唐津中央 59 61 ２ ４ 98.59 98.35 ８

唐津東 62 64
　　　２

--------

　　－２

４ 99.42 98.50 ７

唐津西 61 59 ３ 95.01 96.91 14

６　Ｒ　Ｃ 352 358 ６／ 97.39 97.17 ①

第

４

区

神　　埼 35 34 －１ ４ 77.58 66.80 55

小　　城 36 39 ３ ２ 87.72 93.45 25

佐　　賀 86 89 ３ ４ 96.60 97.65 11

佐賀北 65 65 ０ ３ 96.09 97.87 10

佐賀南 39 39 ０ ４ 92.45 93.41 26

佐賀西 71 69 －2 ４ 100.00 100.00 １

佐賀大和 31 30 －１ ４ 84.35 91.07 29

多　　久 43 42 －１ ４ 84.06 84､52 39

牛　　津 38 40 ２ ４ 85.85 86.87 37

９　Ｒ　Ｃ 444 447 ３／ 89.41 90.18 ③

第

３

分

区

有　　田 56 54 －2 ４ 85.98 90.28 30

鹿　　島 60 64 ４ ４ 85.68 84.75 38

大　　町 42 39 －3 ４ 82.35 82.70 44

白　　石 31 32 １ ３ 85.25 84.00 41

武　　雄 64 63 －１ ４ 88.84 84.13 40

太　　良 30 31 １ ４ 69.93 70.00 54

嬉　　野 40 45 ５ ４ 88.31 83.90 42

７　Ｒ　Ｃ 323 328 ５／ 83.76 82.82 ⑥
22　R　C 1119 1133 14 ／ 89.79 89.75 ／

分

区
クラブ名

会　員　数 例
公

回
数

出　席　率
当
月

順
位期初 月末 増減 通　算 当　月

第

４

分

区

ず　　パ 50 47 づ ４ 91.56 95.22 19

生　　月 28 26 －2 ３ 85.44 77.69 50

北松浦 40 42 ２ ４ 94.00 92.20 27

松　　浦 48 47 －１ ４ 92.95 88.29 35

佐世保 100 99 ぺ ３ 100.00 100.00 １

怜仲保中央 64 65 １ ４ 100.00 100.00 １

佐川呆東 64 60 －4 ４ 91.46 89.17 34

佐竹保北 65 68 ３ ４ 97.76 98.11 ９

佐匪保南 103 103 ０ ４ 100.00 100.00 １

佐世保東南 19 21 ２ ３ 79.71 73.73 52

佐世保西 60 62 ２ ４ 96.23 95.31 18

ハウステンボス

佐　世　保 31 31 ４ 84.79 78.23 49

12　R　C 641 671 30 ／ 92.83 90.66 ②

第

５

分

区

諌　　早 70 71 １ ４ 94.85 91.29 28

諌早北 70 70 ０ ４ 85.26 81.23 47

諌早多良見 42 45 ３ ４ 78.86 82.48 45

諌早西 52 50 －2 ３ 87.96 89.96 32

大　　村 57 56 －１ ４ 95.28 95.41 17

大村北 39 40 １ ３ 100.00 100.00 １

大村東 53 53 ０ ４ 76.09 79.30 48

島　　原 54 53 －１ ４ 89.54 90.04 31

島原南 34 33 －１ ３ 82.55 81.80 46

雲　　仙 40 40 ０ ３ 96.83 95.73 16

10　R　C 511 511 ０／ 88.72 88.72 ⑤

第

６

分

区

福　　江 63 67 ４ ４ 96.58 95.16 20

福江中央 67 66 －１ ４ 94.99 93.56 24

東長崎 58 57 －１ ４ 83.14 82.89 43

長　　崎 111 114 ３ ４ 93.27 94.63 22

長崎中央 73 71 －2 ４ 96.79 96.84 15

長崎東 90 90 ０ ４ 100.00 100.00 １

長崎琴海 35 36 １ ４ 77.44 72.96 53

長崎北 100 94 －6 ４ 96.28 95.03 21

長崎北東 54 53 －１ ３ 88.29 87.18 36

長崎南 97 100 ３ ３ 80.86 74.84 51

長崎西 77 82 ５ ４ 89.55 89.89 33

11　R　C 825 830 ５／ 90.65 89.36 ④
33　R　C 1977 2012 35 ／ 90.86 89.64 ／
55　R　C 3096 3145 49 ／ 90.43 89.68 ／

１０



○米山功労者 ○準米山功労者

ギ
ま
ユ

佐世保東･シニア　長崎北･シニア　　長崎北･シニア　佐世保北･私立病院佐世保北･調味料製造長崎北･タクシー業

○ポール一八リス･フエロー

尚
ダ
艮

長崎東･内科医　佐賀北･木材建紺販売

武雄･自動車配布

佐世保西･浄化槽工事

長崎西･事務機配布

大町･工芸品配布

大村･耐火材製造

大町･機械器具 大町･道路建設　佐世保北･リース業

長崎北･船舶機器製作販売佐世保北･医薬品卸

佐世保西･外科医佐世保西･土地開発長崎中央･清酒販売

○マルチプル･ポール･ハリス･フエロー

武雄･シニア　　佐世保北･日本料理

佐世保西･内科医 佐世保西･シニア

○ペネファクター

佐世保北･シニア

佐世保西･シニア

長崎西･建築設計

佐世保西･シニア

佐世保南･シニア 佐賀北･シニア　佐世保南･シニア　佐世保南･シニア

１１

佐世保西･装飾材料

長崎北東･シニア佐世保南･綜合病院

○

●

●

メモリアルコントリビューション

古川和子様

(故古川勇一の為に)

大村･シニア
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クラブ名

大村東

々
　
ク

佐世保北

長

故古川　勇一君

　　(佐世保南)

　(享年五十五才)

平
成
九
年
一

月
六
日
逝
去

お名前　　年齢　生年月日

本パ

里協

渡辺

湯□

宮原

崎北　橘

牛　　津

伊万里

長　　崎

東長崎

大村北

唐　　津

大　　村

長崎北東

神　　埼

々
　
原

　
　
島

新井

全編

松尾

楠水

井上

牧山

宮地

今里

111中

松永

増田

南　池田

正義

岩男

経夫

純二

明夫

寿宣

59

47

57

41

42

51

７
　
Ｑ
び

４
　
４

茂
　
貢

章憲

正義

　隆

隆雄

昭博

和照

福雄

嶺子

龍悛

重成

58

58

48

48

38

56

54

54

44

41

S 12. 10.17

S24.3.2

S 14. 11.6

S30.7.10

S29.10.24

S 20. 6.25

S24.4.22

S22.2.24

S 14.1.4

S 13. 11.8

S 23. 10.9

S23.10.27

S34.4.5

S 15. 10.20

S 17. 8.5

S 17. 4.15

S27.3.21

S30.4.5

故南　　弘鱗君

　　(佐世保東)

　(享年七十五才)

職業分類

ビル管理

鉄鋼業

警備保障

綜合病院

精神病院

海上保険

投資信託

商業銀行

バス事業

電気工事

クリーニング業

外科医

広告代理店

軸受製造

ＯＡ機器販売

司法書士

土木建設

循環器科内科

１２

平
成
九
年
二
月
六
日
逝
去

故吉原　好明君

　　(長崎北)
　淳年六十六才)

趣味・特技

ゴルフ

釣・ドライブ

読書・ゴルフ

ゴルフ

ゴルフ

ゴルフ・テニス

ゴルフ・麻雀

ゴルフ

釣

ゴルフ

音楽鑑賞

ゴルフ

読書・旅行

旅行

ゴルフ

ゴルフ

新しい仲間です。

　　よろし＜目

平
成
元
年
二
月
七
日
逝
去

入会月日

Ｈ８．４．２２

Ｈ８．８．１

Ｈ８．８．１

H8.12.

H9.2.

H8.9.

２

n
　
Q

H8.12.25

H9.2.

H9.1.

H9.2.

H9.2.

１

Ｃ
%
）

７

H9.2.12

H9.2.18

H9.2.18

H9.2.19

H9.2.1

H9.2.17

H9.2.5



　　　　　　　　　　　　　　　文庫通信巾4号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の資重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千金点を収集・整備し、皆様のご利用に備え

ております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー

サービスも承ります。

クラブ事務所にはロータリー文庫の［資料目録］を備えてあたますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を

致します。

　　　　　　　規定審議会に関して

1989年シンガポール規定審議会

○「代表議員の役割に関する論争」　高島義顕・福崎洋男・本田荘稜・石川巌・森利男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友:1989.7ヽ一1990.5月　7頁

○「規定審議会の通訳を務めて」　牧野昭次郎　友:1989.6月

○「規定審議会報告－84年の伝統を変える」　ウィルモン　L.

1992年アナハイム規定審議会

○「国際ロータリー規定審議会要覧」　久金　彰　1992年　38頁

1頁

ホワイト　友:1989.5月　3頁

○「規定審議会略報一民主主義を見事に実証」　ウィルモン　Ｌ．ホワイト　友:1992.6月　4頁

○「1992年規定審議会の通訳を務めて」　玉村文夫　友:1992.4月　2頁

○「192規定審議会報告」　河邨文一一郎　D.2510月信:1992.3月　7頁

○「規定審議会について」　深川純一　D.268月信:1991.3月　7頁

1995年カラカス規定審議会

○「規定審議会報告－ロータリーの議会」　ウィルモン　Ｌ．ホワイト、ワキン・メヒア　友:1995.6月　5頁

○「規定審議会に副ＳＡＡとして」　板橋敏雄　友:1995.4月　1頁

○「国際ロータリーの立法機関一規定審議会への手引き」　友:1995.1月　3頁

○「ロータリーの未来を形づくるービル・ハントレー会長に聞く」　友:1995.1月　3頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□こ記申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

ロータリー文庫

f105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館７階

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時

表紙絵の説明

TEL(03)3433-6456 ・FAX(03)3459-7506

休館＝土・日・祝祭[]

円応寺の楼並木

　武雄市の古い禅寺で、曹洞宗普門出円応寺と言い、旧武雄領主鍋島家の菩提寺である。

　この楼並木は明治45年（1912）2月に植樹され、大正初めにも補植されている。

　今日まで補充手入れされ、春には長い楼のトンネルが、多くの人々を楽しませている。

　石門は白雲間と名付けられた唐様式の門で慶応年間（1865～67）の建立と言われている。

１３

●



●

●

バナー事務所告知板

地区T大会用雨傘　武雄市へ摺呈

　昨年11月16日～17日の両日開催された第2740

地区地区大会の析、準備されていた雨傘700

本を武雄市を通して、老人福祉施設、公共機

関等に３月19日贈呈された。

４月の地区行事予定

目 行　　　　事 場　所

４月２日 第４回ガバナー諮問委員会 武雄市

４月12日
牛津ロータリークラブ

　　　　　創立20周年記念式典
牛津町

４月13日
伊万里西ローターアクト

　　　　　　　10周年記念式典
伊万里市

４月20日 地区協議会 佐世保市

国際ロータリー関係事務所

国際ロータリーt世界本部　ROTARY INTERNATloNAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 ShemanAvenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U.S,A，

国際ロータリー日本サービスセンター　〒160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　奉　什　室　�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

　　　　　　　資　料　室　�03-3355-5391～3文献資料のご注文，お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03-3355-5425～6ロータリー財団，その他，財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　干105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

米　山　記　念　奨　学　会　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所
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「四つのテスト」について

　　　　　　第274o地区ガバナー　牟　田　勝　輔

　　　「四つのテスト」について申し上げてみたいと思います。

　　この「四つのテスト」は手続要覧の（P72）にありますが、

　　言行はこれに照らしてから　①真実かどうか　②皆んなに

　　公平か　③好意と友情を深めるか　①みんなのためになる

　　かどうかというこのテストは、シカゴＲＣの会員で、1954

年度の国際ロータリー会長でありますハーバート・テーラー田erbert Taylor）が1932●

年の大恐慌の年に、弱冠39歳で倒産寸前のアルミニウム製品会社の再建を依頼されました

ときに、どのようにしたらこの会社を款うことが出来るのかと、考えた末、作り出した言

葉でありまして、これを従業員に徹底させることによって、その会社が見事に立ち直った、

ということは、皆様ご存じの通りでございます。

　このハーバート‥テーラーが書いた「我が自叙伝」という本がございますが、それによ

りますとハーバート・テーラーは、卓越した実業家であると同時に非常に敬虔なクリスチャ

ンであったそうでありまして、自叙伝の中で次のように述べております。

　　「四つのテストは、私が神に深い祈りを捧げた末に書き上げたものであるが、その原版

は、すべて聖書の中に書かれている。聖書エレミア書、第９章、23 ・24節によれば、『知

恵ある人はその知恵を誇ってばならない。力あるものはその力を誇ってはならない。富め

るものはその富を誇ってはならない。誇ってよいものは、神が慈しみと、公平と、正義を●

行っている者を良しとされているのを知っていることだけでよい｡』この四つのテストの

うらには、この慈しみと、公平と、正義（隣人愛）という永遠の宝が隠されているのであ

る｡」と述べております。また、考案者テーラーの意図は、この四つのテストが、単に職

業倫理だけの問題のみならず、人間の私生活における生きざまにも、強い問いかけをして

いるように思えるのであります。

　テーラーがこのテストを考案いたしましたのは1932年でありますが、これが世界に有名

になりましたのは、彼が1942年にその使用権を国際ロータリーに譲り、更に1954年、自ら

が国際ロータリーの会長になった時に、その著作権をも国際ロータリーに譲ってからであ

る、と言われております。

　事実、テーラーがテストの使用権を1942年に、国際ロータリーに譲って以来、テストは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１－



　　急速な勢いで、IHJ界中に広まってまいりまして、百か国以上の言葉に訳され、会社は勿論

　　のこと、学校、病院、鉄道の駅など公其の場にポスターやステッカーとして使用されるよ

　　うになった、と言われています。

　　　　テーラーのこの自叙伝によりますと、全世界に先駆けて最初にテストを使用したのは、

　　　日本でありまして、福岡県の某高校では、教室にテストのポスターを掲げ、又クラブのバ

　　　ナーに初めてテストを刻んだのは、大阪ＲＣであると言われております。そしてまた、三

　　　重県の上野（うえの）ＲＣは、にわか雨にあった通勤者のために駅に備えておく貸し傘に、

　　　このテストを印刷し、最後に［この傘を元あった場所にお返し下さい｡］と付け加えたそ

●　うであります。

　　　　またテーラーは、「私は次代を担う青少年のために、このテストの意義を強調したい｡」

　　　とも言っております。その理由として、このテストには、「何事でも、人からして欲しい

　　　と、望むことを、他人にもしてあげなさい。という黄金律の哲学が込められており、この

　　　黄金律が、未来を担う青少年にとって如何に重要であるかは、今更言うまでもなかろう｡］

　　　とも言っております。

　　　　９月の「青少年活動月間」が今年から「新世代の為の月間」とかわりましたが、ロータ

　　　リーでは、この月間の標語を「各ロータリアンは、青少年の模範」というように定めてお

　　　りますのはご存じの通りであります。又、テーラーは、「青少年のよい手本となること。

　　　これは特に今日においては重要なことであり、良きにつけ、悪しきにつけ、私たち大人は、

　　　常に周囲の青少年に影響を与えている。私の言わんとするところは、次の詩の一節が表現

●　してくれている」

　　　　思慮深い人に私はなりたい。（それは）小さな子がついてくるから。

　　　　迷い子に私はなりたくない。だってその子も（一緒に）まようもの。

　　　　その子は私をいつも見ている。そしてすべての真似をする。（詠み人知らず）

　　　とこう述べております。

　　　　ハーバート・テーラーは、1893年、ミシガン州ピックフォードで生まれ、1178年、85歳

　　　で他界しました。したがって今年は彼の生誕104年に当たるわけでございます。

　　　　ついでながら申し上げますと、この四つのテストは英語でフォア・ウェイ・テスト

　　　（Four Way Test）と言いますが、テスト（Test）には複数を示す（Ｓ）がついており

　　　ません。つまりこのテストは四つあるのではなくて、一つのものとして四方に目を向ける

　　　というのが、その本当の意昧だということであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－



第18回ＲＹＬＡを終えて

　３月15 ・16日の両日、佐賀県立北山ダム少

年自然の家に於て、第18回ＲＹＬＡを開催致

しました。

　ＲＹＬＡとぱRotary Youth Leadership

Awards巾－タリー青少年指導者養成プロ

グラムドの頭文字でつくられた言葉で、若

い人の指導力と善良な市民精神という資質を

仲ばすことを目的としています。

　ロータリアン登録者245名、青少年男女139

名で参加者は約270名でした。ロータアクト

ｉ=ＩＹＬＡ地区委員長　鈴　木　正　春

の青少年が約２割、一般の参加者が約８割と、

ロータリアン関係の会社の初任者研修として

参加された方が多かった様に思います。初日

は牟田勝輔ガバナーご出席のもと13時から開

講武を行いました。その後記念講演として、

1996年アトランタ・パラリンピックマラソン

日本人初全メダリストである柳川春己氏に

　「アトランタヘの道」という演題でお話をし

て頂きました。その後柳川春己氏と「ＮＨＫ

ニュース７」スポーツコーナーキャスターで

３

●

●



●

皆さんおなじみの内山俊哉氏との対談が行わ

れ、楽しいお話を伺うことができました。そ

の話の中で若い人達への提言として［白分か

逃げる理由を見つけないでほしい、目標を持っ

て明るくチャレンジしてほしい］と強くいわ

　　　れておられました。競技者として自分が経験

　　　した中でのお話でしたので、ロータリアンも

　　　含め青少年の方々へ感銘を与えた内容のある

　　　お話でした。その後プレイ・ホールにユニー

　　　クな自己紹介が行われ、初対面の方々も、すっ

　　　かり打ち解けた様子でした。　９時からは「新

　　　世代会議」が行われました。環境問題・マナー

　　　と習慣というテーマで４ブロックに分かれディ

　　　スカッションが２時間30分行われました。特

　　　に留学経験のある方が活発に自分の考えを述

●　べられていたのが、印象に残りました。

　　　　２日目は６時30分起床で、朝の集いからス

　　　タートし、予定ではサイクリングラリーを計

　　　圃していましたが、あいにくの雨で中ILにな

４

りプレイホールでソフトバレーに取り組み、

前日とあわせて心身共にリフレッシュされた

事と思います。 13時より牟田勝輔ガバナーの

総評が発表され次年度ＲＹＬＡ地区委員長島

崎義忠さんの閉講の言葉で終了しました。

　この２日間の研修で普段あまり考えない事

を考えさせられ、又素晴らしい出会いがあり、

青少年にとっては有意義な２日間だったと思

います。例年と比較してみますと、今年度の

青少年は明るく自由な雰囲気を持っていた様

に思います。年々そうなっているのかもしれ

ませんが、21世紀を担うリーダーの資質は充

分に備わっていると感じさせる青少年達でし

た。

　このＲＹＬＡ開催の企画・運営は、ホスト

クラブが佐賀ロータリークラブ、コ・ホスト

に佐賀西ロータリークラブ・佐賀北ロータリー

クラブ・佐賀市ロータリークラブにお願いを

致しました。一年前から実行委員会を組織し

て頂き、川内野実行委員長を中心にスタッフ

各位の熱意と情熱で素晴らしいプログラムを

策定して頂きました。さすがに伝統ある佐賀

クラブさんならではと思いました。ホストク

ラブをお引受け頂いたのを心より感謝申し上

げる次第です。本当に御苦労様でした。



米山奨学生研修旅行ならびに修了式､歓送会

　米山奨学生研修旅行ならびに修了式、歓送

会は、多久・武雄両ＲＣの皆様の丹精こもる

お心くばりによって、３月９日、日曜、無事

終了しました。

　当日はうららかな晴天に恵まれ、バスで揃っ

て参加した長崎の皆さん、東西からＪＲで駆

けつけた佐賀・佐世保の皆さん、共に牟田ガ

バナーはじめ武雄ＲＣ諸氏にあたたかく迎え

られ、10時ＪＲ武雄温泉駅南口に集合、多久

へと向かいました。

　沿道目にふれるまま語られる大坪地区幹事

の武雄や多久の土地柄についてのお話し、堤

地区委員の多久藩主にまつわる物語に耳をか

たむけるうちに、11時、多久ＲＣの皆様の出

迎えを受けて天山揚水発電所に到着、ここに

用意されたバスで地中深く発電施設へと向か

いました。

　1987年、1100億円の巨費をかけて完成され

た壮大な規模に驚きつつ、工事経過や施設の

概要を聞き、最も心臓部に位置するタービン

と発電機を真近に見ることができました。

　このような核心に至る見学は稀にしか許さ

れぬと聞き、ロータリアンや米山奨学生に対

する九州電力の皆様の並々ならぬご厚情に心

より感謝申し上げる次第です。

　春の光につつまれた多久聖廟の前で一同心

打とけるままガバナーを中心に記念写真を撮

り、高印と刻まれた額をかかげる石門をくぐ

り聖廟に入りました。

　私たちのため特別に開扉して頂いた聖翁の

中の孔子像を仰ぎつつ、財団法人孔子の里、

林□彰先生のお話しをうかがいました。

　境内を三三五五と歩きつつ東原床舎へと向

い、昼食のあと中国からここへ来て文化活動

に励まれる趙勇さんの“揚琴”の演奏を聴か

せて頂きました。

地区米山奨学委員長　香　月

５

孝

　力強く、またやさしく奏でられる楽の音に

東洋人としての想いを等しくすることのでき

たことを幸せに思いました。

　昨年、政博を記念して築かれた、世界に比

類のない大きさを自負する飛龍窯、国内第三

の巨樹、若木の大楠を観たあと、最後の訪問

先として、半世紀をこえて日中友好の絆を結

ぶ如蘭塾を訪ね、ここに刻まれた友好の歴史

を偲び研修旅行を了りました。

　五時より武雄センチュリーホテルに於て修

了式、堤地区委員の司会のもと委員長香月よ

り開会を宜し、米山記念奨学会評議員の牟田

ガバナーよりカウンセラー諸氏に懇ろな謝辞

と修了生たちにあたたかい激励の言葉が述べ

られました。

　つづいて米山記念奨学会理事をつとめられ

る逸見パストガバナーからは、胸襟を開き、

極めて平明なお言葉を以って、大きな旅路へ

の出発を祝われました。

　逸見パストガバナーより修了証授与、牟田

ガバナーより地区からの記念品を贈呈、その

あと、学友との厚い友情と温い隣人との交流

のなかに見事医学博士の称号を獲得された、

羅宗偉君に、逸見理事より米山記念奨学会か

らの時計が贈られ、感激さめやらぬまま一同

を代表し羅君の謝辞が述べられた次第です。

　静かに諸られる羅君の言葉に云い知れぬ感

動を覚え、この地区に在って奨学会の運営に

携る身の幸せをかみしめた次第です。

　和やかな歓送の宴のあと、大坪地区幹事の

力強い三本しめを以って一日の行事を完了い

たしました。

　本日のため陰に陽に、たえずお世話下さい

ました多久ＲＣ長老会員松尾芳明氏、財団法

人“孔子の里”東原岸舎常務理事林口彰先生

に深甚の御礼を申し上げます。

●

●



第４回ガバナー諮問委員会

　　　去る４月２目、武雄市で牟田ガバナーほか、

　　逸見、内田、富永、［こ原、宮島、市瀬、佐古

　　の７名のパストガバナー、辻インカミングガ

　　バナー、野崎ガバナーノミニー、桟次期幹事

　　ら12名の出席のもと、第４回ガバナー諮問委

　　員会が開催された。

　　　会議は、右記の諸報告及び協議であったが
●　話題は、専らアメリカ、アナハイムでの国際

　　協議会に出席された辻インカミングガバナー

　　よりの本年度国際ロータリーのテーマ「ロー

　　タワーの心を」の意味するところと重点目標

　　についてが中心であった。

　　　議事終了後、今年度最後の諮問委員会とい

　　うことで誠に和やかな懇親会が開催された。

- － -

1997年度、

- － -

　　　地区幹事　大　坪　勇　郎

　報告事項

(１)Ｉ．Ｍ．結果について

贈次年度米山記念奨学生選考結果について

(3)第10回全国ローターアクト研修会について

(4)米山記念奨学生修了者について

㈲第18回ＲＡＬＡについて

㈲国際協議会について

巾次期分区代理について

(８)ＰＥＴＳについて

㈲地区協議会準備状況について

　協議事項

(1)1997ツ98年度　地区予算について

(2)1997～'98年度　地区委員会組織について

一一 - - 一 一

●

　　　　　米山記念奨学生決まる

ロータリー米山記念奨学生が次の15名に決定した。

- 一 一

種　類 氏　　　名 性別 国　籍 大　学　名 推薦ＲＣ

Ｕ 林　　大　　三 男 台湾 佐賀医科大学

Ｕ 姜　　真　　鉉 男 韓国 佐賀大学

ＭＤ 楊　　停　　停 女 台湾 長崎大学 長　　　崎
ＭＤ 哀　　祥　　宰 男 韓国 長崎大学 長崎北東

Ｕ 郵　　志　　偉 男 マレーシア 佐賀大学 牛　　　津
Ｕ 張　　賓　　山 男 台湾 長崎大学

ＭＤ 呉　　明　　強 男 台湾 長崎大学

Ｕ 簡　　螢　　宏 男 台湾 長崎大学

Ｕ ｻｲｿﾝ､ｱﾙﾏﾝF･ﾒﾃﾞｻ 男 フィリピン 長崎大学

Ｕ 成　　斗　　鉉 男 韓国 長崎総合科学大学 長　　　崎

Ｕ 甘　　先　　佩 女 マレーシア 長崎総合科学大学 東　長　崎

ＤＢ 王　　竪　　笑 女 中華人民共和国 佐賀大学 佐　賀　西
ＤＢ 羅　　力　　非 女 中華人民共和国 佐賀大学 佐　賀　西
ＤＢ 鄭　　燦　　紅 男 中華人民共和国 長崎大学 長　　　崎
ＤＢ 呂　　雪　　梅 女 中華人民共和国 長崎大学 長　　　崎

- ６



1996～97年度第２回県内会長､幹事会を終えて

　　　　　　　　武雄ロータリークラブ幹事　馬　場
　2740地区の佐賀県内会長・幹事会が武雄ロー

タリーホストにより桜の花もほころびはじめ

た武雄市の御船山山麓にある武雄センチュリー

ホテルで開催致しました。会議には平田ガバ

ナー、大坪地区幹事、西田弟一分区代理、高

弟二分区代理、織田第三分区代理をはじめ各

クラブ会長・幹事総勢45名の御出席を頂きま

した。ホストクラブの泉会長、牟田ガバナー

のご挨拶につづき、一年の反省と新世代会議、

その他について報告がなされました。

(1ト年を振り返っての中では、ペネファクター、

ＰＨＦ・米山功労者の各実績報告、又ポール

ハリス没後50年事業についての報告。大坪地

区幹事よりＲ財団への個人の寄附状況につい

博

てはガバナー事務所の方へ問い合わせて頂け

ればわかるようになってるとの事でした。

(2浙世代会議については各分区代理より報告

がなされました。最後にガバナーよりガバナー

会の近況報告と神埼ＲＣより県内親睦ゴルフ

大会の協力等で無事終了致しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　文庫通信（115号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千点を収集・整備し、皆様のご利用に備えて

　おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサー

｜ビスも承ります。

１クラブ事務所にはロータリー文庫の［資料目録］を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を

致します。

　　　　　規定審議会及び最新資料

　○「ロータリーの新機構規定審議会について」　塚本義隆　1973年　20頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

　○「1983年規定審議会雑感」　平島健次郎　友:1983 ・ 8 月　４頁　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

　○「規定審議会雨月抄」　津田　進　1994年　33頁　　　　　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

｜○「海のRYLA　1995～1996JD.2660［1996年］　18頁　　　　　　〔申込先　D.2660　TEL（06）577-2660〕
|○「山のRYLA　’96～’97JD.2660〔1996年〕　12頁　　　　　　　〔申込先　D.2660　TEL（06）577-2660〕

｜○「ロータリーを語り合おう」　戸山祥三　1996年　54頁　　　　　〔申込先　神戸R.C.TEL（078）306-2525〕

○「ポールＰ．ハリスの足跡を訪ねて」　塚原房樹　1996年　50頁　〔中込先　塚原房樹　TEL（011）643-4133〕

O「続　輪趨－ロータリーと私　共に歩んだ60年」　吉田討議　1996年　50頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「ロータリアンの為のISO/DIS14000シリーズ環境マネージメントシステム活用の手引き」葉山R.C.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1997年〕　69頁　〔申込先　葉山R.C.（0468）75-2810〕

○「インターネットＷＷＷによるロータリークラブについての説明」　森　紀二　51頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　森　紀二　FAX（0489）77-1333〕

ロータリー文庫
〒105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館７階　TEL(03)3433- 6456 ・FAX (03)3459-7506

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時　休館＝圭一[卜祝祭日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－７－
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会長エレクト研修会を終えて

　　　　　　　　　　　　　第274o地区幹事桟　猪一郎
　　　　先ずは一人の欠席者もなく、お元気で出席

　　　下さった事に感謝したいと思います。私自身

　　　はこの一年半余りは寄せて来る波の様に、間

　　　断なく仕事がありそうで打ち震えている状況

　　　であります。

　　　　私は前々年度にクラブ会長を終えたばかり

　　　ですので、会長エレクトの立場からPETSの

　　　開催を考えました。と申しますのも五月連休

　　　の後の地区協議会では一枝選理事会やクラブ

　　　会長が方針を樹てるのに難渋し、早い時期に

　　　公式訪問日程が組まれているクラブの活動報

　　　告書の原稿集めや、印刷のタイムリミットな
●　どでクラブ幹事の皆様にご迷惑をかける事に

　　　なるーと云う事であります。

　　　　以上の様な判断で、3 /29早い日程の開催

　　　となりました。辻インカミングガバナーは、

　　　３／２に発たれて、3 /18帰着されたので、時

　　　差呆けは解消されていた様ですが、さすがの

　　　タフガイも長途の遠征疲れは隠せず、荷を解

　　　き、アナハイムの復習をするには、極めて過

　　　酷なスケジュールであったと思います。と知

　　　りながら急き立てるのは辛い立場です。

　　　　時期を早めた為に、ＲＩや東京支局からの

　　　ＲＩテーマやシンボルマークもコピーで着き

　　　カタログ類は4 /20の地区協議会にてやっと

　　　間に合うギリギリセーフです。

●

さくら並木苗木贈呈式

　国際ロータリー創立90周年記念事業として、

諌早ロータリークラブ、諌早北ロータリーク

ラブ、諌早西ロータリークラブ、諌早多良見

ロータリークラブの４クラブ合同事業、「さ

くら並木を創ろう会」を昨年発足させ、そし

て先日、待望の「さくら並木苗木贈呈式」が、

桜堤にて取り行われました。

　平成９年３月３日、来賓に古次邦夫諌早市

長、永田辰春市議会議長、牟田勝輔地区ガバ

ナー、橋田村悛分区代理、長谷川合二建設省

長崎工事事務所所長、中山英雄市土木部長、

村田勝市治水

課長をお迎え

して、中村房

一実行委員長、

各クラブ会長

出席のもと、

　以上がスケジュール雑感であります。

　ＲＩの方針については、Show Rotary cares

となって居りますが、辻インカミングガバナー

は「配慮」と訳されて居ります。辞書をひき

ますと、似寄りの意味で、注意、関心等多く

の意味や使い方があるので、東京の翻訳委員

会では「ロータリーの心を」とされたのであ

ろうと思います。

　40数年前の大学受験英語の貧しい知識が、

ふと頭によぎり、caresのSが複数ならば「ロー

タリーの心を」とするのは日本的な意訳だな

と疑問に思いました。ちょうど事務局委員の

若い衆が集まって居り議論に花が咲きました。

英々辞典まで抽き出して、結論は矢張り「心」

だねと落着しました。注目すべきは用語の中

に「a heavy sense of responsibility」「重

い責任感」とありました。「重い責任感を明

らかにせよ」と、Highに呼びかけるタイプ

の顔ではないね、キンロス会長は。辻先輩の

話ではパーティで飲んだ後、又一時間位演説

するようよ。所でshowが訳してないね。そ

んな事ロータリーアンなら判っているでshow。

お粗末なオチが付いた所で、PETS感想の一

席。

　ハードな仕事は楽しくやるしかないね。又

地区協議会だよ、とダメを押して終り。

諌早・－タト幹事長　島　吉　賞

　「さくら苗木贈呈植樹式」並びに「記念碑除

　幕式」を行いました。

　　新世代の育成と、その未来に夢を託そうと

　建設省の計画に基づき、市が計画された「市

　民の憩いの場として、潤いのある水辺の環境

　を整備する事業」は､今後平成11年迄に水路の

　整備､サイクリング道路､あづまや、トイレな

　どを建設する予定とのこと。その一環として、

　４ロータリークラブが桜の苗木352本、ホル

　トの苗木３本を寄贈させていただきました。

　　本明川の土手に、約１キロにわたって植え

　られた352本の桜の木は、素晴しい桜並木に

　育って、市民のみなさんの憩いの場になるこ

　とでしょう。

　　植樹した苗木は４～５年ものだったので、

　すでに菅をつけた木もあり、花ひらく日が、

　待遠しい、この頃です。

８



３月16日新世代会議開かる

　　　　テーマ「語ろう五島 高校生の視点で」

　　　　　福江中央ロータリークラブ

　福江中央ＲＣでは、３月16日　五島コンカ

ナ王国で『語ろう　。五島　高校生の視点で』

のテーマで新世代会議を実施した。８名のパ

ネラーをはじめ、55名の高校生と財団奨学生

・交換学生のゲスト、そして市長・島内４高

校の校長先生、地域のリーダー等116名の参

加を得て、活発な討論が行われた。

　早速新聞・テレビ等でも報道され、高校生

とロータリアンとの有意義な語らいの場となっ

た。

ｙ

●

　　　　　　　福江ロータリークラブ

成８年の目標を1､000万円として各種の支援

事業を進めている。当ロータリークラブとし　●

ても、現地の状況も確認のうえ、この事業を

支援するため、会員へ寄付の協力をお願いし、

今回、基金へ５万６千円の支援をすることと

なった。

高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た

会
議
―
福
江
市
上
大
津
町
、
五
島
コ
ン
カ
ナ
王
国
―

Z゛Å゛　　　♂%%♂j･゛(｀゛゛♂%w♂%%　　%♂匹.谷口｀　昌凪X賃訟図与涯割回図眉扁図瀧厘胴1図昭紀

ﾃﾞ

ﾌﾟ

)ﾃﾞ]和尚2E

M昧li

_＿－-〃〃

り
ー
仙

環境､過疎､高齢化…

％
　
【
五
島
一
新
世
代
ロ
ー
タ
リ

ー
会
議
（
福
江
中
央
口
１
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
十
六
日
。

「
語
ろ
う
五
島
（
ふ
る
さ
と
）

高
校
生
の
視
点
で
」
を
テ
ー
マ

に
福
江
市
で
開
か
れ
、
高
校

生
た
ち
が
島
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

た
。
　
同
会
議
は
、
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
が
進
め
て
い
る
事
業
で
、
三

高
校
生
、
五
島
を
語
る

－

-

Ｅ
つ
い
に
ド

漕
守
１

し
、
意
見
を
集
約
す
る
。
問
ク

ラ
ブ
で
は
福
江
島
四
高
校
の
生

徒
八
入
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
き
、

会
員
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

助
言
し
た
。

　
高
校
生
た
ち
は
「
お
年
寄
り

た
ち
と
世
代
、
価
値
観
を
超
え

て
笑
顔
で
付
き
台
っ
て
い
き
た

い
」
「
島
内
の
人
の
協
力
が
な
い

と
自
然
を
守
る
こ
と
は
で
さ
な

い
≒
若
者
が
殯
っ
た
り
、
戻
っ

て
く
る
よ
う
な
町
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
高
齢
化
や
国
際
交
流
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
環
境
問
題
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て

発
表
。

　
全
員
の
発
表
を
受
け
、
福
江

市
の
山
本
文
男
助
役
が
「
熱
い

思
い
を
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受

け
止
め
て
い
る
。
住
み
よ
い
島

に
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
］
と

話
し
た
。

η罫 j s ･ F - ■ g 畢 F ･ ● E

ミャンマー(旧ビルマ)の子供達への教育援助

　ミャンマーでは、学校施設、設備の整備が

遅れ、深刻な状況にある。また、教材も不足

し、多くの子供達が学校へも行けず、食堂な

どで労働に従事している。

　このようなことから、かつて、日本人の協

力により建設され、かつ、日本人の子供達も

通学していたという、ザガイン小学校（現在

はザガイン第一高等学校）が近く改築の計画

もあるので、教材の購入費として15万円を援

助した。

　また、平成７年11月に発足した九什にャン

マー友好協会では、東南アジアで一番の親日

国であるミャンマーの子供達への教育の援助

のために基金（ミンガラ基金）を設置し、平

９
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｢ベトナムから見た日本｣

　私はスアンというベトナムの歯科［］腔外科

医です。メコンデルタ地帯のベンチエ省にあ

るグエンデンチュー病院で働いています。目

木の口唇口蓋装協会（ボランティア団体）の

援助で、目木にきて３ヶ月間「1腔外科の勉強

をする事が出来ました。ペンチエ省の人口は

140万人ぐらいですが、病気の患者の割合が

多いです。だから、病院での検診や治療など

を希望する住民が多いですが、我々医者たち

は知識も経験も多くないし、病院の施設や薬

なども少ないし、とても大変です。私の病院

では、私達は通常の病気の診察、治療や手術

までは行います。しかし、難しい病気や厳し

い状態の患者は、約100km離れ、自動車で３

時間もかかるホーチミン市まで運ばねばなり

ません。そんなときは患者さんはとても大変

です。

　最近は、日本国からNGO（non gover nment

organization）が私の町ベンチエに来て、われ

われベトナム人のために健康診断や教育など

いろいろな事業を行ってくれました。 1993年

に、日本口唇装口蓋装協会から香月先生、夏

目先生はじめ多くの日本人の医師や看護婦さ

ん達がわれわれの病院に来て、ベンチエの子

供たちの生まれっきの病気（「TI盛装、口蓋装」

をきれいに手術してドさいました。それで、

われわれベンチエ住民はとても喜び、本当に

感謝しています。診療と手術は５回目が終わ

り、ベトナムの患者300人以上に、きれいな

ほほえみを作ってくれました。日本の医療チー

ムの人たちは、患者の両親の幸せな顔を見る

と、それだけで患者とその家族がどんなにた

くさん感謝しているか分かるでしょう。ある

　　　　レーティータンスワン

患者は感動して何も言えなくて、心から“日

本人はとても親切です。［1本の医療チームの

人たちはとてもよいでずとだけ討いました。

　病院では私たち医者も日本医者から現代の

医術や知識を教えてもらいました。そのほか

に日本L」唇口蓋裂協会は、病院に医療機械や

手術の道具や歯科用のユニットなどを寄贈し

て、昨年は新しい手術室も一つ建てて下さい

ました。われわれは本当に感謝しています。

　私は一度も外国へは行ったことかありませ

んでした。でも、あなた達の国がきれいで、

お金持ちで、経済と科学がとても発展してい

ることは、新聞やテレビで知っていました。

今回は初めて日本に来て、自分の目で目本の

状況を確かめ、とても驚いています。今日ま

でに尋ねた都府はまだ３つだけですが、私は、

現在、次の印象を持っています。

・日本の病院はとてもきれいで清潔で、近代

　的な設備を備えています。働くには大変良

　い条件だと思います。

・病院の人はみんな一生懸命に働きます。

・日本人はよく勉強します。だから、ベトナ

　ムと比べてインテリジェントです。たぶん

　それは日本人の伝統だろうと思います。

・卒業後も医者はよく勉強し、よく腕を磨い

　ているのに驚きます。自分の仕事が好きだ

　からだと思います。

　私は、目本にいるとき、みなさんからいろ

いろな良いことをしてもらいました。私の生

活面でも勉強のためにもいい条件を与えて下

さいました。どうもありがとうございました。

勉強のための時間はたった３ヶ月と短いです

けれども、私の考えでは、日本に来て色んな

ものを見たということ、それだけで自分の知

識が大きく膨らんだと思います。

　最後に、ベンチェの住民にして下さった皆

様のご援助に感謝します。また、本日は、皆

様の前でお話をする機会を与えて下さいまし

てありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　1997年２月20日

　　　　　　　　　　　　Ｌ　　・　　、／　　／､リノ　　　　　　　　　　　：Le Thi Thanh xuan
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　長崎東･シニヤ

○ポールハリスフエロー
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長崎･石油スタンド　　長崎･シニヤフ
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佐世保･シニヤ

長崎東･シニヤフ　長崎東･建築設計

○ペネファクター

　　長崎･建築

一生

ﾊｳ:ｽﾃﾝﾎﾞｽ佐世保･　唐津東･自動車修理唐津東･電気工事

　　陶磁器配布
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年

長崎東･電気工事
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長崎東･大学教授
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長崎東･不動産賃貸

1年

長崎･雑貨配布

唐津東･設計

1ズ

長崎南･建設請負
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佐世保･ｼﾆﾔ
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長崎東･ｼﾆﾔ
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唐津西･ｼﾆﾔ

長崎東･歯科医

佐世保･シニヤ

長崎東･シニヤ

佐賀･書籍販売

1ズ

長崎東･広告代理

ｏ[尚尚ﾖﾋﾟ板

　田中丸善保君(佐世保)のご令嬢
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長崎･シニヤ

佐世保･建築材料配布

長崎･シニヤフ 長崎･理学療法医　佐世保･シニヤ

○米山功労法人
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　 　 　 お 名 前

久松　清彦

小谷　一火

手柴　秀記

川上　岩三

松本　芳喜

東別府　守

松永　　満

荻野　重複

野口　俊治
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　51

　53
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　61
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S29.2.25
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司法書士

上地家屋調査士
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重機土木

ホテル

管工事
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佐世保･シニヤ　佐世保･不動産管理
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新しい仲間です。

　　よろし＜目

　　趣味・特技　　　入会月日

－---……--－･－･--------------　一一一一一一一一

テニス・ダンス　　　　Ｈ ９．４．１

描画　　　　　　　　H 9.4.1

　　　　　　　　　H 9.3.21

ゴルフ・ドライブ･茶道　Ｈ ９． ２．６

　　　　　　　　　Ｈ ９．２．６

読書・音楽鑑賞　　　　Ｈ ９． ４．３

盆栽　　　　　　　　Ｈ ９．４．３

囲碁・ゴルフ　　　　　Ｈ ９． ４．１

球技・音楽　　　　　　Ｈ ９． ４．２
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バナー事務所告知板
５月の地区行事予定

目 行　　　　乍 場　所

５月17目
佐[比保頃ロータリークラブ

　　　　　削岫O周年記念式典
西彼町

５月18目
1997年度

米山記念奨尹Lオリエンテーション
佐賀市

５月25目
ロータリー財団奨学生

　　　　　　　　　地区選考会
武雄市

国際ロータリー関係事務所

財団奨学生募集締切り迫る

　1998～'99年度、ロータリー財団親善奨学

生の応募締切りの時期が迫ってきました。応

募希望の関係クラブの方は、関係書類を早急

に提出して下さい。

　選考会は、５月25日武雄市に於て実施され

ます。

表紙絵の説明

つつじ：っっじは武雄市の市花です。

国際ロータリー世界本部　RCyTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center、1560 Sheman Avenue､Evanston、I LLI NOI S 60201 U. S.A.

国際ロータリー日本サービスセンター　干160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　奉　什　室　�03- 3355- 5383 クラブ関係のお問い合せ　Fax 03- 3226- 4606

　　　　　　　資　料　室　�03- 3355- 5391 ～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03- 3355- 5425 ～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03- 3436- 6651

米　山　記　念　奨　学　会　干105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03- 3434- 8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156　FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日､祭日休み)

ガバナー

地区幹事

事務局

牟

大

山

田

坪

口

勝　輔

勇　郎

真利子

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古　賀　行　雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　井　上　悛　正

　　　　　花　田　晴　年

　　　　　別　所　善　弘

印　刷　鹿島印刷株式会社阻昌旨昌

１４



　GOVERNOR゛S

ＭONTHLY LETTER

　　　　　　　　　1996～1997年度

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

　　　　　第2740地区ガバナー月信編集委員会事務局

　　　　　〒843佐賀県武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　　　　　TEL（0954）22-0156　FAX（0954）22-0160
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1996～'97,R ・｜・　DISTRICT 2740

築け未来を

行動力と先見の眼で

1996~'97年度　国際ﾛｰﾀﾘｰ･ﾃｰﾏ　　　　　，t;
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「ロータリーの標語」について

第274o地区ガバナー　牟　田　勝　輔

　職業奉仕にも関係のあるロータリーの標語についてお話

をいたします。ロータリーの標語は、二つありまして第一

標語は、Service above Self （超我の奉仕）であり、第

二標語は、He profits most who service best （最もよく

奉仕する者、最も多く報われる）であります。　　　　　　　　　　　　　　　●

　いずれも1911年ポートランドで開催された、全米ＲＣ連合会の大会宣言として発表され

たものであり、第一標語はミネソタ州ミネアポリスＲＣ初代会長フランク・コリンズが考

案したもので、当時はService not Selfでした。第二標語は、シカゴＲＣのアーサー・

フレデリック・セルドンが唱えたもので、いうまでもなく、ロータリーの職業奉仕におけ

る基本的哲学であります。

　本年度のジアイＲＩ会長のテーマ「築け未来を一行動力と先見の眼で」の中に「職業奉

仕の徳を高めることによって未来を築こう」という主要項目がありますが、このHe profits

most who service bestは職業奉仕を端的に表現している言葉だと思います。アーサー・

フレデリック・セルドンは、ロータリーが職業人であるロータリアンで構成されている以

上、会員個人の事業の発展および利益の向上を図ることが、ロータリーを維持し発展させ

る大前提と考えたのです。事業を発展させる為には顧客や取引先の立場を考えたサービス　●

が必要として「自分の事業の永続的な発展は顧客や取引先や従業員や下請けなど、自分の

回りにいる人達の幸福に配慮しながら、適正な利益を確保することによって、初めて得ら

れるものである」と言っております。

　この二つの標語は、決議23～24にも盛り込まれているにもかかわらず、国際ロータリー

がこれを公式標語として認めたのは、発表以来実に40年後の1950年のデトロイト大会であ

りました。

　この標語の中でいつも問題となり、議論の的となっておりますのは第二標語にあるプロ

フィツ（profit）という一語であります。このプロフィツ（profit）は「利益」とか「儲

け」とかに解釈されまして、金銭的な打算であると、今まで多くの人に攻撃されてきた訳

であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１－



　　　　しかし、セルドンの哲学をひもとくまでもなく、ポール・ハリスの言をかりれば、「こ

　　　のプロフィツ（profit）はドルでもセントでもなく、人生の中における具体的には広く表

　　　せないなにか（something）」なのであります。

　　　　元ＲＩ理事であり現米山記念奨学会理事長の末永直行（福岡西）氏は、この標語は日本

　　　の諺でいう「情は人のためならず」と言われておりますし、大阪ＲＣの塚本義隆ＰＧは、

　　　中国の諺である「積善の家に余慶あり」に相当するものである、と言われております。

　　　　新しく入会された方や、皆さん方の中にロータリーの標語といってもそれは一体何処に

　　　書いてあるのか、見たことがない、と言われるかも知れません。それも当然でありまして、

●　現在この二つの標語は、手続要覧の177頁、雑則の項の最後にポツンと付録のように数行

　　　書かれているのみであります。

　　　　余談でありますが、国際ロータリーの会長が毎年、自分のターゲットを全世界のロータ

　　　リアンに大々的に発表されるようになったのは、1953年のホアキン・Ｓ・シルビス氏が最

　　　初であるようであります。そして現在では、これがロータリーのテーマと呼ばれるように

　　　なっております。

　　　　ロータリアンである或る大企業の会長は、「ロータリーの奉仕というものは、大空の星

　　　を物干し竿でかきまわすようなことでなく、足元の小石を拾おうとするものだ。私もそん

　　　なに力はありませんから、星は動かせませんが、足元の小石くらいは拾えるだろう。ロー

　　　タリーは何も小難しいことを並べなくともよい、小さくともそこに善意と奉仕の実践があ

　　　ればよいのだ」と言っております。

●　　今年度地区のテーマを「見直そう　ふるさとを　手に手をとって」と致しましたのも、

　　　その気持ちでございます。何卒よろしくお願い申しあげまして此の稿を終わらせていただ

きます。

２



＝派遣予定学生・来日学生＝

　　宿泊オリエンテーション報告

　　　　　　　　　　国際青少年交換委員　古　賀　純　一

　派遣予定学生への出発前の心構えの指導、

現地情報の提供､･来日学生の現状把握と彼ら

への指導助言等を主な目的として、４月26日

（土）27日（日）の２日間にわたり、佐世保市

の烏帽子岳にある「長崎県立佐世保青少年の

天地」において、表題の行事を実施致しまし

た。

　参加者は派遣予定学生12名（2700地区より

１名特別参加）、来日学生９名、帰国学生４

名、地区委員５名。帰国学生をアドバイザー

に有意義なオリエンテーション、好天に恵ま

れての楽しい野外活動、予定外のヘールボッ

プ彗星観測も出来、充実した週末を過ごすこ

とができました。

　26日午前11時、ＪＲ佐世保駅に集合、地区

委員の自家用車に分乗して青少年の天地へ向

かいました。途中青空の下でお弁当を開き、

しばし腹ごなしの散策をした後、午後１時前

予定通り会場の「青少年の天地」に到着。所

定の入所式から１泊２日の日程の始まりです。

青少年の天地所長の歓迎挨拶と施設

使用上の説明があり、長崎在住の来

日学生ナタリー・ホイルが上手になっ

た日本語でお礼の言葉を述べました。

続いてのオリエンテーションでは、

帰国学生から留学中の苦労話やそれ

をどう乗り切ったかなど貴重な経験

談が話され、派遣予定学生は熱心に

聞き入り、また質問をしていました。

留学生活に生かしてくれることを期

待したいと思います。

　来日学生からは日本語習得の難し

さが悩みとしてあがっていました。特に滞在

中多くの人たちが英語で接してくることが障

害になっているようです。学校でも英語クラ

スなどに入るほどそうした傾向が強いようで、

自分の英語の勉強のために近づいて来るのが

はっきりわかる場合もあるという指摘もあり

ました。このあたり学生たちの努力不足を指　●

摘するのみならず、私たちの行動も振り返っ

てみる必要があるようです。多くの方々が極

力日本語で話してあげて、彼らの日本語習得

に力を貸して下さるよう、この場を借りてお

願い致します。その他ではクラブカウンセラー

の名前も知らないという学生が１名いるなど、

私たちの対応に充分でない点があることもわ

かりました。今後の活動の糧にしたいと思い

ます。

　オリエンテーションの後は、薪組み（キャ

ンプファイヤの準備）、代表者会（宿泊者間

の浴室利用等の打ち合わせ）、朝の集い指導、

夕食を済ませて７時からお目当てのキャンプ●

３



　　　ファイヤです。派遣予定・来日・帰国学生混

　　　合で４名１組のグループを作り、ひとつづつ

　　　出し物を考えてもらいました。大道芸まがい

　　　あり、クイズあり、フォークダンスあり、歌

　　　あり、燃え上がる赤い火を囲んでマシュマロ

　　　を焼いて食べながら楽しいひと時を過ごしま

　　　した。

　　　この日青少年の天地では、析良くヘールボッ

　　　プ彗星の観測会を開いており、私たちもキャ

　　　ンプファイヤを少し早めに切り上げて、参加

●　させてもらいました。思いがけず立派な天体

　　　望遠鏡で宇宙の神秘の一端を垣間見る事がで

　　　き、なんだか随分得をした気分でした。彗星

　　　の後は入浴そして11時消灯…。

　　　　明けて27日は、６時半起床、朝の集い（国

　　　旗掲揚、君が代斉唱他）、清掃、朝食、鳥帽

　　　子岳頂上まで山歩き、退所時の点検、別れの

　　　集いという日程でした。最後の別れの集いで

　　　は派遣予定の立石由紀子さんが立派にお礼の

●

４

言葉を述べてくれました。

　今回の宿泊オリエンテーションは、できる

だけ手作りでということと、経費の節減とを

考えて公共の施設を利用しましたが、ほぼ所

期の目的を達し、質素で楽しい行事になった

ように思います。子供たちは、個人差こそあ

れ、まずまず真面目に寝具の整備、部屋や浴

室の掃除、キャンプファイヤの準備等に取り

組んでおりましたし、朝の集いなどの行事に

もひとりの欠席もなく、食事に苦情を言う者

もいませんでした。今後の行事のあり方を考

える上で大変参考になりました。

　午後１時青少年の天地を退所し、展海峰を

回って九十九島を眺め、午後３時ＪＲ佐世保

駅にて解散。この頃私たちの行事が終わるの

を待っていたかのように雨が降り出しました。

天候に大変恵まれた２日間でした。　以上

（）



地区協議会を終えて

　４月20

日、待ち

に待ちた

る運動会、

ではない

地区協議

会を500

名題の会

員諸氏の

ご参加と協力により、盛会裡に無事終了いた

し得ました事を、皆様に報告し、辻洋三イン

カミング船長が、航海安全の指示を済まされ

た事に、わが地区の為にまことご同慶の至り

と思う所であります。洋三とは太平洋、大西

洋、インド洋を指すのでしょうか。

　待ちに待ちたる運動会の様に心躍る面もあ

りますが、どちらかと言えば早く当日が来て

一刻も連く、無事終了をと云うのが、偽らざ

る本音でありました。

　と申しますのも、地区組織を変更し、予算

の表示を変え、協議会の運営を目標設定方式

に変える等々、辻インカミングガバナーの指

針であります変化と創意工夫を試みたつもり

でありましたが、果して調和出来るであろう

かと、不安の連続でありました。

　　｢寝ては夢、起きては現ロータリー　水に

次期地区幹事桟 猪一郎

映りし地区の影、手に掬りざりしと知りざれ

ど　ああグッスリと　眠って見たい地区幹事」

個人的な心境で申しわけありませんがその様

な事であります。

　兎に角ロータリーの全体像を俄か仕込みで

こなせるはずもありませんが、私なりに理解

した事は、地区組織は、唯一大のＲＩ役員で

あられるガバナーの指針を推奨強調する機関、

又、ＲＩプログラムの受け皿としての連絡役

に過ぎないと云う事であります。判ってみれ

ば、当然すぎる程当然の事でありますが、単

一クラブの一会員としては、その上部団体と

して位置付けていましたので、180度の方向

転換であります。

　そこで組織についてのＲＩの考え方は、前

者踏襲をしてはならないと明瞭に記されてい

るのでありますから、これを実行した所であ

ります。ＲＩモデュレーター室からは16の委

員会を組織するよう要請がありましたので、

忠実に受け容れた事は、ＲＩの受け皿として

の役割を表現した事に他なりません。

　　｢世界は絶えず変化しています。私達はこ

の変化する世界とともに変わっていく心構え

がなければなりません。ロータリーの物語は、

繰返し、書き直す必要があるでしょう。－ポー

ル・ハリス｣。このことばは極めて現実的で

- ５
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あり、まことに示唆に富むものであると思い

ます。 90年前ポールハリスが今日を予見して

いたとさえ思えるのであります。

　「ロータリー物語」を「わが杜物語」と置き

かえれば、いよいよ職業分類の代表である意

味が活き生きとして来ると思います。又「わ

が社物語」と置きかえる所が、ロータリアン

としての大いなる、智的資産であり、他の奉

仕団体と一線を團する所との思いを強くして

おります。

　　　　入会以来20年、知らず知らずのうちに、マ

　　　ンネリ化し、老化している私にとって、今回

　　　の地区協議会の企画はまことに意義深いもの

　　　がありました。副幹事、事務局の若いスタッ

　　　フの反応を見て、彼らがロータリーに、親睦

　　　を超えて、期待している何かが、判った様な

●　気がして感激しました。Ｊｃより、更に質の

　　　高い職業情報、情操を希求しているのではな

　　　いかと思います。

　　　　地区ロータリアン3160名、夫々ロータリー

　　　に対する思いも異り、濃淡もあり、一つの心

　　　にとりまとめる事は極めて難事、と云うより

　　　不可能に近いと思います。数年前までの私白

　　　身が、好天の地区協議会に加わりながら、ゴ

　　　ルフ日和なのにと思ったり、アンケート中心

　　　のフォーラムが地区協議会の主旨なのかと批

　　　判的であったり、挨拶が早く終って懇親会の

　　　最初のビールの一目を想像して唾を飲みこん

　　　だり、極めて一般的なロータリアンだったか

６

らであります。

　立場が代って、これらの問題をクリアする

為には、長い時間と豊かな経験が必要であり、

歴代の地区幹事さんのご苦労もさぞかしと思

いをいたした所であります。

　何れにせよ毀誉褒既は相半ばする、そのレ

ベルまでも運せず、ご批判も甘受しなければ

ならないと心を定めて居りますが、自己の能

力レベルでの使命観や責任を感じる事が、

lserveだと自らを慰めている所であります。

　同様な思いは、地区委員長リーダーの方々

もお持ちではないかと存じますが、資料作り

に長時間を費されたお姿に想いを馳せながら

感謝している所であります。

　今後は、地区協議会の運営、地区組織運営

の問題点等々課題を見つけながら、地区委員

長、地区委員のみな様と協議し、第2740地区

の発展にいささかでも貢献出来ればと、これ

からの仕事に挑むつもりであります。

　よろしくご協力をお願いいたします。



●
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牛津ＲＣ創立20周年式典を終えて

　　　　　　　　　　　　　会長斉藤稚一郎
　牛津ロータリークラブは、去る４月12日創

立20周年記念式典を佐賀市パル21に於て無事

終了する事が出来ました。来賓はじめ牟田ガ

バナー、各パストガバナー、分区代理、各ロー

タリー会員の皆様当日は御多忙にもかかわら

ず御出席いただき心より御礼申し上げます。

　振り返ってみますと佐賀クラブをスポンサー

クラブとして、会員27名を以て、昭和52年２

月６日に創立し、同年５月29日に国際ロータ

リークラブの承認を得ました。創立時、故、

香月義人特別代表、式典の中でお祝のお言葉

をのべていただいた野中萬太郎創立特別代表

補助者、お二人の熱意ある御指導を得ながら、

斉藤会長あいさつ

私共の先輩達がこの20年の牛津ロータリーの

歴史を作ってくれました。現在、38名の小ク

ラブの会員でありますが、これからも地域の

皆様とつながりをもち、ロータリーの精神で

ある、奉仕の理想に基づき、世界平和に貢献

出来るよう、一層の努力をするつもりでござ

います。今後とも各ロータリーの皆様ご指導、

ご鞭捷のほど、よろしくお願い申し上げます。　●

〔記念事業〕

　牛津町へ

　　　老人介護車用として　軽自動車一台

　芦刈町へ

　　　広報車として　　　　軽自動車一台

･･-･　　　　■■■　■　　　　　Ｕ零●ﾛｰﾀU-ｸ9ﾌﾞ　　I‘“‾｀7i
i芦

………

芦Q:
2o llL烹丿零見き

斉藤会長より牛津町長へ車の鍵贈呈
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牟田ガバナーあいさつ 祝宴会場にて



「第10回全国ローターアクト研修会」唐津大会開催!!

　　　　　　　　　　ﾛｰﾀｰｱｸﾄ地区委員長岡　部　景光
　　　　　「第10回全国ローターアクト研修会」が３

　　　月１日田～２日（日）唐津市の唐津ロイヤルホテ

　　　ルを主会場にして聞かれました。全国34地区

　　　の内ロータリーは25地区から284人（内地区

　　　外53人）ローターアクトは33地区から477人

　　　（内地区外328人）合計760人の登録、740人の

　　　出席を得ました。

　　　　佐賀県知事　井本　勇氏（副知事が代理出

　　　席）、唐津市長　福島善三郎氏の祝辞をいた●　

だき、牟田ガバナーは「地域社会のニーズに

　　　応じた奉仕、親睦をロータリアンと共にやろ

　　　う」と述べられました。

　　　　この研修会はガバナーが主催し、その目的

　　　は①ローターアクト地区間のよりよい信頼関

　　　係を推進し、②ローターアクト活動の建設的

　　　な意見交換、情報交換の場とし③ローターア

　　　クト会員の親睦と友好の為の機会であり④ロー

　　　ターアクトの活動を広く紹介する為としてい

　　　ます。

　　　　そもそも、この全国大会をホストする事の

　　　起こりは第７回兵庫県淡路高大会の時、当時

　　　の宮高博兵衛ガバナー、ロータリー、ローター

　　　アクトの承認を得ないまま出席したアクトが

　　　ホストすることを表明したことに始まり、そ

●　の後市瀬久米嘉ガバナー、佐古亮尊ガバナー

　　　ノミニーに話してご理解をいただき、アクト

　　　も協議して賛成多数で決まり、第８回会津若

　　　松大会で正式表明しました。しかしこの時は

　　　実行年のガバナーがまだ決まっていなかった

　　　為や、東京地区にも表明があったことで保留

　　　持ち帰りとなりました。それから３～４ヵ月

　　　後　牟田ガバナーノミニーが決まられて、ガ

　　　バナー諮問委員会に計っていただき正式に許

　　　可をもらいました。一方東京地区はガバナー

　　　の許可なしの表明であったようで決まらず、

　　　当地区が決定しました。ロータリーの地区委

　　　員会としましては通常の地区活動をおろそか

　　　にしないこと、アクト歴が短い会員が多いの

　　　で最初から全員参加して会員のレベルアップ

８

と活性化を計ることを条件にしました。

　第９回の岐阜大会は岐阜城そばの長良川河

畔、国際会議場で開かれ当地区はロータリー

クラブ地区委員会から５人、ローターアクト

から13人出席して第10回大会の為の研修を行

い、以来１年間ロータリー側、アクト側の別

々の実行委員会や合同の実行委員会を数限り

なく開いて準備をして来ました。

　しかしながら問題は1400万円の予算と参加

者の人数でした。ガバナー事務所より150万

円の特別助成金をいただき、全国34地区から

の分担金、地区内ローターアクトクラブの分

担金、参加者の登録料で賄いましたが、地区

内ロータリークラブには参加者の登録では多

大なるご協力をいただきました。

ローターアクトクラブ提唱のロータリーには

11万円分の登録、提唱のないクラブには３万

円分の登録を半強制的にお願いし、ロータリー

クラブの予算を圧迫してしまいました。特に

会場となった唐津市の唐津東ロータリークラ

ブは全員登録と、救急用医者の待機、２日目

地区外の人への唐津観光無料車提供などや他

の未提唱唐津３クラブの15人登録、松浦ロー

タリークラブの登録料のみでの参加、発足数

年の太良ロータリークラブ、今期佐賀県内ロー

タリークラブ会長幹事会をホストした小城ロー

タリークラブ等その他数多くのロータリアン

のご配慮をいただいて、無事終えることが出

来ました。誠にありがとうございました。ま

たロータリー部門会議の議題「新世代会議に

ついて」では森義則地区委員長を始めとする

新世代委員会の方々には議事進行をお願いし

まして、お世話になりました。

　最後になりましたが、大会実現にご尽力を

いただきました牟田ガバナー、宮島、市瀬、

佐古パストガバナーには厚くお礼申し上げま

す。ありがとうございました。

　大会の詳しい内容につきましては後日の報

告書と致します。よろしくお願い致します。



一長崎琴海ロータリークラブー

　　　　創立５周年記念事業を終えて

　長崎琴海ロータリークラブは、創立５周年

記念式典を去る３月12日、例会場であるパサー

ジュ琴海において間催しました。

　当日は雨天にもかかわらず、式典には牟田

勝輔ガバナーご夫妻をはじめ、創立時以来特

にご指導とご尽力とを航きました多数のご来

賓の方々のご臨席を賜り、さらにスポンサー

クラブの長崎北東ロータリークラブからは殆

どの会員のご出席を戴いたのをはじめとして

120名の参加のもと簡素な中にも粛々と開催

されました。

　式典は、緊張の中にも暖かさが漂うなか、

心のこもった牟田ガバナーのご祝辞に続いて

スポンサークラブ尾道会長代理より、五年間

を振り返り今後さらなる活躍を期待する励ま

しの言葉を戴き、私達会員一同は心から感激

する思いをいたしました。

　故中村哲郎元幹事を含む五年間の物故者に

対する黙祷を掲げ、当クラブ創立時に貢献さ

れた会員はじめ関係者６名の表彰を行いまし

た。

　引き続いて佐藤豊実行委員長より記念事業

が、次のように発表されました。

ぷil窯芯偏‾

会長 河　野　浩　太

　｢記念事業｣

(1)米山記念奨学会へ寄付：金一封

(2)長崎市社会福祉協議会：車椅子１台

(3)長与町社会福祉協議会：車椅子１台

(4)時津町社会福祉協議会：車椅子１台

(5)琴海町社会福祉協議会：車椅子１台

(6)童謡詩人新谷智恵子記念講演(童謡の世界

　　への誘い)開催(３月27日) ●

　式典終了後引き続いて祝賀会に移り、黒川

特別代表のお祝いの言葉に続いて、上原バス

トガバナーの乾杯の音頭で祝宴に入り、和気

あいあいの雰囲気のもと親睦の輪が広がり、●

青年のような熱い友情と燃えるような押さえ

がたい気持ちをロータリーに感じたのは、私

だけではなかったと思います。

　名残惜しい中、佐古直前ガバナーの万歳三

唱により、時の経つのを忘れていた私達は杯

をおいたのであります。

　発足して５年、いまだ未熟な私達のクラブで

すが、一人立ちできるクラブおよびロータリ

アンを目指して、さらに活動の幅と深さを増

すべく努力してまいる決意ですので、今後と

も先輩諸兄のご指導とご鞭捷とを賜りますよ

うお願い申し上げて、ご報告といたします。

９
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1998～'99年度国際青少年交換学生募集案内

　外国留学を希望する高校生を募集致します。このプログラムは青少年の留学を通して、将来を

担う若人に国際理解、国際協調を学んでもらうという、ロータリーの重要な国際奉仕事業であり

ます。特に我が2740地区は日本で最初にこのプログラムを取り入れ、今日まで立派な実績を上げ

てきています。地区内のクラブの積極的な参加を期待しています。

　　　　　　　　　　　　　　　《募　集　要　項》

１．対象国：アメリカ・オーストラリア・トルコ・ブラジル・メキシコ・オランダ

２．留学期間:1999年１月～2000年１月　オーストラリア

　　　　　　　1998年３月～1999年２月　ブラジル

　　　　　　　1998年８月～1999年７月　アメリカ・トルコ・オランダ・メキシコ

３．応募資格

　　（１）出発時、高校在学中で18歳未満の学生。

　　（２）積極的で明朗、国際理解と親善を深めようとする強い意志の持ち主。

　　（３）ロータリアンの子弟も資格があります。

　　（４）インターアクトの学生は特に歓迎致します。

４．費　　用

　　（１）往復の旅費（派遣先によって違いますが平均25万円）

　　（２）保険金（傷害・疾病・死亡等で約４万円）

　　（３）制服・バッジ・名刺代等（約６万円）

　　（４）通信費は本人負担になっています。

＊月々の小遣い及び食費などの滞在費は、ホストロータリークラブから支給されます。派遣先に

　よっては、旅行に連れて行くことがありますが、費用は自己負担の場合もあります。

５．応募方法

　　（１）各クラブで必ず選考を行い、１クラブ１名の推薦を行ってください。

　　（２）下記の提出書類を揃え、ガバナーノミニー事務所へ提出してください。

（Ａ）志願書様式１及び２　（Ｂ）保護者同意書　（Ｃ）学校長推薦書

（Ｄ）スポンサークラブ会長推薦書

（Ｅ）成績証明書（現在高校１年生の場合は中学３年生時のものを）

　　　　＊（Ａ）～（Ｅ）までは様式がガバナー事務所にありますのでご請求ください。

６．書類提出先

〒857　長崎県佐世保市稲荷町3-7　西九州倉庫㈱４階

国際ロータリー第2740地区　ガバナーノミニー事務所

　　�(0956)34- 6633 ・　FAX (0956)34-6634

７．受付締め切り日:1997年７月１日

　　何かご不明な点がありましたら、下記までご連絡ください。

国際ロータリー第2740地区　国際青少年交換委員長　前田一彦

　　�(0956)39- 0011・　FAX (0956)39-1301
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クラブ名

白　　石

車長崎

長崎北東

長崎中央

雄
早
西

　
　
津
ク

武
諌
唐

佐世保中央

平
雲
嬉

夕

戸
仙
野

お名前

角田

村上

高木

野口

萩原

吉原

根来

岩本

下條

亀田

原田

牧島

川内

宮崎

信行

　毅

祥光

俊治

謙介

武藤

博文

岳敏

文夫

家仲

正明

仲興

正男

保郎

年齢　生年月日

　50　　S22.4.23

　42　　S30.3.1

　44　　S27.11.12

　47　　S24.5.6

　49　　S22.10.31

　53　　S 19.4.2

　48　　S23.10.17

　41　　S31.3.23

　43　　S 28. 10.27

　47　　S24.12.3

　29　　S42.8.29

　44　　S27.12.28

　46　　S26.2.26

　49　　S22.3.1

　職業分類

商業銀行

家電配布

産業銀行

管工事

団体保険

自動車解体業

生命保険

循環器科

生命保険

火災保険

生命保険

為替銀行

鮮魚配布

自動車整備

　　趣味・特技

野球

映画観賞

読書

球技・音楽

ドライブ

磯釣

旅行

テニス・ゴルフ

ゴルフ

音楽

ﾉiソコン

野球

ボーリング

新しい仲間です。

　　よろし＜目

匹匹（
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

２
３
４
４
４
４
４
４
４

　
一
　
－
　
Ｉ
　
・
　
－
　
－
　
一
　
・
　
一

９
９
９
９
９
９
９
９
Q

9.

9.

9.

9.

9.

１
１
１
２
７
７
４
ｒ
ｎ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

16

4.17

4.17

4.26

4.11

4.4

　　　　　　　　　　　　　文庫通信（116号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万７千余点を収集・整備し、皆様のご利用に備え

ております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー

サービスも承ります。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を

致します。

　　　　　　　　　　　例会卓話にも活用して頂くために

○「過ぎし時に敬意を表して：ポール・ハリス語録J　R.I.　1996年147頁

○「PaulHaＪTis and His Successors: ProfilesinLeadership」　1996年359頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔上記申込先サービス・センターTEL（03）3355-5391〕

ビデオテープ（購入：各申込先　借用：ロータリー文庫）

○「財団法人　ロータリー米山記念奨学会J　D.2770　1994年　14分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先㈱タナカ・高橋TEL（0489）97-7621〕

○「財団法人　ロータリー米山記念奨学会」　米山記念奨学会　1996年　21分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先米山記念奨学会TEL（03）3434-8681〕

○「ポール・ハリスの足跡をたずねて～没50周年記念JRHHIF・D.2510文献資料室共同制作　1996年　25分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先D.2510文献資料室TEL（011）231-1297〕

○「活動する国際奉仕:WCSに関するビデオによる研修」　R.I.1997年　21分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先サービス・センターTEL（03）3355-53911

カセットテープ…地区大会記念講演

○「道」　高田好胤　D.2570　1993年　60分

○「国際社会における日本の役割」　松山幸雄　D.2570　1993年　70分

○「世界から見た日本」　磯村尚徳　D.2750　1995年　70分

○「情報伝達と日本の文化」　畑　恵　D.2750　1995年　60分　〔上記申込先　ロータリー文庫（ダビング）〕

ロータリー文庫

〒105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館７階

　　　　　　　　開館＝午前10時～午後５時

１１

TEL(03)3433-6456 ・FAX(03)3459-7506

休館＝土一日・祝祭日

●

●



平成９年３月出席報告

………100=･％J･おめでとｹう∧､ﾚ･JJ=j.=･･=･j･J.･.:.=J.J

佐賀西｡佐世保｡佐世保申央づ

佐世保南・大村北・長崎東……

●

出席報告は、翌Jj 15日迄にお願い致します。

・

分

区
クラブ名

会　員　数 哲

賢
出　席　率

当
月

順
位期初 月末 増減 通　算 当　月

第

１

分

区

伊万里 51 55 ４ ４ 96.14 94.68 20

伊万里西 54 55 １ ３ 96.84 94.45 21

唐　　津 65 67 ２ ４ 97.73 97.50 12

唐津中央 59 60 １ ４ 98.31 97.09 15

唐津東 62 64 ２ ３ 99.30 98.72 ７

唐津西 61 55 －6 ４ 94.68 95.00 19

６　Ｒ　Ｃ 352 356 ４／ 97.17 96.24 ①

第

2
1y

区

神　　埼 35 33 －2 ４ 78.79 78.60 48

小　　城 36 42 ６ ４ 87.95 89.09 33

佐　　賀 86 87 １ ３ 96.73 97.59 11

佐賀北 65 64 －１ ４ 95.78 95.63 18

佐賀南 39 38 －１ ４ 92.48 93.92 24

佐賀西 71 69 －２ 100.00 100.00 １

佐賀大和 31 30 －１ ４ 83.95 83.03 42

多　　久 43 42 －１ ３ 84.34 87.29 35

牛　　津 38 38 ０ ４ 86.25 85.53 37

９　Ｒ　Ｃ 444 443 －１／ 89.59 90.08 ③

第

３

分

区

有　　田 56 54 －2 ４ 86.84 87.04 36

鹿　　島 60 61 １ ４ 86.29 89.72 32

大　　町 42 37 －5 ３ 83.20 85.17 38

白　　石 31 33 ２ ４ 84.07 77.23 50

武　　雄 64 62 －2 ５ 88.47 82.70 43

太　　良 30 31 １ ３ 69.39 66.67 55

嬉　　野 40 45 ５ ４ 83.99 93.90 25

７　Ｒ　Ｃ 323 323 ０／ 83.18 83,20 ⑥
22　R　C 1119 1122 ３／ 89.61 89.57 ／

分

区
クラブ名

会　員　数 雲

賢

出　席　率 岩

漿期初 月末 増減 通　算 当　月

第

４

分

区

平　　戸 50 50 ０ ３ 91.63 93.01 26

生　　月 28 28 ０ ４ 84.08 74.46 53

北松浦 40 41 １ ４ 93.93 90.29 30

松　　浦 48 47 －１ ４ 91.92 80.43 47

佐世保 100 98 －2 ４ 100.00 100.00 １

佐世保中央 64 65 １ ２ 100.00 100.00 １

佐世保東 64 59 －5 ３ 90.82 88.14 34

佐世保北 65 70 ５ ５ 97.84 97.35 14

佐世保市 103 101 －2 ３ 100.00 100.00 １

佐世保東南 19 19 ０ ４ 79.13 75.18 52

佐世保西 60 61 １ ４ 96.43 96.71 16

ハウステンボス

佐　世　保 33 33 ４ 83.86 75.19 51

12　R　C 641 672 31 ／ 92.47 89.23 ④

第

５

分

区

諌　　早 70 71 １ ４ 94.86 94.36 22

諌早北 70 70 ０ ３ 84.87 84.13 39

諌早多良見 42 46 ４ ４ 77.91 71.11 54

諌早西 52 50 －2 ４ 88.67 90.50 29

大　　村 57 58 １ ４ 95.03 92.59 28

大村北 39 40 １ ４ 100.00 100.00 １

大村東 53 52 －１ ５ 76.49 78.44 49

島　　原 54 54 ０ ４ 89.93 90.14 31

島原南 34 34 ０ ４ 82.26 80.90 44

雲　　仙 40 40 ０ ５ 96.91 97.50 12

10　R　C 511 515 ４／ 88,69 87.97 ⑤

第

６

分

区

福　　江 63 66 ３ ４ 96.71 97.95 ８

福江中央 67 66 －１ ４ 94.84 94.23 23

東長崎 58 55 －3 ４ 83.37 83.57 41

長　　崎 111 114 ３ ３ 93.49 95.75 17

長崎中央 73 68 －５ ５ 97.13 97.68 10

長崎東 90 88 －2 ４ 100.00 100.00 １

長崎琴海 35 36 １ ３ 77.82 80.57 45

長崎北 100 94 －6 ５ 96.64 97.81 ９

長崎北東 54 54 ０ ４ 88.26 84.00 40

長崎南 97 96 －１ ４ 81.15 80.53 46

長崎西 77 81 ４ ４ 90.27 92.90 27

11　R　C 825 818 －7 ／ 90.88 91.36 ②
33　R　C 1977 2005 28 ／ 90.80 89.56 ／

55　R　C 3096 3127 31 ／ 90.32 89.56 ／

１２



○米山功労者

福江中央・病院

佐世保西・生花配布

一
　
法
師
山
真
人

ａ
誉

めでとう

福江中央・シニア

唐津西・水産物配布

　　北松浦・歯科医　　　　　北松浦・予防歯科

○マルチプル･ポールハリス･フエロー

長崎中央・シニア

北松湘・建設請負業

長崎中央･リハビリセンター

□

=φ
Ｌ＿ むヽj(jﾀﾞ年
○米山ファンド･フェロー○ポールハリスフェロー

|||||

一

福江中央・シニア

松浦・縫製

北松浦・真宗

長崎中央・司法書士

佐世保西・シニア

　
●

一
　
武
部
勝
海
　
一

　　　松浦･外科

○ベネファクター

長崎北東・シニア

北松浦・精神医院

故　植村　静次　君

　　(長崎中央)

　
　
　
（
享
年
　
7
1
才
）
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成
九
年
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去
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バナー事務所告知板

1コータリー財溥への寄付お願い

　第2740地区の1996～'97年度ロータリー財

団への寄付額は、会員皆様のご協力で、当地

区本年度目標額20万ドルに対し､'97年３月31

日末現在、169､976ドルで85％に達しました

が、是非目標額100％を達成したいと存じま

すので、残された１ヶ月に皆様のご協力をお

願いします。

表紙絵の説明

慧洲園

６月の地区行事予定

日・曜 行　　　　事 場　所

２日(月)

～５(木)
国際青少年交換学生研修旅行

京　　都

奈　　良

８日（日） 第2740地区
第15回ローターアクト年次大会

大　　村

９日(月)
長崎北クラブ

　創立40周年記念式典
長　　崎

ｎ日(水)
第３分区

新・旧会長・幹事会
武　　雄

24日(火) 米山記念奨学会評議員会 東　　京

　武雄市のシンボルである。御船山の麓に３万坪の大庭園がある。東洋の宝石、馴翠や色絵磁

器柿右衛門の銘品などが陳列されている。

　また平成９年４月､財団法人陽光美術館として中国陶磁の名品なども加わり、内容も充実さ

れている。

国際ロータリー関係事務所
国際ロータリー世界本部　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 Sheman Avenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U,S,A.

国際ロータリー日本サービスセンター　〒160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　奉　仕　室　�03- 3355- 5383 クラブ関係のお問い合せ　Fax 03- 3226- 4606

　　　　　　　資　料　室　�03- 3355- 5391 ～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　財　務　室　�03- 3355- 5425 ～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03- 3433- 6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03- 3433- 6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03- 3436- 6651

米　山　記　念　奨　学　会　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03- 3434- 8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156　FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日､祭日休み)

　　　　ガバナー　　牟　田　勝　輔

　　　　地区幹事　　大　坪　勇　郎

　　　　事務局　山　□　真利子

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古賀　行雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　　井　上　俊　正

　　　　　　花　田　晴　年

　　　　　　別　所　善　弘

印　刷　　鹿島印刷株式会社昌§昌水仙

－14－
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　　　　　　　　　1996～1997年度

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

　　　　　第2740地区ガバナー月儒編集委員会事務局

　　　　　〒843佐賀県武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　　　　　TEL（0954）22-0156　FAX（0954）22-0160
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ガバナー年度を終えて
第274o地区ガバナー　牟　田　勝　輔

　光陰矢の如しと申します。皆様方とともにして参りました奉仕の

‥年間が終わりました。

　ノミニーをお受けするのが遅かったこともありまして、試行錯誤

の１年間のような気がいたします。

　創始者ポールハリスは「ロータリーヘの道」の中で「友情は、ロー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一タリーを築く岩のように堅固な土台であり、寛容の精神はロータリー

　　　　　　　　　　　　　　　　一を結びっけるもの」そして「ロータリーが事業と専門職に携わる人

達に、親睦をつなぐことが出来だのは、寛容のこころのおかげです」

と述べております。

　私は皆様から、まさにこの友情と寛容と親睦のこころを頂きながら、一年間のガバナー年度を、大過

　　　　　　　　　　　　一一-　　　　　　　　　　●なく終ることが出来ました幸せを心から感謝いたしております。

　私達は、ジアイＲＩ会長から「次の質問を自分に聞いてみて下さい」と示されました。

　・あなたの地区は、あなたが望む方向に進んでいますか？

　・ロータリアンの奉仕の目的について、ロータリアンの間で混乱がありますか？

　・ロータリアンは、チャレンジがないと感じていますか？

　・あなたの地区では、会員が減少していますか？

　・地域社会で、ロータリーのイメージが低下していますか？

　・クラブと地域のリーダーシップは、多少の危険をおかしたり、新しい方法を試みたりすることを躊

　　躇していますか？

　・会員の中で誇りが低下していることに気付きましたか？

　私は地区内55クラブの公式訪問を終り、また年度の各種のプログラムに参加して、この質問のどれに

でも、良い方向での「ハイ」という答を出すことが出来ると確信しております、その意味でクラブ会長

さんはじめ、会員の方々に心から敬意を申し上げます。

　ガバナー年度に先がけて開催される「会長エレクト研修セミナー」と「地区協議会」は、ガバナーと

して始めての大型プログラムであり、身の引き締まる緊張のうちに、各クラブの会長さんをはじめ役員

の方々の真剣なクラブ運営への意気込みを感じました。

　夏の盛りからのクラブ公式訪問では、そのクラブの歴史や特色、地域に根差したクラブ活動を見聞き

しながら会員のみなさんと胸襟を聞いて語り合ううちに、地域社会に溶けこんでゆくのに一一番の早道は、

ロータリークラブに入会することだ、ということがわかりました。

　「一見直そう・ふるさとを一手に手をとって」のテーマのもとに開催された地区大会も、園田大会委員

長さんをはじめ、ホスト武雄クラブ、その他関係の方々の大きな御努力と会員のロータリーの友情によっ

て、素晴らしい大会にして頂いた感激は、今も色鮮かに残っております。

　今年は、ＲＩのテーマ「築け未来を一行動力と先見の眼で!!」の強調事項にありました、新世代プロ

グラムにつきましては、新世代会議をはじめ、各種の青少年プログラムについて御願いいたしましたが、

御陰様で一応の評価をいただきました。

　あれや、これやと一年を顧りみますと、こうすれば、ああすればと至らぬことばかりが残こる思いが

いたします。

　御先輩として勇気づけ、御指導下さいました諮問委員会の皆様には厚く御礼申し上げます。特に直前

の先輩ガバナーとして、私が遅れて決定を受けたノミニーの時から今日まで、直接お導き下さいました

佐古ガバナーには、本来ならこの月俗筆１号の当初に佐古ガバナー年度の輝かしい業績を称えるととも

に御札を申し上げるべきでございましたのに誠に申訳なく存じております、御許し下さい。

　分区代理、地区委員の方々そして大坪地区幹事はじめ地区議員の皆様方の御協力に心から御礼を申し

あげます。

-
１
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　　　国際親善奨学生地区選考会終了

　　　　R12740ロータリー財団情報奨学地区委員長

　　　　　　　　　　　　神　宮　博　明

　　　　1998～99年度ロータリー財団国際親善奨学

　　　生地区選考会は５月25目武雄市センチュリー

　　　ホテルに於て開催されました。

　　　　午前10時牟田勝補ガバナーの「国際親善奨

　　　学生の意義」についての卓話、辻ガバナーノ

　　　ミニーの御挨拶につづいて、午後４時まで予

　　　定のスケジュールを全て消化し、地区奨学生

●　候補者として７名を選出し終了致しました。

　　　　選出された奨学生候補者は、いづれも高度

　　　な語学カテストと、11名の選考委員に依る厳

　　　密な面接試問を見事にクリアーしたすばらし

　　　い方達でロータリー財団国際親善使節として

　　　の資質を充分に兼備した逸材ばかりと確信致

　　　しております。彼等は、今後一年間国内に於

　　　て奨学生としての研修を重ねて、1998年８月

　　　までにはそれぞれロータリー財団本部が指定

　　　する教育機関に留学する事になります。此の

　　　国内研修期間には、いろいろの面で、ホスト

　　　クラブをはじめ地区内金ロータリアンの皆様

　　　の御指導を頂く訳でございます。ロータリー

　　　を代表する親善使節として、彼等が充分にそ

●　の責を果す事が出来ます様、その御指導御鞭

　　　捷をお願い申し上げ選考会終了の御報告を申

　　　し上げます。

　　　　　地区財団奨学生選考会報告

　　　　期日　平成９年５月25日

　　　　会場　武雄市　センチュリーホテル

　　　　出席者

　　　　・地区ガバナー　　・ガバナーノミニー

　　　　・地区幹事　　　　・次期地区副幹事

　　　　・地区財団委員

　　　　・選考会運営委員（佐賀北）

　　　　・語学力テスト教官（４名）

　　　　・奨学生申請者（10名）　一以上-

２

1997年度米山奨学生オリエンテーション

　地区米山奨学委員長

　　　　　　　　香　月　　　孝

　1997年採用米山奨学生の応募者は49名でし

たが､’96年12月15日の筆記試験、本年２月２

目の面接の結果、15名の合格が決定し、５月

18日、日曜、午前10晴30分よりホテル・ニュー

オータニ佐賀にてオリエンテーションを実施

しました。

　選考の経過を顧みつヽ、晴れやかな表情を

みせる新しい奨学生達を迎えることは誠に喜

ばしく、地区委員長として祝福の想いを込め

開会の言葉を申しました。

　ロータリー米山記念奨学会理事、逸見嘉彦

パストガバナーより、“奨学生に与えられた

特典を生かし、胸を張り心を開いて、悔いの

ない日々を送って下さい”と、あたたかく励

まされました。

　市瀬久米嘉パストガバナーからは、“東洋

の諸国から集まられた皆さんの力によって、

地球資源を大切にし、共生の実を上げる努力

が今程望まれるときはありません”と、研讃

の道を示されました。

　米出梅吉氏の生涯をたたえ、その志を大切

にとの、日本のロータリアンすべての真心が

結集された、ロータリー米山記念奨学会の諸

規則には、すみずみまで行き届いた配慮が込

められておりますが、カウンセラーとの連絡

を密にすることに始まり、奨学金受領に当っ

ての心得、報告書提出の義務、研修旅行補助、

医療費補助申請の手続き、博士の学位を受け

たときの規定、複合、記念品について等、詳

細にわたって地区委員長より説明し、質疑応

答の後、各人確約言に署名しました。

　’96年採用奨学生として佐賀大学教育学部

に在学する金大栄君より、カウンセラーと信

頼の絆に結ばれた一年間の体験を中心に、誠

意を込めたアドバイスが述べられました。

　正午すぎ、大坪勇郎地区幹事の温情あふれ

る言葉によって乾盃、懇親会に移りました。

　カウンセラー共々胸襟を開き、和気あいあ

いのうちに奨学生一人一人から抱負が語られ、

母国の歌が披露される等、心あたたまるうち

に午後２時に全ての行事を終了しました。

　ご多用のなか、奨学生のためにお出頂きま

したカウンセラーの皆様に厚く御札申し上げ

ますと共に、ご指導よろしくお願いし、オリ

エンテーションの報告とさせて頂きます。



海星学園インターアクトクラブ誕生

　　　　　長崎西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会長　渡　辺　修

　長崎西ロータリークラブが提唱する海星学

園インターアクトクラブが創立、その認証状

伝達式が海星高校犬会議室で、平成９年５月

17日挙行された。第2740地区内では23番目で、

地区内で８年振りの誕生となりました。

　この誕生までの経緯は、まずＲ・ジアイＲ

Ｉ会長が「築け未来を・行動力と先見の眼で」

というテーマを掲げられ、新世代を育成し、

未来を築こうという実践目標をたてられてお

り、又第2740地区牛田勝輔ガバナーも本年度

の重点プログラムの一つとして、「次の世代

を準備することによって未来を築きましょう」

と提言されており、これに応えて1996～1997

年度のわが長崎西ＲＣの基本方針の中にイン

ターアクトクラブの創設に向けての研究検討

を行うという項目を盛り込んだ事と、ガバナー

公式訪問の際牟田ガバナーよりインターアク

トクラブ創設に対しての熱烈な激励の言葉を

載いた事によって、その胎動が始まったとい

えます。

　まず、青少年奉仕担当理事を中心として、

委員会によるインターアクトに関する資料集

めから始まり、研究検討が精力的になされ、

既にボランティアクラブを持ち、ボランティ

ア活動に積極的に取組んでいる海星学園を、

インターアクトクラブ校と決定、青少年奉仕

委員会が新世代委員会を兼務することもあっ

て、海星学園の生徒の皆さんとの対話集会を

行ったり、委員会の奉仕活動に参加して貰う

等して、コミュニケーションを計ることによっ

３

志

て、自クラブ会員のインターアクトに対して

の認識を深めていった。

　この海星学園は、中学高校の一環教育を行

う６年制の特殊校と倅通高校を持つ男子校で

あり、毎Ｈ全校生徒による学校近隣の観光地

車山手町一帯の清掃を行うとか、ボランティ

アィクラブによる老人養護施設への慰問、養

育施設への慰問等の奉仕活動を毎月行ってい

る。たまたま私共西ＲＣの社会奉仕委員会と、

青少年奉仕委員会が奉什活動を行っている施

設が同じという事もあって、学校長のご理解

のもとにご承認を得て、創立百数年の伝統を

持ち、神愛、人間愛を建学の精神とする海星

学園をインターアクトクラブ校として提唱し

今日の発会式となりました。

　最後に、関係各位のご協力とご指導のもと

インターアクターとして「奉仕の灯で未来を

築いて」戴きたいと切に願う次第であります。

●

●



ローターアクト「第15回年次大会」を終えて

　　　　　　　　ﾛｰﾀｰｱｸﾄ地区委員長　岡　部　景　光

　　　　ローターアクト１年間の最後を飾る行事

　　　　「年次大会」が６月８日（日）大村ローター

　　　アクトのホストで、大村商工会議所にて開か

　　　れました。

　　　　甲斐田大村市長、牟田ガバナー、佐古パス

　　　トガバナー、大村ロータリークラブ大塚会長

　　　の出席を願って祝辞や総評をいただき、ロー

●　　タリー85名、他地区アクター13名、地区内ア

　　　クター100名の出席でした。

　　　　今までは２日間の日程だったのを１日でやっ

　　　てしまい、また大村ローターアクトの会員が

　　　減ってしまって残り２名でのホストとなり、

　　　全てが超過密スケジュールでの大会でした。

　　　　しかし今期は３月に「第10回全国ローター

　　　アクト研修会」をホストしておりましたので

　　　準備期間は短くても、気力は充実していまし

　　　たから人数の少ないのは有明分区の皆で補い、

　　　日数の短くなった分は必要事項のみに絞り、

　　　しかも物足りなさを感じないように配慮され

　　　ていました。さて内容は開会式→各クラブの

　　　活動報告→閉会式→記念プログラムー→レセプ
●　　ションでしたが、私はいつも１年間の活動報

　　　告と閉会式に関心があります。

　　　　若干のクラブを除いて毎年変わらずしっか

　　　り活動をし、きちんとした報告がありますの

　　　で真摯に捕らえた活動をありかたく嬉しく思っ

　　　ています。残念なのは若干の方の、会員が少

　　　なく昼間の仕事に追われて活動が出来ていな

　　　いことです。最近他地区でも会員減少でクラ

　　　ブの存続の危機が多いとのことですが、当地

　　　区でも同じ現象が起きています。

　　　　閉会式では最優秀会長、幹事、出席率100

　　　％、クラブ等の実績に対する表彰や年齢制限

　　　にかかり卒業退会する会員の発表があります。

４

卒業退会の一言コメントを間いて涙が出ます。

皆がロータリーの育みに感謝し、この若い時

の経験を糧としてこれからの人生を頑張ると

力強く語ります。アクト暦３～４年が多いで

すが、中には10年以上もいます。ここまで来

ればやめたくなくて、やめていくのがほとん

どですが年齢制限は今位で妥当だと考えます。

この他に女性会員の結婚退会等がありますの

で10～20人が毎年滅少します。新しい年度に

入って新会員がこれ以上入会すればいいので

すがむずかしいのです。今年は記念プログラ

ムで「POE」という木管アンサンブルの演奏

と唄があり、予め各アクトクラブから詩を募

集しておいて、その中から良い詩を選んで曲

をつけてもらい皆で唄う時間でした。♪Shine

Shine Shinning～と高らかに唄い時間がすぐ

過ぎてしまいました。　１日での年次大会でも

いいものが出来ました。アクターの工夫と頑

張りの賜物でした。最後に提唱の大村ロータ

リークラブの会員登録と人手不足による接待、

誘導等の手伝いをありがとうございました。

　ローターアクト地区委員会は今期７人のメ

ンバーでしたが次期へ２人残ってあとは新地

区員と交代します。今期はロータリーの皆さ

んのご理解と協力が大変嬉しく感じました。

ローターアクトの皆はロータリーに感謝しな

がら真面目に取組んでいます。消滅の危機の

クラブもありますし、新しい提唱や会員紹介

など今後もよろしくお願いいたします。



長崎北R C40周年記念式典

　長崎北ロータリー創立40周年の記念例会を

1997年６月９日開催致しました。

　当日は、長崎県知事を始め、平田ガバナー、

上原バスト・ガバナー、野崎ガバナー・ノミ

ニー、小派第６分区代理、長崎８ロータリー

の会長・幹事16名、京都北ロータリー（姉妹

クラブ）34名、会員家族33名、会員84名、国

際交流基金で支援中の外国人留学生５名合計

178名で盛会の内に終了する事ができました。

　特に、姉妹クラブの京都北ロータリークラ

ブから多数の方が遠路遥々ご出席下さり錦に

花を添えて頂きました事は当クラブ会員一同

にとりまして無上の喜びであります。

　さて、当クラブは、昭和32年６月14日チャー

ターメンバー30名で、発足致しました。以来

40年、今日約100名の会員を擁するまで成長

し、歴代会長の適切なるクラブ運営に依って

　「奉仕の理想」の推進に努力を続け、地域社

会に貢献して参りました。

　10年毎の節目には地域社会の求める記念事

業を執り行って参りました。

　中でも、10年前の30周年目の時は、国際交

流基金を設立発足し、発展途上国の中国を始

め、アジア諸国からの留学生に奨学金を贈呈

-
５

　　　　　会長　杉　原　吉　昭

し国際交流を続けております。

　これは、内外共に大変高く評価されており

ますので、今後も会員の協力によって継続し

ていく所存であります。

　40周年の記念事業は、松が枝国際観光船埠

頭に植樹として100万円を長崎県に贈呈し殺

風景な長崎港の玄関を緑化する導火線にする

事を目的とし行政ヘアピール致しました。

　私共会員一同は、数々の奉仕を推進して参

りましたが、今後共ロータリー精神の研讃と

実践に努力し地域社会の為に奉仕の理想を精

進していく所存でございます。

　最後になりましたが、ロータリアンの皆様、

今後共当クラブの発展の為、友情に依って格

別のご指導ご鞭捷を賜りますようお願い申し

上げます。

●

●



●

●

佐世保東ＲＣ創立30周年記念式典を終えて

　　　　　　　　　　　　　会長　小山和彦
　佐世保東ロータリークラブは創立30周年記

念行事を去る５月17目、西海橋観光ホテルに

おいて開催しました。

　当日は、佐世保市長を始め、テリトリー内

の町長さん・ＲＩ第2740地区牟田ガバナー・

第3660地区文ガバナー・姉妹クラブ韓国釜山

蕗堤ロータリークラブ・スポンサークラブ佐

世保南ロータリークラブ他・近隣ロータリー

クラブ・会員並びに夫人200人近くの参加者

を得て式典並びに祝宴が厳粛な中にも盛大に

聞かれました。 30周年記念式典は、会長の点

鐘に始まり、物故会員へ黙祷を捧げ、来賓紹

介・来賓挨拶・スポンサークラブ｀･姉妹クラ

ブ・歴代会長・R I 3660地区ガバナー・出席

優秀者・会員増強委員長・社会奉什活動・環

境整備・永年在籍者にそれぞれ感謝状及び表

形状記念品贈万7と続いて、記念事業の一一つで

ある奨学金制度の創設第１回目の受給奨学生

となった国立佐世保工業高等専門学校石川哲

史君への目録贈呈を行い式典を終了。その後

ひき続き祝賀会に移り、挨拶・乾杯・祝舞に

続く鏡開きには、ガバナー・来賓・姉妹クラ

ブ各代表の方々８名。ハチ巻き法被姿も凛々

しく気合いが入ったところで、会場全員の掛

け声で威勢よく樽が開き、会員小松や兄弟に

よるエレキギターの賑やかな演奏に華やかな

祝宴の幕開けとなりました。程なくしてクラ

ブ会員夫人会員による新波佐見音頭の皿踊り

が始まるや、姉妹クラブ韓国の夫人達の飛び

入り参加、チマチョゴリの原色艶やかな共演

にご主人連中手拍子でエール。国際親善のほ

ほえましい一幕でした。又、続いての演じも

のは、コミック舞踊『麦畑』韓国読み『ポリ

バン』男役「松つぁん」に運送会社社長、相

手役「おヨネ」にお寺の住職、いずれも当ク

ラブ会員、次々会長となる異色コンビ。どこ

で誂えたのか、カツラ・衣装・小道具・メイ

キャップ・ドサ廻り座長大会の様相で、歌詞

一、二番は韓国語次に日本語という念のいれ

よう、会場、唖然から爆笑、割れんばかりの

喝采鳴り止まず、といった有様。いやが上に

盛り上がりのなか夜の更けるのも忘れる程、

盛況裡に幕を閉じることができました。

　翌日は，姉妹クラブとの親善記念ゴルフ大

会と観光組みに分かれ有意義な大会行事を終

り，残るのは記念誌の発行のみとなりました。

　以上，記念行事の一端をご披露しましたが，

これを機会に地域社会に密着した奉仕活動の

更なる推進を計りたいと思っています。

記念事業

１．人道的な国際奉仕プロジェクトのための

　ロータリー財団同額補助金の拠出。

　　　佐世保東RC　　　　　　　7,500ドル

　　　釜出題堤RC　　　　　　　5,500ドル

　　　R I 3660地区　　　　　　　2,000ドル

　　　ロータリー財団同額補助金

　　　　　　　　　　　　　　　15,000ドル

　　　合計　　　　　　　　　　30,000ドル

２．佐世保東ロータリークラブ奨学金制度の

　創設。

　　　１年の予算　　　　　　　　360,000円

６



伊万里西ローターアクト創立10周年

　伊万里西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞﾛｰﾀｰｱｸﾄ委員長福　田　茂　弘

　伊万里西ローターアクトクラブ創立10周年

記念式典が「いまりトン、10、トン～出会は

宝さがし」のテーマのもとに、同市迎賓館で

開催されました。

　式典では、牟田ガバナーの御祝いの言葉を

いただき、パストガバナー、地区委員長さま、

地区委員の多数の御来賓のもと、2740地区内

はもとより、地区外で遠くは、大津、浜田、

松江ＲＡＣより多数の御参加をいただき参加

者160名ですばらしい式典が出来ました。提

唱クラブの伊万里西ロータリークラブと、親

クラブの伊万里ロータリークラブは、全員登

録をいただき感謝いたしております。

　12時からの記念プログラムでは、焼物の里

にちなんで、みなさんで「らく焼」を楽しん

でいただきました。きっとお帰りになられて、

御自分の作品にびっくりされたことでしょう。

13時よりのレセプションでは、８名のアクター

達は、それぞれに自分の役割をはたし、創立

10周年の成果を見せてくれました。なかでも、

舞はすばらしく資質の向上がうかがわれ式典　●

を通して、団結と友情を深め、ひと廻り犬き

くなったような気がします。

　今後の私達の役割は滅少しつつある会員の

増強に努めなければなりません。それには、

ローターアクト委員会だけではなくてクラブ

全体で力を入れて行かなければならないよう

です。

　　　　　　　　　記

日　時　平成９年４月13日㈲　10時～15時

場　所　伊万里迎賓館（鳳凰の間）

参加者　160名

記念事業　伊万里養護学校へ記念植樹

　　１９９７年(平成9年)３月２日(日曜日)

佐　　　賀　　　斬　　　SI

700人が参加して騎かれた全国ローター

アクト研●會＝塵肺ロイヤルホチル

｢奉仕｣で700人意見交換

λJμり・∂りつyこ。

　同クラブはロータ

リークラブの下部組

織で、18歳から30歳

までの青年男女でつ
くる奉仕団体。リー

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
研
修
会

●

７－



島原南ロータリークラブ創立十周年記念式典報告

　　　　　　　　　　　大会広報委員長　藤　原　靖　之

　　　　島原南ロータリークラブの創立十周年記念

　　　式典は、５月18目、牟田勝輔ガバナーを始め

　　　とする来賓11名、姉妹クラブの丸岡ＲＣや第

　　　５分区各クラブより124名の出席者を得て、

　　　南有馬町の原城オアシスセンターにて開催さ

　　　れた。式典は、点鐘、国歌斉唱に続いて、佐

　　　古パストガバナー作詞のロータリーソング

●　［我らロータリアン］で幕を開けました。

　　　　川口誠一実行委員長は経過報告の中で、

　　　「暗中模索の中に会員一丸となって『利己と

　　　利他の調和』を図り乍ら諸事業に取り組み、

　　　一定の成果をもたらしたと自負しています。

　　　節目に当たりロータリー精神の新譜と実践に

　　　努め将来に向けて発展向上を期したい」と述

　　　べ、菅弘賢会長は挨拶の中で、歴代ガバナー

　　　の御指導と近隣クラブから寄せられた友情、

　　　百名を越えるゲストスピーカーに感謝の意を

　　　表し、会員の自己研譜と職業倫理観の高揚、

　　　そして少ない会員数と予算で遂行出来る事業

　　　の模索と実践に邁進した10年間でしたと懐古

　　　し「クラブは昨日満10周年を迎えました。本

　　　日は11周年に向かって第一歩を踏み出す日で●　

す。心を新たに正しいロータリー哲学を学び、

　　　体得し実践する為の再出発の日に致したいと

　　　思います。其の願いを込めて記念講演を佐古

　　　亮尊パストガバナーに御願い致しました。混

　　　沌とした解釈に筋を通し、ロータリーの真髄

　　　を御話し戴けるものと期待致しております」

　　　と締め括りました。

　　　　牟田勝輔ガバナーは「ロータリー創立以来

　　　の奉仕哲学を基盤として現代に即した奉仕の

　　　実践を推進されます事は、Ｒ１本年のテーマ

　　　にも有ります『ロータリーの土台を強固にす

　　　る』事にも撃がり誠に時宜を得た事と感謝申

　　　し上げる次第です」と祝辞を述べられ、島原

８

ＲＣ阿部義幸会長は、島原南ＲＣが行った事

業の中から「諏前肢湖畔の紅葉植樹」「蛍を

飛ばそうプロジェクト」にスポットを当て、

クラブの行動力と奉仕活動のエネルギーを讃

えられました。丸岡ＲＣ南利明会長は、子弟

の交換ホームステイ研修の成果を踏えて「姉

妹クラブ締結は大成功、今後も絆が強まる様

に」と祝意を表されました。記念事業として

夜間の交通事故防止の願いを込めた「反射帯

付き棒」が有家から加津佐迄の六町に贈られ、

松尾義博南有馬町長から丁重な謝辞が述べら

れました。

　郷土史家の志岐茂夫氏に感謝状が贈呈され

式典を終了しましたが、佐古亮尊パストガバ

ナーの「ロータリーの奉仕について」の記念

講演は解り易く丁寧で、しかも格調が高く賞

賛の拍手が鳴り響きました。婦入部合唱の

　「唐行きさんの子守歌」で開幕した懇親会も、

手作りの「六兵衛」や「筒飯」に舌鼓を打ち

和気蕩々の内に幕を閉じて全日程を無事に終

了しました。



平成９年４月出席報告

○出席報告は、翌月15目迄にお順い致します。

分

区
クラブ名

会　員　数 饗

毀
出　席　率

当

月
順
位

期初 月末 増減 通　算 当　月

第

１

分

区

伊万里 51 56 ５ ５ 95.88 93.49 26

伊万里西 54 55 １ ４ 96.70 95.41 16

唐　　津 65 68 ３ ４ 97.83 98.76 ８

唐津中央 59 60 １ ４ 98.35 98.75 ９

唐津東 62 63 １ ４ 99.17 98.04 10

唐津西 61 57 －4 ４ 94.63 94.17 22

６　Ｒ　Ｃ 352 359 ７／ 97.09 96.44 ①

第

２

分

区

神　　埼 35 33 －２ ４ 79.24 83.30 44

小　　城 36 42 ６ ５ 87.77 86.18 37

佐　　賀 86 90 ４ ４ 96.79 97.35 12

佐賀北 65 63 －２ ４ 95.59 93.92 25

佐賀南 39 38 －１ ４ 92.76 95.27 17

佐賀西 71 69 －２ 100.00 100.00 １

佐賀大和 31 33 ２ ４ 83.17 76.19 52

多　　久 43 42 －１ ４ 84.18 82.73 45

牛　　津 38 38 ０ ４ 86.84 92.10 29

９　Ｒ　Ｃ 442 448 ４／ 8１59 89.67 ④

愉

有　　田 56 54 －2 ４ 86.86 87.04 36

鹿　　島 60 60 ０ ４ 86.23 85.70 38

３

分

区

大　　町 42 37 －５ ４ 83.33 84.45 41

白　　石 31 33 ２ ５ 84.09 84.24 42

武　　雄 64 62 －2 ４ 88.13 85.08 40

太　　良 30 30 ０ ４ 69.61 71.56 54

嬉　　野 40 47 ７ ４ 83.93 83.40 43

、７　Ｒ　Ｃ 323 323 ０／ 83.17 83.07 ⑥
22　R　C 1119 1130 11 ／ 89.59 89.42 ／

分

区
クラブ名

会　員　数 Ｗ 出　席　率 ４

期初 月末 増減 通　算 当　月

第

４

分

区

ず　　パ 50 52 ２ ４ 91.75 92.78 28

生　　珂 28

40

　28

　一一一一

　40

-

　47

　97

　65

０ ４ 84.78 91.07 32

北松浦 　０

－１

４ 93.94 94.05 23

松　　浦 　48

100

４
－４

　92.19

　　－--
100.00

94.57 19

佐世保 －３

　一一
　１

100.00 １

佐世保中央 64 ４ 100.00 100.00 １

佐世保束 64

65

　60

　一一　70

101

－4 ４　90.49
　　-
　98.01

一一　一一
100.00

87.51 35

佐世保北 　５

－２

　２

３ 99.51 ７

　佐阿呆南

一一
　佐世保敗南

103

　19

４
－
４

100.00 １

21 78.36 71.42 55

佐世保西 60 61 １ ４ 96.24 94.57 19
ハウステンボス

怜　既　保 33 33 ４ 83.13 76.52 51

12　R　C 641 675 34 ／ 92.41 91.83 ②

第

５

分

区

諌　　緊 70 72 ２ ４ 94.85 94.79 18

諌早北 70 70 ０ ４ 84.62 82.37 46

諌早多良見 42 46 ４ ４ 77.98 78.57 50

諌早西 52 50 －２ ５ 89.08 92.80 27

大　　村 57 57 ０ ４ 94.93 93.98 24

大村北 39 40 １ ５ 100.00 100.00 １

大村東 53 50 －3 ４ 76.89 80.50 48

島　　原 54 55 １ ４ 90.12 91.82 31

高原南 34 34 ０ ４ 81.97 79.40 49

雲　　仙 40 40 ０ ３ 96.88 96.58 15

10　R　C 511 514 ３／ 88.73 89.08 ⑤

第

６

分

区

福　　江 63 66 ３ ４ 96.75 97.13 13

福江中央 67 66 －１ ４ 94.78 94.23 21

東長崎 58 56 －2 ４ 83.58 85.50 39

長　　崎 111 112 １ ４ 93.34 91.98 30

長崎中央 73 68 －5 ４ 97.20 97.80 11

長崎東 90 90 ０ ４ 100.00 100.00 １

長崎琴海 35 35 ０ ４ 77.40 73.57 53

長崎北 100 96 －4 ３ 96.66 96.87 14

長崎北東 54 55 １ ５ 88.24 88.08 34

長崎南 97 96 －１ ４ 81.13 80.99 47

長崎西 77 80 ３ ４ 90.31 90.63 33

11　R　C 825 820 －5 ／ 90,85 90.62 ③
33　R　C 1977 2009 32 ／ 90.78 90.59 ／
55　R　C 3096 　3139

－
43 ／ 90.30 90.12 ／

９

●

●



平成９年５月出席報告
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分

区
クラブ名

会　員　数 雪

裴
出　席　率 賞

賛期初 月末 増減 通　算 当　月

第

４

分

区

浙　　バ 50 52 ２ ５ 91.71 91.34 28

生　　月 28 28 ０ ４ 84.25 78.92 52

北松浦 40 38 －2 93.16 85.38 38

桧　　浦 48 47 －１ ５ 92.24 92.76 24

佐匪保 100 98 －2 ４ 100.00 100.00 １

佐匹保中央 64 65 １ ５ 100.00 100.00 １

佐世保東 64 60 －4 ４ 90.26 87.92 34

佐州呆北 65 70 ５ ３ 98.10 99.02 ７

佐世保南 103 104 １ ５ 100.00 100.00 １

佐忙保東南 19 21 ２ ４ 78.44 79.19 51

佐世保西 60 61 １ ３ 96.06 94.30 20

ハウステンボス

佐　此　保 33 33 ４ 82.60 77.27 53

12　R　C 641 677 36 ／ 92.24 90.51 ②

第

５

分

区

諌　　早 70 72 ２ ５ 94.66 92.77 23

諌早北 70 70 ０ ５ 84.39 82.13 44

諌早多良見 42 47 ５ ４ 78.37 82.25 43

諌早西 52 50 －2 ４ 88.85 86､50 36

大　　村 57 57 ０ ４ 94.97 95.35 18

大村北 39 40 １ ４ 100.00 100.00 １

大村東 53 50 －3 ３ 77.11 79.30 50

島　　原 54 55 １ ４ 90.07 89.55 29

島原南 34 34 ０ ４ 81.84 80.50 48

雲　　仙 40 40 ０ ４ 96.81 96.16 15

10　R　C 511 515 ４／ 88.71 88,45 ⑤

第

６

分

福　　江 63 67 ４ ５ 96.69 96.05 16

福江中央 67 67 ０ ４ 94.74 94.32 19

東長崎 58 55 －3 ４ 84.12 89.54 30

長　　崎 111 113 ２ ４ 93.24 92.20 25

長崎中央 73 68 －5 ３ 97.19 97.06 10

長崎東 90 90 ０ ４ 100.00 100.00 １

長崎琴海 35 35 ０ ４ 76.99 72.86 54

区
長崎北 100 96 －4 ３ 96.68 96.93 11

長崎北東 54 55 １ ４ 87.52 80.29 49

長崎南 97 96 －１ ４ 81.10 80.84 47

長崎西 77 80 ３ ４ 90.20 89.06 32

11　R　C 825 822 －3 ／ 90,77 89.92 ④
33　R　C 1977 2014 37 ／ 90.68 89.69 ／
55　R　C 3096 3145 49 ／ 90.23 89.46 ／

10

佐世保南-･大村北丿長嫡東、．

吼

出席報告は、剛]1511迄にお願い致します。

●

分

区
クラブ名

会　員　数 岩

毀

出　席　率 ミ

位期初 月末 増減 通　算 当　月

第

１

分

区

伊万里 51 56 ５ ４ 95.91 96.23 14

伊万里西 54 57 ３ ５ 96.41 93.52 21

唐　　津 65 68 ３ ４ 97.80 97.50 ９

唐津中央 59 60 １ ４ 98.35 98.33 ８

唐津東 62 63 １ ５ 98.96 96.91 12

唐津西 61 56 －5 ４ 94.51 93.27 22

６　Ｒ　Ｃ 352 360 ８／ 96.99 95.96 ①

第

２
リ

区

神　　埼 35 33 －2 ４ 79.40 81.00 46

小　　城 36 42 ６ ４ 87.42 83.92 40

佐　　賀 86 89 ３ ４ 96.68 95.62 17

佐賀北 65 63 －2 ４ 95.66 96.35 13

佐賀南 39 38 －１ ４ 92.68 91.89 26

佐賀西 71 69 －２ ３ 100.00 100.00 １

佐賀大和 31 33 ２ ４ 83.24 83.96 39

多　　久 43 43 ０ ５ 84.86 91.62 27

牛　　津 38 38 ０ ５ 86.94 87.89 35

９　Ｒ　Ｃ 444 448 ４／ 89.65 90,25 ③

第

３

分

区

有　　田 56 54 －２ ３ 86.99 88.27 33

鹿　　島 60 60 ０ ４ 86.52 89.44 31

大　　町 42 37 －５ ４ 83.12 81.07 45

白　　石 31 33 ２ ４ 83.95 82.58 42

武　　雄 64 62 －２ ２ 87.67 83.07 41

太　　良 30 30 ０ ５ 68.93 62.14 55

嬉　　野 40 47 ７ ４ 84.14 86.20 37

７　Ｒ　Ｃ 323 323 ０／ 83.05 81.82 ⑥
22　R　C 1119 1131 12 ／ 89.55 89.13 ／
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･佐世線俯胎白煮庫裏三

子佐世保南・大梢ﾋ・長崎東コ
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一

Ｏ出席報告は、翌月15口迄にお願い致します。

分

区
クラブ名

会　員　数 袈

裟

出　席　率 §

期初 月末 増減 通　算 当　月

第

１

分

区

伊万里 51 56 ５ ４ 95.97 96.65 15

伊万里西 54 57 ３ ４ 96.18 93.60 24

唐　　津 65 66 １ ４ 97.74 97.13 11

唐津中央 59 61 ２ ４ 98.21 96.69 14

唐津束 62 61 －１ ４ 98.93 98.58 ８

唐津西 61 57 －4 ４ 94.41 93.36 27

６　Ｒ　Ｃ 352 358 ６∠ 96.91 96.00 ①

第

２

分

区

神　　埼 35 34 －１ ４ 79.76 83.70 44

小　　城 36 41 ５ ４ 87.20 84.76 43

佐　　賀 86 86 ０ ４ 96.66 96.39 18

佐賀北 65 64 －１ ４ 95.82 97.61 10

佐賀南 39 37 －2 ４ 93.00 96.53 16

佐賀西 71 67 －4 ５ 100.00 100.00 １

佐賀大和 31 35 ４ ４ 83.13 81.88 49

多　　久 43 43 ０ ４ 85.01 86.60 40

牛　　津 38 38 ０ ４ 86.99 87.50 38

９　Ｒ　Ｃ 444 445 １∠ 89.73 90.55 ④

第

３

分

区

有　　田 56 54 －２ ４ 87.03 87.50 38

鹿　　島 60 61 １ ４ 86.71 88.81 34

大　　町 42 35 －7 ４ 83.63 89.18 32

白　　石 31 33 ２ ４ 84.28 87.88 36

武　　雄 64 62 －２ ５ 87.30 83.23 45

太　　良 30 30 ０ 69.14 71.43 54

嬉　　野 40 47 ７ ４ 84.01 82.60 47

７　Ｒ　Ｃ 323 322 －ｌ∠ 83.16 84.38 ⑥
22　R　C 1119 1125 ６／ 89.60 90.07 ／

分

区
クラブ名

会　員　数 雪

毀
出　席　率 y?

靉期初 月末 増減 通　算 当　月

第

４

分

区

ヤ　　バ 50 52 ２ ４ 91.98 94.90 21

生　　月 28 27 －１ ４ 84.86 91.57 29

北松浦 40 38 －2 ４ 92.57 86.11 42

松　　浦 48 49 １ ４ 92.34 93.47 26

佐世保 100 99 　　－１
一　　一

　　　１

４ 100.00 100.00 １

佐世保中央 64 65 ４ 100.00 100.00 １

佐削呆東 64 60 －4 ４ 90.17 89.17 33

佐世保北 65 70 　　５

一一
　　１

　　２

５

４

98.16 98.82 ７

佐匪保南 103
一一
　19

104

　21

100.00 100.00 １

佐僕保東南 ４ 78.45 78.57 52

佐世保西 60 62 ２ ４ 95.93 94.52 22

ハウステンボス

佐　牡　保 33 33 ４ 81.46 68.94 55

12　R　C 641 686 39 ∠ 92.16 91.34 ②

第

５

分

区

諌　　早 70 73 ３ ４ 94.59 93.83 23

諌早北 70 70 ０ ４ 85.36 96.07 20

諌早多良見 42 47 ５ ４ 78.53 80.31 50

諌早西 52 50 －2 ４ 89.15 92.42 28

大　　村 57 55 －2 ４ 95.12 96.76 13

大村北 39 41 ２ ４ 100.00 100.00 １

大村束 53 50 －3 ５ 77.88 86.40 41

島　　原 54 55 １ ４ 90.05 89.82 31

島原南 34 34 ０ ４ 81.65 79.50 51

雲　　仙 40 41 １ ４ 96.82 96.95 12

10　R　C 511 516 ５／ 88.92 91.21 ③

第

６

分

区

福　　江 63 67 ４ ４ 96.80 97.98 ９

福江中央 67 67 ０ ４ 94.64 93.56 25

東長崎 58 55 －3 ４ 84.46 88.18 35

長　　崎 111 112 １ ４ 92.97 90.05 30

長崎中央 73 68 －5 ５ 97.11 96.18 19

長崎東 90 90 ０ ４ 100.00 100.00 １

長崎琴海 35 35 ０ ４ 76.88 75.72 53

長崎北 100 98 －2 ５ 96.66 96.41 17

長崎北東 54 53 －１ ４ 87.16 83.17 46

長崎南 97 96 －１ ４ 81.18 82.10 48

長崎西 77 80 ３ ４ 90.00 87.81 37

11　R　C 825 821 －4 ／ 90.71 90.11 ⑤
33　R　C 1977 2017 40 ／ 90.69 90.89 ／
55　R　C 3096 3142 46 ／ 90.26 90.56 ／

１１－

●

●
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クラブ名

佐世保東

ク
　
々

大村北

佐賀大和

々
　
々

崎
里
　
万
長
伊

ク
　
々

々

崎
津
長束
唐

伊万里西

々
　
ク

保
村
世佐
大

佐世保西

福江中央

唐津

神
雲
武

東
埼
仙

雄

長崎中央

津
西
東
崎
　
島
早

　
津
津
　
々

唐
唐
唐
長
　
鹿
諌

佐世保西

々
　
々

新　　入

お名前　　年齢　生年月日

宇本

桧尾

桧田

牧山

金子

中原

束

米津

森戸

成田

松尾

遠藤

小川

幸田

斉藤

山几

中尾

下河

山村

岩月

吉田

吉田

長沢

荒木

桑原

石橋

木
川
戸
田

鈴
品
瀬
品

時彦

堵也

|:郎

隆雄

智則

　進

興三

博一

靖憲

臣孝

哲司

征幸

54

43

41

49

42

45

55

50

63

44

47

57

9

L
j
M
）

″
ｈ
）
ｒ
ｎ
）
４

徹
弘
樹

　
　
　
　
　
一

章生

良樹

国重

秀秋

輝美

隆正

重治

武志

公章

慶信

男
　
一
　
隆

邦
謙

恵司

秀樹

京谷　尚樹

局内　靖夫

山田　和弘

村田　省三

岩崎　幸春

坂本　幸介

中野　賢輔

松　　浦　小田　　浩

　　々　　　平田　昭三

48

36

53

43

49

41

51

37

38

46

48
¥
Ｏ

ｃ
ｘ
Ｎ
）
（
ｎ

４
　
４
　
４
　
４
　
４

50

45

41

46

27

39

44

69

ゐ、
Ｚｉ

S 17.2.11

S 28. 12.24

S 30.7.21

S23.10.27

S 30. 10.11

S27.5.22

S 17.3.18

S22.11.14

S 8.10.4

S 28.8.10

S 24.5.15

S 15.3.12

S 8.3.26

S 7.3.14

S 25.7.27

S23.9.19

S35.11.19

S 19.8.12

S 29.1.13

S 23.5.9

S31.7.12

S21.4.10

S 34.9.18

S33.10.20

S25.10.8

S 24.5.27

S31.4.13

30

　6

S25.4.13

S28.6.30

S22.3.11

S26.11.2

S31.1.22

S26.3.13

S44.12.3

S32.9.27

S27.4.11

S 3.5.30

員　　紹
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　職業分類

　　　　　一一　－

機械設計

設備工事

旅館

外科医

食肉販売

造園業

物理療法

広告代理業

ケーブルテレビ

生命保険

第二地銀

鉄鋼供給

大学

赤十字杜

生命保険

款急病院

製材所

電話事業

電気工事

生命保険

土地家屋調査士

建築工事

ゴルフ会員権仲介業

肉類配布

生命保険

火災保険

司法書士

損害保険

洋食料理店

貯蓄銀行

特殊銀行

生命保険

燃料油小売

建築

配管工事

アスファルト舗装

水道工事

一般土木

水産物卸売業

－１２

介

　　趣味・特技
　　-

船釣

ゴルフ、釣

カラオケ

音楽鑑賞

読書

登山、ドライブ

料理

読書

読書、旅行

ゴルフ

ゴルフ

スキー、登山

新しい仲間です

　よろしく!!

入会月日

H 8.10.

H 9.3.12
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Q
　
Q
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旅行、読書

日本舞踊、パソコン

ドライブ、ワープロ

ゴルフ

魚釣

ゴルフ

ゴルフ

車、ゴルフ

ゴルフ

音楽鑑賞

テニス

ゴルフ

読書、ゴルフ

囲碁

楽器演奏、釣り

ゴルフ、読書

ゴルフ

ゴルフ

将棋

ゴルフ

小旅行、ソフトボール

ゴルフ、マージャン
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Ｈ
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Ｈ

Ｈ
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めでとうございます

　㎜■･　　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜

○ジョージ･R･ミーンズ記念奨学基金 ○米山功労者

久万

佐世保南･シニア

ハウステンボス佐世保　諌早西･土木設計
　　リソートホテル

○ポールハリスフエロー

一
中
島
信
行
一

有田･通信機販売

諌早･会計士

伊万里西･電気工事

有田･陶磁器仲買

ｌ　
１

唐津･シニア　　佐賀大和･ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ　　佐世保･シニア

　　○準米山功労者

　　&

　　　雲仙･シニア

有田･窯業資材

伊万里西･不動産　伊万里西･商工会議所

松
尾
　
友
彦

伊万里西･割烹

林
　
　
　
悟

　
　
　
　
　
ニ
｀
Ｆ
レ

伊万里西･税理士

１３

ダ汰
諌早･シニア

コ
Ｅ
一
園
　
家
晴
一

　
　
　
　
　
‐

伊万里西･神道

佐世保･昇降機

|
一i:

諌早･印判印材

伊万里西･内科医

佐世保･生命保険

●

●



●

●

○ポールハリスフエロー

新
二

佐世保北･幼稚園

長崎西･ビル管理

首
罪
－
函
二

佐世保北･老人施設

長崎西･シニア

佐世保南･事務機器配布佐世保南･整形外科医

佐世保南･日本料理店　　佐世保南･

雲仙･喫茶店

印刷

長崎中央･団体役員

佐世保北･損害保険

唐津･陶磁器販売

佐世保南･菓子販売

佐世保南･記念品配布

長崎中央･底曳漁業

１４

佐賀･旅館

佐世保南･不動産

佐世保南･皮膚科医

雲仙･民宿

佐世保南･小児歯科

佐世保南･機械配布

佐世保南･設計監理　佐世保南･文房具配布

ﾊｳﾇﾃﾝﾎﾟｽ佐世保･印刷婁佐世保南･スポーツ施設



おめでとう

○ポールハリスフエロー

佐世保南･シニア　佐世保西･自動車教習所

遠洋漁業

匈　皿貸店舗

佐世保北･硝子建具販売

佐世保北･シニア

内科病院

佐世保北･不動産賃貸

長崎西･耳鼻咽喉科

=φ
Ｌ＿ 四大轍

佐世保西･真珠養殖 佐賀北･シニア 長崎西･施鋼漁業

　　　精神病院　　　　　　英語学院

○マルチプル･ポールハリスフエロー

佐世保･シニア

佐世保北･消防器機販売

文具販売

佐世保北･評論家

佐世保北･測量設計

佐世保北･シニア

佐世保北･シニア

佐世保南･シニア　佐世保南･自動車修理　有田･工業磁器製造

１５

●

●



●

●

○マルチプル･

佐世保西･シニア

佐世保･シニア

｜

ポールハリスフエロー 「
ｔ

「
Ｅ

佐世保南･シニア　佐世保南･内装仕上工事

佐世保･シニア

機械器具販売

○ペネファクタ・

瓦

諌早西･ｼﾆｱ

ブライダル業

j － ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■

故　山田　枢軸　れ

　　(長崎北東)

佐世保西･産科

佐世保南･建設工事

学園経営

　　　歯科

○メモリアルコントリビューション

　佐世保南･水産加工

(故近藤　栄のために)

ず
成
九
年
六
月
八
日
逝
去

　
　
　
（
享
年
7
0
歳
）

佐世保西･シニア

故　橋本　睦夫　君

　　　(佐賀南)

平
成
九
年
五
月
二
十
五
日
逝
去

　
　
　
　
（
享
年
6
4
歳
）

佐世保南･シニア

建築

故　永富　栄介　君

　　　(大村)

平
成
九
年
五
月
二
日
逝
去

　
　
　
（
享
年
6
0
歳
）

１６



一年を振り返って

　1996～'97年度のこの１年間、地区内ロー

タリアンの皆様の暖かいご理解とご協力、地

区役員の方々のご支援、武雄クラブの皆様の

献身的なご援助をいただき、地区幹事の責任

を無事果たすことができました。心から感謝

とお礼を申し上げます。

　振り返れば、一昨年９月のガバナーノミニー

事務所開設準備からのこの約２年間は、あっ

という間に過ぎてしまったという感じであり

ます。

　牟田ガバナーが、ガバナーノミニーとして

指名委員会で推薦いただき、市瀬ガバナーに

より決定宣言がなされたのは、佐古ガバナー

の年度が始まる直前の６月23日でありました。

この時には、すでに次年度のクラブ会長エレ

クト研修会、地区協議会は終了していました。

このような事から、牛田ガバナーの年度の始

まる前に実施しなければならない、会長エレ

クト研修会、地区協議会、地区委員長会議等

々は、全くの手さぐり、私の不勉強とも重な

り、不安と心配でのスタートでありました。

　しかし、パストガバナーを始め、地区役員

　　　地区幹事　大　坪　勇　郎

の方々の温かい思いやりと、協力により何と

かスタートがきれました。特に、武雄クラブ

の皆様の好意と友情に支えられ公式訪問が順

調に滑り出した時には誠に有難く、感動の時

でありました。

　ガバナーも、公式訪問、各クラブの周年行

事、地区大会、ロータリーアクト全国犬会等

々息つく暇もない程多忙な日程でありました　●

が、元気にそれらの責務を遂行されましたが、

ガバナーを補佐すべき立場にあった幹事がは

たしてその責務を果たしただろうかと自問す

る時、内石田尼たる思いがいたしております。

　今後は、この１年間に得た責服な経験を、

これから先のロータリー活動や、私の人生に

活かして行きたいと思いますので今後ともご

指導の程を宜しくお願い申し上げます。

　最後に、ガバナー、パストガバナーを始め

バスト地区幹事、分区代理、地区委員、各ク

ラブの会長、幹事、ホストクラブ、ガバナー

事務所の皆様、その他多くの方々のご指導ご

支援に重ねて厚くお札申しヒげます。本当に　　●

有難うございました。

未来を築くための

　1996～97年度会長賞

　奉仕の４部門において素晴らしい業績を達

成されたクラブヘの会長賞です。

受賞クラブ

　長崎ロータリークラブ

　佐世保北ロータリークラブ
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1996～1997年度　資料編
マルチプル・ ポールハリスフェロー (110名)

氏　　　名 所属クラブ 領収目付 氏　　　名 所属クラブ 領収日付 氏　　　名 所属クラブ 領収日付

前　田　利　昭 伊　万　肌 97.6.24 　腿　　　和　馬|

峯　　　順　通

佐匪保内 佐々野　邦　久 福　　　汪 96.8.28

宮　島　傅兵衛 唐　ポ　淑 96.7.11 佐牡保雨 才　津　祐　造 福　　　汪 96.8.28

牛　島　成之瀧 佐　　　賀

佐　　　賀

97.2.6

97.6.30

楠　田　雅　彦 佐匪保雨
一一

山　本　良　勝 福江中央 96.7.24

諸　丼　政　11‘J 藤　珪　　　剛

池　田　敏　參

佐匪保内 西　　　福　夫 福江中央 97.1.28

梅　崎　　　前 佐　賀　西 96.8.26 佐仲保南 千　綿　国　彦 東　長　崎 96.11.7

岩　尾　慶　一 有　　　田
-一一

96.10.22

ｇ　多　　　徽

　　　　-富　高　道　敏
一
中　鴫　徳　昭

佐世保南 西　村　全　造 長　　　崎 97.3.12

田　申　行　夫 鹿　　　島 佐匪保南 丸　田　　　隆 長崎中央 96.10.24

泉　　　　　毅 武　　　雄

ず　　　パ

96.11.28

　－　－一一
96.9.20

佐世保東南 96.7.25 田　島　春　生 長崎中央 97.2.5

伊　藤　　　尚 藤　巻　芳　存 佐世保西 97.2.27 高　村　慎　一一 長崎中央 97.2.13

青　木　　　繁 ｀ﾄﾞ　　　戸 97.2.21

97.5.9

池　田　保　明

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　　㎜㎜

岩　崎　邦　臣

佐匪保西 97.2.27 浦　川　一　孝 長崎中央 97.2.5

鳥　山　　　昇 北　松　浦 佐|叱保西 97.2.27 九　玉　攻　一 長崎中央 97.5.9

佐　藤　一　男 北　松　浦 97.5.9
一一　－
96.11.18

飯　田　　　清 佐世保西 97.2.28 原　田　　　尚 長崎中央 97.5.9

溝　目　　　孝 佐　匪　保 　原　田　晰　玄

=- -- ㎜㎜

　副　島　研　爾

佐就保西 97.4.25 本　田　文　昭 長崎中央 97.5.9

古　賀　克　己 佐　t叱　保 96.11.18 佐世保西 97.5.23 占　田　茂　視 長崎中央 97.5.9

山　下　　　登 佐　世　保 96.11.18 小　野　片　行 ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ佐骸 97.2.27 常　岡　tl｛　廣長崎中央 97.5.9

安　福　鴻之助 佐　世　保 96.11.29 ﾀﾞ．石　　　博 諌　　　ｙ 96.9.18 藤　井　勢　次 長　崎　東 97.1.21

堀　江　嘉　昭 佐　匪　保 97.4.11
ヽ　一一一一

97.4.25

宮　崎　清　彰 諌　早　北 96.11.29 永　田　幸　人 長　崎　東 97.1.21

東　　　陽三郎 佐　世　保 栗　林　笑　雄 諌　早　北 97.6.26 宮　本　　　誠 長　崎　東 97.1.21

古　賀　純　一 佐　牡　保 97.6.25 相　河　保　生 諌　早　北 桧　尾　晶　高 長　崎　束 97.1.21

堤　　　喜代志 佐世保束 96.7.29 芦　塚　　　武 諌　早　北 嘉島田満己 長　崎　東 97.1.21

小　山　和　彦 佐世保束 96.8.13 　井　ｆ　敏　溥

=＝=　=ゝ　　=-
　黒　田　隆　雄

諌　早　北 森　　　悛　吉 長　崎　東 97.1.21

福　田　俊　郎 佐t叱保北 96.9.30 諌　早　北 中　村　恒　哉 長　崎　東 97.4.11

鈴　木　正　昭 佐匪保北 96.9.30 森　　　栄一郎 諌　早　北 杉　岡　義　博 長　崎　東 97.4.11

村　上　寅　雄 佐匪保北 96.11.28 中　村　展　三 諌　早　北 寺　谷　雄　一一 長　崎　東 97.4.11

山　崎　元　嗣 佐田川呆北 97.2.26 西　村　博　之 諌　早　北 黄　　　醒　彦 長　崎　束 97.4.11

小　西　宗　十 佐世保北 97.5.30 瀬　頭　昭　治 諌　緊　北 上　原　　　寛 長　崎　東 97.4.11

北　原　健次郎 佐徒保北 97.5.30 白　倉　一　男 諌　早　北 島　田　明　士 長　崎　束

桟　　　　　護 佐世保北 97.5.30 植　杉　脂　夫 諌　早　北 田　中　　　明 長　崎　東

前　山　靖　弘 佐世保北 97.5.30 渡　辺　　　弘 諌　早　北 中　富　武　満 長　崎　束

豊　島　揆　一 佐世保北 97.5.30 山　下　芳　充 諌　早　北 河　本　定　久 長　崎　束

牟　田　保　美 佐徒保北 97.5.30 横　尾　兄　宣 諌　早　北 野　村　諜　郎 長崎北東 96.12.5

山　北　恭　行 佐世保北 97.5.30 横　尾　真　-- 諌　早　北 黒　川　典　男 長崎北東 97.2.27

川　添　忠　彦 佐世保南 96.11.12 貞　松　繁　明 大　　　村 96.12.12 吉　原　殖　男 長　崎　西 97.1.28

木　原　弘　治 佐世保南 96.11.12 高　城　昭　紀 島　　　原 96.11.28 江　ヒ　徹　曳 長　崎　西 97.4.24

金　子　卓　也 佐世保南 96.11.29 池　永　　　弘 島　原　南 97.3.19 久　保　昌　二 長　崎　西 97.6.30

竹　田　磋智夫 佐世保南 96.12.18 横　田　俊　之 雲　　　仙 96.8.30 小　田　悛　之 長　崎　西 97.6.30

國　崎　忠　臣 佐世保南 97.1.13 向　原　正　雄 福　　　汪 96.8.28
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ポールハリスフエロー（つづき）

氏　　　名 所属クラブ 領収日付 氏　　　名 所属クラブ 領収日付 氏　　　名 所属クラブ 領収日付

古　賀　秀　人 諌　?･　西 97.5.23 御手洗　　登 福江中火 96.11.12 福井修一郎 長　崎　東 97.4.11

荒　木　公　義 諌　緊　西 97.5.23 北　坂　　　実 福江中火 96.12.20 越　智　敏　征 長　崎　束 97.4.11

船　津　義　孝 諌　緊　西 97.5.23 荒　尾　長　明福江中央 96.12.20 石　橋　輝　夫 長　崎　東 97.4.11

今　里　康　雄 大　　　村 96.12.12 高　尾　安　夫 長　　　崎 96.11.5 大久保　ヴ　登 長　崎　束 97.4.11

児　島　正　興 大　　　村 97.1.9 角　田　昌　和 長　　　崎 96.11.28 川　添　孝　昭 長　崎　東 97.4.11

豊　竹　一　博 大　　　村 97.1.9 川　村　清　一 長　　　崎 96.11.28 吉　野　泰　司 長　崎　束 97.4.11

藤　本　洋　志 大　　　村 97.2.20 永　尾　龍　一 長　　　崎 97.1.27 梶　原　　　武 長　崎　束 97，4.11

松　尾　久　賀 大　村　東 96.11.19 光　永　義　久長崎中央 97.1.28 原　□　久美子 長崎琴海 96.11.29

松　永　忠　徳 島　　　原 96.10.31 浜　崎　一　男 長崎中兜 97.4.11 山　本　満　行 長　崎　北 96.11.29

山　本　威　篤 島　　　原 96.10.31 中　野　　　廣 長崎中火 97.4.11 杉　谷　保　憲 長　崎　北 97.2.27

荒　木　俊　一 島　　　原 96.12.26 井　筒　亮　平 長崎中央 97.5.9 井　口　晏　好 長崎北東 96.11.28

金　沢　　　壮 雲　　　仙 97.6.10 馬　込　一　敏 長崎中央 97.5.9 渡　部　智　法 長　崎　南 96.8.29

関　　　勝　彦 雲　　　仙 97.6.16 北　川　俊　明 長崎中央 97.5.9 岩　隈　　　弘 長　崎　南 96.9.12

的　野　圭　志 福　　　江 96.8.28 岡　田　康　信 長崎中央 97.5.9 谷　川　吉　則 長　崎　甫 96.12.27

野　崎　　　巌 福　　　江 96.8,28 林　田　溥　隆 長崎中央 97.5.9 村　上　雄二郎 長　崎　西 97.2.18

杉　山　　　元 福　　　江 96.8.28 岡　部　道　夫 長崎中央 97.5.9 野　□　源一郎 長　崎　西 97.4.30

田　目　　　功 福　　　江 96.8.28 占　川　莞　爾 長　崎　東 96.9.18 諸　谷　篤　生 長　崎　西 97.5.29

只　熊　　　清 福　　　江 96.8.28 迫　　　龍　二 長　崎　東 96.11.29 西　　　正　三 長　崎　西 97.6.6

西　野　　　稔 福　　　江 96.8.28 北　川　常　廣 長　崎　東 97.1.21 四　元　永　生 長　崎　西 97.6.30

清　滝　誠　司 福　　　江 96.8.28 音　山　泰　宏 長　崎　東 97.1.21 劉　　　済　昌 長　崎　西 97.6.30

今　村　音　博 福　　　江 96.8.28 島　崎　静　夫 長　崎　東 97.1.21 馬　場　政　徳 長　崎　西 97.6.30

･山　田　洋　彰 福　　　江 96.8.28 中　山　　　保 長　崎　東 97.1.21 平　山　寿　則 長　崎　西 97.6.30

山　田　卓　男 福　　　江 96.8.28 安　達　栄　蔵 長　崎　東 97.4.11 池　田　定　倫 長　崎　西 97.6.30

松　林　行　一 福　　　汪 96.8.29 北　野　総一郎 長　崎　東 97.4.11 原　目　達　志 長　崎　西 97.6.30

川　端　和　夫 福　　　江 96.9.20 松　尾　豊　明 長　崎　束 97.4.11 渡　漫　修　志 長　崎　西 97.6.30

ペネファクター（24名）

氏　　　名 所属クラブ 領収日付 氏　　　名 所属クラブ 領収日付 氏　　　名 所属クラブ 領収日付

池　田　　　賓 佐　　　賀 96.7.18 松　尾　恒　己 佐世保南 97.1.13 塚　崎　　　寛 長崎中央 97.5.21

神　宮　↑専　明 佐　賀　北 97.1.23 増　本　　　智 佐世保南 97.1.13 桑　原　佳　見 長崎北東 96.11.28

武　富　忠　勝 有　　　田 96.7.12 村　田　純　一 佐世保南 97.1.13 田　中　紀　男 長崎北東 96.11.28

中　村　直　良 鹿　　　島 96.11,18 有　谷　孝　次 諌　早　西 97.4.4 汪　崎　辰　男 長崎北東 97.4.17

森　田　峰　敏 鹿　　　島 97.6.5 大　塚　幸　人 大　　　村 97.2.20 今　村　親　示 長　崎　南 97.5.13

大　串　千　年 白　　　石 96.8.29 西　村　金　造 長　　　崎 96.8.2 岩　永　洋一郎 長　崎　南 97.5.30

中　野　　　浩 平　　　戸 96.10.18 前　田　三　郎 長　　　崎 97.5.27 鈴　木　一　郎 長　崎　南 97.5.30

富　永　雄　幸 佐世保南 96.7.9 吉　田　茂　視 長崎中央 96.7.30 堀　内　英　俊 長　崎　南 97.6.25
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ロータリー財団寄付額一覧表

1997.4.30現在単位：ドル

分区 クラブ名

1997.

　4.30

会員数

人　　員　　数 寄　　　　　　付　　　　　　額 期　　　中

一人当たりの

寄　付　額
準PHF ＰＨＦ ﾍﾟﾈﾌｧｸﾀｰ

96/7～97/4

寄　付　額 過去累計額
ポリオプラス

寄　付　額

据え置き

クレジット

第
１
分
区

伊　万　里 49 ２ 39 ３ 0.00 70,212.66 14,572.03 22,370.72 ０

伊万里西 53 ２ 73 １ 7,000.00 87,862.73 12,888.24 13,312.48 132

唐　　　津 71 １
56
一一
67

４ 2,131.00 81,758.72 22,249.33 13,749.59 30

唐　津　東 62 ０ ７ 4,126.00 96,127.06 21,218.42 14,625.25 66
唐　津　西 61 ０ 40 ６ 2,600.00 73,432.05 12,638.62 19,319.81 42
唐津中央 57 ２ ６ ０ 2,213.33 7,121.26 0.00 342.81 38

第
２
分
区

神　　　埼 33 ０ 11 ０ 1,000.00 22,229.72 9,785.86 11,229.72 30

小　　　城 37 ０ 22 ０ 1,730.00 50,361.22 22,145.52 23,913.54 46

佐　　　賀 86 ８ 56 ５ 4,725.73 127,296.83 32,772.85 48,378.08 54

佐　賀　北 61 ０ 37 １ 8,527.99 67,562.97 21,705.76 25,296.35 139

佐　賀　南 40 19 14 ０ 1,390.00 24,326.43 9,989.71 6,357.30 34

佐　賀　西 70 ０ 36 ６ 1,710.00 90,962.42 25,660.02 38,114.45 24
佐賀大和 29 ０ １ ０ 310.00 1,310.00 0.00 310.00 10

多　　　久 42 ０ 12 ４ 0.00 29,012.56 9,712.95 12,752.95 ０

牛　　　津 37 ０ 15 ０ 1,437.70 37,355.76 12,371.52 21,561.65 38

第
３
分
区

有　　　田 53 25 37 ３ 1,000.00 54,566.38 21,763.53 3,129.33 18
鹿　　　島 62 22 50 ４ 2,200.00 69,268.71 22,757.77 16,553.70 35
大　　　町 45 15 27 １ 4,420.00 49,083.17 14,205.71 10,089.87 98

白　　　石 30 １ 11 ３ 2,054.00 25,610.56 11,649.47 8,128.24 68

武　　　雄 63 28 37 ３ 3,065.51 71,182.87 20,037.17 20,136.14 48

嬉　　　野 39 ３ 19 １ 415ﾊﾟ)0 42,014.80 12,645.19 16,693.66 10
太　　　良 31 ０ １ ０ 0.00 1,000.00 0.00 0.00 ０

第
４
分
区

平　　　戸 48 ０ 50 ４ 5,290.78 90,159.60 16,493.87 31,029,28 110
生　　　月 30 ０ 15 ０ 420.00 27,147.68 12,073.77 9,641.58 14
北　松　浦 41 １ 34 ２ 0.00 61,531.66 11,147.04 14,793.30 ０
松　　　浦 49 ０ 24 １ 3,153.35 42,410.56 10,124.55 18,487.11 64
佐　世　保 104 ０ 152 15 6,220.00 291,663.37 60,354.20 79,030.73 59

佐世保中央 63 ０ 53 １ 7,650.00 69,157.42 155.17 15,157.42 121

佐世保束 55 ９ 44 ２ 3,000.00 90,953.16 21,753.71 32,851.27 54
佐世保北 64 ５ 49 １ 9,415.00 86,425.11 20,810.07 32,294.38 147

佐世保南 107 21 95 ９ 37,000.00 282,017.98 29,091.31 85,090.40 345

佐世保東南 21 ０ ２ ０ 1,000.00 4,196.07 0.00 2,196.07 47
佐世保西 63 29 65 ６ 6,000.00 118,899.01 34,999.97 39,572.35 95
ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ佐雅 30 ０ ２ ０ 2,000.00 2,000.00 0.00 1,000.00 66

第
５
分
区

諌　　　早 73 ０ 63 ３ 1,700.00 92,648.47 27,710.77 25,486.68 23
諌　早　北 71 ０ 72 ３ 2,700.00 116,893.32 21,069.49 36,108.41 38
諌早多良見 49 ２ 26 ２ 420.00 32,934.48 0.00 4,510.00 ８

諌　早　西 50 １ 29 ４ 1,546.00 51,804.10 13,436.20 23,117.83 30

大　　　村 70 ９ 45 ３ 6,793.39 93,400.65 20,690.64 34,191.92 97

大　村　北 43 ０ 39 ３ 390.00 55,618.37 11,960.26 16,717.69 ９

大　村　東 53 ０ １ ０ 1,520.00 1,520.00 0.00 520.00 28
島　　　原 53 ０ 38 ３ 4,042.31 56,949.59 17,328.31 11,380.61 76
島　原　南 32 ０ 12 ２ 1,327.56 21,244.41 7,253.31 9,244.41 41
雲　　　仙 40 ６ 33 ３ 1,594.93 72,775.87 8,770.14 30,360.49 39

第
６
分区

福　　　江 63 ２ 59 １ 15,000.00 109,854.62 20,355.38 39,526.76 238
福江中央 68 ９ 50 ３ 4,005.18 78,285.45 16,813.72 20,778.66 58
束　長　崎 57 ５ 29 ２ 1,570.54 51,235.87 14,771.90 18,538.68 27

長　　　崎 111 19 79 ７ 5,778.01 181,623.50 34,451.34 54,070.85 52

長崎中央 69 ２ 41 ６ 12,455.20 65,482.92 2,634.47 12,740.84 180

長　崎　東 92 17 91 ５ 16,309.33 148,632.51 28,077.31 29,110.94 177

長崎琴海 33 ７ 15 ２ 2,034.23 21,321.27 0.00 1,506.27 61

長　崎　北 101 ２ 72 ３ 2,514.71 127,348.09 28,068.10 41,644.18 24

長崎北東 56 13 37 ５ 6,000.50 95,961.15 15,780.60 42,193.08 107

長　崎　南 101 17 73 10 3,000.00 106,882.70 27,252.53 16,037.87 29

長　崎　西 82 14 、 38 １ 3,500.00 78,798.74 23,703.51 28,125.95 42
合　計 3,153 318 2,194 164 227,407.28 4,007,436.58 887,901.31 1,203,421.65 72
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米山奨学会奨学生
1997年６月現在

氏　　　名 性 国　　籍 学校名・課程学年･専攻 種　　類 期　　　間 世話RC･カウンセラー

兪　　祥　　宰 男 韓　　　国 長崎大学医博３年・皮膚科 ＹＭＤ 97.4～99.3 長崎北東　亀田　純輔

張　　賓　　山 男 台　　　湾 長崎大学学部４年・社会開発工学 ＹＵ 97.4～98.3 長崎北東　亀田　純輔

簡　　藁　　宏 男 台　　　湾 長崎大学医学５年・医学 ＹＵ 97.4～99.3 長崎南　中牟田真一

郵　　志　　偉 男 マレーシア 佐賀大学学部３年・生産機械に学 ＹＵ 97.4～99.3 牛　津　西岡　健次

甘　　先　　佩 女 マレーシア 長崎総合秒7大学学部４年･管理]l学 ＹＵ 97.4～98.3 東長崎　尾崎　　隆

姜　　真　　鉉 男 韓　　　国 佐賀大学学部３年･造形文化コース ＹＵ 97.4～99.3 佐賀大和　堤　　和之

金　　大　　藁 男 韓　　　国 佐賀大学学部４年・総合文化学 ＹＵ 96.4～98.3 唐津東　大河内明彦

金　　正　　善 男 韓　　　国 長崎大学修士２年･企業行動経営管理学 ＹＭＤ 96.4～98.3 長崎西　豆谷 原一郎

李　　炳　　薫 男 韓　　　国 長崎大学修士２年・電気情報に学 ＹＭＤ 96.4～98.3 長崎南　本多　圭助

林　　夢　　輝 男 マレーシア 長崎総合科学大学学部４年･機械LI学 ＹＵ 96.4～98.3 東長崎　豊島　壮光

林　　大　　三 男 台　　　湾 佐賀医科大学医学５年・医学 ＹＵ 97.4～99.3 佐　賀　香月　　武

呉　　明　　強 男 台　　　湾 長崎大学修士２年・社会開発工学 ＹＭＤ 97.4～98.3 長崎東　宮本　　誠

ｻｲｿﾝ･ｱﾙﾏげ･ﾒﾃﾞ付 男 フィリピン 長崎大学学部４年・構造工学 ＹＵ 97.4～98.3 長萄中央高原　誠

沈　　眺　　廷 男 マレーシア 佐賀大学学部４年・生産機械工学 ＹＵ 96.4～98.3 佐賀西　松本　　淳

成　　斗　　鉉 男 韓　　　国 長崎総合科学大学学部４年･機械工学 ＹＵ 97.4～98.3 長　崎　前田　三郎

ﾃｨﾙﾀｼﾞｬﾔ･ｴﾝｸﾞﾘｰ 女 インドネシア 長崎総合科学大学学部４年･管理工学 ＹＵ 96.4～98.3 東長崎　小川　　徹

楊　　停　　停 女 台　　　湾 長崎大学医博３年・生理系 ＹＭＤ 97.4～99.3 長　崎　松本　　勝

張　　航　　飛 男 中華人民共和国 長崎大学修士2年･水産経済･水産経営学 ＤＩＳＹＢ 96.4～98.3 長齢中央井筒　亮平

鄭　　燦　　紅 男 中華人民共和国 長崎大学医博３年・内科系 ＤＩＳＹＢ 97.4～99.3 長　崎　松本　慶蔵

羅　　力　　非 女 中華人民共和国 佐賀大学修士１年・管理会計 ＤＩＳＹＢ 97.4～99.3 佐賀西　久保　志郎

呂　　雪　　梅 女 中華人民共和国 長崎大学修士２年・水産学 ＤＩＳＹＢ 97.4～98.3 長　崎　中島章一郎

王　　慈　　笑 女 中華人民共和国 佐賀大学博士３年･エネルギー物質科学 ＤＩＳＹＢ 97.4～98.3 佐賀西　横田　揚成

ロータリー財団奨学生 (1997～'98年度)

氏　　　　名 種　　類 研究分野 留　　学　　先 推薦ＲＣ

永　末　　　聡 大　　　学 外交安全保障政策 ロンドン大学キングスカレッジ（イギリス） 白　　　石

永　安　　　武 大　　　学 医　　　　　学 ピッツバーグ大学（アメリカ） 佐世保北

城　田　智　臣 大　　　学 彫　　刻　　科 国立美術学院（イタリア） 島　　　原

坂　本　有希子 大　　　学 旅　　行　　学 ウェスタンビジネスカレッジ（アメリカ） 長　　　崎

針　貝　　　綾 大　　　学 近代美術史 カールスルーエ大学（ドイツ） 佐　　　賀

重　野　晶　子 大　　　学
フランス文学

フランス語教育法
エクスマルセイユ大学（フランス） 長崎中史

ロータリー財団奨学生 (1998～'99年度)
氏　　　　名 種　　類 研究分野 留　　学　　先 推薦ＲＣ

小　林　　　剛 入　　　学 アメリカ大学笑術史 ハーバード大学（アメリカ） 佐　世　保

桝　本　浩　司 大　　　学 経　　営　　学 ペンシルバニア大　ウォートン･スクール(アメリカ) 長　　　崎

北　村　龍　二 大　　　学 環境経済学 サセックス大学（イギリス） 佐　賀　南

松　目　弘　子 大　　　学 スペイン中世史 バリャドリード大学（スペイン） 平　　　戸

里　口　和　恵 大　　　学 環　境　教　育 グリフィス大学（オーストラリア） 唐　津　西

石　井　智　子 大　　　学 広告・広報 兪 カリフォルニア大学バークレー校（アメリカ） 佐　賀　北

井　上　果　子 大　　　学 経　　済　　学 マサチューセッツエ科大学ベアメリカ） 北　松　浦
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1996～'97年度　来日学生

国際青少年交換学生

氏　　　名 ＨｏｓｔＲＣ／高校 SponsorD./RC

Emma Mari

MaxweII

佐賀RC

龍谷高校

D.9460

Bonbu啄ＲＣ

オーストラリア

Carvalho Joao

Guilhemle Braga

佐世保南RC

西海学園高校

D.4580

1tabirik）RC

ブラジル

Santos Rodngo

Andrade

福江中央RC

在高高校

D.4580

Muriae RC

ブラジル

Alissa Healani

Altmann

諌1fj･RC

鎮西高校

D.7170

Corland RC

アメリ力

Tutku lnam
佐賀南RC

佐賀西高校

D.2420

KOlaeliRC

トルコ

James Alexander

Castillo

長崎西RC

長崎束高校

D.6270

West Bend Noon

アメリ力

1996～'97年度 派遣学生

氏　　　名 高　　校 スポンサーRC ホスト地区/RC

末　広　純　了･ 佐賀北高校 佐　　賀

7630地区

Nanticoke RC

アメリ力

芦　原　奈津子 佐賀北高校 佐賀北

6380地区

Fowlerville RC

アメリ力

飯　笹　美喜子 佐賀北高校 佐賀西

5650地区

Columbus RC

アメリ力

福　留　詩　帆 佐世保南高校 佐世保束

5630地区

Ａｍｏｌｄ ＲＣ

アメリカ

林　田　智　子 佐賀西高校 佐賀南

2420地区

Halic RC

トルコ

富　村　健太郎 松浦中学校 佐世保西

2420地区

lzmit RC

トルコ

古　賀　美智子 活水高校 諌　　甲･

7170地区

Oxford RC

アメリ力

沖　□　名　月 大村高校 大村北

5100地区

Hillsbore Sunrise RC

アメリ力

２６

氏　　　名 Host RC/高校 SponsorD. /RC

Amber Lea

koubek

佐世保束RC

佐世保束商業高校

D.5630

Amold RC

アメリ力

Natalie Ruth

Hoyle

長崎RC

長崎束高校

D.5960

St.PouI RC

アメリ力

Eichhom Lee

Benjamin

大村北RC

大村高校

D.5100

Newberg RC

アメリ力

Robert Daniel

Boldwin

佐賀北RC

致遠館高校

D.6380

TilburyRC

アメリカ

Bndget Moor
佐賀RC

佐賀商業高校

D.7630

Nanticoke/Seaford

アメリ力

Seda ozbay
佐世保西RC

佐世保商業高校

D.2420

Kocaeli RC

トルコ

氏　　　名 高　　校 スポンサーRC ホスト地区/RC

高　尾　香　織 長崎東高校 長　　崎

5960地区

Saint Paul RC

アメリカ

人　江　真　紀
長崎日本大学

高　　　校
長崎西

6520地区

Baraboo RC

アメリ力

永　田　美　紀 北陽台高校 長崎北東

6070地区

SprigfieldRC

アメリ力

宮　島　友　了･ 神埼高校 神　　埼

5170地区

Sunnyvale RC

アメリカ

人　汪　武　史 島原高校 島　　原

9460地区

Sa弛tyBay RC

オーストラリア

橘　　　生　子
や和女j1学院

高　　　校
佐世保南

4580地区

CataguasesRC

ブラジル

川　端　美　桂 花島高校 福江中央

4580地区

Juiz de Fora RC

ブラジル
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1996～'97年度　出席率表

分区
クラブ名

前年度

平均

1996年

　７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

1997年

　１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

本年度

平均

地区内

順位

第
１
分
区

伊　万　里 96.46 97.18 96.72 96.56 97.48 96.61 95.57 94.51 95.90 94.68 93.49 96.23 96.65 95.97 17
伊万里西， 96.87 96.33 97.24 98.18 95.06 97.70 97.27 97.24 98.13 94.45 95.41 93.52 93.60 96.18 16

唐　　　津 95.72 98.00 98.31 98.31 97.85 97.49 97.91 97.50 96.72 97.50 98.76 97.50 97.13 97.75 10

唐　津　東 99.28 99.49 100.00 100.00 98.53 100.00 99.34 98.50 99.00 98.72 98.04 96.91 98.58 98.93 ７

唐　津　西 95.16 97.46 93.33 94.62 90.00 97.27 95.45 96.91 92.02 95.00 94.17 93.27 93.36 94.41 23

唐津中央 97.63 97.47 98.76 99.18 98.33 99.67 98.33 98.35 97.51 97.09 98.75 98.33 96.69 98.21 ８
平　均 96.85 97.66 97.39 97.81 96.21 98.12 97.31 97.17 96.55 96.24 96.44 95.96 96.00 96.91 ①

第
２
分
区

神　　　埼 83.12 80.00 85.70 77.80 81.00 82.00 69.80 66.80 87.40 78.60 83.30 81.00 83.70 79.76 50
小　　　城 86.32 91.11 86.26 82.43 87.83 86.47 86.48 93.45 88.41 89.09 86.18 83.92 84.76 87.20 35

佐　　　賀 97.15 96.44 97.05 97.32 96.09 95.24 96.39 97.65 96.78 97.59 97.35 95.62 96.39 96.66 14

佐　賀　北 95.61 95.01 95.17 97.12 93.90 97.11 96.41 97.87 93.76 95.63 93.92 96.35 97.61 95.82 19
佐　賀　南 93.63 93.69 91.23 91.45 93.42 91.67 92.31 93.41 91.23 93.92 95.27 91.89 96.53 93.00 24

佐　賀　西 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
１

佐賀大和 87.11 77.50 78.02 85.83 85.33 91.66 81.03 91.07 82.14 83.03 76.19 83.96 81.88 83.14 46

多　　　久 84.47 88.36 88.95 83.71 80.35 83.92 78.56 84.52 83.32 87.29 82.73 91.62 86.60 84.99 41

牛　　　津 90.41 85.71 87.86 74.85 83.97 90.26 91.45 86.87 89.74 85.53 92.10 87.89 87.50 86.98 38
平　均 90.87 89.75 90.02 87.83 89.10 90.93 88.05 90.18 90.31 90.08 89.67 90.25 90.55 89.73 ④

第
３

分
区

有　　　田 88.28 84.64 83.93 83.92 83.58 86.58 88.89 90.28 92.59 87.04 87.04 88.27 87.50 87.02 37

鹿　　　島 88.07 85.88 83.79 85.67 86.65 88.27 84.79 84.75 87.10 89.72 85.70 89.44 88.81 86.71 39

大　　　町 84.55 82.35 76.70 81.29 77.14 94.23 82.03 82.70 87.16 85.17 84.45 81.07 89.18 83.62 45
白　　　石 88.30 85.81 87.10 85.75 89.38 85.16 79.54 84.00 82.58 77.23 84.24 82.58 87.88 84.27 44

武　　　雄 89.91 86.61 87.89 89.58 87.89 100.00 85.71 84.13 91.67 82.70 85.08 83.07 83.23 87.30 34

嬉　　　野 89.32 89.30 88.24 89.97 85.98 94.00 86.80 83.90 95.00 93.90 83.40 86.20 82.60 88.27 33

太　　　良 73.13 70.00 70.33 70.00 69.17 70.84 69.17 70.00 68.34 66.67 71.56 62.14 71.43 69.14 55
平　均 85.94 83.51 83.99 83.74 82.83 88.44 82.42 82.82 86.35 83.20 83.07 81.82 84.38 83.76 ⑥

第
４
分
区

平　　　戸 91.72 87.87 92.19 96.88 89.06 90.63 89.06 95.22 90.77 93.01 92.78 91.34 94.90 91.98 28

生　　　月 86.58 80.71 86.43 90.00 97.85 86.43 78.92 77.69 84.16 74.46 91.07 78.92 91.57 84.85 42

北　松　浦 93.85 96.28 93.04 97.38 94.54 93.90 90.67 92.20 97.11 90.29 94.05 85.38 86.11 92.58 26
松　　　浦 93.09 94.89 95.21 92.18 88.15 96.25 95.70 88.29 96.19 80.43 94.57 92.76 93.47 92.34 27

佐　世　保 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 1閣.00 100.00 100.00 100.00 100.00 1(X).00 １

佐世保中央 99.97 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 １

佐世保東 91.06 90.24 91.74 91.68 92.86 93.25 91.27 89.17 89.01 88.14 87.51 87.92 89.17 90.16 29

佐世保北 99.43 99.35 97.62 98.94 97.32 97.47 95.52 98.11 98.88 97.35 99.51 99.02 98.82 98.16 ９

佐世保南 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
１

佐世保東南 80.31 84.80 87.20 78.60 79.00 76.10 78.57 73.73 78.95 75.18 71.42 79.19 78.58 78.44 52

佐世保西 95.22 96.30 97.18 96.67 97.38 95.54 95.15 95.31 97.51 96.71 94.57 94.30 94.52 95.93 18
ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ佐雌 82.00 87.10 89.03 91.13 81.45 78.23 86.00 75.19 76.52 77.27 68.94 81.17 49
平　均 93.75 93.67 93.55 94.12 93.77 93.39 91.36 90.66 93.22 89.23 91.83 90.51 91.34 92.13 ②

管
酋

諌　　　早 95.75 98.20 95.48 96.90 95.13 94.90 92.01 91.29 95.42 94.36 94.79 92.77 93.83 94.59 22
諌　早　北 88.86 83.59 92.44 89.44 86.79 83.75 79.50 81.23 82.86 84.13 82.37 82.13 96.07 85.36 40

諌早多良見 82.36 79.80 76.37 80.35 73.70 80.00 79.32 82.48 78.03 71.11 78.57 82.25 80.31 78.52 51
諌　早　西 91.73 88.84 88.67 92.16 87.77 81.63 86.74 89.96 91.81 90.50 92.80 86.50 92.42 89.15 32

大　　　村 95.58 96.32 95.68 95.21 95.48 96.25 92.59 95.41 95.68 92.59 93.98 95.35 96.76 95.11 20

大　村　北 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
１

大　村　束 73.74 76.97 74.99 79.99 72.98 72.73 75.63 79.30 77.40 78.44 80.50 79.30 86.40 77.89 53

島　　　原 90.16 89.58 85.80 87.34 91.29 90.74 91.99 90.04 92.38 90.14 91.82 89.55 89.82 90.04 30

島　原　南 87.30 83.50 83.30 82.40 85.40 81.20 80.30 81.80 81.60 80.90 79.40 80.50 79.50 81.65 47

雲　　　仙 96.84 98.30 97.90 98.03 97.44 94.87 95.52 95.73 96.88 97.50 96.58 96.16 96.95 96.82 12
平　均 90.23 89.51 89.06 90.18 88.60 87.61 87.36 88.72 89.21 87.97 89.08 88.45 91.21 88.91 ⑤

第
６
分
区

福　　　江 95.37 97.42 95.36 96.69 96.31 98.37 96.77 95.16 96.37 97.95 97.13 96.05 97.98 96.80 13
福江中央 93.62 94.24 93.86 95.01 95.45 96.59 96.20 93.56 94.44 94.23 94.23 94.32 93.56 94.64 21

東　長　崎 87.70 84.56 84.20 81.57 82.40 84.05 82.32 82.89 84.79 83.57 85.50 89.54 88.18 84.46 43

長　　　崎 94.71 91.13 91.94 93.60 95.16 93.88 92.55 94.63 92.81 95.75 91.98 92.20 90.05 92.97 25

長崎中央 97.99 98.35 97.62 96.39 96.06 95.89 96.30 96.84 98.94 97.68 97.80 97.06 96.18 97.09 11

長　崎　東 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
１

長崎琴海 86.09 80.00 79.29 80.71 79.28 75.71 74.12 72.96 77.78 80.57 73.57 72.86 75.72 76.88 54
長　崎　北 97.40 95.72 97.70 96.57 95.67 96.94 96.35 95.03 97.97 97.81 96.87 96.93 96.41 96.66 14

長崎北東 90.30 86.92 92.31 84.20 91.43 90.57 85.38 87.18 92.31 84.00 88.08 80.29 83.17 87.15 36

長　崎　南 96.98 87.73 86.72 82.18 73.07 84.16 77.23 74.84 83.84 80.53 80.99 80.84 82.10 81.19 48
長　崎　西 90.57 88.88 89.58 87.46 86.42 97.22 87.35 89.89 92.68 92.90 90.63 89.06 87.81 89.99 31
平　均 93.70 91.35 91.69 90.40 90.11 92.13 89.51 89.36 91.99 91.36 90.62 89.92 ９０．１１ 90.71 ③

平　均 91.94 90.90 90.81 90.71 90.21 91.57 89.23 89.68 91.26 89.56 90.12 89.46 90.56 90.33

28
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IIS・T悦

　ヽ00:gT

fげ・Ｔ泌

素　淑　留　肋

基　財［11　塹

聊　一　田　翠

　　　翔　　貿

　Oy9七61

冴緊吊巾次留

月
召
９
浙

　　　　　　　　　水影巧　吋固

　　　に配()I加別幇坤科￥　9981

　　　　　　　　　氷匹討　fYm

fyにnHFY9託.fm乖坤科写　9卯！

与　?Ｔ　ａ　７

司　資　り　制

顕　　　･猫　附

　　　罪科￥

　OE'TIT96T

冴似崖工科￥

　ヽOg:91

壽ｇ・Ｉ蝸

チ　剖　甫　か

曇　梧　田　則

草r　屋　こ|　能

　　　科　　￥

　ZZ’9七6T

冴　似　他|［ﾘ』

　　　　　　　　　　印冴

ど川L㈲月次坤訥胆　阿8恚

ヽ00:91

　宰

血　鎚　田　似

･J　耳　馴　し1

一　糾　畑　捨

　　　罪仙胆

　IZ‘9’9861

冴似測ゐ雇尉

　　　　　岑万袱冊慰　FYm

　　E001.｢tJn川｣古制　阿8=!=

　　　　　　　　－　-一一 　　　　　　珠罫徊雅　吋]冴

レ8㈲個111図社中遊祁瀞　898！

～00:OZ

牢£渚

併勅凛侈帽埓

し　叫　岡　旱

ｊ　陥　↓f　腿

　　　古　　胆

　TZ’こ’6Z61

符緊壽皆古徊

　、OE:gl

TE・T浙

聊　堀　翌　蔡

闘　肩　田　座

限　茜　車　尽

　　　戻石谷ｊ

　OFZIIZ61

冴回書添唇温雁

月
収
Ｆ
渚

　　　　　　ツー1ぽ1－V｢ヽrl冴

聊果茸.｢回桁回丿斡411暦　£98！

　　　　　　　　　　　　　一一 　　　　泳一手こ降Ｆ渚　吋1沿

　　肆打闘]冴坤嚇腸瀞　加8=!=

～91:91

牢箇琲

ぐ乙づ仁･脳づ

yTいでに･手八よ

潟　鳶　印1¶ぼ

　　　湘斡温屏

　I‘9‘6861

乍－ぷｙズぐそ日

～09:91

牢隨俳

１肘値　翌　ｙ

汲　甲　迦　田

潟　万　fY111ぼ

　　　湘苔温雅

　認’I’9Z61

附票渕吉士辱財嗇

　　　　泳y陽陶器謬　印冴

II-6討I川馳q応射瀞　認8=!=

　～OEにＩ

Ｔｇ・Ｉ渚

梧　ホ　冷　借

料　福　乖　糾

瀬　駆　罪巾田

　　　苔昇瀞

　OFOE0861

冴卿圈添剖戻

　　　　　　　　　　　　　　　　　赤鼎

8腫T山東毎毎j,yf副U即|問漕　H-6特４

～00:91

　　宰

㈲　誉　田　幇

著　　　冊　海

葦　卿　田　丿

　　　錨　　脚

　8’I’9Z61

揖似糞玉田乖

月

収Ｓ
浙

　　　　　　　　　　　　　　氷鼎I　吋1沿

こ-O阿9琲ｙふｙ個借y.rl｣街￥　践8！

～00:9T

牢£渚

チ　程　鮪　削

澗崔球　　幇

し　具　聊　￥

　　　街　　ｙ

　EI'ZI'9Z61

沿　Ｖ　街　ｙ

　　　　　　　　永起因「YI召

　2;06こワ鼎巾包田川副担揖擢　隷8！

　　　　　　　　　　　- 　　　　　　　　　泳鼎し叫耳

已討川副召.f利川ぶ加重　CO-6p8！

～9ﾔ:91

率爾契

･玉晟瀞　迦　郵

１　白　田　座

街　-一　冷　賜

　　　田　　球

　pnドg961

冴り者玉田球

～00:91

乖隨鮮

士　粥　留　附

Ｗ　古　郵　雁

藤　扉　田　腸

　　　ボ　　↓

　8F£7861

冴　緊　ｵ1　↓

y］

召

Ｚ

次

　　　　　泳男邨巾能ぼ

レI瑚印判坤認瀞　O料辿

～09:ZT

Tg渚

宣に_鼎　冊　小

童　避　牢　槃

易　里　煎　ｙ

　　　邸具瀞

　OF9’S961

冴似海士認雁

　　　　　　　　　印召

ａＵ肩び川｣駿蜃　O悟辿

～OE:EI

Tg浙

々ワ辺　田　附

弧　耶　尿　半

一　素　田　似

　　　詐認雁

　6ロド氾6T

冴翠玉万認聡

乖鼎いに泳弱り｣冴

氾.｢川副ら坤影刄O婬=!=

～OF:91

考証琲

冊　萌　田　叫］

チ?絢」籾　罷

閲f円ば　召　聡

　　　随　　雁

　２‘乙‘ZZ61

附票叶碧認暦

　　　　　吊案　痢考附誹彩拍

屁-01E側車肺ｙ坤則拍　計8・

　～OS:91

牢ｔ・こ浙

挙　咄　宰　日

チ學印　田　叫

醤　　　科　諭

　　　ボ　　拍

　OFTI'696T

冴似屈ホ拍
y］

召

Ｉ

次
　　　　　貧打冊　印沿

98個雅章肛由程排　8婬=!=

～00:SI

￥Z浙

曇　聡　田　醤

冊［耳　　　煎

卯　耶　思　旱

　　　Ⅲ瓦排

　9ZI’OZ6T

冴　緊　襄　禰

悄　　　琴　　　附

加　冊　加　辱　奮
翻日弓泌

錐　　励

冊　　琴

冊腿蜃回

こ）Ｕ哨葺

日E仁な腸

肺　冴　似

y］

唇

厚誼ffgjμ661

ヱ４４ヽ１４∠－ぷ/てｙ
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ローターアクト クラブ

第2740地区代表　　佐世保ＲＡＣ

　　　　　　　　　行　富　直　行

クラブ名

==============　㎜
ｽﾎﾟﾝｻｰRC

創　立　年

佐　　　賀

=======四=四四四四四四四四四

顧･顧西･佐駄

1958

.12.12

有　　　田

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜
有　　　田

1969

.10.7

世
世
佐
拒

＝＝＝＝

保
徨

1969.12.17
゜
ｒ
ｙ
レ
し

ｊ
ｊ

崎
嶮

長
長

1970

.

諌

-一一一一一一一

諌

1970

.

長

一一一一一一一一

長

1971

.

唐
脈

５

５

２

20

－

早

--一一

早

29

－

崎

一一一一

崎

　４

－

東

---------一一

津　東

1973.10.18

佐世保東

===㎜㎜--㎜㎜--J=
佐世保東

1974.4.9

島

一一一

局

1981.4

鹿
屁

1981.

長
務

－一一

崎
崎

1983.

大
示
ハ

犀
原
1
0

　島

--一一一一･

　島

5

.

20

３

1985.2.

東
雁
‥
１
１

寸
７
Ｔ
‐
ｆ
ｇ
Ｊ

一
一
４
１
Ｙ
不
―
り
乙

伊万里西

　　　　　　㎜㎜㎜㎜　皿皿皿丿皿=-===㎜
併万里西

1987.3.15

例

======㎜㎜㎜㎜■㎜■㎜

事

務

レストランランチャン

Ｓ・・㎜－㎜・

1997/ 6 ｡1現 13クラブ｀　140名

�0956-49-9765（貧富建具店）

〒857　佐世保市俵町29-23

場

一一一一一一一

所

一一一一

例
例

－

〒840ｲ左賀市松原卜2-35

　　　佐賀商工会館３階ロータリークラブ事務局内
レストランまるいし

･-========-======■- -･■■■=-=&========■■■■■■■■還■■Jaa================-■･･-
〒844西松浦郡有田町中部丙954-9

　　　　大有田焼会館３階有田ロータリークラブ内

西部ガス５階会議室

============㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜--=====㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿皿
〒857佐世保市島瀬町10

-12

　　　親和銀行本

ニュー浦上ホテル

内

---------------------------------------

〒850長崎市万才町6-38

　　　　　明治生命館４階

高城会館

========㎜㎜㎜㎜㎜皿=======㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜㎜㎜---JJ=

〒854諌早市東小路町8

-

2

　　　　諌早商工会議所

　　　　　　　　　　一一-

四海楼

=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿皿皿==㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜㎜皿皿皿皿皿==

〒850長崎市万才町6

-

38

　　　　明治生命ビル４階

唐津市民会館

=========㎜㎜㎜㎜=-=-====㎜=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜-=㎜======

〒847唐津市大名小路1

-

54

　　　　唐津商ｺご会館５階

サンパティオ

一一一一

- 一 一 －

一 一 一 一 ・

＝ － ミ ミミ＝～

-----------------------------一一--------------------

〒859-32佐世保市早岐1-13-11

　　　　　　　西肥シルバーボウル内

ホテル南風楼

=====㎜㎜㎜㎜㎜皿皿-===㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜-皿皿㎜㎜-====
〒855島原市高島2

-
7217

　　　　　島原商工会議所

鹿島商工会館２階会議室
==㎜=㎜㎜㎜㎜㎜皿皿-J㎜㎜㎜

〒849

-

13
㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿--==============㎜㎜㎜㎜- - - ======
鹿島市大字高津原4296

-41

鹿島商工会館２階

長崎玉屋６階

㎜㎜㎜㎜㎜皿皿㎜㎜㎜㎜--㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿皿皿皿-‾J‾‾‾‾‾‾‾‾‾
〒850長崎市万才町3

-

13

　　　　千代田生命ピル８階

親和銀行別館

===㎜㎜㎜㎜- - - ====㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿-J-===============

〒856大村市本町326

　　　　親和銀行別館

伊万里公民館会議室

--=㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿㎜---==========㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿皿J==

〒848伊万里市新天町663

　　　　伊万里商工会館

　会

会　時

　員

一一一一

－一一－

－一一一一一一－
－－－－－

一一一一

30

－－－一一

日
間
数

第１・３水曜日

7 :0(卜8 :30pm

　　16名

第１・３木曜日

7 :3(卜9 :00pm

　　　3名

第１・３水曜日

7 :00～8 :30pm

　　　14名

第１・３水曜日

7:15～8 :45pm

　　　8名

第２・４火曜日

7 :30～9 :00pm

　　　16名

第１・３火曜日

7 :15ヽ-8 :45pm

　　　17名

第２・４火曜日

7 :30～9 :00pm

　　　11名

　第２・４水曜日

　7:30～8 :30pm

　　　11名

　第１・３木曜日

　7:30～9 :00pm

　　　12名

　第２・４水曜日

　7:00～8 :30pm

　　　10名

　　　　　-　第１・３金曜日

　7:15～8 :45pm

　　　12名

　第１・３木曜日

　7:30～9 :00pm

　　　2名

　第１・３水曜日

　7:30～9 :00pm

　　　　8名

会
　
幹

長
　
　
事

子
文
祐
弘
川
継
姉
笠

政
夫
英
武
崎
塚
山
犬

柚
子
大
典
井
部
局
渡

前車達也

岡崎　ひろみ

西
原
村洋

田　壮一

吾
郎

純
玲
雅
智
中田
原

横
森
田博士

　かおり

浩
喜
初
一
川
本
瀬
岡

強
章
　
文
鳥
永
中
森

美
春
裕
平
尾
田
原
原

山
今
□　美由紀

　井智子

美
輔
郁
夫
原
口
梶
山

香
子
　
智
日
原
山
容
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腿

配6ご6°Q6T

HI’0861

0969　国　案事―牢ヽ1く4うごφ襄耽　加　冊
乙IO計g　能　尽戻　　　價　　　似車　畑　冊
STOこ'9°9861OT屁　国　耳呑　　　　ご　　　　乙畑　　　　冊

配9こ'6°巴610969　国　案乍　一　宙　ヽ4　ぐ　４蜘　　　　冊
TTﾔごF°9861089S　国　勧聊　　　　　　　　準屁嚇腸雁

91°S166109冗　聡　与贈　　詐　　巾　　尽半封冊雁

91I‘9’Z861O祀9　国　案ム　昌　ヽ1　/r　y　牢維嚇雅雁
６祁'OI゛卯6TO冗9　国　案襄　　y犬ｺ　　￥罪嚇温雁

TTE°91861069g　国　獅|必　　二｝　|lf　　誹耽嚇腸雁

ZIE’9｀9861099S　国　翁蜃　　簒　「FI　　畏軍器温瀞
９9Z°S7661099S　国　翁印　　夏　　印　　膏￥巾嚇温雁
III　゛I　°9861O旺9　国　案ふ　ｙ　宇　　　　ら迭に誹　雁

認OyTT'O加TO肆S　駒　尽印　　　　　　　尽嚇　腸　雁
Iこ9T'9゛n61OZ冗　契　尽湘　　　　　　　早ゴ　　　　玉
61認７’配61O肆S　契　尽印　　　　　　　　圖屈　隨　雁

９6’9゛こ66T09屁　契　尽聘　　邱　　宣　　晋耽　認　雁
9こpZ°S゛に6T099S　国　励印　　　両　　　犀膳　　　　雁
PIごt‘婬61089S　国　効牢　　　　　　　　拍屈　則　拍

□9T°g‘n61OI託　国　櫛昌　宰　厚　宰　藷屈　ボ　拍
SZgT°9’兄6100託　国　劾琲　　　　　　　　胆屈　ヰi　拍
□OZ7゛26109冗　認　尽肘　　　　　　　　腿市　ホ　拓
IこE'II゛児6109冗　契　尽由　　　　　　　　￥ホ　　　　星

認9°II゛O加IOIgS　国　櫛宰　　　　　　　　薦ホ　　　　拍

歯柵腫日ぼ海尉射刃聊.t洛国ム谷ぶ翁浙t洛ム乙ぷ

菖－ぷ4･4靭剌ヽ拓郎

弱9’T゛加6T半苔唇瀞一雁|lf早
O乙8゛9’加61車詐加冊嚇誹田田こ9コマI'966T屁孤雁衛肪□刀
ﾔ99ご91661半隨瀞￥肩車臍こ9Ｈ゛こI'9661吊巾厨障与沢井叫
09こ’91661Ｈ　　￥与応思案89971'9661詐畑冊緊基科巾
ｎTI｀tl66T吊巾蜘冊尿萄斜影89認゜II｀9661詐畑冊㈲揖科翌
こ981‘21661糾れ似拉㈲一如斑屁98認゜II゛9661詐畑冊浚卜部　　雇
99乙｀Z1661防御冊陥茜進呈98H°II｀9661詐畑冊昇聶嚇ドー
9Z9°Z’£66T節:苔唇雁徊顎　半O乙乙｀II'9661吊巾刀叫陥　　　　槃
Z9I’Z°Z661累加冊巨効蜘印こ88FOT°9661迦　　留似扉善鰯
g6171661水牢拍一脈四ﾄk妬こ’OT°9661車詐御召間髪卵生肝
OZE’I　’Z661犀蜘冊扁　　田田69IS'8°9661留　　萌二騨田♀
16H°T　゛加6Tホ　　星一碧圖走OZOT’8’9661芯徊冊亘　　田早

聊壽日こ1朕て)II附加9ﾊﾞﾆf聊壽日こ1朕DII鴬拙54ﾊﾟﾆr

（蜘魅硲）誓琴i;聊叫　聊爾Z6,～966L
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地区行事報告

月日 行　　　　事 場　　　　所 月日 行　　　　事 場　　　　所

7.1～2

　　　3

　6～7

　　　9

　　　11

　　　12

　　　14

　　　15

　　　16

　　　17

　　　18

　　　19

　　　22

　　　22

　　　23

　　　23

　　　24

　　　25

　　　26

　　　26

　　　28

　　　29

　　　30

　　　31

　8.1

　　　2

　　　3

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　　10

　　　17

　　　18

　　　20

　　　21

　　　22

　　　23

第１回ガバナー会議・ロータリーの
友委Ｈ会

第１回ガバナー諮問委員会

第２回ガバナー会議

第１回分区代理会議

佐賀ＲＣ公式訪問

諌早ＲＣ公式訪問

ローターアクトクラブ地区会長幹1拝
会

佐賀西ＲＣ公式訪問

唐津ＲＣ公式訪問

大村北ＲＣ公式訪問

長崎ＲＣ公式訪問

第３分区会長幹事会

地区大会委員長会議

佐世保北ＲＣ公式訪問

ハウステンボス佐世保ＲＣ創y総会

佐賀南ＲＣ公式訪問

佐世保ＲＣ公式訪問

第32回全国献血大会

国際青少年交換全国委員長会議

牛津ＲＣ公式訪問

国際青少年交換学生選考会

長崎中央ＲＣ公式訪問

長崎西ＲＣ

会報・雑誌・広報地区委員会

佐世保東ＲＣ公式訪問

唐津中央ＲＣ公式訪問

インターアクトクラブ地区大会

佐賀大和ＲＣ公式訪問

生月ＲＣ公式訪問

平戸ＲＣ公式訪問

嬉野ＲＣ公式訪問

会員増強拡大セミナー

ローターアクト地区委員会

国際青少年交換地区委員会

佐世保西ＲＣ公式訪問

長崎北東ＲＣ公式訪問

多久ＲＣ公式訪問

米山記念奨学会評議委員会

束京都

武雄巾

東京都

武雄巾

佐賀巾

諌早市

伊万肌市

佐賀市

唐津市

大村市

長崎市

白石町

武雄市

佐世保淑

佐世保占

佐賀市

佐世保市

佐賀市

東京都

牛津町

大村市

長崎市

長崎市

武雄市

佐世保市

唐津市

佐世保市

佐賀市

生月町

平戸市

嬉野町

武雄市

武雄市

武雄市

佐世保市

長崎市

多久市

東京都

　　23

　　24

　　24

　　25

　　27

　　28

　　29

　　31

9.2

　　3

　　4

　　5

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　17

　　18

　　19

　　20

　　24

　　26

　　26

　　27

　　28

　　30

10.1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　7

　　8

ロータリーの友ガバナー座談会

新匪代プログラムについてのシンポ
ジウム

会員増強セミナー

ロータリー財団奨学生第１回研修会

神埼ＲＣ公式訪問

佐世保東南ＲＣ公式訪問

諌早北ＲＣ公式訪問

会報・雑誌・広報委員長会議

武雄ＲＣ公式訪問

新世代地区委員会

長崎南ＲＣ公式訪問

大町ＲＣ公式訪問

､米山記念奨学会委員長全国会議

長崎東ＲＣ公式訪問

雲仙ＲＣ公式訪問

国際青少年交換学生
オリエンテーション

長崎北ＲＣ公式訪問

諌早多良見ＲＣ公式訪問

唐津西ＲＣ公式訪問

佐世保中央ＲＣ公式訪問

松浦ＲＣ公式訪問

有田ＲＣ公式訪問

伊万里ＲＣ公式訪問

伊万里西ＲＣ公式訪問

第３分区会長幹事会

北松浦ＲＣ公式訪問

福江中央ＲＣ公式訪問

新世代委員長会議

福江ＲＣ公式訪問

米山記念奨学委員長会議

地区資金委員会

島原ＲＣ公式訪問

島原南ＲＣ

太良ＲＣ公式訪問

佐世保南ＲＣ公式訪問

財団（情報・奨学）委員長セミナー

第２回ガバナー諮問委員会

鹿島ＲＣ公式訪問

大阪府

武雄市

福岡市

武雄市

神埼町

佐世保市

諌早市

武雄巾

武雄市

武雄市

大村市

大町町

東京都

長崎巾

雲仙

大村市

長崎市

諌早市

唐津巾

佐世保占

松浦市

有田町

伊万里市

伊万里市

嬉野町

江迎町

福江市

武雄市

福汪市

武雄市

武雄市

島原市

北有馬町

太良町

佐世保淑

武雄市

武雄市

鹿島市

－32



月日

一
　９

　９

11

16

11

12

14

15

16

17

17

20

21

21

22

23

24

29

　7

11

11

16

17

24

　　　28

　　　29

き卜12.1

12.3～4

10--11

　　　15

　　　15

　　　20

　　　23

　　　26

　1.12

　　　19

23

25

26

30

　　　　　行　　　　　事

諌吊西ＲＣ公式訪問

新開代地区委員会

国際肖･少年交換学生受入クラブ委口
長会議

生月RC20周年記念式典

大村東ＲＣ公式訪問

楽長崎ＲＣ公式訪問

白石ＲＣ公式訪問

唐津東ＲＣ公式訪問

長崎RC60周年記念式典

第３回国際青少年交換地区委員会

小城ＲＣ公式訪問

新世代地区委員会

大村ＲＣ公式訪問

佐賀北ＲＣ公式訪問

長崎琴海ＲＣ公式訪問

ハウステンボス佐世保ＲＣ公式訪問

クラブ奉仕引貴報地区委員会

ロータリーの友委員会

新世代地区委員会

ガバナー指名委員会

地区大会

佐賀県内会長幹事会

財団セミナー

ロータリー財団地区委員長会議

ロータリー研究会・第３[口1ガバナー
会議

国際青少年交換学生九州づ割旅行

全国国際青少年交換委員長会議

米山奨学生第一次選考会

第４[口1国際涯少年交換地区委員長

及びオリエンテーション

地区大会新世代会議反省会

第２回分区代理会議

第２回ロータリー財団奨学生研修会

米山記念奨学会新春の集い

職業奉什地区委員及びクラブ委員研
修会

第４回ＲＹＬＡ地区委員会

第２分区Ｉ．Ｍ．

ローターアクト会長幹事会

研究グループ交換地区委員会

　場　　　　所

一-
諌いh

武雄巾

武雄巾

生月町

大村｢lf

長崎巾

白石町

唐津市

長崎市

佐耽保占

小城町

武雄市

犬村｢↑f

佐賀市

琴海町

佐世保淑

武雄市

東京都

武雄市

武雄市

武雄巾‘

小城町

神戸市

神戸巾

神戸市

佐世保淑・長崎|lf

東京都

佐賀市・長崎市

大村市

武雄市

武雄心

武雄市

佐賀市

武雄巾‘

佐賀市

佐賀市

島原市

武雄市

月日

㎜=a■--

　2.2

　　2

　　5

　　8

　　16

　　22

　　22

　　23

3.1

15

一一 2

　 3

　 4

　 6

　 9

1 2

1 6

2 2

2 5

　29

4.2

　　6

　12

　13

5.8

20

26

30

－9

　9

17

17

　18

　18

　25

6.2

　　8

　　9

　11

　15

３３－

　　　　　行　　　　事

　　　　　　　　　　－　　　　　-一一
第５分ＩＸＩ．Ｍ．

米|【|記念奨学生第1次選考会(lfli接)

第３回ガバナー諮問委11会

第１分区１．Ｍ．

第４分区Ｉ．Ｍ．

第３分区Ｉ．Ｍ．

第６分区１．Ｍ．

第5 1111国際,lj｀少年交換地区ｉ11会
及びオリエンテー一シ11ン

第10回全国ローターアクト研修会

諌!f｣,Ilj'4R C共1･jj記念一μ－
桜・ホルト171'本圃',!.式

第４回が八十一会議

新既代地区委員会

米山記念奨学生研修旅行及び修j'式

長崎琴海ＲＣ創'な５周年記念式典

ＲＹＬＡ

第２回佐賀県内会長幹事会

ロータり一財団奨学生第３回研修会

第2740地区会艮エレクト研修セミナー

第４回ガバナー諮問委員会

1996～'97りーダーシップフォーラム

牛津ＲＣ倉|』政20周年記念式典

伊万里西ＲＡＣＩＯ周年記念式典

第2740地区地区協議会

国際寿少年交換派遣ｆ定学生・来日
学生オリエンテーショ,ン

第３回分区代理会議

1996-ヽ'97国際青少年交換プログラ
ム全国役員会議(大宮会議)

ローターアクト地区委員会

海星学園インターアクトクラブ発会
式

佐則呆東創立30周年記念式典

1997年度米山記念奨学生オリエンテー
ション

島原南ＲＣ創立10周年記念式典

ロータリー財団奨学生地区選考会

国際肖･少年交換学生京都・奈良研修
旅行

第2740地区ローターアクト第15回年
次大会

長崎北ＲＣ創立40周年記念式典

佐賀県内新・旧会長幹事会

第７[哨国際庁
(新旧委員)及

少年交換地区委員会
びオリエンテーション

　場　　　　所

長崎心

佐賀巾

武雄心

伊万里｢↑f

汪迎町

嬉野町

長崎心

大村市

唐津市

諌早市

東京都

武雄巾'

多久巾‘・武雄心

西彼杵郡琴海町

北山少年自然の家

武雄市

武雄市

佐欧保市

武雄心

諌緊市

佐賀市

伊万里心

佐世保市

佐世保市

武雄市

大宮市

嬉野町

長崎市

西彼杵郡西彼町

佐賀市

南有馬町

武雄市

京都・奈良

大村市

長崎市

武雄市

長崎市

●

●



●

●

表紙絵の説明

　錦の御旗（にしきのみはた）

　この旗は明治元年（慶応４年・戊辰の年＝1868年）の戊辰の役の時、天皇の命（勅諭）に

したがって、武雄領主第29代鍋島茂昌公が武雄軍団子余名を率いて、羽州（秋田方面）に出

陣する時、奉持したものです。

　戊辰の役とは、明治政府形成のとき、政府軍と旧幕府側との戦争を総称し、羽州戦争とも

いはれています。

　錦の御旗は長辺167cm、短辺165cm、菊の紋章径116cmの絹布の旗です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（武雄市教育委員会・蔵）

痍じ巣]淋〕泉
　月信13号の編集を終えて、やっと肩の荷を降ろした感じが致します。

　月信を担当してから毎月冊子を見るまでは冷汗ものでした。案の丈、何回か校正ミスを繰り返

し、執筆の皆様に大変なご迷惑をおかけしました事を、真に申し訳なく思っております。

　私共は、委員の皆さんに夫々任務を分担して頂いて、期日に間に合うように頑張って頂きまし

たので大変スムーズに編集が出来ました。原稿を依頼するに当って、皆様方無理なお願いを致し

ましたが、ご寛容の程宜しくお願い申し上げます。

　最後に印刷に当って頂いた鹿島印刷Kjぐの職員の方々に厚く御礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区副幹事(月信担当)古賀行雄

国際ロータリー関係事務所
国際ロータリー世界本部　ROTARY INTERNATIONAL

　　　　　　　　　　　　　　One Rotary Center，1560 ShemanAvenue,Evanston，ILLINOIS 60201 U.S.A.

国際ロータリー日本サービスセンター　〒160東京都新宿区新宿１丁目36-12サンカテリーナ１階

　　　　　　　　奉　什　室　�03-3355-5383クラブ関係のお問い合せ　Fax 03-3226-4606

　　　　　　　　資　料　室　�03-3355-5391～3文献資料のご注文、お問い合せ

　　　　　　　　財　務　室　�03-3355-5425～6ロータリー財団、その他、財務関係のお問い合せ

ガバナー会事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3433-6497

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館７階　�03-3433-6456

ロータリーの友事務所　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3436-6651

米　山　記　念　奨　学　会　〒105東京都港区芝公園２丁目６-３ ａｂｃ会館８階　�03-3434-8681

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

〒843武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　TEL(0954)22-0156　FAX(0954)22-0160

執務時間　9:00～17 : 00(土､日､祭日休み)

　　　　ガバナー　　牟　田　勝　輔

　　　　地区幹事　　大　坪　勇　郎

　　　　事務局　山　口　真利子

　1996～’97年度第2740地区ガバナー月信

　　　　　編集委員会

監　　修　　大　坪　勇　郎（地区幹事）

委員長　古　賀　行　雄（月信担当副幹事）

委　　員　　有　田　峰次郎

　　　　　宮　崎　幸　久

　　　　　井　上　悛　正

　　　　　花　田　晴　年

　　　　　別　所　善　弘

印　刷　鹿島印刷株式会社昌混昌:晶

34



　ＧＯＶＥＲＮＯＲ'Ｓ

ＭＯＮＴＨＬＹ ＬＥＴＴＥＲ

　　　　　　　　　1996～1997年度

国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所

　　　　　第2740地区ガバナー月信編集委員会事務局

　　　　　〒843佐賀県武雄市武雄町昭和8-9第一光栄ビル2F

　　　　　TEL（0954）22-0156　FAX（0954）22-0160

●

●
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